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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　Encounter.　白い龍りゆうと黒い天使







　七年前のある夜のことだ。

　あいつと出会った日のことは、鮮せん明めいに覚えている。雪がしんしんと降る冷えた夜だった。

　シェムハザが、俺──アザゼルのもとに一人の少年を連れてきたのだ。

　ボロボロの衣服に身を包み、髪かみもぼさぼさであり、体中が傷だらけだった。

　何よりも敵意むき出しの双そう眸ぼうは、誰だれも信用せずにここまで育ったことを如によ実じつに表していた。ひと目で苛か烈れつなネグレクトを受けていたのだとわかる。事実、その少年は実の父と祖父から虐ぎやく待たいを受けていた。

　シェムハザが言うには、この少年は欧おう州しゆうの山奥にある町で空あき巣す狙ねらいをしていたそうだ。何度か捕ほ縛ばくしようとしたが、子供とは思えない異能を発揮して、警察はおろか、ヴァチカンのエージェントたちをも退しりぞけていたというのだ。

　悪あく魔まの力と──強大なドラゴンのパワーを内包していることがわかったヴァチカンは、上級エージェント数名の派は遣けんを決断する寸前だったという。

　そこにシェムハザへ「その少年を確保してほしい」と悪魔側から連れん絡らくが届いたのだ。

　シェムハザが部下を引き連れて捕縛したところ、その少年が「白い龍バニシング・ドラゴン」の神器セイクリツド・ギア──白龍皇の光翼デイバイン・デイバイデイングを持つ今世の白はく龍りゆう皇こうなのだと発覚した。

　長いこと神滅具ロンギヌス所有者を幾いく人にんも監かん視ししてきたが、直接手元に置くことになったのは、意外にもその少年が初めてだった。

　初対面の少年に俺は言う。

『随ずい分ぶん暴れ回ったそうじゃないか。……名前は？』

　俺の問いかけに少年はしばしの沈ちん黙もくの後、答えてくれる。

『……ヴァーリ……ルシファー』

　そう、その少年──ヴァーリは、あろうことか、神滅具ロンギヌスを所有していた上に悪魔の王、父ともいえる『ルシファー』の血を受け継つぐという冗じよう談だんのような存在だった。ヴァチカン──天界側がこの真実を知れば、色めき立ち、即そく殺さつするのは明白だ。それどころか、当時の悪魔側さえ、この子の存在を知れば……。

　……ヴァーリの情報をシェムハザにもたらしたのは、前ルシファーの息子むすこ──リゼヴィムに当時仕つかえていた使用人の下級悪魔だった。その使用人が、シェムハザ──堕天使とパイプを持つ悪魔にヴァーリの情報を送ったのだ。俺たちに知らせたことで、ヴァーリは無事グリゴリに身を寄せることができた。

　仮に悪魔側にヴァーリの存在を知らせれば、旧魔王側と折り合いが悪かった現政府、特に大王側はこの子をどう扱あつかったか。死ぬまで投とう獄ごくされていたか、あるいは無かった者として始末されたか──。人間との間に生まれ、ルシファーと白龍皇の力を持つ存在を疎うとむ者は上級階級に少なくないだろう。

　ヴァーリの命を生かすという点において、その使用人の選せん択たくは間ま違ちがってはいなかったと思う。

　ただ、程なくしてその使用人と連絡が取れなくなったという。おそらく、いや、確実にヴァーリを逃にがしたことで身に危険が及およんだのだろう。

　使用人は、何な故ぜ自分の命を顧かえりみずにヴァーリを救ったのか？

　優ゆう秀しゆうなルシファーの血族を失わせたくないと、その者なりに想うところはあったのだろう。もしかしたら、リゼヴィムがおこなっていたヴァーリへの虐待を見るに堪たえなかったのかもしれない。

　とはいえ、俺たちも場合によっては選択を迫せまられる。ヴァーリの始末についてだ。

　神器セイクリツド・ギア……ひいては神器セイクリツド・ギアシステムってのは持ち主を選ばない。それゆえの悲劇を俺は幾いく度ども目にしてきた。天から一方的に与あたえられた『奇き跡せき』──いや、異能を使いこなせず、翻ほん弄ろうされて……あげく自分とその周囲を不幸にしていく様は、空むなしささえ感じる。

　特に二に天てん龍りゆうを宿した神器セイクリツド・ギア所有者の生き様は、宿命の戦いを背負うゆえに壮そう絶ぜつなものも多く、所有者とその周囲の者たちまで不幸にするケースが多かった。

　ヴァーリもその系けい譜ふに飲み込まれたのかもしれないと、そのときは思ったのだ。

　ヴァーリがグリゴリに身を置いてから数か月後──。

　俺たちにまったく心を開いてくれなかったヴァーリだったが、施し設せつの生活に慣れてきてはいたようだった。俺は本格的にいろいろと交流を図はかることにした。

　その折、件くだんの使用人のことを告げると驚おどろいたように目を見開いた。そして、顔を背そむけて一言だけこう漏もらした。

「…………バカだな」

　幼心にも使用人の末路に何か想うところはあるようだった。

　それからだ、ヴァーリが、神器セイクリツド・ギアの使い方を訊きいてくれるようになったのは。本を読み、教養を得ながら、あいつは徐じよ々じよに徐々にその抜ぬきん出た才覚を伸のばしていった。

　それまで念波のようなものでしか通じ合えなかったアルビオンと初めて声を交わしたときのあいつのにやけた顔は忘れられるものではない。

　家族、身内というものに酷ひどく鈍どん感かんでありながら、それを無意識に強く求める……矛む盾じゆんしたものを内包する少年の姿がそこにあったのだ。

　ヴァーリはルシファーの血を引きながら、白龍皇の力をも宿してしまった。生まれたときから特異なまでの力を持っていた子供……実の父はそれを恐おそれ、リゼヴィムに煽あおられるままに虐しいたげた。

　反逆してもよかったはずだ。実の父であろうとも、命の危険があるのなら、その特異な力でもって抗あらがってよかったはずだ。

　ヴァーリにそれを訊いたとき、悲ひ哀あいに満ちた瞳ひとみでこう言った。

『……俺があの男にぶたれないと、母さんがぶたれていた。それに……』

　そのあとのヴァーリの言葉を、俺は一生忘れられないだろう。

『……俺をぶつあの男は……安心しているように見えた。怖こわいし、痛かった。嫌いやだったけど、あの男はそうしないとダメだったんだと思う』

　ヴァーリを恐れる実の父は、無む抵てい抗こうの息子を殴なぐり、そこで初めて安あん堵どを得ていたのだろう。ルシファーの孫として生まれたヴァーリの父は、生まれたときから『特別』な存在だったはずだ。しかし、その自分から生まれた子供は──それ以上の『怪かい物ぶつ』だった。

　心底、怖かったのだろう。ルシファーの孫という立ち位置からのプレッシャー、自分以上の才能を秘めた息子に将来寝ね首くびをかかれるかもしれないという危き惧ぐ。そこに父であるリゼヴィムからの圧あつ迫ぱくも重なったことだろう。

　ヴァーリの父は、無抵抗の息子を殴ることで、自分の存在をどうにか保てた。

　そのことを、幼い少年はそれとなく察したのだと思う。だから、無抵抗で殴られ続けたのだ。




　──家族の温もりを知らずに育ちながら、家族を捨てきれなかった少年。




　俺のもとにヴァーリが来て一年が経過した頃ころ──。

　自分の力の使い方を覚え始めた銀ぎん髪ぱつの少年は、同世代の神器セイクリツド・ギア所有者を圧あつ倒とうし、己の力に自信を得ると共にひとつの持論、生き方を持ち始めていた。

　ヴァーリが俺に言う。

『アザゼル、俺はこの世の誰よりも強くなる。自分の力が、生まれ持った能力が、どこまで通じるのか、ハッキリさせたい。リゼヴィムよりも、前ルシファーよりも、いいや、赤せき龍りゆう神しん帝ていグレートレッドよりも強くなる』

　生まれ持ってきた力のために迫はく害がいされた少年は、その才能を追い求める生き方を選択した。誰かを守るための力というよりは、己を守り抜く、誰にも負けない力を手に入れたい願望があったように思える。

　それは、二天龍ゆえの力に翻弄されているのか、それとも──。

『なあ、アザゼル。俺のライバル……赤龍帝はどんな奴やつかな？』

　俺にそう訊いてくる銀髪の少年の瞳は、好こう奇き心しんで爛らん々らんと輝かがやいていた。

　そして、数年後、ようやく赤龍帝と出会ったヴァーリ。その瞳には、イッセーがどう映っているのだろうか──。







　　　Khaos Disaster.







　トライヘキサが復活を果たしてから、五日が経過した冥めい界かい──。

　俺──アザゼルは、バラキエルと共に悪あく魔ま世界の首都リリスにある魔ま王おうの城にいた。そこにある作戦会議室にて、集つどった冥界（悪魔側、堕だ天てん使し側）の首しゆ脳のう陣じんと共にトライヘキサの対策を話し合っていた。サーゼクスは別件で一時的に席を外しており、うちの現総そう督とくシェムハザはグリゴリの本ほん拠きよ地ちで直接指揮を執とっている。

　五日前、復活を果たしたトライヘキサは、まず堕天使の世界にあるグリゴリの主要施し設せつを破は壊かいしていき、そのまま空間転移していった。ジャンプした先は──天界であり、天使の前線基地のある第一天から、セラフの中ちゆう枢すう機関のある第六天までを蹂じゆう躙りんし尽つくした。

　グリゴリの主要施設にいた職員と、天界でトライヘキサに立ち向かった天使たちは、その多くが戦死を遂とげている。

　うちの幹部──サハリエルとベネムネは重傷、古株の配下も戦死している。

　天使側は被ひ害がいが甚じん大だいだ。セラフメンバー三名が重傷、四大セラフもラファエルが片足を失い、ウリエルは片目と片かた腕うでを持っていかれたと報告がきていた。古くからの天使も何名か戦死を遂げている。最上層である第七天を死守することには成功しており、神が遺のこした『システム』はどうにか守り切れたようだ。……その犠ぎ牲せいはあまりに大きすぎたようだが……。

　ちょうど、会議室の円えん卓たく中央にそのときの戦せん闘とうの映像が投とう影えいされている。巨きよ大だいすぎる怪物は情なさけ容よう赦しやなく、七つ頭部、その口より火か炎えんを吐はき出す。それにより、グリゴリの施設が周囲の地形ごと一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ぶ様子が映し出されている。

　天界側も酷ひどい有様だ。トライヘキサの吐き出した火炎が、一層から三層までをぶち抜き、天界の景観を業ごう火かの地じ獄ごく絵え図ずに塗ぬり替かえていた。そこに随ずい伴はんしている偽にせ赤せき龍りゆう帝てい軍団と、量産型の邪じや龍りゆうの群れがいるのだからたまったものではない。

　さらにそれらを指揮しているのが、伝説の邪龍のなかでも筆頭とされているアジ・ダハーカとアポプスなのだ。その暴れようはリゼヴィムの襲しゆう撃げきの比ではなかった。

　……多くの黒い羽と白い羽が、散っていく……。

　ミカエルでさえも、トライヘキサの相手ができず、手負いとなっている。奴が、この会議室に顔を見せていないのは、治ち療りよう中であることと、破壊し尽くされた天界にある基地の復旧に当たっているためだ。

　グリゴリの主要施設、天界を破壊した黙もく示し録ろくの獣けものは、再び空間転移していく。トライヘキサ復活から三日目、奴らが次の標的にしたのは──。

「……北ほく欧おうの世界も火に包まれているというのか……」

　バラキエルが、円卓の中央に映し出される映像を見て戦せん慄りつしていた。

　北欧の世界は、三層になっており、最下層には死の国ヘルヘイムや氷の国ニヴルヘイムなどがあり、最上層に神々が住むアースガルズ──ヴァルハラも存在していた。

　その領域に七つの首を持った全長数百メートルの怪物──トライヘキサが出現した。

　北欧の世界、最下層に転移したトライヘキサはそこから破壊を始めて、一日ごとに上にあがっていき、ついには復活してから五日目の今日、第一層──最上層に到とう達たつを果たそうとしていた。

　トライヘキサは基本宙ちゆうに浮ういて移動しており、戦うときに地上に降り立つ。

　奴の特とく徴ちようとしては、人型──というよりは、霊れい長ちよう類るいのような前のめりの姿勢で、極太の腕が四本あり、二本の足は腕以上に太い。翼つばさはないが、空を飛ぶことは可能だった。

　体表を黒い毛が覆おおっており、ところどころ鱗うろこのように硬こう質しつ化している部分も覗のぞかせている。その鱗のような部分は血のように赤かった。全身のあらゆるところから赤い突とつ起き物──角つののようなものも生えている。

　臀でん部ぶに生える七つの尾おはすべて長く太い。そして、すべての形が違ちがった。獅し子しの尾もあれば、ドラゴンの尾もあり、あらゆる獣の特徴を有している。

　トライヘキサと邪龍どもが通った場所は、一面焦しよう土どと成り果てており、目につくものはすべて焼き尽くされていた。

　北欧の神々、ヴァルハラに仕つかえる英えい霊れいたち、ヴァルキリー部隊もトライヘキサ軍団を止めるため、いままさに死力を尽くして立ち向かっている。

　……だが、トライヘキサの首のひとつが凶きよう悪あくで強大な火炎の球を吐き出すたびに、北欧の美しい風景が丸ごと吹き飛び、同時に戦士たちも散っていく……。

　トライヘキサの傍かたわらを漂ただようのは、三つ首の邪龍──「魔源のデイアボリズム・サ禁龍ウザンド・ドラゴン」アジ・ダハーカ。そのアジ・ダハーカの背に立つのは、人間態の「原初なる晦冥龍エクリプス・ドラゴン」アポプスという格好だった。

　アジ・ダハーカが空を埋うめ尽くさんばかりの無数の魔ま方ほう陣じん（あらゆる系統の魔ま術じゆつ式である）を展開し、そこから特大の炎ほのお、氷、水、百ひやく雷らい、暴風、数え切れないほどの属性魔ま法ほうを超ちよう広こう範はん囲いに撃うち放っていく。その魔術はヴァルハラの英霊たちに降り注いでいった。

　アポプスは片腕を天高くあげていった。その腕には尋じん常じようじゃないオーラが滾たぎっており、それに応じるように空が陰かげっていく。地を照らす天の光を、邪龍の力でもって覆おうとしているのだ。奴は天空に特大の闇やみの球体を作りだして、太陽を覆い、地上を暗黒の世界にしようとする。一度、奴の術で太陽が覆われたらアウトだ。その身に刻んだアポプスの禁術が発動して、この一帯全域に「原初の水」──暗黒の大河が現れて、すべてを飲み込んでいく。食らえば神クラスであろうとも、大きな被害を受けるだろう。

　アポプスの魔術を発動させまいと、ロスヴァイセを加えてのヴァルキリーの大部隊が、魔方陣を展開させて、術式を妨さまたげようとしていた。巨大な闇の球体が、太陽を少し陰らせたところで、制止する。一進一退の術式戦が始まっていた。ヴァルキリーたちは必死だが、アポプスは笑みを浮かべていた。この状じよう況きようを心底楽しんでいるようだ。

　リゼヴィムに比べたら、アジ・ダハーカ、アポプスの二体の実力は、図ず抜ぬけている。

　この時点で、すでに魔ま獣じゆう騒そう動どうの規模を遥はるかに超こえる出来事となっていた。

　和平関係にある各勢力は、被害を受けている神話体系のもとに助けを送りたいところなのだが……。世界間ごとの強固な結界をモノともせずに転移してくるトライヘキサ軍団の姿に、どの勢力も襲撃に備えて自国の領土の守りを固めるだけで精せい一いつ杯ぱいだったのだ。

　とはいえ、悪魔、堕天使、天界も送れるだけの戦力は北欧側に派は遣けんしている。テロ対策チームたる『Ｄ×Ｄデイーデイー』も北欧に行ってもらっていた。オーディンのじいさんには随ずい分ぶん世話になっているからな。こういう場面で役に立たないと立つ瀬せがない。

　特に『Ｄ×Ｄ』は、この三日間、総動員にて北欧で戦ってもらっている。……戦いが超長期戦となれば、さすがの奴らも保もたないだろう。どこか、休息できる時間ができればいいのだが……現状では難しいか。

　魔王の一角、ファルビウム・アスモデウスが言う。

「……彼ら邪龍は各勢力を完全破壊できずとも、ある程度壊こわすことができればそれでよしとしているようだね。見切りをつけて次に行って破壊を再開ってのはこちらとしても予想しにくくて、作戦を練りにくい。……何事もなく転移できているのは、アジ・ダハーカの禁術かな。これが厄やつ介かいだ。もしかして、量産型の偽赤龍帝って、力の増大と譲じよう渡とが使えるのかな、それで禁術を強化？　いや、そうだとすると……。どちらにしても、いつでも、どこでも、結界なんておかまいなしにジャンプできるなんてね。これじゃ、勢力間で助け合いなんて無理だ。どこだって、急な襲撃に備えて自国を守るほうを優先する」

　ファルビウムはあれこれとぶつぶつ考え事を小声に出していた。

　セラフォルーが言う。

「邪龍くんたちの行動は誰だれかの入れ知ぢ恵えかしら？　無む闇やみやたらに暴れ回っているように見えて、フットワークが軽いってイメージがあるのよね。ある程度、目測があって順番に回っているとか……」

　グリゴリの主要施設を最初に選んだのは、手っ取り早く壊せるからだろう。各勢力の守りと比べると、技術的なものは発達していても、戦力的には心こころ許もとない。施設の規模もこのリリスなどに比べたら小さいもんだ。守備を崩くずされれば、一気にやられる。

　冥界の堕天使サイドをやったんだ、次は同じ世界にある悪魔サイドを襲撃すると思うだろう。──と思ったら、天界に驚きよう愕がくの空間転移だ。虚きよを突ついたなんてもんじゃない。暴れ回っているようで、ある程度の進しん撃げき計画はあったんだろう。

　これに対してファルビウムが言う。

「あー、一応、すでにギリシャサイドに連れん絡らくしたよ。ハーデス神を監かん視ししておいてと。邪龍アポプスが関係持ったとか聞いてるし、天界をリゼヴィム氏が襲撃したのも元をたどると、抜ぬけ道教えたハーデス神だろうから。それに魔獣騒動のときみたいに隙すきあらばってのがあったら嫌いやだからね。そこはギリシャサイドと連れん携けいが取れた。冥めい府ふの神がここで出てきたら被害は膨ふくらむ一方だ。あと、リゼヴィム氏と裏で繫つながっていたであろう者たちのもとに睨にらみを利きかせているところでさ。まー、その状態でも暴れるんだったら、その者が属する神話体系の神々と連携組んででも消えてもらうしかないかな。神クラスだろうとね」

　ファルビウムは、先手先手で手は打っているようだ。

　ハーデスは先日リゼヴィムが行った天界襲撃に関かん与よしていたであろうからな。睨みを利かせて当然だ。前回も俺とサーゼクスが神滅具ロンギヌス所有者二名を連れて行ったしよ。

　怪あやしい神代表の一角、インドラ──帝たい釈しやく天てんは、逆に気持ち悪いぐらいに協力的だ。初代孫そん悟ご空くうをチーム『Ｄ×Ｄ』に貸してくれたままだし、さらなる強つわ者ものの派遣も検討していると聞く。

　……戦いくさの神め、何を考えている？　俺らのバックに破壊神シヴァがついたことで、おまえは何を思っているんだ？

　……ま、いま帝釈天に思いを馳はせても仕方がない。

　対策についてだ。とりあえず、各勢力は自国を守るために守備を固めている。堕天使側は二度目の襲撃に備え、健在の主力施し設せつの守りを強化し、破壊されては困る研究資料や研究成果を地下深くに隠かくした。

　ったく、破壊された施設には、俺のラボもあったんだぞ。あそこで研究途と中ちゆうのものもあったのだが……。一部神器セイクリツド・ギアに関して、研究が遅おくれるかもしれん。何より、優ゆう秀しゆうな職員たちを亡くしたのがな……。クソ、こういう後こう悔かいは何百年生きても慣れないものだ。

　悪魔側はこの首都リリスを始め、各主要都市に軍隊、警官隊を配置し、上級悪魔、最上級悪魔も眷けん属ぞくと共に待機してもらっている。それでも足りないぐらいだ。

　俺んところの施設が破は壊かいされた一報は、冥めい界かいにも流れたようで、一いつ般ぱん市民の悪魔たちは魔獣騒動の再来だと震ふるえ上がっている。悪魔たちの避ひ難なんも進んではいるが、こんな状じよう況きよう下かだ、各地で混乱しており、現地で問題も巻き起こっていた。

　円卓の映像では、地方に逃にげる市民たちの車で大渋じゆう滞たいが起きていて、各地の収容避難施設も不安を抱かかえる悪魔たちでいっぱいだった。他の映像では、どさくさに紛まぎれて破壊活動をし始める悪魔も現れていて、現地の軍隊に鎮ちん圧あつされていた。

　……どこもかしこも大混乱だな。ここで指揮するしかない己が恨うらめしい。

　こんなことなら伝説の生物……魔ま物ものの王テュポーンか、妖よう怪かいの親玉クラスと契けい約やくでも結んで新しい人じん工こう神器セイクリツド・ギアの鎧よろいでも用意しておくんだったぜ。

　……現げん役えきを引退したのがちょいと早かったな。

　──と、映像で北欧の戦線を見守っていると、新たに増ぞう援えんが加わっていた。

　おおっ！　インド神話から、猿さるの神ハヌマーン、象の頭をしたガネーシャ神が、空の向こうから無数の配下を引き連れて登場だ！

　さらに阿あ修しゆ羅ら神族から、阿修羅王ヴァルナまで部下を引き連れて来やがった！　阿修羅神族め、大昔にインドラこと帝釈天と、でっかい一戦をやって以来、公おおやけに顔を出すことがなかったのによ！　この状況で登場とは、憎にくいことをやってくれる！

　各神話体系のなかでも図抜けてバケモノクラスが多いインド神話から、神々が参戦とあってか、トライヘキサを囲んでいた偽にせ赤龍帝軍団と無数の量産型邪じや龍りゆうが、神々の一いち撃げきを受けて、光の中に消えていく。

　とはいえ、トライヘキサの周囲には延々と量産型の邪龍がわらわら出現するんだから、始末が悪い。ロスヴァイセの開発した量産型邪龍の動きを止める術も効いてはいる。ただし、数が膨大なのと、術の耐性を付与されたのか、決め手には欠ける。……偽赤龍帝の数が増えないだけマシか。

　などと思慮していたのだが……トライヘキサの首のひとつ、ドラゴンの頭部が様子を変える。嘔え吐ずきだしたのだ！　すると、こみ上げてきたものをごぼっと地上に吐はき出した。

　──丸い、たまごのような巨きよ大だいな物体だった！

　嫌な予感がする……。そう俺やこの場にいるＶＩＰ陣じんが思っているなかで、その最悪の予想が当たってしまう。

　たまごのようなものにヒビが入り、そこから──大量の赤い全身鎧プレート・アーマーの怪かい物ぶつたちが飛び出してきたのだ！

　…………ッッ！　言葉もないぜ……ッ！　どういう原理か知らないが、トライヘキサのドラゴンの頭部が、偽赤龍帝を生み出しやがった！

　……リゼヴィムの野や郎ろうにそういう風に改良されたのかもしれないな。野郎、どこまで悪意を残していけば気が済む……っ！

　しかし、北ほく欧おうの神々とインド神話の神々が加わった戦線は、開戦当初よりも善戦できるようになっていた。

　というよりも、神々がこれだけ多く参戦しているのに大した傷もつけられないトライヘキサの頑がん強きようさに舌を巻くしかない。これが、グレートレッドと共に黙もく示し録ろくに記された伝説の獣けものの実力ってか……っ！

　神クラスまで出で張ばる一戦……。相手は規格外のバケモノと、無数の邪龍と偽赤龍帝……。終末の戦争としか思えない有様だ……っ！

　こんな局面、三大勢力の戦争以来、いや、これはそれ以上の──。

　そのときだった。突とつ如じよトライヘキサ側の攻こう撃げきが止やんだのだ。同時に奴やつらを覆おおうように転移の魔方陣が展開して、一体、また一体と、次々にその場から消えていく。

　ついにはトライヘキサの巨きよ体たいが、丸ごと転移していなくなってしまった。

　突とつ然ぜんのことに驚おどろくしかない作戦会議室の俺たちだったが、すぐに頭を切り換かえて、次に奴らがどこに転移するか、情報を探るように部下に手配させる。

　しかし、数分経過しても、次に転移した場所がつかめない。それどころか、気配さえも消えてしまっていて……。

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　奴らの突然のジャンプに戸と惑まどう俺だったが、映像のなかでは勝ち鬨どきが上がっていた。

　そう、北欧での一戦は、なんとか防衛できたのだ。

「どうやら、北欧は守れたようだな」

　言いながら会議室に入ってきたのはサーゼクスだった。用事を済ませて、ようやく会議室の席に着く格好となった。

　俺は一応の安堵の息を吐いて、苦笑しながらサーゼクスに言う。

「ま、奴さんどもが、どういう了りよう見けんか知らないが……とりあえず、この場での戦せん闘とうは防衛成功ってことでいいだろうさ」

「そうよね☆」

　喜ぶセラフォルーとは対照的にファルビウムは、邪龍側の突然の退たい却きやくに難しい表情となっていた。

「……聖せい杯はいかな？」

　……鋭するどいね、まったく。俺も同意見だよ。おそらく、奴らが操あやつっている聖杯に異変が起こったか、または……一時の限界を迎むかえたか、俺はそう睨んでいる。やられればやられるだけ量産型の邪龍を生みだしていたが、それが無限とは思えない。無限なんてもんは、全盛期のオーフィスのみを指すのだから。

　だが、ここで得たインターバルは貴重だ。各勢力、武力と情報を整える時間が、幾いくばくか得られたであろうからな。

　サーゼクスが再び立ち上がる。

「このことを、冥界の皆みんなに伝えようか」

　魔王ルシファーは、各地で不安を抱えて、当とう惑わくしているであろう民衆に語りかけることにしたのだった──。




　　　　─○●○─




　同じ建物内にある放送スタジオで、いままさにサーゼクスとセラフォルーによる緊きん急きゆう放送が始まろうとしていた。俺はスタジオの脇わきでその様子を見守っていた。

　全チャンネルを使って、魔王二名が冥界全土に向けて今回の件について語る。

　カメラが回り、テーブルの席に座る二名──まずはサーゼクスから語り出す。

『冥界の皆みなさん。現在、冥界全土、堕だ天てん使し領を含ふくめ、この悪あく魔まの世界に未み曾ぞ有うの危機が襲おそっております』

　サーゼクスの語りはあくまでわかりやすく、やさしく話しかけるようだった。

　魔王ルシファーは、今回の事件の経けい緯いを国民に話していく。リゼヴィムがすべての元げん凶きようであったこと、邪龍を操り、トライヘキサという伝説の魔物を復活させたこと、そして、そのトライヘキサがいままさに各勢力の領域で大暴れをしていること──。

　まだ俺たち首しゆ脳のう陣クラスしか目にしていないであろう戦争の現実──つまり、グリゴリ施設、天界、北欧神話の世界が襲しゆう撃げきを受けている映像が流れていく。

『ご覧になられている生物は伝説の魔ま獣じゆうトライヘキサであり──』

　神クラスまで戦いに参加している光景は、一般の悪魔たちに世界の終わりを予感させるだろうな……。

　続けて、北欧の一戦が防衛成功に転じ、勝ち鬨をあげる味方陣営の映像が映し出される。これを見て、悪魔たちはどう思うのか？

　サーゼクスが北欧戦線の防衛に成功した映像をバックに語る。

『この映像のように私たち悪魔だけが戦っているのではありません。同盟関係にある堕天使、天界の方々、さらには他の神話勢力からも続々と心強い味方が駆かけつけてくれています。トライヘキサと邪龍たちの戦力は膨ぼう大だいです。一度退しりぞけることができましたが、すぐに姿を現し、破壊を再開させることでしょう。これは、数か月前の「魔獣騒そう動どう」の規模を超こえる戦いとなります。しかしながら皆さん。ご心配なく。心を強く持っていただきたい。我々には希望の星がある』

　映像に映し出される若き精せい鋭えい。おっぱいドラゴンたるイッセー、スイッチ姫ひめたるリアス、大王次期当主であるサイラオーグ、天界のジョーカーたるデュリオ等々、冥界の国民もよく知る者たちが次々と映し出されていった。

『──そう、テロ対策チーム「Ｄ×Ｄ」をはじめ、我が悪魔世界が誇ほこる勇ゆう猛もうな戦士たちもこの冥界とそこに住む国民の方々を守るため、各勢力の世界をも守るため、命を賭として戦いに応じるでしょう』

　横からセラフォルーが顔を出して、笑みをカメラの向こうに送る。

『そうよ！　皆！　私も前線に立っちゃうんだから、心配しないでね！』

　サーゼクスもセラフォルーの姿に微笑ほほえみながら、こう述べた。

『必ずこの冥界とそこに住む皆さんを守ります。この私の命を賭かけてでも、必ずあなた方を守ってみせる』

　力強いサーゼクスの言葉。……先ほど映されたイッセーたちの姿を見て、一般の悪魔たちは何を思うのか？

　まあ、胡う散さん臭くさい俺がテレビに出て言うよりも、サーゼクスが言ったほうが何百倍も安心を与あたえられるだろうさ。

　サーゼクスとセラフォルーの放送は、その後も現状と今後について、そしてレーティングゲームの不正についても言げん及きゆうしていき、それらを数十分にわたって国民に向けて語り続けた──。







　放送が終わり、席を立つサーゼクスとセラフォルー。

　俺はセラフォルーに話しかける。

「こういうときでも相変わらずだな、セラフォルー」

　横チョキするセラフォルーはいつも通りだったが──一転して勇ましい顔つきとなる。

「こういうときだからこそよ。──さて、私も前に出ないとね」

　サーゼクスが小さく笑う。

「キミとキミの眷属にはいつも迷めい惑わくをかけるな」

「もう、そんなつれないこと言わないで。ながーく、一緒にやってきた仲じゃない？　それにこういうときに動いてこそ、『私も魔ま王おうだ』って心の底から自覚できるわ」

　俺はセラフォルーに言う。

「うちの幹部もそっちの陣営に回す。天使のほうもセラフクラスが駆けつけるそうだ。ま、少し早めのハルマゲドンってやつだ」

　天使、堕天使、悪魔が、手を取り合い、戦線を張る──。ちょっと前には考えられなかったことだ。

　セラフォルーがクスクスと笑った。

「伝承と違ちがうのは、皆仲良しってとこね☆　いいことだわ」

　セラフォルーがサーゼクスに問う。

「サーゼクスちゃんはどうするの？」

　それは、魔王ルシファーも戦いに出るのか？　そういう意味だった。

　サーゼクスも一転して勇ゆう敢かんな表情となり、うなずいた。

「──出るさ。私にも『魔王』をやらせてくれ。……その前に雑事はあるがね」

　サーゼクスが出る──。おそらくは、真の姿を見せることになるだろうさ。これは、それだけの戦いになる。

　セラフォルーはそれだけを確認して、「じゃあ、行くわね！」とこの場を足早にあとにした。

　あとに残った俺とサーゼクス。サーゼクスが俺に小声で訊きいてくる。

「──例の計画、いつでも実じつ践せんできるのだろうか？」

　それは俺たち三大勢力を中心に用意している……とある「作戦」のことだった。

「ああ、他の主神からも承しよう諾だくは得ている。あとは、おまえたち魔王の決断だけだ。ま、おまえたちが無理だと言っても、いざとなったら、俺たちだけでやってやればいい」

　その「作戦」が仮に発動したとしたら……とても辛つらく、厳きびしいものになる。サーゼクスやミカエルたちを巻き込んでまで発動するべきものではない。

　しかし、サーゼクスはニコリと微笑んだ。

「ここまできたら一いち蓮れん托たく生しようだろう？」

「……別に、いいんだぜ？　なあ、サーゼクス。おまえは本来のルシファーじゃない。……真ま名なは『サーゼクス・グレモリー』だ。悪い意味で言っているわけじゃないぞ。ただな──」

　そこまで『ルシファー』を背負わなくていいのではないか？　そう俺は常々思ってしまうのだ。

　こいつはまだ悪魔としては若い。一千年も生きていない若造だ。それなのに、こいつは冥めい界かいのために命を差しだそうとしている。

　……ルシファーの家に生まれた者ではない。ただ、力が強かっただけの貴族の坊ぼつちゃんだったのだ。

　サーゼクスが天てん井じようを見上げて、目を細める。

「わかっている。アザゼルとこうして話せる立場となってわずか半年ほどではあるが……よくわかっているつもりだ。堕天使の長おさは、存外やさしいとね」

　そう言うなよ。余計にそのときの決断が鈍にぶるじゃないか……。

　サーゼクスは続ける。

「あとの憂うれいもどうにかなるだろう。アザゼル、私たち現魔王は先日ようやく全員が次の制度に合意した」

　そうか、それも承諾したということか。

　本当にいざってときのことを考えて動いていたんだな、おまえは……。

　俺はこう述べる。

「ベルフェゴール、マモンはともかく、もうひとつは問題を起こしたばかりだ。時間か、国民の許しは必要だろうよ」

「だが、他に見つからないだろう」

　ふいにサーゼクスが寂さみしげな表情となる。

「惜おしむべくは……あのプロジェクトをこの目で見られぬことだ。ぜひとも、見たかった。彼らの試合を──」

　俺も後頭部をポリポリとかいた。それを言ってくれるな、サーゼクスよ。

「それは言うな。俺も覚かく悟ごが少し鈍るじゃねぇか。……まあいい。それで、引き継つぎは済ませているか？」

「ああ、彼が残る」

「そうか。ああ、だからここにいないんだな？　それなら問題なくあのプロジェクトは開かい催さいされるだろうさ」

　あとのことについて、俺とサーゼクスが互たがいにニヤリと笑んでいるなか、俺たちの目の前に現れる者があった。

　金きん髪ぱつの少女だ。瞳ひとみは血のように赤い。吸きゆう血けつ鬼きだ。その吸血鬼の少女には見覚えがあった。それもそのはず、吸血鬼の国で起こった事件の折に会っているからな。

　そして、その少女の登場を俺は心待ちにしていたのだ。

「おおっ、エルメンヒルデか」

　俺の声にエルメンヒルデ・カルンスタインが軽く会え釈しやくをした。

　そう、吸血鬼カーミラ派カルンスタイン家の娘むすめ、エルメンヒルデだ。あの高圧的な態度を持った金髪の吸血鬼少女。

　だが、以前のような高こう慢まんな態度は鳴りをひそめていて、どこか儚はかなげな雰ふん囲い気きを纏まとうようになっていた。カーミラの国が大きな被ひ害がいを受けて、国を一から再建しなければならない状じよう況きようだしな。それにカーミラ派の貴族たちも国の危機になりふりかまっていられなくなって、あちらこちらに援えん助じよを仰あおぐようになったというからな。
















　この娘は、その先兵として各地に派は遣けんされていて、相当な気苦労をしていると聞いたことがある。

　イッセーがちょっとしたときに会ったそうだが……このように雰囲気が一変していて酷ひどく驚おどろいたと言っていたな。

　そのエルメンヒルデが、サーゼクスのほうを見やる。この場でことを進めていいのかという所作だ。俺は手を横に振ふって「問題ない」と促うながした。

　彼女は俺に端たん子し付きのメモリをひとつ手て渡わたした。

　……やはり、あったか。

　エルメンヒルデが言う。

「元総そう督とくさまの言うように、マリウス・ツェペシュが秘ひ匿とくしていた研究のデータが見つかりました」

　そうさ、俺はそれを探していたのだ。リゼヴィムも知らないであろう聖せい杯はいの情報についてだ。

　吸血鬼の王子であったマリウス・ツェペシュ。ヴァレリーの聖杯を調査、研究していた。

　俺はずっと疑問だった。マリウスは、すべての聖杯の知識をリゼヴィムに奪うばわれたのか？

　確かにマリウスはリゼヴィムに騙だまされ、利用されるだけの器量しかなかった。しかし、純血の吸血鬼、しかも王家の血を引く吸血鬼が、他の種族に研究成果をみすみすすべて奪われるような真ま似ねをするだろうか？

　ひとつやふたつ、聖杯の核心に迫せまるような情報を隠かくしているのではないかと俺は思えてならなかったのだ。

　そこで独自のルートで調査員を派遣して、現地のカーミラ派と共同の調査を依い頼らいしていた。ツェペシュの王おう宮きゆうの隅すみ々ずみから、それこそ、マリウスと関かん与よした者たちのプライベートまで、すべてを調べてもらった。

　エルメンヒルデが言う。

「マリウス・ツェペシュの食料係──つまり、吸血鬼に血を与える人間のひとりが未公開の聖杯の情報を持っていました。……体に術式を刻まれる格好で、です」

　そうか、マリウスが血を吸っていた人間の体に研究の秘匿情報を術式として刻んだわけだ。

「リゼヴィム・リヴァン・ルシファーを国内に招き入れる直前にその者の食料係の任を解いて、国外追放していたようでして、探すのが難航しました」

　──と、エルメンヒルデが続いた。

　そりゃ、なかなかに用よう意い周しゆう到とうだったな、マリウスめ。リゼヴィムが来る前に秘匿情報を国の外に出していたのか。……見つかりにくかったわけだぜ。

　俺はメモリを見つめ、「苦労かけたな。助かるぜ」とエルメンヒルデに礼を言った。

「ついでにイッセーの顔でも見ていくか？　この領土内の病院で治ち療りようを受けているところだが……」

　俺がエルメンヒルデにそう言うと、少女は顔を紅潮させる。

「ど、ど、ど、どうして赤龍帝の名前がここで出てくるのですか!?　わ、私と、か、関係ありません！」

　おやおや、いい反応じゃないか。

　イッセーと再会したときにいろいろあったと聞いたんで、もしやと思って鎌かまをかけたら、まんまかよっ！　ったく、イッセーの野や郎ろうめ、またナチュラルに異種族の女を落としかけているのか。あいつ、本当に人間以外の種族の娘と、変な性格の娘にモテるよな。

　エルメンヒルデは、気を取り直したあと、一礼して「それでは」とこの場を去っていった。

　さーて、この聖杯の新情報をさっそく解かい析せきしてみますかね。それに刃狗スラツシユ・ドツグ──鳶とび雄おがアグレアスから持ち帰ったものも時間が許す限り調べてみるつもりだ。それとなく気になっていたことを鳶雄に調べてもらったら……案の定、あるものの発見となった。

　ちなみにアグレアスは邪じや龍りゆうを掃そう討とうしてから回収した。そのあと、もとの場所──アガレス領に戻もどしてから研究機関に調査を任せてある。

　サーゼクスが俺に言う。

「さて、私は眷けん属ぞくと話し合ってこようかな」

「んじゃ、俺はあいつらと会ってくる」

　リゼヴィムとの一戦後からずっと眠ねむりっぱなしのイッセーの容態も気になるからな。そろそろ目を覚ましてもおかしくないはずだ。

　北ほく欧おうに行っていた『Ｄ×Ｄ』のメンバーもイッセーの様子が気になって、病院に顔を出すだろうし。

　……俺は息を吐いたあとにサーゼクスに言う。

「永い付き合いになりそうだな」

「アザゼルとなら、退たい屈くつはしないだろう」

「小うるさい天使長も付くだろうけどな」

　互いに小さく笑ったあと、その場で別れた。

　俺は廊ろう下かを歩きながら、手に持つメモリに視線を落として、ニヤリと口の端はしをあげる。

　さて、リリン。おまえには何度も辛しん酸さんをなめさせられたな。

　吸血鬼の国で出会って、してやられ、次はアグレアスを奪われて、天界にも攻せめ込まれた。

　だが、まあ、何度もおまえにしてやられる俺じゃない。俺たちじゃない。

　今回は止めさせてもらうぜ。

　この俺の命に代えてもな──。







　　　Life.1　皇こう獣じゆうの宴うたげのなかで







　僕──木き場ば祐ゆう斗とは、ちょうど大規模の戦せん闘とうを終えて、悪あく魔ま世界の首都リリスに帰ってきていた。

　北ほく欧おうでのトライヘキサとの一戦をどうにか防衛できた僕たち『Ｄ×Ｄデイーデイー』のメンバーは、いったん解散して、それぞれの部署に戻もどった。

　デュリオさんたち天使組は、修復中の天界の基地へ。サイラオーグ・バアルさんとシーグヴァイラ・アガレスさんは、冥めい界かい国内の暴徒鎮ちん圧あつをするため、治療を終えたあとにすぐさま現地に急行した。それにソーナ元会長とその眷けん属ぞくもついていっている。

　僕を含ふくめたグレモリー眷属はというと、首都リリスにある「セラフォルー記念病院」に足を運んでいた。セラフォルー・レヴィアタンさまの名を冠かんしたその施し設せつは、冥界でも屈くつ指しの医い療りよう設備とスタッフが揃そろった高名な病院である。

　そこにイッセーくんが現在治療を受けるため、入院していた。

　五日ほど前、アグレアスの戦闘で、ご両親を救うために龍りゆう神じん化を発現させたイッセーくん。しかし、そのパワーアップの反動は凄すさまじく、変へん化げを解いたあとで表面化した。

　まず、体内の臓器がほぼ機能停止状態となり、心臓などの大事な部位が、かろうじて動く程度の状態となっていた。アーシアさんの回復の能力がまるで通じなかった辺り、彼の負った龍神化の反動は深刻だった。

　病院に運び込まれたイッセーくんは、すぐに集中治療室に入れられて、あらゆる生命維い持じ装置を全身に繫つなげられていた。

　皆みんなが悲ひ愴そうな面おも持もちで集中治療室のイッセーくんを見つめていた。アーシアさんはポロポロと涙なみだを流しながら、イッセーくんをただただ見守っていた。

　予断を許さない状態が、続いていった──。

　そんななかでも、トライヘキサと邪じや龍りゆう軍団のテロは続く。グリゴリの主要研究施し設せつ襲しゆう撃げきを皮切りに天界すらも破は壊かいされていった。

　僕たちは奴やつらが短時間で行った急襲に戦せん慄りつした──。

　イッセーくんが、病院に運ばれて半日が過ぎた頃ころだった。魔ま王おう城の作戦会議室にいるアザゼル先生から、ふとこんな連れん絡らくが病院に届いたという。

　──あるものを集めて、そこにイッセーを入れてみてくれ。

　と、そのような連絡が来たという。

　担当していた医療スタッフの方々は、怪け訝げんに思いながらも堕だ天てん使しの長の命令通り、院内からあるものをかき集めた。

　──母乳である。

　産婦人科に頼たのみ込み、入院している授乳可能なお母さんたちから、お乳を提供してもらったのだ。しかし、院内の母乳だけではアザゼル先生の指示した量が満たせなかったため、都内の病院からも分けてもらい、相当な量を用意した。

　医療スタッフは困こん惑わくしながらも、ヒト一人入れるケースにその母乳を注いでいく。そこにフェニックスの涙を五個分投入して、混ぜ込んだ。

　出来上がったのは、母乳とフェニックスの涙を混合した溶よう液えきである。

　アザゼル先生は、これにイッセーくんを浸つからせろというのだ。

　非常に頭のおかしい状じよう況きようだった。無限のドラゴンと夢む幻げんのドラゴンの力を発揮して、心身に重傷を負った少年を、生命維持装置に繫がった重じゆう篤とく患かん者じやを、母乳のなかに沈しずめろというのだ。

　だが、こんなどうかしている提案を誰だれも否定しなかった。止めなかったのだ。おそらく、皆も僕と同じ想いを抱いだいたに違ちがいない。

　──もしかしたら、なんとかなるのかも。

　とてもじゃないが、尋じん常じようではない想いだ。しかし、「イッセーくん」、「お乳」、このふたつのキーワードが合わさるとどうだろうか。

　ここまで奇き跡せきをかき立てられる組み合わせもないっ！

　ふと、小こ猫ねこちゃんがこう漏もらした。

「……そういえば、最近イッセー先せん輩ぱいはこう言ってました」

　──牛乳を飲むと、なんだか疲つかれが取れるように思えるんだよな。

　イッセーくんはそう口にしていたというのだ。希望が確信に変わるような情報だった。

　皆が見守るなかで、それは行われた。

　──装置に繫がれたままのイッセーくんが、母乳のなかに沈んでいく。

　マスク越ごしでも、医療スタッフの方々が非常に困惑しているのは見て取れる。

　母乳とフェニックスの涙を混合した溶液にイッセーくんを浸けてから、数分後──。

　生命維持装置の心電図が、著いちじるしく反応した！

　担当医師が叫さけぶ。

「バカなっ!?　いまのいままで全臓器が装置なしでは機能できない状態だったんだぞ!?　ぼ、母乳に浸けただけで正常に動き出したとでもいうのか!?」

　ご尤もつともである。医学では計り知れない現象が目の前で起きていた。

　その後、呼吸も正常にし始めて、意識が元に戻ってもいい状態まで急激に回復が進んでいったのだ。

　まさに奇跡。いや、必然なのだろうか？　おっぱいドラゴンと呼ばれたイッセーくんにとって、お乳に関連するものはすべてが武器、すべてが糧かて──。

　みるみる回復していく姿に部員の女子たちは、集中治療室の前で号ごう泣きゆうしていた。

　リアス元部長が言う。

「……うぅ、良かったわ！　これからは毎日イッセーに牛乳を飲ませましょう！」

　朱あけ乃のさんも続く。

「……えぇ、イッセーくん専用の牧場を作って、牛も育てましょう！」

　アーシアさんも涙を拭ぬぐいながら、言った。

「私！　お乳が出るようになったら、イッセーさんにもあげます！　イッセーさんを回復させるのはいつだって私でいたいんです！」

「ああ！　どんどん飲ませてやれ！　お乳は栄養価が高いからな！　そうさ、赤せき龍りゆう帝ていだって治せるんだ！」

　ゼノヴィアも泣きながらわけのわからないことを叫んでいた。

　レイヴェルさんとロスヴァイセさん、ギャスパーくんも涙を拭ふいて、ようやく笑顔を見せていた。

「なんだかよくわかりませんけれど、イッセーさまらしいですわ！」

「本当、よくわかりませんけど、安心しました」

「さすがです！　イッセー先輩！」

　小猫ちゃんが安あん堵どの涙を流しつつこうも言う。

「……でも、最低です」

　──お乳で復調する赤龍帝がいる。

　……こんな出来事、僕はどこに話したらいいかわからないよ、イッセーくん……。

　……とりあえず、平和になったら、キミにシチューと好物のチーズケーキを作るよ。きっと、乳製品ならなんでもいいだろうからね！

　この状況をイッセーくんのご両親は赤面しながら見ていた。

「……うれしいのになぁ！　母さんや、俺は呆あきれて涙が止まらんのだ！」

「……赤ちゃんの頃、母乳をたくさん飲んでいたものね。あの頃からこの子ったら……っっ！　でも、良かったわっ！」

　お父さんもお母さんも恥はずかしげにしながらも息子むすこさんの回復を心から喜んでいた。

　その後、イッセーくんの容態が安定して、装置もすぐに取り払はらわれて、専用の個室に運ばれていった。

　彼の意識は回復していないけれど、トライヘキサは待ってくれない。奴らは次に北欧へとその悪意の矛ほこ先さきを向けていった。

　僕らはテロ対策チーム『Ｄ×Ｄ』に任命された戦士だ。その任務は重い。意識がまるで回復しないイッセーくんを彼のご両親に任せて、僕たちは戦地に赴おもむくことになった。

　……そして、どうにか北欧世界の防衛に成功した僕らは、この病院に戻ってきたわけだ。病院に赴いたメンバーは、オカルト研究部を中心にしたものだけど、イリナさんだけは天界の前線基地復旧のため、いったん別行動となっている。

　先ほど、サーゼクスさまの緊きん急きゆう放送も冥界全土に流れ、病院の受付近くも不安なことを話し合う患者とそのご家族の姿が目立つ。

「戦争」、「避ひ難なん」というキーワードが病院のあちこちから聞こえてくるほどだった。一いつ般ぱん悪魔の方々の不安を解消するためにも、僕らが立たねばならないだろう。

　……だからこそ、キミの力も必要なんだ、イッセーくん。

　さて、そのイッセーくんはあれからどうなったのだろうか……。リアス元部長が入り口受付の看護師さんからイッセーくんの様子を聞いていた。

　すると──。

「それは本当ですか!?」

　そのリアス元部長から話を聞いたアーシアさんの大きな声が聞こえてきた。ここが病院だと思い出して、すぐに口を手で押さえたが……感極きわまり、喜びの涙を流し始めていた。

　その反応で、イッセーくんが目覚めたのだと認識できる！

　僕らはすぐにイッセーくんの病室へと急いだ──。







　病室に入ると、そこには──上半身だけを起こして、テレビを見ているイッセーくんと、彼のご両親がいた。

　僕たちが北欧に行っている間に、イッセーくんの意識は戻っていたようだ！　あれだけ重じゆう篤とくな状態だったにも拘かかわらず、すでに上半身も起こしている……。アザゼル先生の突とつ飛ぴな治ち療りよう方法には脱だつ帽ぼうするしかない。……いや、イッセーくんにしか効かない回復手段なんだろうけど……。

　イッセーくんは真しん剣けんな面持ちで画面を食い入るように見ていたが、僕たちが入室してくるのに気づいてこちらに顔を向けた。

「あ、皆！」

　笑顔で応じてくれるイッセーくん。皆、彼のもとに歩み寄り、安堵の笑みを浮うかべていた。

　朱乃さんが涙を指で拭う。

「……無事で良かったですわ。……イッセーくんが死んでしまったら、私はもう……」

　北欧での戦いでも気き丈じように振ふる舞まい、邪龍軍団に特大の雷らい光こう龍りゆうを放っていた朱乃さん。しかし、チームの中でも精神的に脆もろい一面を持つヒトでもある。『魔ま獣じゆう騒そう動どう』のときにイッセーくんの生死が不明になった際、生気を失ったかのような朱乃さんの姿はとても見ていられるものではなかった。

　そのときに比べたら、朱乃さんの精神力は相当向上したと思える。

　それは他の女性メンバーも一いつ緒しよだ。北欧に行くときも最後までイッセーくんのことを心配していたが、戦せん闘とうでは誰もが勇ましく戦っていた。イッセーくんのマネージャーたるレイヴェルさんでさえ、炎ほのおの翼つばさを展開させて邪龍相手に華か麗れいな戦闘を見せてくれたのだ。

　グレモリー男子たるギャスパーくんに至っては、「イッセー先輩の分も僕が殴なぐる！」と言わんばかりに黒い獣けもの──バロールの化け身しんとなって、多くの量産型邪じや龍りゆうを豪ごう快かいに殴り飛ばしていった。

　グレモリー眷けん属ぞくだけじゃない。シトリー眷属もバアル眷属も他の『Ｄ×Ｄ』メンバーも、イッセーくんの分まで暴れてやるって気き概がいで北欧での戦いに臨のぞんでいたよ。

　そして、僕だって──。

　彼の元気な姿に皆みんなが安堵の息を漏らしていた。

　イッセーくんがリアス元部長に言う。

「すみません、俺がこんなことになったばかりに迷めい惑わくをかけてしまったようで……」

　リアス元部長はイッセーくんの手を握にぎって微笑ほほえむ。

「いいのよ。あなたはそれだけの戦いをして、お義と父うさまとお義か母あさまを救ったんですもの。しかも、あのリゼヴィムに致ち命めい的なダメージも与あたえた……褒ほめられるのが当然だわ」

　リアス元部長の言葉にイッセーくんは苦笑する。

「ニュースで見ました。リゼヴィム、倒たおされたみたいですね。やはり、ヴァーリですか？」

　これにリアス元部長が答える。

「トドメを刺さしたのはファーブニルよ」

　その一言にイッセーくんは驚おどろきながらも、すぐに納得したかのようだった。天てん井じようを見上げてぼそりと漏らす。

「……だよな、ファーブニル。許せないよな、アーシアを殴った野や郎ろうなんてさ」

　黄金の龍りゆう王おうに対して、思うところはあるようだ。イッセーくんはこうも訊きいてきた。

「ニーズヘッグは？」

　その邪龍は結局クロウ・クルワッハがあのあと始末してしまった。僕たちの加勢なんて一切必要としない、圧あつ倒とう的な戦闘力だったよ。終始、ニーズヘッグは戦せん慄りつしていたからね。

　それを聞いてイッセーくんも「まあ、あいつじゃ、クロウ・クルワッハに勝てるわけないよな」とうなずいていた。

　しかしながら、先ほどから、イッセーくんが……やたらと目をパチクリしているようで気になってしまっていた。視線は……女性陣じんの胸むな元もとに行っているのだが……。普ふ段だんなら、彼らしい所作だ。けれど、どうも胸元を見ては首を捻ひねり、目を細め、指で目元をさすったりしていた。

　まるで、目がぼやけているかのような仕草だった。

　それに他の皆も気づき、アーシアさんが訊く。

「イッセーさん……？　どうか、されたんですか？」

　彼の動きを不思議がったようだ。

　イッセーくんは何度も瞬まばたきしながら言う。視線は女性陣の胸元に行ったままだ。

「う、うーん。なんかさ、リアスやアーシア、朱乃さん、ゼノヴィア……っていうか、女子の──」

　そこまで言いかけて、イッセーくんは言葉に詰つまったようだった。

「……あれ、出ない。おかしいな。頭ではわかっているはずなのに……えーっと、おっ……」

　単語を出そうとしている。それはおそらく、「おっぱい」だろう。先ほどは、「女子の胸」とでも言おうとしたのだと思う。

　イッセーくんは首を捻り、喉のど元もとに手を当てながら、もう一度口を開く。

「おっ──。クソ、出ない！　む──。……どうしてだ？　ち──。…………ウソだろ、たった二文字の単語も出ないのかよ……っ！」

　彼は必死で「おっぱい」「むね」「ちち」と女性の乳ち房ぶさに関する単語を出そうとしているが、言葉が詰まったかのようにまるで出てこない様子だった。

　この状じよう況きようにさすがに皆も異常を察して、見る見るうちに顔を強こわ張ばらせた。

　レイヴェルさんが声を出す。

「イッセーさま、もしかして、女性の胸に関することが言葉に出せないのですか？」

　彼女の問いにイッセーくんは静かにうなずいた。

　そして、驚きよう愕がくの事実を口に出す。

「……それどころか、なぜかわからないんだけど、俺が口に出せない女子のあの部分が……見えないんだ……。視界にもやがかかったように、そこだけまるで認識できない……っ！」

『──ッ!?』

　……その告白にこの場にいる全員が、彼のご両親を含ふくめて、仰ぎよう天てんした！　当然さ。彼は誰だれよりも女性の胸を愛し、胸に恋い焦こがれて、ついには胸で進化を遂とげる赤龍帝となった。

　胸に関しての奇き跡せきを何度も起こして、どんな強敵であろうとも撃げき破はしてきたのだ。自他共に認める『乳ちち龍りゆう帝ていおっぱいドラゴン』だ。

　その『おっぱいドラゴン』が……胸を感じられない？　言葉に出せない？　認識できないというのか!?

　イッセーくんのお父さんが言う。

「そんな病気聞いたこともないぞ！　だって、おまえ、母さんの胸は見えるんだろう？　起きたときも特に異常はなかったじゃないか」

　イッセーくんはお母さんの胸元を見て、

「ああ、母さんのはわかる。でも、女性看護師さんのあれもぼやけていたんだ……。そのときは目を覚ましたばかりで、本当に視界がぼやけているんだろうと思ったけど……」

　と、彼は答えた。

　やはり、母の存在は偉い大だいということだろうか。

　イッセーくんは次に小猫ちゃんを見た。

「あと、小猫ちゃんのもいつも通り見えるんだ……」

　それは……。

「それって、私のおっぱいが、小さいからですか……？」

　半眼でイッセーくんを睨にらむ小猫ちゃん。

　……残念ながら、その可能性は高い。僕の推測……いや、彼を知るヒトならば誰でも思い至る答えは、母親と小さいサイズの女性の胸だけが認識できて、それ以外の女性の胸元は──視認できない、ということになる。

　見たことも聞いたこともない症しよう例れいだ。彼らしいと言えばそれまでだが……。

　すると、イッセーくんは突とつ如じよ頭を押さえだした。

「……くっ、あれを想像するだけで頭が割れるように痛いっ！」

『──ッ!?』

　その発言にまたまた皆が驚く！　バカな……っ！　頭に思い描えがくだけで、そのようなことになってしまうのか!?

　ギャスパーくんが手に持っていたものを取り出した。病院のコンビニで購こう入にゆうした……エッチな本だった。

「先せん輩ぱい！　先輩の大好きな冥めい界かいの雑誌、『デビチチ・ゴートゥーヘル』の最新号です！」

　イッセーくんが購こう読どくしていた冥界のエッチな本だ。

　イッセーくんはご両親が見守るなか、パラパラとページをめくっていく。

　だが、途と端たんに胸元を押さえて苦しみだした！

「……クソ……っ！　体中が張はり裂さけそうに……痛いっ！　とてもじゃないが、直視できないぜっ！」

　あんなに大好きだったエッチな本を床ゆかに落としてしまうイッセーくん！

「異常事態ね。担当の医師を呼びましょう」

　リアス元部長が、ナースコールを押そうとしたときだった──。

「すでに手配しているぜ」

　聞き覚えのある声が扉とびらのほうからしてくる。皆が振り返れば、そこには医師と女性看護師を従えたアザゼル先生の姿があった。

　医師と看護師さんがイッセーくんの容態を確認し始め、アザゼル先生が話し始める。

「イッセーが体に変調をきたした理由、それは龍りゆう神じん化の影えい響きようだ」

　リゼヴィム・リヴァン・ルシファーとの戦いの際、イッセーくんは意識を失ったオーフィスの心と触ふれ合い、無限の力を発現させた。その力は強大で、超ちよう越えつ者と称しようされていたリゼヴィムを追い詰めるまでに至った。

　けれど、戦いが終わったあとで、彼は体に変調をきたして、死ぬ寸前にまでなったのだが……。母乳で命を救われてもなお、イッセーくんの体には龍神化の反動が残っているというのか……。

　先生が続ける。

「女の乳が認識できないんだろう？　言葉に出すこともできなくなった。イッセーは乳に関することで奇跡を度たび々たび起こしていた。その結果、イッセー自身も乳の体現者となってしまった。龍神化は、無茶にも程があるパワーアップだ。一いつ時ときとはいえ、無限の力をその身に宿すんだからな。普ふ通つうの悪あく魔ま、ドラゴンなら、数秒で体が耐たえきれなくなり、四散するだろう。グレートレッドの肉を得ているイッセーだからこそ、リゼヴィムをぶん殴るまで体が耐えられた。でも、それで限界だ。無限の力なんてもんを得て、反動がないほうがおかしいぐらいだよ。多分、女の乳を糧かてにしているおまえだからこそ、その糧になる要素が逆に猛もう毒どくになるっていう影響が出てしまったんだろう。まあ、エロ本を読もうとして苦しんでいるところからしか見ていないが、俺の想像は当たっているだろうな」

　それを耳にして、誰も反論しなかった。

　オーフィスの無限の力──。世界最強と呼ばれた強大すぎる力が、一時とはいえ体に宿れば、どんな生命体だろうと、影響、反動があって当然だと思える。むしろ、命が助かったほうが奇跡だ。しかし、おっぱいを認識できないのは、イッセーくんにとって死活問題なのではなかろうか？　あれほど、エッチなイッセーくんが……（小猫ちゃん以外の）女性陣の胸を視認すらできなくなるなんて！

　リアス元部長が先生に問う。

「……この状態は一時のこと？」

「いや、わからん。永遠に続くかもしれんし、明日あした治っているかもしれん。ただひとつわかるのは……龍神化の力はもう使わないほうがいいってことだ。今回はどうにか助かったが、次はわからん。母乳さえ手に入れば助かるなんて、そんな甘い考えであの力をもう一度使ったら、今度は胸を認識できなくなるどころか、尻しりや太もも、あげく、女を見るだけで死ぬかもしれんぞ」

　その告白にイッセーくんは涙なみだをぶわっと流す。

「女の子がわからなくなる!?　女の子を見ただけで死ぬ!?　……そ、そんな……そんなのはあまりに辛つらすぎますよっ！　俺に死ねって言っているようなもんだっ！」

　慟どう哭こくするイッセーくん。とても、シリアスな場面のはずなのに……どこか、なんとも言えない空気もあって……。

　あれ？　そう感じているのは僕だけ……？　いや、違ちがう。僕とアザゼル先生とお医者さまだけ当とう惑わく気味で、他のヒトたちは深刻な様相だった。

　お医者さまはどう言ったらいいかわからないようだった。すみません、こんなの悪魔の病気にあるはずないですよね……。

　ゼノヴィアが叫さけぶ。

「クソ！　そんなのはイッセーらしくないじゃないか！　このままじゃ子作りも……っ！」

　そんなこと、大声で言うものじゃないよ……。ここ、病院だからね……？　いや、産婦人科もあるけど……そういうことでもなくて……。

　リアス元部長が意い気き消しよう沈ちんするイッセーくんを抱だき寄よせる。

「ああ、かわいそうなイッセー。……もう、胸を触さわらせてあげることすらできないのね……」

　おやさしいリアス元部長の抱ほう擁ようだ。いつだってイッセーくんも僕も、癒いやされてきた。けれど──。

「ぐわあああああああああああっ！」

　突とつ然ぜん悲鳴をあげるイッセーくん！

「……痛い、リアスの……あれが当たっているところが、痛い！　うれしいけど、それ以上に痛いっ！」

　激痛に顔を歪ゆがませていた！　バカなっ！　リアス元部長が……最愛の女性が抱き寄せるだけで、ちょっとその胸が当たっただけで、激痛がするというのか!?

　イッセーくんの反応を見て、二人の間に看護師さんが入る。

「患かん者じやさんに刺し激げきを与あたえないでください！」

　離はなされる両者。リアス元部長は……心底衝しよう撃げきを受けている様子だった！　抱き寄せることすらできない状況に言葉を失ったのだろう。

　そのときだった──。

　点つけっぱなしのテレビからあの歌が聞こえてくる。不安な子供たちのためにテレビ局が流したのだろう、それがイッセーくんの病室に響ひびき渡わたる。

　──おっぱいドラゴンの歌である。


　♪

　とある国の隅すみっこに

　おっぱい大好きドラゴン住んでいる

　♪



「……くっ！　うぅ……」

　歌を聴きいて、イッセーくんが苦しそうに胸を押さえだす。


　♪

　お天気の日はおっぱい探してお散歩だ☆

　ドラゴン　ドラゴン　おっぱいドラゴン

　もみもみ　ちゅーちゅー　ぱふんぱふん

　♪



「……も、もみ……うぐあっ！」

　イッセーくんがベッドに倒たおれて、もがきだした！


　♪

　いろいろなおっぱいあるけれど

　やっぱり　おっきいのが一番大好き

　♪



「……そ、そう、大きいのが……好き……ぬあああっ！」

　頭を押さえて、激痛に顔を歪める！


　♪

　おっぱいドラゴン　今日も飛ぶ

　♪

　とある町の隅っこで

　おっぱい大好きドラゴン笑っていた

　嵐あらしの日でもおっぱい押すと元気になれる☆

　ドラゴン　ドラゴン　おっぱいドラゴン

　ポチッとポチッと　ずむずむ　いやーん

　♪



「ずむずむ……いぎゃああああああああっ！」

　うなされるかのようにつぶやいたあと、他の病室にまで聞こえるような絶ぜつ叫きようを発した。

　しかし、その両手は人差し指だけ突つき出して、何かを押そうと空をつついていた。


　♪

　たくさんおっぱい見たけれど

　やっぱり　おっきいのが一番大好き

　おっぱいドラゴン　今日も押す

　♪



　おっぱいドラゴンの歌は三番、四番と進んでいく。イッセーくんの容態もそれに応じて悪化していった。


　♪

　とある海の砂すな浜はまで

　おっぱい大好きドラゴンはしゃいでた

　♪



　大好きな先輩の変化にギャスパーくんも歩み寄り、涙を流しながら訴うつたえる。

「イッセー先輩！　いつもみたいに、はしゃいでください！　おっぱいドラゴンの歌なんですよ!?」

「……あのね、ギャーくん。イッセー先輩はそこまでこの歌のことは……それにこの状じよう況きようだし」

　小猫ちゃんが冷静に突っ込こんでいた。


　♪

　夏の海はおっぱいいっぱい夢いっぱい☆

　ドラゴン　ドラゴン　おっぱいドラゴン

　ばいーん　ぶるるん　ぼいんぼいん

　♪



「う、海、ぶるる……ぼいん、ばいぃん……」

　イッセーくんが震ふるえる声を絞しぼり出す。

　夏、プールでの一ひと時とき、海に遊びに行ったときの思い出が蘇よみがえっているのかもしれない。すでにうわごとのようになっていた！

「大変だ！　イッセーが酷ひどく震えてる！」

　ゼノヴィアもすごく狼ろう狽ばいしていた。


　♪

　水着のおっぱいすごいけど

　やっぱり　おっきいのが一番大好き

　おっぱいドラゴン　今日も行く

　♪

　とあるお乳の谷間見て

　♪



　うなされるイッセーくんを前にリアス元部長と朱乃さんが、涙ながらに手を取った。

「イッセー」

「イッセーくん！」

　イッセーくんがちらりと──二人の胸元に視線を向けた。そこには彼が愛してやまない二大お姉さまのおっぱいが──。

　彼は過去に僕にこう言った。

『なあ、木場。リアスと朱乃さん、同時に二人のおっぱいがぶらりと飛び出してきたら、どっちからつつく？　へへっ、俺はあえて同時につつくね。そういうふうに生きたいんだ──』

　いつでも彼は僕に胸へのこだわりを語ってくれていた。しかし──。


　♪

　おっぱい大好きドラゴン恋こいをした

　♪



　イッセーくんは頭を抱かかえて再び絶叫する。

「ぎゃあああああああああああああっ！　頭が割れるぅぅぅっ！」

　ついには鼻血を出して、口から泡あわも噴ふき出した！


　♪

　スイッチ姫ひめのおっぱいはとっても素敵だ☆

　ドラゴン　ドラゴン　おっぱいドラゴン

　もみもみ　ポチッと　ぼいんぼいん

　たくさんおっぱいあるけれど

　♪



　イッセーくんが、薄うすれていく意識のなかで女性陣じんを見み渡わたす。

　そして、その視線が最愛のヒトであろう──リアス元部長のもとに行き着いた。


　♪

　やっぱり　スイッチ姫が大好き

　♪



　イッセーくんはニヤリと無理矢理口の端はしを笑ませたあと──。


　♪

　おっぱいドラゴン　今日は寝ねる

　♪



　ベッドの枕まくらにガックリと倒れていった。

「イッセー!?」

「イッセーさん！」

「イッセーくん！」

「先せん輩ぱい！」

「イッセーさまっ！　気をしっかり！」

　皆みんなが気を失ったイッセーくんの姿に慌あわてふためく！　看護師さんが急いで備え付けの生命維い持じ装置をイッセーくんの体に取り付け始めた。


　♪

　いろいろおっぱいあったけど

　どうしてもスイッチ姫が大好き

　おっぱいドラゴン　明あ日すも飛ぶ

　♪



　歌が四番まで終わったあとで、イッセーくんのご両親がテレビの電源を切った──。

『おっぱいドラゴンの歌』がイッセーくんにとって、猛もう毒どくに変わり果てていた事実……。

　この日、イッセーくんは大切なもの、己の存在価値を揺ゆるがすものを失いかけていることが発覚したのだった──。




　　　　─○●○─




　イッセーくんが意識を取り戻もどしたのは、それから二時間後のことだった。

　落ち着いたところで、アーシアさんの回復を受け、フェニックスの涙なみだも飲んでもらって再び上半身を起こせるようになっていた。

　アザゼル先生は、一連のイッセーくんの変調を総そう括かつするように言う。

「──と、まあ、そんなことなんでな。龍りゆう神じんの力は、もう二度と使うな」

　さらに先生はこう付け加える。

「言ってしまえば、禁手バランス・ブレイカー自体、本来はあり得ない現象だ。聖書の神の不在やら、英えい雄ゆう派の思おも惑わくやらで近年使い手は増加の一いつ途とだがな。永い歴史のなかでも禁手バランス・ブレイカーを扱あつかえる奴やつは極少数だったよ」

　そう、禁手バランス・ブレイカーはそれ自体が極きわめて珍めずらしい現象だった。けれど、この一年で一気に使い手が増加した。英雄派が条件を流る布ふしたことも原因だが、聖書の神の不在により、神器セイクリツド・ギアシステムに誰だれも触さわれなくなってしまったのも素因と言われている。

　僕の聖せい魔ま剣けんも本来あり得ない結果なのだ。そのなかで、亜あ種しゆ禁手バランス・ブレイカーが、周囲でも敵の間でも頻ひん発ぱつして、特にイッセーくん、ヴァーリの二に天てん龍りゆうに至っては史上初の変へん貌ぼうも遂とげていた。

　アザゼル先生がそれに関しても口にしていく。

「そのなかでもイッセーとヴァーリは禁手バランス・ブレイカーからさらに先の進化、変化をしていっているからな。安全無事にリスクを限りなく少なくするためのパワーアップを選んできているはずなんだが……。短い期間で、おまえとヴァーリはパワーアップをしすぎたんじゃないかと俺自身ちょいと反省もしている。禁手バランス・ブレイカーになることでのパワーアップ。『Balanceバランス Breakerブレイカー』──略してＢ×Ｂビービーか。となると真しん紅くの鎧よろいになることでの進化、『Cardinalカーデイナル Crimsonクリムゾン』──Ｃ×Ｃシーシー、そして龍神化することでの『Diabolosデイアボロス Dragonドラゴン』──Ｄ×Ｄデイーデイーって具合になるのかね。とにかく、おまえは短期間にパワーアップをしすぎだ。しかも、二段飛ばしとかじゃない。五段、十段飛ばしでの進化だ。……体がついていけなくなって当然なのかもな」

　これには皆も言葉がない。誰もが、イッセーくんのパワーアップ、進化を心強く思い、喜んだが、反面、短期間で変化をしすぎたのも事実だとわかっているからだ。

　特に無限の力でのパワーアップは……彼の体に尋じん常じようではない負荷がかかったのだろう。

　先生は──イッセーくんとご両親に深く頭を下げた。

「……イッセーが……息子むすこさんが、こんな体になったのは、俺のせいだ。こいつの能力が、成長が、何よりも興味深くて、誇ほこらしくて、短い時間のなかで無茶な注文をしすぎてしまった。イッセーはそれに応こたえて、どんな困難も乗り越こえてくれたが……やはり、十七の子供が背負うにはあまりに大きかった。俺の──過失だ」

　アザゼル先生の言葉はいつになく真しん摯しで、心の底から後こう悔かいの念を含ふくませていた。

　イッセーくんが先生のいつにない態度に慌てる。

「ちょ、ちょっと、先生！　止やめてくださいよ！　俺は全然気にしてませんって！　だって、先生のおかげで俺は強くなれたんですから！」

「だがな、イッセー。おまえの大好きなものまで俺は奪うばってしまったんだぞ」

「だから、それは仕方ないんですって。……あれが俺のダメージになるのは、残念です。すごい残念ですけど……」

　イッセーくんは皆を見渡しながら、微笑ほほえんだ。

「そのおかげで皆、死なずに済んでます。先生の指導があったから、俺は皆を救えるだけの力を得たんです。俺も短期間でちょいと張り切りすぎたのはあると思います。でも、ここまでの成長がなかったら、誰かを失っていた。誰かを失うぐらいなら、俺は──自分の腕うでや足の一本ぐらい失ったほうがいい」

　それを受けて、イッセーくんのご両親もアザゼル先生に言った。

　お父さんが言う。

「先生、頭をあげてください。私の息子が、こんな立派なことを言えるようになった。これだけで私は十分です。先生はイッセーを男として育ててくれたんですね。父親として、これ以上の感慨はない」

　お母さんも続く。

「……この子の体を見て、驚おどろきました。いつの間にか、こんなに筋肉質になっていて……イッセーがこれまでどれだけ皆みなさんのためにがんばったのかわかりました。母親としては、これ以上の無茶も、これまでの無理も容認したくないけれど……私の子は、誰かを救ってきたんですよね？　それなら、親として誇らしく思います。何より、そうなるように教えてくださったアザゼル先生には感謝の念が絶えません」

　アザゼル先生は、頭をあげて、真っ正面からご両親に言う。

「あなた方の息子さんは、冥めい界かいの財産です。だからこそ、俺はこれ以上の無茶をイッセーにさせたくないと思っています」

　アザゼル先生がイッセーくんの頭をなでる。

「あとは俺たちに任せろ。俺も……俺たちトップも今回は前線に出るつもりだ。だから、おまえはここで寝ているんだ。……と言っても、飛び出すかもしれないが……。これだけは約束してくれ」

　先生が正面からイッセーくんに釘くぎを刺さす。

「龍神化の力は、二度と使うな。……さっき言ったＢ×ＢとＣ×Ｃまでなら許すが……それでも無茶だけはするな。いいな？」

　こくりとうなずくイッセーくん。彼はこう訊きく。

「……先生、もしかしたら、俺にとってのＡ×ＡエーエーやＥ×Ｅイーイー的な成長要素がどこかにあるかもしれないんですか？」

「そこまではわからん。おまえがそういうパワーアップを今後求めるなら、作ることができるかもしれないが……とにかく、禁手Ｂと真紅Ｃは認めるが、龍神Ｄ化は止めろ」

　先生はそれだけ言い聞かせると、あとは主治医と看護師、ご両親にイッセーくんをお任せするようだった。

　アザゼル先生が「忙いそがしいんでな、俺は行く」と言いイッセーくんのご両親にもう一度頭を下げて、この場を離はなれようとするが──。

「リアス、朱乃、木場、ギャスパー、ロスヴァイセ、おまえらはちょっと来てくれ」

　僕とリアス元部長、朱乃さん、ギャスパーくん、ロスヴァイセさんだけ呼ばれ、他のメンバーはイッセーくんの話し相手として残った。

　先生と共に病室をあとにして、同階の休きゆう憩けいフロアまで足を運ぶ。

　そこには──黒いジャケットを着た男性、幾いく瀬せ鳶とび雄おさんと、見知らぬ者たちが数名ほど姿を見せていた。

　幾瀬さんがアザゼル先生に言う。

「全員揃そろえました」

「おおっ、鳶雄。急に呼びだしてしまって、悪かったな」

「いえ、俺たちも『Ｄ×Ｄ』と共に前に出る時期かなと思っていましたから。微び力りよくながら、協力させてもらいます」

　そう言ってくださる幾瀬さん。

　先生があらためて僕たちに言う。

「リアス、おまえら。うちの刃狗スラツシユ・ドツグチームも、今回は裏方から表おもてに出てきてもらうことになった。あとで連れん携けいやらの相談をしてくれ」

　それは心強い！　グリゴリでも屈くつ指しの使い手たちが正式に表舞ぶ台たいに出てくれるなんて！　今回のような大規模戦せん闘とうだと、彼らの参戦は本当にありがたい。一人でも強い使い手が欲しい状じよう況きようだからね。

　──と、朱乃さんが、とある人物に視線を向けて、驚いていた。

　朱乃さんの視線の先を追うと、そこには朱乃さんによく似た二十代前半の美しい女性が立っていた。長くつやつやの黒くろ髪かみまでそっくりだった。

　女性は朱乃さんに微笑む。

「──朱乃」

　朱乃さんは一気に涙を溢あふれさせて、駆かけ寄り、その女性と抱ほう擁ようを交わした。

「──っ！　朱す雀ざく姉さま！」

　朱雀と呼ばれた女性は愛いとしそうに朱乃さんの頭をなでる。

「しばらく顔を見られなくて心配していたけれど、元気そうで何よりだわ」

「こちらこそ、連れん絡らくもせずに申し訳ありませんでした」

「いいえ。いいのよ。あなたの立場を考えれば仕方のないことだわ」

　──朱雀。

　その名前には覚えがある。姫ひめ島じま宗そう家けの──現当主の名前だ。血筋的には、朱乃さんのお母さん『朱しゆ璃り』さんと、現当主の母親が姉妹である。そのため、二人は従い姉と妹こに当たる。

　姫島家現当主の登場に、リアス元部長が微笑んで迎むかえた。

「お久しぶりね、朱雀」

「ええ、リアスさん。小うるさい家の者たちを黙だまらせてきたわ。私も鳶雄たちやあなたたちと共に行かせてもらうわね」

　姫島家当主が、幾瀬さんと顔見知りなのは理由がある。幾瀬さんも家の系けい譜ふ的に姫島の血を引いており、朱乃さん、現当主とは、はとこの関係にあった。

　姫島家とグリゴリは朱乃さんを間に挟はさんでいざこざがあったのだが……現当主がトップになってから、内部事情を相当変革させたようで、最近になってようやく軟なん化かの姿勢を見せるようになったのだ。

　このように従姉妹同士が抱擁を交わせるぐらいには軟やわらかくなっていた。

　現当主である朱雀さんの言葉を受けて、リアス元部長が訊く。

「では？」

「姫島家現当主として、戦いに参加させていただくわ。他の四家からも術者が参加するので、戦線に加わらせてもらいますね」

　他の四家──日本を古くより異い形ぎようから守ってきた異能集団は、姫島を含めて五つあった。百鬼なきり家、姫島家、真しん羅ら家、櫛くし橋はし家、童どう門もん家の五家──五大宗家と言われている。

　いままで異形との関わりを極力避さけていた五家が、今回に限って参戦してくれるとは……。朱雀さんの説得もあっただろうが、トライヘキサの脅きよう威いが見過ごせるものではないと認識したのもあると思う。

　いろいろと思おも惑わくはあるだろうが、いまは純じゆん粋すいに戦力増加を喜ぼう。

　ここにさらにひとつの集団が歩み寄った。

　──ヴァーリチームだった。

　リゼヴィムの最さい期ごを見たあと、彼は僕たちと共に北ほく欧おう戦線に加わっていた。彼とそのチームもまた苛か烈れつな戦いで邪龍軍団を薙なぎ払はらってくれていた。

　いちおう、現状では主神オーディンの義理の息子になっているので、アザゼル先生の手前もあり、不参加とはいかなかったのだろう。いや、元々戦せん闘とう狂きようの彼だ。嬉き々きとして戦線に加わったかもしれない。

　防衛が成功したあと、人知れず姿をくらましていたのだが……。

　再び姿を現したヴァーリは、幾瀬さんを見て不敵に笑んだ。

「──鳶雄、あんたが顔を出すとはな」

「ヴァーリ、復ふく讐しゆうは遂とげたようだね」

　幾瀬さんの言葉にヴァーリはフッと口の端はしをあげるだけだった。

　幾瀬さんがヴァーリに言う。

「今回、うちのチームも表に出てトライヘキサの破は壊かい活動を抑よく止しするように命令されている。キミたちのフォローをしながら、隣となりで暴れさせてもらうよ」

　それを受けて、ヴァーリは心底うれしそうに笑んだ。

「久しぶりにあんたの本気が見られるのか？　ふっ、それだけの事態ということだな。出来れば、あんたとの再戦時にあれを見たかったが……」

　いつもながらの不敵な物言いだったが、幾瀬さんは若じやつ干かんおかしそうにしていた。頰ほおをかきながら、小さく笑った。

「ははは、格好つける癖くせはいつまで経たっても変わらないな。──やはり、キミの出番のようだ。頼たのむ」

　言うなり、幾瀬さんは背後に顔を向けた。

　その所作を見て、ヴァーリの表情が一変する。

「──っ!!　……まさか、連れてきているのか……？」

　刃狗スラツシユ・ドツグチームから、とんがり帽ぼう子しを被かぶり、ローブを着た女性が姿を現す。

　長い金きん髪ぱつと宝石のように美しい碧へき眼がんの女性魔ま法ほう使つかいだった。歳は二十代前半ほどだろう。美女と言って差し支つかえない。

　女性魔法使いは、ヴァーリの眼前に迫せまり、ニッコリと微笑む。

「また、わがままを言っているのですね？」

　ヴァーリのほうはというと……なんと、後ずさりして、頰をひくつかせていた。

　女性の登場に心の底から動どう揺ようしているようだ。

「…………ッッ!!　ラ、ラヴィニア……ッ！」

　ヴァーリにラヴィニアと呼ばれた女性魔法使いは、彼の手を取る。

「メフィスト会長とアザゼル元総そう督とくから表に出ていいとお許しが出たのです。また、一いつ緒しよに戦えるのです、ヴァーくん」

　──ヴァーくん。

　そう呼ぶヒトが、ヴァーリの知り合いにいるという情報はそれとなく耳に入ってきていたが……そうか、この女性がそうなんだね。

　ヴァーリはいままで見たこともないほどにドギマギしており、いつものクールな様相はまるっきり消え去っていた。

「い、いや、しかしだなっ！」

　ヴァーリの言葉にラヴィニアと呼ばれた女性は、悲しそうな表情となる。

「ヴァーくん……グリゴリを裏切って、一人で勝手におじいさんを探しに行って、いろんな人に迷めい惑わくをかけてしまったのです。そういうのはよくないのです。今回はきちんと皆みんなと一緒に戦うのです。──いいですね？」

　ラヴィニアさんはヴァーリを胸むな元もとに引き寄せて、そのままぎゅっと抱だき締しめてしまった。

　なんと、あの女性に興味がないと言っていた男が、戦闘狂バトルマニアが、特に抵てい抗こうせずに、いや、抵抗できずに顔を紅潮させるだけで精せい一いつ杯ぱいだったのだ。

「……うっ、くっ！」

　ヴァーリの姿に僕やリアス元部長は、驚おどろいて口をぽっかりと開けるしかなかったが……事情を知っているアザゼル先生や刃狗スラツシユ・ドツグチームはニヤニヤとおかしそうに見ていた。

「ルシファードラゴンのルシドラ先生は、格好つけがいまだに直らないんだな」

「でも、これがヴァーくんっぽくていいわね」

　などと、刃狗スラツシユ・ドツグチームの男性と女性に好き放題言われていた。

　この様子を同じくおかしそうに見ているのはヴァーリチームだ。リーダーの意外な姿に愉ゆ快かいそうにしていた。

「さっすが。うちのリーダーが唯ゆい一いつ頭の上がらないヒトにゃん」

「『氷こおり姫ひめ』の気配を察すると、ヴァーリの奴やつは逃にげてばかりだったからなぁ。今回ばかりは油断にプラスして、完全に気配を殺されてたってわけだ。カカカッ！」

　黒くろ歌かと美び猴こうは女性魔法使いを少しばかり見知っているようだった。

　幾瀬さんが言う。

「彼女はラヴィニア・レーニと言ってね。『灰色の魔術師グラウ・ツアオベラー』──メフィスト・フェレス会長の秘ひ蔵ぞっ子こさ。俺やヴァーリ共通の、頭の上がらない女性でもある。ヴァーリの姉役と言ったほうが早いか」

　リアス元部長が得心した。

「……『神滅具ロンギヌス』、『永遠の氷姫アブソリユート・デイマイズ』の所有者。『氷姫のラヴィニア』、私も初めて見たわ……」

　そう、名前だけは僕も知っていた。『灰色の魔術師グラウ・ツアオベラー』に所属する魔法使いで最強の一角とされる『氷姫のラヴィニア』──。神滅具ロンギヌスのひとつ、『永遠の氷姫アブソリユート・デイマイズ』の所有者だ。

　刃狗スラツシユ・ドツグチームと関係があるのは、僕も初めて知ったけれど……。さらにヴァーリの弱点となるのも初めて知った。

　黒歌とルフェイが小声で僕に訊きいてくる。

（ところで、赤龍帝ちんは大だい丈じよう夫ぶなのね？）

（ある程度、こちらにも情報は入ってきてはいるのですが、私も気になっていて……。すぐにでも駆けつけたかったのですが……状じよう況きようが状況でしたので……申し訳ございません）

　二人は兵ひよう藤どう家にご厄やつ介かいになっている身だ。それにイッセーくんとお互たがいに気を許す間あいだ柄がらだ。ずっと気になっていたようだ。

（うん、まあ、いまのところ命に別状はないさ。詳くわしくはあとで話すよ）

　僕がそう答えると、二人は安あん堵どの息を漏もらしていた。

　……胸に関することでダメージを受けることは、説明がしにくいけれど、早めに話そう。黒歌はイッセーくんにいきなり抱きつくかもしれないし……。そうなったら、彼は大ダメージを受けてしまうだろう。

　フロアに集つどう皆を見み渡わたしてアザゼル先生は言う。

「ま、事が事だ。今回は皆の力を貸してもらう。冥めい界かいだけじゃない。全勢力の危機だ。それだけの悪意を、奴らは有している。いままで互いの事情を抱かかえて避け合っていた者たちも今回だけは協力しないと、無残にやられるぞ。世界が滅ほろぶのに比べたら個々のプライドなんてクソの役にも立たんからな」

　そう言ったあとで、先生はロスヴァイセさんとギャスパーくんに言う。

「ロスヴァイセ、ギャスパー、聖せい杯はいについての新たな情報を得た。トライヘキサの対策のために、おまえらの意見と協力を仰あおぎたい。このあと、ちょいと俺についてきてくれるか？」

　先生の言葉に二人は無言で力強くうなずいた。

「あとの者たちは、いったん魔ま王おう城で待機していてくれ。何か動きがあったら──」

　先生がそこまで言ったときだった。

　このフロアに慌あわてて走ってくる者がいた。スーツを着た、こちら側の関係者らしき男性だった。病院内で走るなんて、よほどのことがない限りあり得ないだろう。実際、その男性の顔色は蒼白だった。

　男性は先生の眼前に立つと、こう述べる。

「トライヘキサと邪龍軍団が行動を再開させたとのことですっ」

『──っ！』

　この報告に全員が驚きよう愕がくする！

　……活動を再開させたのか……っ！　皆が気持ちを切り替かえて、勇ましい顔つきに変わっていく。

　リアス元部長が男性に問う。

「今度はどこに出たというの!?」

「……それが……オリュンポスの領域──」

　オリュンポス──ギリシャ神話の領域だっ！　北欧神話の次はギリシャ神話ということか！

　それを受けて、皆が移動する気構えとなった。

　リアス元部長が皆に言う。

「では、そこに行きましょう！　皆、行く──」

　だが、男性の報告はそれだけではなかった──。

「それだけではありません。……他にも須しゆ弥み山せんのふもと、同様にエジプト神話、ケルト神話の領域にも姿を現したようです！」

　…………。

　……一か所だけじゃない……？　オリュンポスの領域だけじゃなく、須弥山、エジプト神話、ケルト神話の神が住む世界にも現れた……？

「どういうこと……？」

　あまりのことにリアス元部長も眉まゆをひそめて、そう訊くしかなかった。

　……だが、アザゼル先生は察したようで、険しい表情となっていた。

　男性がこう付け加える。

「トライヘキサは、体を分ぶん裂れつさせて、各勢力の領域に送り込んでいるとのことですっ！」

『──ッ!?』

　全員が再び驚き、言葉を失っていた。

　…………体を……分裂……だと？　トライヘキサは、体を分かれさせて、各勢力を襲おそいだしたと言うのか……？

　アザゼル先生が苦く渋じゆうに満みちた顔で言う。

「……言葉の通りだろうな。あのバケモノめ、分裂させた体で、異なる場所を同時攻こう撃げきし始めたってことだ」

「……頭の数だけ、体を分かれさせることができるとでも言うの……？」

　リアス元部長が、戦せん慄りつするようにそう漏らしていた。

　僕たちは北ほく欧おうでの戦いで、トライヘキサの常じよう軌きを逸いつした力を目まの当たりにしている。

　僕らの集中攻撃を受けても、神クラスの一撃を受けても、トライヘキサは平気そうにしていたのだ。多少、体の表面を焦こがすか、肉を爆はぜさせるだけで、すぐさま体を再生させてしまう。

　代わりに飛ばしてくる特大の強きよう烈れつすぎる火か炎えんの息で、地は大きく裂さけ、山々は消し飛び、味方の陣じん営えいは痛つう烈れつな打だ撃げきを受けていた。何せ、たったの一撃で、地図を塗ぬり替えるレベルの被ひ害がいを地上に残すのだから──。

　それが分裂したというのか！　あれだけの怪かい物ぶつが、数か所で同時に襲しゆう撃げきを再開させるだなんて……っ！　でも、もし、分かれた分だけ力が拡散しているなら……。いや、ただでさえ、随ずい伴はんする量産型邪じや龍りゆうと偽にせ赤龍帝の数が膨ぼう大だいなのだから、予断は許されないだろう。

　朱乃さんがリアス元部長に言う。

「こうなると、冥界の鎮ちん圧あつに出ているメンバーの戦力も欲しいところですわ」

「ソーナやサイラオーグたちはいまどこかしら？　連れん絡らくだけでも入れたほうがいいでしょうね」

　シトリー眷けん属ぞく、バアル眷属、アガレス眷属は、冥界の各地で勃ぼつ発ぱつしている暴徒の被害を抑おさえるために出で払はらっていた。

　しかし、こうなると地元の警察や民兵組織に暴徒鎮圧を任せて、僕らはトライヘキサのもとに急がねばならないだろう。

　そう思し慮りよしているなかで、報告をくれた男性のインカムに新たな情報が入る。

　男性がその報告に驚いていた。

「──っ！　なんと……」

　男性が僕たちにもその情報を伝えてくる。

「バアル、シトリー両チームは現在バアル領中ちゆう枢すうである城にいるそうです。……バアルの城が、反逆者からの襲撃を受けているとのことですっ！」

　──事態は急転していくっ！

　そう、僕たち悪あく魔まが抱えているものは、根深く、混こん沌とんに満ちているのだ──。
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　いつからだっただろうか──。

　このバアルの城で息苦しく感じるようになったのは──。

　何度も大きく揺ゆれる城内の通路を衛兵と共に歩くのは、バアル家現当主の次男──マグダラン・バアルである。

　二十数分前にこのバアル城が、反逆者により襲しゆう撃げきを受けてしまった。トライヘキサへの対策として、大王側の采さい配はいを自じ陣じん営えいの政治家たちと話し込んでいる最中のことだった。

　各領土の中心にあるであろう領主の城のなかでも屈くつ指しの堅けん牢ろうさを誇ほこるバアル城。理由は五十以上に積み重ねられた防ぼう御ぎよ結界が城を囲んでいるからである。

　いまだこの城を侵略されたことはない。旧政府との戦いのときでさえ、この城は侵略されなかった。

　──だが、いまその城が危機に立っていた。

　結界を素通りして攻撃を加えられているのだ。通路の窓から見えるのは、庭先で凶きよう賊ぞくと戦う衛兵の姿だった。

　衛兵は仮面を被かぶった賊たちに為なす術すべもなく屠ほふられていく。バアルの精兵が、まるで相手にならないとなると、襲おそってきているのは相当な手て練だれである。

　同時に庭先に植えられていた見事な花々も散っていった。

　……バアルが狙ねらわれる理由は何か？

　……考えれば考えるだけ、理由は見つかるというものだ。だが、一番近くで恨うらみを買ったと言えば……おそらく、『王キング』の駒こまの是ぜ非ひと、レーティングゲームの不正についてだろうか。

　マグダラン自身は、前者はともかく、後者はそれとなく察してはいた。ただ、彼自身はゲームに参加していなかったし、不正があったとしてもゲーム自体は何事もなく運営できていたため、問題視すらしていなかったのだ。平民もうまく騙だませていたのだから、そこには何の不利益も生じていないと判断していた。

　──まさか、王者自身から告発されるとは露つゆほどにも思ってはいなかったが。

　進んでいる廊ろう下かの先を曲がったときだった。異様なオーラを放つ、漆しつ黒こくの全身鎧プレート・アーマーを装着した者が眼前に飛び出してきた。

　マグダラン・バアルを囲う衛兵たちが一いつ斉せいに構えるが……マグダランは鎧の者に覚えがあった。マグダランは手で兵たちを制する。

「……ソーナ殿どのの眷属とお見受けします」

　そう、マグダランは情報で知り得ていた。ソーナ・シトリーの眷属に漆黒の鎧を装着するようになった元人間の『兵士ポーン』がいると。

　ソーナ・シトリーの『兵士ポーン』──匙さじ元げん士し郎ろうが、兜かぶとを収納して素顔を見せた。

「あなたがサイラオーグの旦……次期当主の弟さんですね？　俺はソーナ・シトリー眷属の『兵士ポーン』です。助けに来ました」

　どうやら、兄──サイラオーグと共に戦う『Ｄ×Ｄデイーデイー』のメンバーが、バアルの窮きゆう地ちに駆かけつけてくれたようだった。

「……『Ｄ×Ｄ』、か。よもや、僕が貴公らに助けられるとはね」

　立場から考えれば、皮肉に思えてならなかった。

　そう言われた当の匙は、頭の上に疑ぎ問もん符ふが浮うかんでいるかのように首を傾かしげていたが……。

　マグダランは「しかし助かります」と一言だけ告げて、衛兵たちと共に匙先導のもと、この城を抜ぬけ出そうとしていた。

　ちょうど、マグダラン自身の眷属は、城下町で平民の起こす不平不満による騒さわぎを鎮圧するために出払っていて、この城にいるのは『女王クイーン』のみである。その『女王クイーン』も脱だつ出しゆつ先の安全を確保するために出てしまっている。

　父はトライヘキサ対策を初代ゼクラム・バアルと話し合うために隠いん棲せい先に出向いていて、母のほうは二日前に疎そ開かい先に避ひ難なんしてしまっている。

　腹はら違ちがいの次期当主──兄サイラオーグは、テロ対策チームとして各地を回っていた。

　つまり、このバアルの城には、城主でもなく次期当主でもない次男坊ぼうしかいなかったのだ。

　現魔ま王おうよりも尊いとされた大王現当主が城を空けるなどと……。マグダランは皮肉げな笑みを作っていた。

　そう、父はいつだってそうだ。何かを決めるときは、必ず初代や先代の隠いん居きよ先に足を運び、意見を請こうのだ。政まつりごとはもとより、家の行事ですら、自分で決めたことなど無かったはずだ。

　そのくせ、プライドと体てい裁さいを守るためなら、妻でも子供でも容よう赦しやなく捨てる。

　かつて腹違いの兄は、滅ほろびの力を継つぐことができなかったがために、バアル領の辺境にうち捨てられた。

　次男のマグダランは生まれながら、滅びの魔ま力りよくを有していた男子だったため、サイラオーグ追放後、早々に次期当主として推挙された。

　次期当主として育てられたマグダランは、バアルとしての教育を幼くして叩たたき込まれた。決して戦せん闘とう力が高いとは言えなかったものの、滅びの魔力を得ている以上は、それを使いこなせなければならない。強大な滅びの魔力を有する者が大王以外から生まれていたためか、事あるごとにグレモリー兄妹きようだいと比とべられた。苛か烈れつな教育環かん境きようを過ごすなかで、マグダランはサーゼクスとリアスを心底憎にくんだこともあった。それすらも当主たちの思おも惑わくなのだと知ったのは、もっと先のことだった。

　しかし、ある日、その世界は一変する。

　辺境から舞まい戻もどってきた腹違いの兄サイラオーグが、次期当主の座を返してほしいと進言してきたのだ。

　現当主たる父や先代は、サイラオーグの存在を嘲あざ笑わらった。滅びの魔力を有さないバアルのなり損そこないが何を言うのか、と。

　当主は、兄の言葉を戯ざれ言だと切り捨てながらも、親子の縁えんを本格的に切るにはちょうどいいと考え、マグダランに相手をするように命じたのだった。

　次期当主の座を争う戦いが始まって数分後──兄の圧勝であった。地面に倒たおれ伏ふしたのは、滅びの魔力を継ぐマグダランのほうだったのだ。

　マグダランは、手も足も出なかった。幼い頃ころから身体能力を鍛きたえ上げてきた兄のスピードとパワーは想像を遥はるかに超こえており、マグダランの滅びの魔力など、当たる気配すらなかった。

　倒れているマグダランに対して父である現当主は、ゴミを見るかのような視線を送っていた。

　それからだった、城内で奇き妙みような生活が始まったのは──。

　城のなかで生活するバアルは、父である現当主、第二夫人であったマグダランの母、次期当主である兄サイラオーグ、そして次期当主の座を奪うばわれた次男のマグダランの四名。

　食事の際も、行事の際も、その四名でこなしていく。

　渋しぶ々しぶながらも長男を次期当主にした父は、いまだ各種決定に関する意見を初代や先代に求め、母は実の息子むすこを次期当主の座から引きずり下ろされたうえ、腹違いの長男と暮らさねばならない苛いら立だちを隠かくせずにいた。マグダランも次期当主の教育を受けておきながら、その座を奪った兄の助勢をしなければならない。

　毎度の食事は、会話すらもなく、淡たん々たんと進み、先に母が退席していくのが常だった。母は夫にも息子にも絶望し、腹違いのサイラオーグに恨みを抱いだきつつもバアルの妻であるポジションは決して手放さなかった。

　自然と、政以外のことでマグダランに話しかける者は眷属以外いなくなった。父とも母とも家庭での会話をしていない。いや、思い返してみれば、次期当主として育てられたときから、子供として可愛がられたことはなかったように思える。あくまで「バアルの次期大王」として見られ、大事にされたのだ。

　……貴族の子供たちの交流会で、ある子息がマグダランにこう言った。

　──お母さまの耳掃そう除じはとても気持ちいいんだ。

　耳掃除──。マグダランは生まれてから一度も、メイド以外にしてもらったことはない。

　ある子女は、家族と一いつ緒しよに人間界の海へ遊びに行ったそうだ。

　マグダランは、バアルが有する私有地の視察以外で旅に出たことなどない。ましてや、家族で旅行などと──。

　家族……家族とは、何だろうか？

　この城は、バアルの城だ。バアルの血を引く者が住める……家だ。そこに住むのはバアルの者で……それを、本来ならば『家族』と呼ぶのだと思う。

　自分は、何なのだろうか。次男として生まれ、次期当主として担かつがれ、その座を奪われ、いないように接せられて……。

　息苦しくなる。自分が何のためにいるのかわからなくて──居場所がわからなくて、この城にいるのが嫌いやになってしまう。

　いつしか、自分に話しかける血けつ縁えん者は、腹違いのサイラオーグだけになっていた。

「最近どうだ？」「そういえば城下町ではこんなことが流は行やって──」「チーム『Ｄ×Ｄ』に兵ひよう藤どう一いつ誠せいという男がいてな。こいつが面白くて──」、そういうふうに話しかけてくる兄にマグダランは、「そう」「うん」「へぇ」と生返事を返すだけだった。

　マグダランは、兄の強さを認めてはいる。あまりに強く、次期当主の座を奪い返そうなんて気き概がいすら起こらなくなった。

　バアルで育った以上、バアル以外の生き方を知らない──。

　唯ゆい一いつ、他よりも優すぐれているのは、植物について詳くわしいことだ。小さい頃から、花や木々が好きだった。

　城のあらゆるところに活いけてある紫むらさき色いろの美しい花。その花は庭にも植えられていた。三大勢力の大きな戦争時に戦災によって一度絶ぜつ滅めつしたものを、マグダランが調査した結果、保存状態の良い種子を再発見して見事現代に蘇よみがえらせたのだ。バアルの血を引く者は皆みんな、瞳ひとみが紫色だ。ゆえに紫色を家のカラーとして扱あつかうことも多い。バアルを象徴させる花として、これ以上ないものだとマグダランは思ったのだ。

　その他にも珍めずらしいリンゴの育生など、マグダランは植物の研究を続けていた。

　表ひよう彰しようされてもおかしくない研究の数々だったが、大王現当主はこれらを自じ重ちようするようマグダランに通告した。

　滅びを体現すべき大王が、植物の研究で成果をあげるなど、恥はじと知るべきだと告げてきたのだ。母も決して褒ほめてはくれなかった。生なった果実を一度も口にしてはくれなかった。

　相手をしてくれたのは──兄のサイラオーグだった。

　マグダランの作った花を、フルーツを、バアル領以外のところにも売り込もうとしてくれている。

　弟の作ったリンゴを豪ごう快かいに丸かじりして、兄は言った。

「バアル領は、リンゴが特産だ。おまえのリンゴを冥めい界かい一のリンゴにしようではないか。きっとそうできる。何せ、こんなにうまいリンゴなのだからな」

　兄との会話を思い出していたマグダランは、通路を進みながら頭を振ふって消し去ろうとした。

　……今いま更さら、兄だの家族だの、花だの滅びだの、自分がこだわることもない。トライヘキサがこの冥界を壊こわそうとも、それが運命だと受け止めるだけだ。

　城内を進むこと、数分、匙元士郎が入ってきた裏門が見えてきた。裏門のある場所は一ひと際きわ広い空間となっており、天てん井じようも高く、平民の一時的な避難先のひとつとしても考えられていた。

　裏門を目の前にして、先導していた匙元士郎が、オーラを滲にじませて立ち構えた。

　──前方に不ふ審しんな気配を感じ取ったからだ。

　見れば、裏門の前で陣じん取どっている者がひとり──。その間には、マグダランの見知った者が倒れ伏していた。

　マントに軽鎧ライト・アーマーという軽装をした灰色の髪かみの男性が血だらけで倒れている。マグダランの『女王クイーン』たる男性眷けん属ぞくだ。セクトーズ・バルバトス。由ゆい緒しよある七十二柱はしらバルバトス家の分家出身のマグダラン眷属である。

　その上級悪あく魔ま出身であるマグダランの『女王クイーン』が、血だらけで倒れているとは……。

「セクトーズ！　大事はないか！」

　マグダランが問うと、彼の『女王クイーン』は口から血を噴ふきながら、「……お逃にげください」と主あるじの命を第一としてくれていた。

　匙が鎧から生える触しよく手しゆのようなものをセクトーズ目め掛がけて射出していく。彼の全身を触手で巻いて、素早くこちら側に引き寄せた。

　マグダランが衛兵と共に『女王クイーン』の傷を見始める。全身くまなく魔力の槍やりで射い貫ぬかれていた。このままでは出血死してしまうだろう。少しでも止血できるようマグダランは衣服を破いてセクトーズの体に巻いていく。

　そのマグダランの姿に裏門で陣取っていた者が拍はく手しゆを送ってくる。

「健けな気げですな。大王とは思えない」

　コツコツと靴くつ音おとを鳴らしながら、裏門より歩み寄ってくる不審な者。貴族服を着た金きん髪ぱつの紳しん士し。三十代後半とも思える容姿だが……悪魔は見た目を変えられるため、姿からでは正確な歳としはわからない。

　──が、この場にいる誰だれもが、その男性を知っていた。当然である。事あるごとにその男はテレビに映っていたのだから──。

　貴族服の紳士が、丁てい寧ねいな会え釈しやくをして、あいさつをしてくる。

「──ごきげんよう」

　マグダランがその男の名を口にしていく。

「……レーティングゲーム、ランキング三位……ビィディゼ・アバドン殿どのか」

　そう、男は──レーティングゲームのプロプレイヤーにして、現ランキング三位のビィディゼ・アバドンだった。番外の悪魔エキストラ・デーモン、アバドン家出身である。

　そして、このバアル城を襲しゆう撃げきしている張本人なのだと、体から滲む不気味なオーラと殺意でハッキリと認識できた。

　ビィディゼは、愉ゆ快かいそうに笑う。

「これはこれは現当主の……ご次男殿でしたかな？　ご当主と、初代さまにお会いしたいのだが？」

「あいにくと、父上と初代はここにはいません。もっとも、このような反逆的行いをする不ふ埒らち者に当主である大王バアルがお会いになる道理もないでしょう」

　マグダランのこの物言いにビィディゼはおかしそうに笑う。

　正直に言えば、たとえソーナ・シトリーの『兵士ポーン』がこの場にいようとも、目の前にいるランキング三位の『王キング』を倒せる手段はないに等しい。トップ10内の『王キング』たちはすべてが最上級悪魔、上の三名は魔ま王おう級とさえ称しようされた者たちなのだから。

　つまり、マグダラン、匙、衛兵だけで魔王と戦えというのだ。無理にも程がある。

　マグダランがビィディゼに問う。

「ここにいらした理由をお聞かせ願いたい」

「大王の御おん身みに少々お付き合いしていただきたい。ディハウザーが告げた一連のこと、それについての一応の黒幕として、私が民衆の前に連れ出したいと思ってね」

　よくその口で言えたものだとマグダランは嘆なげいた。

　マグダランが小さい声で匙に訊きく。

（他のご眷属か、チームの皆みなさんは？）

（うちの眷属は、外で仮面被かぶった連中……多分、あの強さから、この三位さんの眷属なんだと思いますけど、そのヒトたちと激げき闘とう中です）

　なるほど、先ほどより外からけたたましい轟ごう音おんが何度も何度も鳴なり響ひびいているが、シトリー眷属が外でアバドン眷属と戦っているせいのようだった。

　匙がこう続ける。

（サイラオーグの旦だん那なとそのご眷属もそろそろ来てもおかしくないんですけどね……）

　どうやら、兄サイラオーグに連れん絡らくは入れてくれていたようだ。

　しかし、間に合うだろうか……？　仮に間に合ったとしても、いくら強きよう靭じんな兄でも魔王級を相手には……。

　こちらの事情など構わずにビィディゼは訊いてくる。

「そっちはソーナ・シトリーの眷属か？　その黒いオーラ、若手交流戦の記録映像で見た覚えがある。あのソーナというセラフォルーさまの妹君は確か……冥界に誰もが通える学校を作ると奮ふん闘とうしていたかな？　バアルの次期当主とも共同出資していたね。ふむ……ひとつ訊きたいのだが、彼女も将来ゲームに出るのかな？」

「ええ、それもうちのマスターの夢ですからね。レーティングゲームの学校を建てるなら、自分もある程度はゲームで実績を残さないと説得力に欠けるって判断ですよ。タイトルだって、絶対に取ってみせます」

　ビィディゼはあごに手をやり、ひとつうなずいたあとで言う。

「なるほど。まあ、戦術重視でもある程度まではいけるだろう。だが、王者チヤンピオンは到とう底てい無理だ。いや、トップ５には絶対に入れない。大きなタイトルも望まないほうがいいだろうね」

「……なぜ、そう言い切れるんですか？」

　匙の問いにビィディゼは答える。

「私が……私たちが身をもって経験しているからだ。いいかね。よく覚えておくといい。王者になり得るのはいつだって、異常なまでの絶対的な力を持った者だけだ。キミたちの世代で言うなら……まあ、赤せき龍りゆう帝ていを有するリアス・グレモリーが一番近いか。しかし、若手四王ルーキーズ・フオーの誰もが、あのバケモノには遠く及およばないだろう。──ディハウザー・ベリアルは、それほどまでの怪かい物ぶつだったよ。普ふ通つうでは絶対に彼には届かない。でも、仕方がない。どうしても、どの時代でも、そのような強つわ者ものは一人ないし二人は生まれてきてしまうものだ。サーゼクスさましかり、アジュカさましかり。だからこそ、そのような才能の塊かたまりに近づくための仕掛けは必要だった」

「……だから、あなたは『王キング』の駒こまを使ったのですか？」

　マグダランはそう問う。

　先日、ディハウザー・ベリアルが告白した『王キング』の駒の使用者──そのなかにビィディゼ・アバドンは含ふくまれている。それどころか、二位のロイガン・ベルフェゴールでさえ、使用していたのだ。

　ビィディゼは悪びれることもなく、口の端はしをあげる。

「そうだ。その通りだ。私には地位も金もあった。無かったのは最上級悪魔になれる才能だけだ。だからこそ、得た。それでランキング三位になったのだ。名めい誉よをようやく得られた。不正だらけ？　しかし、トップランカーの戦いはバランスのある試合運びだっただろう？　ディハウザー以外、勝ちと負けの数が、その順位らしいバランスだったはずだ。むろん、上からの指示がない試合も多かった。……まあ、裏の事情を知っているプレイヤー同士でも、勝敗のビジネスがあったことは否定しないがね」

　匙元士郎は、信じたくないという気持ちでいっぱいのようだった。

　そう、彼の主は誰もが通えるレーティングゲームの学校を設立するのが野望なのだ。ゲームの裏側、しかも八や百お長ちようを堂々と告げた第三位の姿にショックを受けているのだろう。

　ゲームに関しては、不正とはまた別の「家同士の付き合いで勝敗を譲ゆずり合う」、そのようなことが起こってもいる。これは彼ら──チーム『Ｄ×Ｄ』と関係のあるライザー・フェニックスもしていたことだ。それは彼らも知っていることだろう。

　この貴族同士でのゲームのやり取りは、ビィディゼが語ったこととは違ちがい、冥界の一いつ般ぱん層も知り得ていた。下級、中級悪魔に批判を受けつつも、貴族社会の流れのためにおこなわれていることだ。ライザーは家のために二度ほど、わざと負けていたはずだ。これは人間界に言い換かえると、いわゆる「接待ゴルフ」のようなものである。

　ゲームにさほど興味もなく、参加するつもりもないマグダランにしてみれば、ビィディゼが口にした裏の「ビジネス」も、一般層も知り得ている貴族同士の「接待」も、正直な話、どちらも闇やみと業ごうが深いと断じている。

　匙元士郎や国民が嘆いているこれらも、ゲームそのものを根本的に政治力の届かないインターナショナルな作りにするか、貴族社会の毛色を極力薄うすくする委員会の結成でもしない限り、無理と言えるだろう。

　それだけ、現行のレーティングゲームは闇を抱かかえるには十分なものだ。古い悪魔たちは、自分たちで都合よく動かせる、利用できると思ったから、魔王アジュカ・ベルゼブブから、ゲームの主導権を強ごう奪だつしたのだ。

　マグダランはビィディゼに訊く。

「自ら『王キング』の駒を受け入れられたあなたが、大王の身み柄がらを確保するというのか？」

　ビィディゼは不敵に笑う。

「ファンにいま私は問われているのだよ。不正をしていた事実をこのあとの状じよう況きよう下かで覆くつがえすのは難しいだろう。ならば私が不正の根源を絶つしかあるまい。──ならば、大王の首級をもって、平民に私は今回の事件の根源を始末したのだと主張するのだよ」

　……ビィディゼの瞳ひとみは、名めい誉よ欲よくに溺おぼれきった者のそれだった。

　ビィディゼは首を左右に振ふり、悲ひ哀あいに満ちた表情となる。

「平民は愚ぐ鈍どんだ。私が大王側に利用されたのだと涙なみだながらに訴うつたえ、後こう顧この憂うれいを断つためにバアルの首を取ったとすれば、驚おどろきはすれど、一定の支持も得られるだろう。彼らは上流階級の不ふ祥しよう事じに大いに怒いかり、貴族の失しつ墜ついを何よりも喜ぶのだから。特に魔王派と対立していた政敵大王派の不祥事だ、一部の政治家も表向きに遺い憾かんを示すだろうが、裏では私の行動を褒ほめるだろう」

　己の名誉を守るためならば、『正義』をねつ造して強引に世論を味方につけようという腹づもりなのだ。

　自ら不正に手を染めきったであろう男のなんとも考え至りやすい計画だろうか──と、マグダランは心底第三位の悪あく辣らつな名誉欲に呆あきれ果てた。

　マグダランは言う。

「……なるほど、その一部の政治家とそういう段取りは済んでいるということですか」

　政治家も巻き込んでの計画とは……。大王派を、大王自体を疎うとんでいる政治家の数は多い。魔王派に属していながらも、魔王以上に過激なことを考えている政治屋など、何名もいることだろう。彼らにとって、今回のゲームに関しての不祥事は格好の口実作りなのだ。

　今回の襲撃があろうとなかろうと、国会の会議でそれについて糾きゆう弾だんしていくのは当然のことだ。

　ビィディゼが、今度は匙元士郎に問うた。

「ソーナ・シトリー眷けん属ぞくの少年、キミも協力しないか？　温情を友人に伝えてあげてもいいが？」

　協力して大王の首級を取れと甘言を口にするビィディゼ。誰もが通えるレーティングゲームの学校を一番敵視しているのは……大王派とも言える。一応、表向き、次期当主たるサイラオーグが、ソーナ・シトリーのやり方に共感しているが……現当主や周囲の政治家たちは陰かげで隙すきをうかがって潰つぶしにかかる算段をしているはずだ。

　匙元士郎は否定する。

「……ダメです。こういうのは……ダメですってッ！　あなたはレーティングゲームの三位なんでしょう？　そんな方がこんなことしちゃ、悲しむファンだっているはずです！」

　真っ直ぐな答えだった。彼は政治家の思おも惑わくや、トップたちの情勢など思し慮りよせずに、自分の考えを述べたのだろう。

　構わずにビィディゼは言う。

「王者ディハウザーが、レーティングゲームの不正の事実を発表し、三位の私がその発生元を討うつ。……いい筋書きだとは思わないかな？」

　匙元士郎の表情は、苦く渋じゆうに満みちていた。悔くやしそうに、切なそうに──。

「……安直だ。こんなの……バカらしいですよ……っ！　この先にあるのは、憎にくしみが重なるだけですっ！」

「それでも平民には十分だ。安く真っ直ぐなことほど、平民は受け入れやすい。何、この事件を完かん遂すいしたあと、私は不正の責任を取ってゲームを引退する。そう、不正の根源を正した元三位のプレイヤーとして勇退するのだよ」

　ビィディゼの筋書きはどうやらそうなっているようだ。

　名誉を守り、勇退するための口実として、大王の身柄──首級をあげたいというのだ。

　ビィディゼは断ずる。

「キミは……赤龍帝と仲間だったかな。彼も……どうしたものか。おっぱいドラゴンなどと愚民に持て囃はやされて、魔ま王おう派のいいイメージアップ戦略に使われている。私から見れば……酷ひどく滑こつ稽けいだ。バカらしいとも言える。あんなことから子供たちがレーティングゲームに興味を持ってもね……。元々、選ばれた者のみがゲームに参加できればいいのだよ。どうせ、異常なまでの才能、あるいは特権でも得なければ上にはいけないのだから。トップ10とはそういうものだ。無む闇やみ矢や鱈たらに愚民を刺し激げきしてゲームに参加させてどうするというのだ？　大たい概がいの者が、夢破れて堕だ落らくしていく未来しか見えないではないか」

　ビィディゼは、嘆くように息を吐いてから言った。

「──努力は、愚おろかな者に与あたえられた夢に過ぎない。そして、夢とは才能も金も地位もない弱者がすがる最後の幻げん想そうだ。私は違う。金と地位があったからこそ、足りない才能を得られた。心の底より貴族で良かったと思えたものだよ」

　第三位の言葉に匙元士郎の表情は一変する。

「…………あなたは、あいつをバカにするんですか？　誰だれよりもがんばってる俺の同期をバカにするってのかよ!?」

　匙元士郎は涙ながらに訴える。

「あいつは、命がけで冥めい界かいのために、仲間のために戦ってんですよ！　その結果、何度も死にかけて、ここまでやってきてる！　あなたはどうだ！　命をかけてトライヘキサや邪じや龍りゆうと戦うこともせずに、こんなところに来て……っ！　戦ってくださいよ……ッ！　冥界のためにっ！　あなたを慕したうファンのためにっ！」

「ああ、戦うよ。まずは大王の首を得てからだ」

　平然とそう告げたビィディゼの姿に匙元士郎の怒りは頂点となった。

　激しいオーラ、黒い炎ほのおを纏まとって爆ばく発はつする。

「バカ野や郎ろうォォオオオオオオオオオオオオオオオオッッ！」

　兜かぶとを再び装着し、鎧よろいに生える触しよく手しゆを鋭するどく伸のばしていく匙元士郎であったが、ビィディゼの対応は実に落ち着いたものだった。

　この空間の何もないところから、突とつ如じよ穴が出現する。空間に穿うがたれたそれは、アバドン家の特性──『穴ホール』である。

　匙元士郎が放った触手が、その『穴ホール』に吸い込まれていき、『穴ホール』が閉じるのと同時に触手もちぎれていく。

　アバドンは、何もない空間に穴を生みだし、そこにあらゆるものを吸い込み、あるいはそこから吐き出すという特異な魔ま力りよくを代々血筋として受け継ついでいる。

『クソッ！』

　匙元士郎は、自身を覆おおう黒い火か炎えんをビィディゼに放ち始める。強きよう烈れつな呪のろいを帯びた漆しつ黒こくの炎である。普ふ段だんは抑おさえているようだが、一いつ旦たん戦せん闘とうとなれば、彼の周囲には呪じゆ詛そが視認できるほどに濃のう密みつな呪いの黒炎が燃えさかる。それをまともに浴びれば、その身に凶きよう悪あくな呪いを受けてのたうち回ることだろう。

　しかし、匙元士郎が複数放つ黒い炎は──この空間に無数に出現した『穴ホール』によって、すべてが吸い込まれていったのだ。

　そう、マグダランはテレビで見てよく知っている。ビィディゼは、このあり得ない数の『穴ホール』を使い、三位を維い持じし続けたのだ。彼が不正を働き、『王キング』の駒にて現在の力を得たとしても、その実力は折り紙付きなのである。この城に侵入できたのもこの『穴ホール』の特性があるからこそだろう。

　匙元士郎のもとに先ほど吸い込まれた邪じや炎えんが『穴ホール』を通して返されてくる。彼は、それを再び自分のものとして、今度は正面から仕掛けていった。目にも留まらない速度でビィディゼと距きよ離りを詰つめるが……ビィディゼは、自身の背後に生みだしたヒト一人潜くぐれるだけの『穴ホール』に飛び込んでいく。

　匙元士郎のパンチは空を切る。──が、その匙元士郎が、背後からの蹴けりによって壁かべのほうまで吹ふき飛ばされていった。彼の背後に生まれた『穴ホール』からビィディゼが出現したからだ。そう、ビィディゼはあの『穴ホール』を介かいしての回かい避ひ、肉にく弾だん戦せんも得意なのだ。

　匙元士郎は諦あきらめずに触手を、邪炎を、蹴りを、拳こぶしをビィディゼに放ち続けるが、そのすべてが躱かわされ、あるいは『穴ホール』に阻はばまれ、直ちよく撃げきできずにいた。

　それどころか、ビィディゼは『穴ホール』に片手を突つっ込こみ、匙元士郎の近くに発生させた『穴ホール』から、突っ込んだ手の先を出現させて、直接殴なぐりかかり、または魔力の一撃を繰くり出し始めたのだ。距きよ離り感が摑つかめず、またランダムに現れる『穴ホール』から、何が飛び出してくるかもわからない。匙元士郎は完全に翻ほん弄ろうされていた。

『穴ホール』の出現は予期もできず、回避した先で足あし下もとの『穴ホール』から突き出てきたビィディゼの足に引っかけられて、彼はその場で転てん倒とうしてしまう。

　ビィディゼは、『穴ホール』を縦じゆう横おう無む尽じんに無数に展開し、それらを自由自在に操れる。相手の攻こう撃げきをすべて吸い込み、自分の攻撃をどこからでも放出できる──。

　ビィディゼが、魔力の一撃を『穴ホール』に放ち、『穴ホール』を通して、別の『穴ホール』から出現させた。当ててくるとフェイントをかけて、違う『穴ホール』に再び魔力の一撃を潜らせる。それを何度も何度も繰り返して、『穴ホール』を通して放った魔力のパスを続けていく。そして、匙元士郎の隙が生じたところから攻撃を加えていった。

　魔力の放出が一発ならまだいい。これが三、五、十と数が増えていくと、どの『穴ホール』から、どの魔力が飛んでくるかまるでわからなくなるのだ。

　さらにただのパンチであろうと、キックであろうと、魔力の一撃であろうと、彼が放つそのひとつひとつも匙元士郎の鎧を容易たやすく破は壊かいできるだけの威い力りよくは有している。彼の鎧は、壊こわされては再生させて、壊されては再生させての繰り返しだった。その再生も無限ではない。徐じよ々じよに、徐々にだが、鎧の修復速度は下がっていた。同時に鎧を破壊されるたびに肉体にもダメージが通っていく。彼の体は傷とあざだらけになり、口からも何度も血を吐き出していた。

　匙元士郎が、防ぼう御ぎよのための炎の壁を作っても、範はん囲い攻撃として全身から熱気を飛ばしても、距離を縮められて、あるいは距離を開けられて攻撃をされていく。それらすべてを可能にしているのが、『穴ホール』──。

　マグダランはこの戦せん闘とうを見ていて、表情を険しくしていた。

　アバドンの特性『穴ホール』のことはよく知っていた。テレビでビィディゼのゲームを見ていたこともあったが、何よりも兄のサイラオーグの眷属に『女王クイーン』のクイーシャ・アバドンというビィディゼの身内がいるのだから。彼女も『穴ホール』を操作して、同世代の『女王クイーン』とは一線を画す実力を有していた。

　──が、ビィディゼは別次元の怪かい物ぶつだった。

　戦闘を得意としないマグダランでも、匙元士郎が龍りゆう王おうクラスの実力を得ていることはわかっていた。それでもまるで通じないのは、戦いの相あい性しようもあるだろうが、ビィディゼが己の特性を最大限に生かしきっているせいもある。

　これが、『王キング』の駒こまで得た、才能だというのか……。

　マグダランは、あらためて『王キング』の駒がもたらす『異常』に畏い怖ふした。

『……クソ』

　片かた膝ひざを突く匙元士郎は肩かたで息をしていた。すでに鎧の下はボロボロとなっていよう。消しよう耗もう戦になれば、先にスタミナが尽つきるのは必ひつ至し──。

　対して相手は、魔力の百分の一すら消費していないような余よ裕ゆうの表情だった。

　ビィディゼが、膝を突く匙元士郎にゆっくりと殺意をもって歩み寄ろうとしたときだった──。

　裏門より、絶大な闘気を放つ者が、高速で城内に飛び込んでくる。

　ビィディゼはそれを軽かろやかに躱したが──飛び込んできた者の空を切った一撃の余波は、城内の一部を破壊していった。

　拳の余波だけで破壊を生み出す悪あく魔ま──。

　そんなものは、数えるぐらいしかいない。このバアルに限って言えば──。

　ビィディゼ・アバドンと匙元士郎の間に入ったのは、獅し子しをモチーフとした黄金の鎧に身を包んだ男──。

　男──サイラオーグが、匙元士郎に微笑ほほえんだ。

「どうした、匙元士郎よ。おまえの想いはそんなものではないだろう？」

　サイラオーグの登場に匙元士郎はこみ上げるように喜びの涙なみだ声ごえをあげた。

『……旦だん那なッッ！』

　ビィディゼの前に立つ兄、サイラオーグ。ビィディゼが、不敵に笑う。

「これはこれは、サイラオーグ・バアル。若手の『王キング』では最強と称しようされる有望株……」

　サイラオーグがビィディゼに言う。

「ビィディゼ殿どの、いまならまだ引き返せます。どうぞ、誇ほこり高き第三位の名を穢けがさぬよう……」

「まるで、貴公が勝つかのような口ぶりだ。ふふふ、なめてくれるなよ、大王次期当主殿」

　変わらないビィディゼの態度にサイラオーグも戦いの決心をつけたように拳を握にぎりしめる。

「……そうですか。ならば、テロリスト対策チーム『Ｄ×Ｄ』の役目を果たさせていただきましょう」

「若手ナンバーワンが相手か、おもしろいっ！」

　ビィディゼは容よう赦しやなく、サイラオーグの周囲に『穴ホール』を無数に出現させていく。そこから、魔力の波動が一挙に放出された。
















　サイラオーグはそれらを体たい捌さばきで避よけ、または闘気のこもった拳打で弾はじいていった。相手の放った魔力の一撃を拳で正面から撃うち落とす者など、この男か、同じ『Ｄ×Ｄ』の赤龍帝ぐらいではないだろうか。

　サイラオーグは瞬しゆん時じに距離を詰めて、体術の格好となる。そのひと挙動ひと挙動は洗練されており、一切の無む駄だなく、相手に最速で拳を届けようとした。しかし、それをビィディゼ・アバドンは真っ正面から顔を横にずらすだけで避ける。

　──が、そのビィディゼの頰ほおにサイラオーグの拳の闘気がかすり、一筋の傷を残していく。その結果にビィディゼは嬉き々きとして口の端はしをつり上げた。おそらく、突きだした拳の速度が予想よりも速く、それが彼を高こう揚ようさせたのだろう。

　サイラオーグは間かん髪はつ入れずに蹴りを、次の拳打を、次の次の拳打を乱打していく。だが、ビィディゼのレーティングゲーム・ランカー三位の実力は伊だ達てではない。真っ正面から、若手最強の体術を捌いているのだ。鋭いサイラオーグの下段蹴りを軽やかなステップで躱して、カウンター気味に裏拳を若き大王の顔面に当てていく。サイラオーグもサイラオーグで、裏拳を受けても動じずに次の攻撃を入れていった。

　ビィディゼは、確かに『王キング』の駒で強化されたのだろう。しかし、その体術は実じつ戦せんで積み上げられたものだ。トップランカーの間で経験を積んできているのもまた事実なのだ。

　ビィディゼが、ギアを一段階上げる。今度は『穴ホール』を加味した攻撃に転じていく。

　サイラオーグの背後に『穴ホール』が生じて、そこから魔力の一撃が吐はき出されようとしていた。サイラオーグも気配を察知して、横に避けようとするが、それを予想していたかのように彼の足下に違ちがう『穴ホール』が出現する。そこからビィディゼの腕うでが伸びてきた。『穴ホール』を通して、逃にげるサイラオーグの足を摑んだのだ。

　足を摑まれたサイラオーグは、避けることも叶かなわず、背後の『穴ホール』から飛び出してきた魔力の一撃をまともに浴びてしまう。背中の鎧が、砕くだけて、周囲に鮮せん血けつも飛び散った。

　それが始まりだった。そこからは、『穴ホール』を使ってのビィディゼの連れん携けい攻撃だ。先ほどの匙元士郎の時と同様に『穴ホール』が、サイラオーグの攻撃、防御をかいくぐり、ビィディゼの攻撃だけが若き大王に当たっていく。匙元士郎と違い、無数の『穴ホール』を介して放たれる死角からの魔力の一撃は、すべてがサイラオーグに当たるわけではなかった。野生の勘かんか、数多くの実戦からの経験か、うまく捌けることもある。

　──が、それだけだ。ビィディゼの攻撃は、さらに苛か烈れつになる一方だ。サイラオーグの拳打がようやく当たりそうになっても、彼の拳が寸前に現れた『穴ホール』に吸い込まれていく。吸い込まれた拳は、サイラオーグの顔の横に生じた『穴ホール』より伸のびてきて、自分で自分に当てるという結果に繫つながった。

「……自分の拳をまともに受けたのは初めてだ。……なるほど、兵藤一誠たちが言うようによく効くものだ」

　よろけるサイラオーグ。自分の拳の威力に自じ嘲ちようしていた。意識の外から受ける一撃は、予想よりもずっとダメージになってしまうものだ。それが鍛きたえられた若手最強の拳となれば、体がぐらついても仕方のないことだろう。

　口元に滲にじんだ血を手で拭ふき取り、サイラオーグは息を整えてから、再び戦いを仕し掛かけていく。

　それでも、サイラオーグの攻撃はビィディゼに通らない。先の匙元士郎以上に相性が悪い。いや、訂てい正せいしたほうがいい。このビィディゼを相手にすれば、大たい概がいの者が不利となろう。それほどまでにビィディゼ・アバドンの『穴ホール』技術は、群を抜ぬいている。

　どのような相手でも、自分のペースに持っていくことができる……テクニックタイプの象しよう徴ちようのような存在であった──。

　ついにサイラオーグは、ダメージが蓄ちく積せきして、片膝を突いてしまう。

　マグダラン自身、サイラオーグと邪じや龍りゆうグレンデルの戦いを見てはいないが……おそらく、そのときよりも苦戦していると認識できた。

「くっ……」

　攻撃が当たらず、ダメージばかり積み重ねる現状にサイラオーグは苦く渋じゆうの表情となっていた。

『……そ、そんな、サイラオーグの旦那が……っ！』

　匙元士郎もサイラオーグの結果に酷ひどくショックを受けているようだった。

　しかし、ビィディゼは首を横に振ふる。

「いや、そこまで悲ひ嘆たんに暮れることはない。正直な話、私も驚おどろいているよ。私も魔ま王おうクラスと称された身だ。その気になれば、特大サイズの『穴ホール』を作りだして、そこから町ひとつ軽く吹ふき飛ばす魔ま力りよくぐらいは生み出せる。それで決着が早々につくのなら、そうしている。──が、魔力を圧縮し、通常サイズの『穴ホール』から放たなければそこのヴリトラや次期当主殿にダメージが通らなかった。つまりだ。貴公ら、『Ｄ×Ｄ』はすでに悪魔として十分なほど、強くなっているということだな」

　ビィディゼはあごに手をやりうんうんとうなずいた。

「死線となるほどの実戦がそうしたのだろう。むろん、強くなるだけの要素もあったと言える。……貴公らの置かれた状じよう況きようにあらためて畏い敬けいの念を強く抱いだいて仕方がない」

　それはレーティングゲーム上位者からの賛辞だった。そして、こう付け加えている。

「だからこそだ。サイラオーグ、貴公もまた己の才能や血統に苦く悩のうした身だ。どうだ？　貴公も使ってはどうだろうか？　──『王キング』の駒を」

　手を差し出して、甘言を口にするビィディゼ。

　サイラオーグは眉み間けんにしわを寄せていた。

「……どういうことでしょうか？」

　サイラオーグの問いに、ビィディゼが答える。

「古い悪魔たちは、まだ『王キング』の駒を有していると聞く。大王の首をあげた暁あかつきには、私から協力者に頼たのみ、かの駒をひとつだけいただけるよう配はい慮りよしよう。それを使って、真の大王となればいい。民衆にも支持の厚い貴公ならば、一層家を盛り立てられるに違いない。新しい大王は貴公から始まるのだ」

　ビィディゼはサイラオーグ、マグダラン、匙元士郎を見み渡わたしながら言った。

「いいか、若手の新しん鋭えいたちよ、よく覚えておくといい。──レーティングゲームは貴族のものだ。上流階級こそが真に楽しめる娯ご楽らくだ。才能も金も地位もない下級悪魔、転生悪魔がレーティングゲームを楽しもうなどと、片腹痛い」

　いかにも上流階級出身らしい物言いだった。ある意味で、いや、少なくともいままでそれは真実だった。このまま改革、大きな変動でもない限り、レーティングゲームがたどる道は現状のままとなるだろう。

　サイラオーグは──一言告げる。

「……断る」

　ビィディゼは、我が耳を疑うように問い返す。

「……何？」

　サイラオーグは、震ふるえる足を無理矢理立たせて、真っ正面から言い放った。

「俺はいままでの生き方を否定する気などないッ！　ここまで来た俺の半生は、俺にとっての誇りだっ！　あなたは、俺がいままで得てきた苦しみも、悔くやしさも、笑いも、喜びも、勝利も、敗北も、すべて捨てろというのか!?　俺は捨てんッ！　この拳こぶし、この肉体、この魂たましいは、そして、我が眷けん属ぞくは、俺が戦ってきたすべてがあったからこそ、得られた俺の宝だッ！　それを捨てて偽いつわりの才能など、欲しくはないッ！」

　サイラオーグは一歩また一歩と迫はく力りよくをもってビィディゼに歩み寄る。

「それは、そこにいる匙元士郎も、赤龍帝の兵藤一誠も同じはずだ。──痛みも知らずに得られた実力に何の価値があるというのだ……っ！　あなたはこの者たちが歩んだ過か酷こくな一年を顧かえりみずに牙きばを向けるというのか!?　ならば、俺はあなたが上位ランカーであろうと、古き悪あく魔またちの傀かい儡らいであろうと、微み塵じんの躊躇ためらいもなく打ち倒たおすほかないッッ！」

　サイラオーグの叫さけびに──匙元士郎はむせび泣いていた。

『……旦那……旦那ッッ！』

　サイラオーグの視線が──ふいにこちらに向いた。

「マグダランも安心しろ。──俺が必ずおまえを助けてやる」

　サイラオーグは笑みを浮うかべていた。

　……わかっていた。この男が、こちらに気を配りながら戦っていたことを──。ビィディゼの攻こう撃げきが、こちらに届かぬよう、矛ほこ先さきが向かぬよう、細心の注意を払はらって戦っていたことを、マグダランは察していたのだ。

　それがなければ……幾いく分ぶんかマシに戦えたはずだ。それなのに……この男は、『守る』ことを選せん択たくしていた。




　──呼ばないと誓ちかった。




　兄と、兄上と、絶対に呼ばないと決めていた。

　次期当主の座を無理矢理に奪うばい去っていったことをマグダランは忘れない。

　しかし、マグダランの脳のう裡りにそのとき過よぎったのは、幼い頃ころの記き憶おくだ。わずか数年であったが、サイラオーグのうしろについて、毎日兄に遊んでもらっていた頃の思い出がフラッシュバックしていった。

　共に城のなかを、庭を駆かけ回り、城の端っこに秘密基地を作って遊んだ日々──。




　──呼ぶわけにはいかない。




　ある日、マグダランは城の近くにある山で珍めずらしい花を探たん索さくしていたときに魔ま物ものに襲おそわれた。兵士もつけないでのお忍しのびだった。幼いマグダランにとって、その魔物は彼の命を余よ裕ゆうで奪えるだけの存在だ。

　そこを──兄のサイラオーグが助けにやってきたのだ。自分を庇かばうように、勇ゆう敢かんに魔物の前に立つ兄の背中──。




　──呼ぶわけにはいかないのだ。




　兄のそのときの台詞せりふを忘れたことなどなかった。

『──俺の大事な弟から離はなれろッ！　俺が相手になってやるぞ！』

　自分を庇う兄の姿は──何よりも誇ほこらしく、誰だれよりも格好良かった。

「──俺の大事な弟だ。必ず守りきり、眼前の敵を倒すッ！」

　魔王クラス相手に一歩も引かないサイラオーグの姿がある。

　そして、兄は……また自分の前に立ち、弟を助けようとしていた。兄のいまの行動が、過去の姿と重なったとき、マグダランはたまらずに涙なみだを流した。そして、慟どう哭こくする。

「…………兄……上……ッ！　悪かった……っ！　俺は、あなたに酷いことをしてきたっ！　滅ほろびを継つげなかったあなたを心底侮ぶ蔑べつした。次期当主の座を俺から奪ったあなたを心から恨うらんだッ！　憎にくかったッ！　殺してしまいたかったッ！」

　本ほん音ねだ。本当に憎かった。本当に殺してしまいたかった。自分の半生をすべて否定するかのような兄の勝利は、受け入れがたいものだった。

　さらにマグダランは告白していく。

「俺は……卑ひ怯きような男だ。裏で手を回して、何度もあなたの邪じや魔まをしようと企くわだてた。あなたは気づいていたはずだ。何をしようにも裏で俺が邪魔していたことを。それでもあなたは俺に何もしないッ！　恨み言のひとつすら口にしないッ！」

　そう、兄を潰つぶすため、兄に迷めい惑わくをかけるため、政治に私し怨えんを込めた。何度も邪魔をした。何度も陥おとしいれようとした。実際、兄は幾いく度ども厳きびしい局面に立たされたはずだ。

　──それでも、兄は一切自分おとうとを責めなかった。

　自分の力量不足だと、人望が薄うすかったためだと、己を猛もう省せいするだけで、弟をまるで責めはしなかったのだ。

　サイラオーグは……振り返らずにこう述べる。

「俺は、おまえから次期当主の座を奪った。俺を捨てた者たちに己の力を認めさせるという、俺のわがままのためにだ。だから、決めていた。俺個人にのみ、不満をぶつけてくれるのなら、すべて受けようと。義は母は上うえからも、おまえからも、どれだけ恨まれようとも、すべて受け入れようと」

　サイラオーグが振り返る。その表情は、弟のイタズラを温かく見守る、兄の顔つきだった──。

　そのサイラオーグが、自分に謝罪の言葉を述べていく──。

「マグダラン、我が弟よ。俺も謝ろう。おまえには、本当に迷惑をかけた。兄として不ふ甲が斐いなかった俺を許してくれ」

　……わかっていた。兄が、自分を認めてくれているのだと──。

　自分は花が好きだ。木が好きだ。次期当主よりも、植物の学者になりたかった。けど、滅びを持っていたがゆえに次期当主の座に座るしかなかった。

　再生させた紫むらさき色いろの花も、珍しいリンゴも、バアルの者が誰も褒ほめてくれないなかで、兄だけが認めてくれていた。弟の功績を世に広めようとしてくれている。

　──兄だけが、自分に家族として接してくれていた、話しかけてくれていた。

　自分も、兄も、バアル家に翻ほん弄ろうされているだけだったのだ──。だから……兄弟で憎しみあうこと自体が……愚おろかだった。兄弟でバアル家に立ち向かえば良かったのだ。

　マグダランは叫んだ。

「兄上ッ！　勝ってくれッ！　あなたが、兄上こそが、俺の兄であり、バアル家の次期当主なのだからっ！　見せてくれッ！　バアルの『滅び』をッ！」

　弟の叫びに兄──サイラオーグは勇ましく微笑ほほえんだ。

「──ああ、わかっている」

　ビィディゼ・アバドンを目の前にして、サイラオーグは拳を握にぎった。

「弟のマグダランは──俺よりも頭もよく、何より機転が利きく。相手の機き微びに気づきやすく、俺にはできない繊せん細さいな政治ができるだろう。──いずれ、このバアルを継ぐ男だ。自じ慢まんの弟、大王の未来は明るいだろう。何せ、俺とそっくりで、我が慢まん強く──ひたむきなのだからなッ！」

　サイラオーグは、拳を突つき出してビィディゼに宣言する。

「──ビィディゼ・アバドン殿どの、あなたに俺の命の一いち撃げきを受けてもらう」

　しだいにサイラオーグの闘気が高まっていく。

「行くぞッッ！　我が分身たる獅し子しレグルスよッッ！」

『ハッ！　此この身が滅めつしようとも御おん身みと共にッ！』

　主あるじの声に呼応して、胸部の獅子の双そう眸ぼうがまばゆい輝かがやきを放ち始める。闘気はさらに高まり、この空間全域を包み込むほどに広がっていった。

　サイラオーグが、力ある言葉を紡つむぐ──。

「──此の身、此の魂魄いのちが幾いく千せんと千せん尋じんに堕おちようともっ！」

　獅子もそれを口にしていく。

『我と我が主は、此の身、此の魂魄が尽つきるまで幾万と王道を駆け上がるッッ！』

「唸うなれ、誇れ、屠ほふれ、そして輝けッ！」

『──此の身が魔まなる獣けものであれどッ！』

「──我が拳に宿れ、光こう輝きの王おう威いよッッ！」

　闘気は凄すさまじい旋せん風ぷうを巻き起こし、その風が裏門から──無数の紫色の花びらを引き込んでいく。城の至るところに咲さき誇っていたその紫の花びらが、旋風に乗ってサイラオーグの周囲を舞まっていった。

「──舞えッ！」

『──舞えッッ！』

「『──咲き乱みだれろッッ！』」

　ふいにマグダランは思い返した。幼き日、魔物に襲われた自分は兄に助けられて、そのまま山のなかを必死に駆け抜ぬけた。そして、二人で駆け抜けた先にあったのは──咲き誇った色取り取りの花畑だった。その場で一いち陣じんの風が巻き起こり、空は一面に舞う色鮮やかな花びらでいっぱいとなっていた。

　──そう、美しかった。ただただ、美しかった。

　サイラオーグを包む闘気はいっそう膨ふくらみ、

「『──覇獣ブレイクダウン・ザ・ビースト、解放クライム・オーバーァァァァアアアアアアアアアッッ！』」

　そして、一気に弾はじけたっ！

　そこにあったのは──いっそう雄お々おしく、攻撃的なフォルムとなった獅子の鎧よろいだ。金色と紫色を基調とした新たな鎧──。

　黄こ金がね色いろを帯びた紫の闘気が、サイラオーグを包み込んでいる。その濃のう密みつさは、距きよ離りを取っているマグダランでも寒気がした。匙元士郎の呪のろいも一時的に押さえ込まれるほどだった。

　この結果にビィディゼも驚おどろいていた。

「…………ッッ！　これは、覇はの理ことわりを発現したというのか……ッッ！」

　──覇獣ブレイクダウン・ザ・ビースト。

　そう、兄サイラオーグは、封ふうじられていた神滅具ロンギヌスの力を一時的に解放したのだ。伝説の魔物が封じられた神器セイクリツド・ギアだからこそ可能なことだが……危険は必ずつきまとい、リスクは多大なものになるだろう。

　同じように二に天てん龍りゆうを封じた神器セイクリツド・ギアの解放状態──覇龍ジヤガーノート・ドライブも歴代の所有者の命をことごとく奪い去っていたのだから。

　すでにその影えい響きようが出始めたのか、サイラオーグは口から血を吐はき出す。

　歯を食いしばりながら、サイラオーグが言う。

「──獅子王レグルス・レイ・レザの紫金ー・レツクス・インペ剛皮リアル・パーピユア・覇は獣じゆう式。極限まで自己をいじめ抜いた先で見つけた破は壊かいの具象化。我が命を糧かてに一時の間、爆ばく発はつ的に力を高める変化……さあ、『滅び』の宿らぬ拳こぶしなれど、それでもあなたにバアルの『滅び』を贈おくりましょうぞッ！」

　眼前から、サイラオーグが神速で消え去った。匙元士郎ですら捉とらえられない兄の初動だが、ビィディゼは気配で捉えたようで前方に防ぼう御ぎよ魔ま方ほう陣じんを展開させた。ただの防御魔方陣ではない。見た目は薄そうだが、圧縮に圧縮を重ねた強固な術式のタイプだ。

　ビィディゼの目の前に音もなく現れたサイラオーグは、鋭するどい正せい拳けん突づきを正面から繰くり出していく。その拳には、黄金色を帯びた紫の闘気が高こう濃のう度どで乗せられている。防御魔方陣は──為なす術すべもなく、拳の一撃で砕くだかれたが、ビィディゼは構わずに『穴ホール』も出現させた。

　その『穴ホール』に正拳突きをくぐらせて、またカウンター気味に相手に浴びせようというのだろう。しかし──。

　バリンッ！　──と、儚はかない音を立てて、その『穴ホール』が易やす々やすと砕かれて、拳がビィディゼの腹部に深々と突き刺ささったっ！

　ゴブッ！　あまりの一撃にビィディゼが、口より血の塊かたまりを吐き出した。たったひとつのインパクトで城全体が震ふるえるほどだ。

　拳の勢いは、相手の体を通り過ぎて、背後の裏門の壁かべをも大きく破壊し、さらにその先、その先の先、遥はるか後方まで届いていく。目では見えない遠方まで飛んでいったサイラオーグの拳の余波──。先の先まで地面を抉えぐっていた。

　腹部を押さえて、一いつ旦たん距きよ離りを取るビィディゼ。その表情は驚きよう愕がくに包まれていた。

「──私の『穴ホール』をただのパンチで粉ふん砕さいするだと!?」

　彼の言う通り、『穴ホール』が──ただのパンチで粉砕されたのだ。いままで、あらゆる攻こう撃げきを吸い込んでいった『穴ホール』。物理的な現象では、到とう底てい壊こわせるとは思えない。

　しかし、サイラオーグの一撃はそれすらも破壊した。

　サイラオーグが、拳を構えて吼ほえる。

「我が拳は、ただ壊す。なんであろうと、ただ壊すッ！　練成のみが生みだせる我が一撃、その身でとくと味わってもらいますぞッ！」

　再び高速で飛び出したサイラオーグ。この状態の彼を相手にしても、速度に対応できている辺り、ビィディゼもまた怪かい物ぶつ──。だが、今度はその攻撃をいなすことはできない。

　拳が、彼の体たい捌さばきを超こえて突き刺さり、蹴けりが、彼の魔ま力りよく、特性『穴ホール』を砕いて襲おそい来る。そのたびにこの城が悲鳴をあげていた。天てん井じようにヒビが入って一部崩ほう落らくしてくるほどだ。それだけではなく、拳と蹴りの余波はビィディゼが避よけようが、食らおうが、激しく生み出されていき、城の外にまで大きく影響を与あたえていく。

　絶対的な攻撃力──っ！

　これは、ただの高めに高めただけの物理攻撃だ。工夫も何もない。真っ正面から向かい、真っ正面から叩たたきつけ、真っ正面から蹴り抜く──。先ほどと違ちがうのは、威い力りよくが魔ま王おうクラスをもたたき伏ふせるほどに高まっていることっ！

　ただそれだけのことが、レーティングゲーム第三位を圧していく。テクニックタイプの象しよう徴ちようを力だけで組み伏せようとしている！

　数十秒後、片かた膝ひざを突いていたのは──ビィディゼ・アバドンのほうだった。

　あまりのことにその表情は当とう惑わく、驚愕の色に染まりきっている。

「……バカな……なんだ、なんなのだ、これは……？　ただの拳ではないか、ただの蹴りではないか……なぜ、私の『穴ホール』を砕ける？　どうして、私の魔力を壊せるのだ!?」

　サイラオーグも無事ではない。戦えば戦うほど、生命を削けずる。体は悲鳴をあげ、鎧の隙すき間まから血が噴ふき出ていた。口からも絶えず血は流れゆく。

　それでも、闘気と迫はく力りよくは微み塵じんも薄めずにビィディゼに近寄っていく。

　サイラオーグが眼前で言った。

「──あなたは足りない才能を金で買った。俺は足りない才能を修行とこの命の輝きで補った。それだけのことだ」

　迫力ある一言にビィディゼは──身の危険を感じたのか、転移魔方陣を展開し始めた。退たい却きやくするつもりだろう。

　──だが、その手首にいつの間にか黒い触しよく手しゆが巻き付いていた！

　ヴリトラの触手である。匙元士郎が、その触手から黒い炎ほのおを伝わせていく。

『──逃にがすかよ』

　匙元士郎が立ち上がる。そして、一歩また一歩とよろよろしながらもビィディゼとの距離を縮めていった。

「──ッ！　こ、これは、ヴリトラの触手か!?　いつの間にッ！」

　驚くビィディゼに匙元士郎は不敵に笑う。逃げないように触手が強力なまでに締しめ上げていた。

『──見えないように消していたのさ。隙すきを突いてどうにか一本だけ巻き付けることができた。……旦だん那な……俺も混ぜてもらいますよ。トップランカーの三位だろうと、そいつは一発ぶん殴なぐらないといけない』

　匙元士郎は距離をさらに縮めて、拳を作り出す。

　触手に繫つなげられながらもビィディゼは回かい避ひ行動に移るが、怒いかりに燃える匙元士郎のその動きは、一いつ瞬しゆんだが、ビィディゼを超えていくっ！

　正面から、拳を打ち込む姿勢となった。

『あんたは、兵藤一誠を……命がけでたくさんの者を守ろうとしている俺の大切なダチをバカにしたッッ！　それだけは絶対に許せねぇッ！』

　ドゴンッと勢いよく打たれた匙元士郎の拳は、ビィディゼの顔面に深く突き刺さっていった。

　刹せつ那な、漆しつ黒こくの炎が匙元士郎の体からビィディゼに燃え移る。

「……熱い、なんだ、この黒い炎は……ッ！」

　消し去ろうにもまったく消える気配を見せないヴリトラの邪じや炎えん。ビィディゼが、仰ぎよう天てんするなかで、サイラオーグも近寄っていく。

「研けん磨まし続けた炎、諦あきらめなかった者が生んだ執しゆう念ねんの一撃です」

　いまの匙元士郎の一発で足にきてしまったビィディゼは、その場から逃げ出す力も残していなかった。足がガクガクとして、立っているのもやっとの様子だ。

　サイラオーグは容よう赦しやなく拳を打ち込む姿勢を作り出す。

「──ビィディゼ・アバドン殿、あなたの野望はこの拳にて粉砕しましょう」

「たかが拳のひとつで何が出来るというのか!?」

　吼えるビィディゼ・アバドンは、防御魔方陣、『穴ホール』を自身の前に幾いく重えも出現させるが──サイラオーグの放った命のこもった一撃は、それらを易々と砕き、砕き、砕ききって、ビィディゼの胸部に打ち込まれていったッ！

　小気味の良い音と共に、いまの一撃のインパクトが周囲に広がっていく。床ゆかも天井も壁も壊しながら、ビィディゼの体に致ち命めい的な一発を与えていった。

「…………わ、私は……さ、三位なのだぞ……ま、魔王クラスと……言われ…………」

　それだけ口にして、ビィディゼ・アバドンはついにその場に突つっ伏ぷした。

　サイラオーグは、伏したビィディゼを前に言った。

「──拳これでここまで来た。俺も兵藤一誠あの男も匙元士郎この男も、『Ｄ×Ｄ』に属する男はそれで大切なものを守ってきたのだ」

　命がけの戦い──。

　ビィディゼ・アバドンと兄たちの「戦いに対しての意識」に差があるとすれば、それなのだろう。

　ゲームをゲームとして戦ってきた者と、ゲームをも戦場として戦ってきた者とでは、所しよ詮せん、戦いに対しての覚かく悟ごからして違ったのだ。

　そして、それが勝敗を決めた──。




　　　　─○●○─




　兄＋匙元士郎とビィディゼ・アバドンの戦いが終わった。兄も匙元士郎も戦いでの疲ひ労ろうが溜たまりきったのか、鎧を一度解いていた。

　その頃ころ、外の様子も落ち着きを取り戻もどしつつあった。兄の眷けん属ぞくと、ソーナ・シトリーの眷属が、アバドン眷属を止めたのか？　と思ったのだが、どうやら、新たな助勢が加わって反逆の徒を鎮ちん圧あつできたようだった。

　裏門から、助勢してきた者が、姿を現す。

　頭部に二本の角つのを生やし、ウェーブのかかった長い桜色の髪かみを持った女性だ。スリットの深い妖よう艶えんなドレスを着ていた。見た目は二十代後半ほど。

　この場の全員がその女性に見覚えがあった。

　女性がビィディゼの姿を見て、嘆なげくように息を吐いた。

「ビィディゼがバアル城に攻せめ込んだと聞いて止めに来たんだけどね……どうやら、すでに終わっていたようね」

　──ロイガン・ベルフェゴール。レーティングゲーム第二位、最上位ランカーの一角。

　それが角の生えた美しい女性の正体だ。ベルフェゴール家の現当主でもあった。

　セラフォルー・レヴィアタン、グレイフィア・ルキフグスと並んで称しようされることも多い、冥めい界かいでも屈くつ指しの強つわ者ものとされる美女だ。

　倒たおれたビィディゼの姿にロイガンは目を細める。

「私も彼同様『王キング』の駒こまを使用した、いわゆる不正組さ。だけども、獅し子し王おうくん。私はこの力も、この地位にも後こう悔かいしていない。でもね、事実が冥界に知れ渡わたったところでビィディゼみたいに誰だれかに当たり散らすこともしないよ。……あの舞ぶ台たいで戦えるだけの力が欲しかった。ただ、それだけさ。上の強しいた試合以外は真ま面じ目めに楽しんでやらせてもらっていたよ」

　そう、ロイガンもディハウザー・ベリアルの告発時に判明した『王キング』の駒を使用したプレイヤーだ。しかしながら、彼女にビィディゼのような謀む反ほんの気はさらさらないようで、

「いま、軍から警察までこの非常時で出ずっぱりだろうから、私もあなたたちと共に他の上位ランカーの離り反はん者をどうにかしないとね」

　──と、協力を口にするほどだった。

　ロイガンがサイラオーグに訊きく。

「獅子王くん、レーティングゲームは好きかい？」

　急な問いかけに言葉もないサイラオーグだったが、ロイガンは微笑ほほえんでこう続けた。

「──私はレーティングゲームが好きさ。ディハウザーも同じだろうね。あの男は、誰よりもゲームを愛していたから。でも、申し訳ないね。一位から三位まで、バカばかりでさ……」

　そう漏もらしながら、ロイガンは倒れたビィディゼを抱かかえて、裏門で待機していた衛兵たちに引き渡した。

　ロイガン・ベルフェゴールの姿にやるせなさすら感じてしまう。

「サイラオーグさまッ！　マグダランさまッ！」

　しかし、レーティングゲームの今後を憂うれう暇ひまもなく、城の衛兵の一人がこちらに駆かけ寄よってきた。その表情は戦せん慄りつに染まっている。

「どうしたというのだ？　落ち着いて報告しろ」

　サイラオーグの言葉に衛兵は慌あわてふためきながら息を整える。

「は、はいっ。そ、それが……トライヘキサが、人間界に現れました！　ヨーロッパ方面と──日本近海に出現しました！」

　人間界へのトライヘキサ出現──。

　恐おそれていたことが、ついに起こってしまった。







　　　Life.2　チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』出しゆつ撃げきです！







　病室で俺──兵ひよう藤どう一いつ誠せいは、いつもの駒く王おう学園の制服に着き替がえていた。俺のユニフォームっていったら、これってところはあるからな。まあ、チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』専用に用意するというのもいいし、俺だけのチームを結成させたら、それ用のを用意するのもいいね。

　体調は……悪くない。例のあれを口にしようとしたり、深く考えようとすると、途と端たんに体中に激痛が走るけど、それ以外ならいつもとそう変わらない。

　ドライグの話では、龍りゆう神じん化の反動は残っているけど、神器セイクリツド・ギアは普ふ段だん通りに使える。禁手化バランス・ブレイクも可能だし、真『女王クイーン』であるなら変身できるとのことだ。飛龍ワイバーンもいける、『透とう過か』も大だい丈じよう夫ぶ。ロンギヌス・スマッシャーだって、一発なら撃うてる。

　……つまり、龍神化──【Ｄ×Ｄデイアボロス・ドラゴン】だけがヤバいってことだ。まあ、あれを使って、また死にかけたわけだしな。

　ロンギヌス・スマッシャーまで使えるなら、上々だ。俺は戦えるさ。

　けど、医者からも両親からも仲間からも絶対安静を言い渡された。少なくとも、龍神化の影えい響きようが抜ぬけるか、症しよう状じようが和やわらがない限り、戦うなということだ。

　……そうは言ってもな。全世界の危機だし、リアスやアーシアまで戦っているわけだから、俺が寝ねてもいられないだろう。北ほく欧おうの防衛戦に出られなかっただけで、申し訳ない気持ちでいっぱいだ。

　ふと点つけっぱなしのテレビから、子供たちの声が聞こえてくる。

　どうやらレポーターが、避ひ難なんしている子供たちにインタビューしているようだった。

『ねぇ、僕たち。冥めい界かいに怪かい物ぶつが来るかもしれないけど、どうかな？』

　お姉さんの質問に子供たちは怖こわがることもせずに笑顔で答えていく。

『大丈夫だよ！　おっぱいドラゴンがあんなの倒してくれるもん！』

『ライオンさんもね！　きっと、パンチで黒いドラゴンをバーンッて倒すよ！』

『こういうときはダークネスナイト・ファングもおっぱいドラゴンと協力して、一いつ緒しよにオバケを倒すんだよ！』

『私ね、スイッチ姫ひめみたいに皆みんなを助けたいな。ビーム出したりすごいの』

『天使のお兄さん強いんだって。おっぱいドラゴンの友達だから、絶対強いよ』

『おケツのドラゴンが一番強いよ！　おっぱいドラゴンとライバルだってテレビで言ってたし、ほら、人形も赤いおっぱいドラゴンと白いおケツドラゴンで出てるんだ。これ持ってると怖くなくなるよ』

　…………。

　……子供たちは、微み塵じんも怖そうにしていなかった。その姿に、こみ上げるものがあった。

　チーム『Ｄ×Ｄ』のことは、冥界全土に知れ渡っていて、構成メンバーのことは小さな子供たちでさえ知っているそうだ。

　皆、凶きよう悪あくな敵を相手に協力して戦っていると信じてる。現にその通りだけど、冥界の子供たちは俺たちが必ず勝つと信じている。

『魔ま獣じゆう騒そう動どう』のときも、吸きゆう血けつ鬼きの国での一戦も、アウロス学園と天界の防衛戦のときも、俺たちが悪い奴やつらを倒したと信じている。

　……失敗もあったさ、いや、失敗だらけだ。辛しん勝しようも多く、守り切れなかったものもある。俺たちを非難する声もあるって聞く。

　──それでも、一人でも俺を信じてくれるヒトがいるなら、いいや、信じてくれなくてもいい。俺は助けたい命がたくさんあるから、助けたいんだ。

　へへっ、俺の役名を耳にするたび、体中に激痛が走るけど……。まあ、うれしい悲鳴ってことで我が慢まんするぜ。

　どちらにしても、いまは分かれたトライヘキサのひとつが日本に向かっている状じよう況きようだ。さっき、リアスから直接そのことを聞いてしまったんだ。

　本来、俺に安静にしてもらうため、この手の情報を与あたえないようにするべきなんだそうだが、病院にいる以上、嫌いやでも人間界に出現したトライヘキサの情報は入ってしまう。

　すでにそれらの情報はテレビや新聞、冥界の各メディアにスクープとして、取り上げられてしまっているからだ。看護師や入院している患かん者じやたちもそのことを口々に言い合っているだろうし、ここにいる以上、俺が知るのは時間の問題だった。

　それなら、自分たちの口から報告しようと、リアスは日本に向かうトライヘキサの情報を俺に教えてくれた。

　その上で「どうか、安静にしていてほしい」──と、リアスだけじゃなくて、アーシアにまで、そう言われてしまったけど……。そんなことを聞かされちゃ、ここで黙だまって寝ているわけにもいかねぇよ。

　幸いにも日本に父さんと母さんはいなくて、この病院に待機してもらっている。家で安静にしていたオーフィスも移動させて、グレモリー城の地下に匿かくまったそうだ。アザゼル先生についてきたというリリスや木き場ばの同志たるトスカさんもそこにいるって話だ。家族の安全、その点では現状安心だな。

　でもよ、あそこには、日本には俺の祖ば母あちゃんや友達が……松まつ田だや元もと浜はま、桐生きりゆう、クラスの皆、京都で出会った九重くのうたち、まだまだたくさんの知り合いや友人が住んでいるんだ。

　──無視できねぇ。できるはずがねぇっ！　俺が生まれ育った国だぞ！

　俺は──日本人だ。この体はすでに悪あく魔までドラゴンかもしれないけど、心は日本にある。魂たましいは日本人のままだっ！

　俺の故郷だ。絶対に守りたいっ！　だから、行く！　日本にはまだまだやりたいことが残っているんだよ。

　俺はあの学校を意地でも卒業してやるぞ。アーシア、ゼノヴィア、イリナ、木場、匙さじ、松田、元浜、桐生、皆、一緒にあそこを無事に旅立つんだっ！　リアスや朱あけ乃のさん、ソーナ元会長だって、あと少しで卒業だ。

　皆でまた通おうぜ、あの学校に！

　俺は制服を着たあと、病室をあとにしようとした。まだ、この病院に仲間の誰かがいたはずだ。一緒に行こう。行くべきだ！

　俺が病室を出ると、壁かべに背を預けていた者がいた。

　──ヴァーリだった。

　意外な男の登場に俺は驚おどろいていたが……とうのヴァーリは俺の姿を見て笑った。

「ふっ、旅立つ前にキミの顔でも見ようと思ったら、着替えていたようだからね。ここで待っていた。──行くんだろう？」

「ああ、当然だ」

　俺の言葉にヴァーリは不敵に笑うだけだったが……その視線が廊ろう下かの先に向いた。俺が視線を送ると、そこには──俺の父さんと母さんが立っていた。母さんはフルーツの入ったバスケットを持って、父さんは漫まん画が雑誌を持っていた。俺への差し入れだったのだろう。

　俺の姿を見て、驚きながらも怒おこりも悲しむこともしなかった。

　俺が二人に言う。

「父さん、母さん、ちょっと用事があるから、行ってくるよ」

　母さんが無理矢理笑顔を作って言う。

「……晩ご飯までには帰ってこられるのよね？」

「…………もちろんだよっ！」

　ちょっと返答に困った。帰ってくるのは帰ってくるつもりだけど、晩ご飯に間に合うかな……。下へ手たすりゃ、数日間戦うことになるかもしれないし……。

　母さんが懐ふところから──古いお守りを取り出した。

　俺に手て渡わたしてくれる。

「これ、お守り。母さん、肌はだ身み離はなさず持っているものだけど、あんたが持っていきなさい。いつもこれがあったから、母さん、悪いことから守ってもらっていたと思うの」

「ああ、うん。ありがとう」

　どういう効能があるかわからないけど、母さんがもらっていたというご利り益やくを貸してもらおうかな。

　ふと、父さんの視線がヴァーリに移った。

「キミは……イッセーのお友達かね？　よく家に遊びに来ていただろう？」

　その言葉にヴァーリは驚いていた。確かにヴァーリはたまに兵藤家に入ってきていたが……父さんは見かけて、覚えていたのか。

「……ほんの数度、顔を合わせただけなのに、覚えていたと……？」

　ヴァーリの問いに父さんはニッコリと微笑ほほえんだ。

「当然だろう。イッセーの友達なら、忘れるわけがないさ。うちの息子むすこがお世話になっているんだからね」

「そうよ。私もあなたの銀色の髪かみ、よく覚えているわ」

　母さんもそう続いた。

　ヴァーリは珍めずらしく、柄がらにもなく自己紹しよう介かいをし始める。どこか、恥はずかしげだった。

「俺はその、彼の……ライバルとでも言えばいいのだろうか……」

　ライバル、という宣言に父さんは思いのほか喜んだ。

「ライバル……そうか！　やはり、お友達なんだな！」

　母さんもヴァーリを俺の友達だと認識したようで嬉き々きとして言う。

「まあまあ！　こんなイケメンの男子が友達だなんて！　木場くんといい、この子ったら意外にカッコイイ男子とお友達になれるのよね！」

　意外って……。ま、まあ、松田と元浜と付き合いが長いから、ああいうのばかりが友達と思われているのかな。案外、人外にも友達多いんですよ、俺。

　けど、ヴァーリは首を横に振ふる。

「そんないいものではない。俺は彼を本気で倒たおそうと思った。そのために俺は彼を怒らせようとして──彼の両親を殺すことで、復ふく讐しゆう者に仕立て上げようとさえ考えた」

　──っ！

　……突とつ然ぜんの告白に俺はさすがに仰ぎよう天てんした。そ、それはいま言わなくていいことだろう？

　その出来事は、俺とヴァーリが初めて戦ったときのことだ。三大勢力が和平の話し合いをしたときだな。あのとき、確かにヴァーリは俺を煽あおって力を高めさせるために、そんなことを口にしていた。

　それを急に本人たちを前に言うもんだから、驚いちゃったよ！

「お、おい。ヴァーリ、いま、そのことはいいだろう？」

　俺自身、こいつとそのあと色々あったもんだから、気にしなくはなったが……こいつ自身はずっと気にしていたというのか？　意外にも意外すぎるぞ。

　ヴァーリは俺の言葉を振り切って、きちんと両親に問うた。

「『キミの親を殺す』とまで告げた俺を、あなた方は子供の友人だと言えるのだろうか？」

　ヴァーリの言っていることが、わかっているのかわかっていないのか、両親はきょとんとしていたが……。互たがいに顔を見合わせて、ぷっと吹ふきだしていた。

　父さんが朗ほがらかにヴァーリに言う。

「ケンカをしたってことかな。なに、若い頃ころは何かよくわからないことで友達とケンカするってことがあるもんだ。そのために汚きたない言葉が出てしまうのは……あるのかもしれないな。でも、いまは仲直りしたんだろう？　だってほら、普ふ通つうに話しているようだし」

「いや、仲直りというか……いまは共同戦線というか……」

　俺もヴァーリをどう捉とらえていいかわからず、そう答えるしかない。

　ヴァーリは両親の反応に困こん惑わくしながらもう一度問う。

「あなた方は俺を許すと？」

「許すも何も、悪いことをしたと思ったから、わざわざ俺たちに話してくれたんだろう？　なら、反省をしたってことだ。それでいいんじゃないかな？　なあ、母さん？」

　父さんに促うながされた母さんもニッコリした顔でうなずく。

「ええ。イッセーも怒っていないようだし、これからも仲良くしてあげてくれると助かるわ」

　二人の答えに──ヴァーリは呆あつ気けに取られて言葉を失っていた。

「……………………」

　きっと、怒られると、拒きよ絶ぜつされると思っていたのかもしれない。けれど、うちの父さんも母さんも、子供のケンカで出た言葉だとあっさり許してしまった。

　すると、ヴァーリはおかしそうに笑った。子供のように無む邪じや気きな笑みで、俺のほうが驚いてしまった。こいつ、こんな年相応の笑い声も出せるのか。

「ハハッ、なんだかな。兵藤一誠、やっぱり、俺はキミがうらやましいよ」

　落ち着いたあとで、ヴァーリはこう親に告げる。

「ついでに言うと、そのときあなた方の息子は俺が両親の殺害を宣言したとき以上に、リアス・グレモリーたちの胸を半分にするという宣言に激げき怒どしていた」

　今度は父さんと母さんが一転して憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうとなった！

「なに!?　俺たちよりもおっぱいのことで怒ったのか、おまえは!?」

　俺の肩かたを摑つかみ、激しく揺ゆすってくる父さん！　あれ!?　そ、それはダメですか!?

「い、いや、それは……って、うぅ、また激しい頭痛がっ！」

　例の単語を目の前で口にされて、頭痛が起きてしまった！

　母さんも怒り心しん頭とうの様子で俺の体を揺する！

「ちょっとイッセー！　どういうことなのか、説明しなさい！」

「いや、だから、頭が……っ！　ヴァーリも余計なことを言うんじゃない！」

　こんな親子のやり取りに、ヴァーリの奴やつは──、

「ふふっ、ははははっ」

　声をあげて子供っぽく笑っていたんだ──。







　父さんと母さんに別れを告げたあと、俺とヴァーリは二人並んで病院の廊下を歩く。

　ヴァーリの表情は晴れやかなものだった。

「……このような気持ちで戦いに出ようとするのは初めてだ」

　そうですか。おまえのおかげで俺のほうはとんだ別れになっちまったよ！　両親は最後まで、「帰ったら説教だぞ！」って怒ってたんだからな！

　文句が言いたい俺だったが、ふいにヴァーリがこんなことを言う。

「──キミもそろそろキミだけのチームを考えてみるのもいいんじゃないのか？」

　──っ。

　……いきなり、それを言われるなんてな。まあ、以前も同じことを言われた気がするけどさ。

　俺は頰ほおを指でかきながら言う。

「いまから俺の眷けん属ぞく決めかよ。永い悪魔の生だぞ。ゆっくり決めさせてくれよ。早めに集めきっちゃうと永い生き方に飽あきやすくなるって聞いたぞ」

　そう言う俺にヴァーリは首を横に振ってこう続けた。

「いや、眷属もいいが、それとは別の『チーム作り』というのも悪くないんじゃないか？　俺のチームは眷属関係ではないぞ。それに上級悪魔になれば、眷属以外にも私兵などを持つことがあるかもしれない」

「……眷属関係ではない、俺だけのチーム……」

　まあ、悪魔の眷属ではなく、チーム『Ｄ×Ｄ』みたいな何かを目的にして結成する集まりのことだよな。確かに眷属以外にもそういう集まりは作れるかもしれない。問題は、何を目的にするかだけど……。

　私兵もな。ずっと雇やとうだけの理由とかが必要になるんじゃないのか？　ただ、雇うだけじゃ、何をやらせていいか現状わからんし。兵藤家の警護をさせるために雇うとかか？　うーん、いきなり言われても使い方が考えつかんぞ。

　首をひねる俺にヴァーリはこう告げた。

「どちらにしても戦うのなら、リアス・グレモリーが率いるチームにいるキミとよりも、キミだけが作り上げたチームと戦うほうを俺は望みたい。ライバルのワガママって奴だ」

　そりゃ、な。リアスとヴァーリが戦う理由は……少ない。リアスにとって、眷属のライバルだから。ヴァーリにとってはライバルの主あるじだから。そんな理由で戦うにしてもな……。

　それなら、俺が独立して自分だけのチーム結成して、ヴァーリと一戦やったほうが迷めい惑わくもあまりかけずに済む。

「……まあ、まずはここを乗り越こえてからだ」

　──と、ヴァーリに話題を締しめられてしまったが。振っておいて自分で締めるもんだから、性た質ちが悪いぜ。

　けど、俺もその場ではうなずいた。

「ま、そういうことだよな」

「死ぬなよ、兵藤一誠」

「おまえこそな、ヴァーリ」

　お互い、激げき励れいしあったところで前方のフロアにいたアザゼル先生を視界に映した。

「おおっ、来たか。ご両人」

　見れば先生の背後には、オカ研メンバー、ヴァーリチーム、幾いく瀬せ鳶とび雄おさんの刃狗スラツシユ・ドツグチームと、勢せい揃ぞろいしていた。

「先生と皆みんな！」

「アザゼルか」

　俺とヴァーリが合流すると──オカ研メンバーが駆かけ寄よってきた。

「イッセー！　まさか、戦うつもりか!?　大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

「ちょっとちょっと、平気なの、ダーリン!?」

　ゼノヴィアとイリナは俺の体をペタペタ触さわって無事かどうか確認してくれる。

　俺は皆に言った。

「俺も戦いますッ！　日本に向かうトライヘキサがいるなんて、気になって俺だけ寝てられませんよっ！」

　俺の宣言を聞いて、リアスは何か言いたげな表情だったが、諦あきらめたかのように息を吐いていた。

「……あなたを止められるわけないものね」

「そうですわね。行くなら一いつ緒しよに、ですわ。いつだって、共に乗り越えてきたんですもの」

　朱乃さんもクスクス小さく笑いながら、俺の参戦を快こころよく受け入れてくれた。

　けど、二人して俺に指を突つきつけて、力強く言いつけてくる。

「「でも、決して無理はしないこと！」」

「は、はいっ！」

　──と、応じるしかない俺！　二人を怒らせても怖こわいし、悲しませるのはもっとダメだからな。

　アーシアもうなずいていた。

「はい、日本の危機にイッセーさんが立ち上がらないわけありませんから……。心配ですけど、私もお役に立てるようイッセーさんをフォローします」

　ちょっと前のアーシアだったら、「行かないでください！」と病やみ上がりの俺を止めてたはずだけど……なんつーか、俺のことわかっちゃってるものだから、こっちを回復させるって方向で納得するようになっちゃったな。

　アザゼル先生も苦笑いしながら息を吐いていた。俺の頭をくしゃくしゃとなでる。

「ま、おまえがただ寝ているだけなんて、思っちゃいなかったよ。──無理だけはするなよ？」

「はい！」

　さすが先生！　よくわかっていらっしゃる！　龍りゆう神じん化は……使わない方向でいよう。

　ふと、レイヴェルが一歩出てきて小こ瓶びんを俺に手て渡わたす。

「これはイッセーさまの分のフェニックスの涙なみだですわ。……わ、私が精せい魂こん込こめて作りましたのよ？」

　おおっ、レイヴェルの手製か！　そりゃ、ご利益と効果がありそうだ！

「ありがとう、レイヴェル！」

　礼を口にするなかで、今度はロスヴァイセさんが俺にお守りを渡してくれた。日本風のお守りだ。

「北ほく欧おうの護ご符ふを日本のお守り風に収めてみました。龍神化の影えい響きように効果はないかもしれませんが、他の厄やく災さいからは守ってくれるでしょう」

　ロスヴァイセさんのお守りまで！　あっ！　裏返したら、ハートマークがあった！　それを発見したら、ロスヴァイセさんが恥はずかしがって顔を真っ赤にしちゃったよ！　かわいい反応ありがとうございます！

　そして、小こ猫ねこちゃん。……ああ、小猫ちゃんのそれはハッキリ認識できるんだよな……。

　俺の儚はかなげな視線に気づいたのか、小猫ちゃんは不満げに肘ひじで俺の腹をつついてきた。

「……戦せん闘とうではおっきくなるんで、ダメージを受けないようあまり見ないようにしてくださいね」

「は、はい！」

「……早くよくなってくれないと、おっきくなったかいがないので、無茶しないでください」

　──と、ちょっと切なげに言われてしまったので、頭をなでて「大丈夫、死ぬつもりはないよ」と返した。

　今度は木場が瓶の飲料を渡してくれる。ミルクだ。

「イッセーくん、牛乳にフェニックスの涙を数すう滴てき混ぜたものだよ。飲むと効くかも」

　と言うので、失礼してグイッといく。

　……おおっ、なんだか、体が軽くなった気がするな。フェニックスの涙が効いているのか、それともミルクの効果か？

　俺、ミルクを飲むと体調がよくなるようになっていたってさっき聞いて驚おどろくしかなかったよ。単に湯上がりの一いつ杯ぱいが美う味まかっただけだと思っていたもん。……なんていうか、俺、どんな存在なんだろうな。

　こうくると、次のあいさつはギャー助かなと思って視線を配らせる。

　すると、メンバーのなかに奴を発見するが……その隣となりには、ここにいてはならないヒトがいて、ビックリしてしまう！

「って、ヴァレリー!?　どうしてここに!?」

　そう、美女吸きゆう血けつ鬼きたるヴァレリーが病院のこのフロアにいたんだ！　俺は目が飛び出るほどに驚いて声をあげてしまった！

　ヴァレリーは楽しそうに「うふふ」と微笑ほほえむ。

「うふふ、堕天使のおじさまにお呼ばれしてしまったの。ね、ギャスパー？」

「うん。イッセー先せん輩ぱい、そういうことなんです。ちょっとの間だけ、外にお出かけということになりました」

　などと、ギャスパーが言うが……。

　お呼ばれって、お出かけって……。ここに来ても大丈夫なのか？　確か、限られた領域でしか、まだ動けないはずなんだが……。

　俺の疑問に先生が答える。

「実は今回、トライヘキサと邪じや龍りゆう軍団との戦いに、ヴァレリーの協力が必要不可欠なんだ。いろいろと各勢力に協力してもらって、一時的に彼女を外に出しても大丈夫なようにした。制限時間付きだ。作戦はぶっつけ本番でやる」

　あ、ここにいてもいいように一時的な配はい慮りよはしているのね。だから、冥めい界かいに来ていたのか。

　アザゼル先生の言葉にヴァーリは何かを得心したかのように訊きいた。

「聖せい杯はいを制せい御ぎよできる術すべが見つかったのか？」

　ヴァーリの問いに先生はニヤリとしてうなずく。

「まあ、似たようなもんだ。ちょいと聖杯に関しての隠かくし資料が吸血鬼の国で見つかってな。それを応用すれば聖杯で増ぞう殖しよくしてる奴やつらを止められるかもしれない」

　──っ！

　な、なんと！　そんなものがあったのかよ!?　隠し資料……ヴァレリーの兄貴、マリウスとかいう奴がそれをどっかに隠いん蔽ぺいしていたのかな。んで、先生が見つけた、と。

「見つけてくれたのはそっちの協力者なんだがな」

　先生が顔をある方向に向けた。そちらを見ると──フードを深く被かぶった小こ柄がらな誰だれか。フードを取り払はらうと──金きん髪ぱつ美少女吸血鬼たるエルメンヒルデだった！　おおっ、冥界に来てたのか！　正月に兵藤家で祖母ちゃんの家に行ったとき、その土地で思わぬ再会をしたんだよな……。

「お久しぶりですね、赤せき龍りゆう帝ていの兵藤一誠さま」

　彼女は故国が壊かい滅めつ的被ひ害がいを受けてから、世界中を駆け回って復興に必要なものをかき集めていた。物であったり、他国の協力であったり。国を復活させたい気持ちは本気のようで、以前のような高圧的な態度から軟なん化かしていた。

　あれほど、他国、他勢力との協調を否定していたのに、いまじゃ形なり振ふり構かまわずにいろいろなところを訪問しているってんだから、不思議なもんだぜ。……それほど、国の崩ほう壊かいはショックだったんだろう。

　──と、エルメンヒルデの登場に驚いているなかで、ヴァレリーが懐ふところから何かを取り出す。──紫むらさき色いろの十じゆう字じ架かだった。

　先生が言った。

「そいつは、回収した神滅具ロンギヌスの紫炎祭主による磔台インシネレート・アンセムをちょいといじって作った十字架だ。聖遺物レリツクの十字架なわけだが……そいつをヴァレリーの聖杯と同調させる」

　──っ！

　あの悪い魔ま女じよ──ヴァルブルガが持っていた神滅具ロンギヌス！　三大勢力が回収したって聞いてたけど、十字架の形にしたのか。

　それを使って……ヴァレリーの神器セイクリツド・ギアと同調させる？　それが今回の作戦で必要っていうヴァレリーの協力なのかね。聖杯と聖十字架を合わせるとどんなことが起きるってんだ……？

　ヴァーリが先生に問う。

「彼女の聖杯は不安定で、聖十字架のほうは神器セイクリツド・ギア自体が持ち主を選ぶという危険な代しろ物ものだと聞く。それらを同調させては何が起こるかわからない。……が、隠し資料とやらから打開策が生まれたというんだな？」

　ヴァーリの問いに先生が答える。

「ヴァレリーの兄──マリウスの研究資料に書かれていたんだが、聖杯を調べているときに一度危険な状じよう況きように陥おちいりかけたことがあったそうでな。そのときにツェペシュ派が秘宝として隠し持っていた聖なる釘くぎの欠片かけらを使って、危ない場面を乗り切ったんだとさ。資料から、そのときに使った術式も解析済みだ」

　聖なる釘って、聖遺物レリツクだっけ？　欠片とはいえ、吸血鬼の国にもそんなのがあったんだな……。まあ、あんだけ閉へい鎖さ的な国だったんだ、隠し持っている宝もレアなものが多いのかもね。

　エルメンヒルデが続く。

「吸血鬼は、一番敵対関係であったキリスト教会のことを古くよりよく調べております。あらゆる研究をしているなかで、ツェペシュ側は独自のルートで聖せい釘ていの欠片を手に入れていたのでしょう。おそらく、王族にのみ伝承された、どの歴史、文ぶん献けんにも残っていない代物です。まあ、それも資料と一緒に回収して、三大勢力にお渡ししましたが」

　……秘密中の秘密だったってことかな。けど、それを使わなければ、ヴァレリーの聖杯の暴走とかを抑おさえられなかったのか。んで、そのことも資料に残したわけだ。

　先生が笑う。

「聖釘の欠片をヴァチカンに渡したら大喜びだったぜ。ただでさえ、聖遺物レリツクは三大勢力の戦いや宗教戦争やらで諸もろ々もろ消失してるからな。本当、欠片とはいえ、よくあったもんだ。……案外、他の勢力も隠し持っているのかもな」

　などと言いつつ、先生は肩かたをすくめた。

　俺は得心して、手をポンと鳴らしながら言う。

「聖遺物レリツクと同調させて聖杯を止められることがわかっているなら、それを邪じや龍りゆうたちが持っている聖杯にも使えばいいってことか」

　先生もニヤリとしながら説明を続ける。

「そういうことだ。すでにヴァレリーに持たせた聖十字架は調整済みだ。その状態で、ヴァレリーと聖十字架の力がうまく同調すれば、アポプスたちが持っている聖杯自体を止められるかもしれない。そうすれば、量産型の邪龍の増殖を止められるだろうし、偽にせ赤龍帝やトライヘキサにも影響が出る可能性もある」

　まあ、今回の事件はヴァレリーの聖杯を悪用されてるってのが根底にある。止められるのなら、必ず奪うばい返そう！　全部ヴァレリーのもとに返すと決めたしな。

　先生が言う。

「そのためにはヴァレリー自身がトライヘキサに近寄らないといけないわけだ。どのトライヘキサが聖杯を持っているかわからないが……アジ・ダハーカか、アポプスが随ずい伴はんしている個体に聖杯がある可能性が高い」

　そいつはヴァレリーにとって、危険な任務だ。──でも、奴らの破は壊かいを止めるには、彼女の協力は必要不可欠ってことか……。

　ギャスパーが男らしい顔つきとなっていた。

「トライヘキサまでヴァレリーを連れていく役目は僕が受け持つつもりです。僕はヴァレリーの聖杯を取り戻もどして、すべてを終わらせたいっ！」

　力強い一言だっ！　グレモリー男子はこうじゃなくっちゃな！

　しかし、ヴァレリーは聖十字架を手に持っていても平気なんだな。聖杯の持ち主だからだろうか。俺たち、異い形ぎよう側がその十字架に触ふれたら超ちよう絶ぜつ的なダメージを受けそうなもんだが……。見ているだけで寒気するし……。

　これに先生が言った。

「あ、言うの忘れてたが、ヴァレリー以外の悪あく魔ま、吸血鬼、妖よう怪かいはその紫むらさきの十字架に触れるなよ？　危険がないようにいくつか調整しているが、それでもヴァレリー以外の異形が持つと死ぬぞ」

　平然と言い放ったよ！　やっぱり、ヤバいですよね！　平気なのは、生きつ粋すいの人間か、天使組だよな……。イリナが聖十字架を指でつんつんしたあと、拝み出したが……。

　アザゼル先生が作戦の説明を続ける。

「現在、トライヘキサが出現しているのは、ギリシャ、インド、ケルト、エジプトの各神話勢力の領域と、人間界は日本近海、ヨーロッパのとある高山地方、これら六か所だ。首の数だけ体を分ぶん裂れつできるみたいでな。インドのほうは帝たい釈しやく天てんの縄なわ張ばり──須しゆ弥み山せん方面からやられているようだ。インドラにはいい薬かもしれないが、そうも言ってられん。すでに戦闘は始まっている、どこも相当被害が出ている。一時的に消しよう滅めつした神クラスも何柱はしらか出たそうだ。完全消滅は免まぬかれたようだが……再び顕げん界かいに形を成せるようになるには、人間からの相当な信しん仰こうが必要だろうさ。トライヘキサは体を分裂させても、なお実力は神をも凌りよう駕がしているってことだな」

　神さまクラスもやられているってのかよ!?　クソッ！　本当にトライヘキサってのはバケモノ中のバケモノなんだな！　当然か。あのドラゴンの神さまたるグレートレッドと争えるだけの怪かい物ぶつだってんだから、想像を遥はるかに超こえてるってことだ。

「……少し前の映像を見せよう」

　先生が手元より小型魔ま方ほう陣じんを展開させて、記録映像を投とう影えいさせる。

　全員、言葉を失った──。日本近海に現れたトライヘキサが、あり得ないデカさの炎ほのおの塊かたまりを吐はき出して、島を丸ごと吹ふき飛ばしていた。ヨーロッパに出現したほうも、炎の塊で山を、湖を、森を吹き飛ばしていく──。……完全に地図が変わるレベルの被害だ。

　見れば、各国の戦せん闘とう機、軍ぐん艦かんが立ち向かっているが……邪龍や偽赤龍帝の群れにやられて、墜つい落らく、沈ちん没ぼつしていた……。

　奴ら、マジで人間界を侵略し始めているのか……。いままで人間界に迷めい惑わくをかけずにやってきた俺たちだけど、今回のは……完全に巻き込んでしまっている。それだけの規模ってことか。旧魔ま王おう派も、英えい雄ゆう派も、異形のみを狙ねらったテロだった。でも……。

　──リゼヴィムの悪意は、人間界にも及およんだということだ。

　北ほく欧おう神話の世界を襲おそっているトライヘキサの記録映像を見せてもらったときは、首が七つあったけど、いまはひとつずつだ。尾おも一本になっている。

　各神話の領域に現れた個体ごとに頭部と尾の形が違ちがう。首ごとに枝分かれしたということだろう。日本近海に現れたトライヘキサは、頭がドラゴンの形だ……。

　その光景にさすがのアーシアも涙なみだを滲にじませながら、怒おこっていた。

「酷ひどい……っ！」

　ゼノヴィアとイリナがアーシアの手を握にぎり、同意していた。

「ああ、なんとかしないとな」

「絶対に止めないといけないわっ！」

　ロスヴァイセさんもその映像を見ていて思うところがあったようだ。

「……偽赤龍帝が人間界に知られてしまうと、今後、イッセーくんは容易に変身しづらくなりますね。今回の戦いで誤解を生んでしまいかねません」

　な、なるほどっ！　ロスヴァイセさんの言う通りかもしれないっ！　偽赤龍帝が各国に知られたら、本物の俺が、めっちゃ誤解されるかも……。うわぁ……人間界で下手に変身できなくなりそうだ……。

　レイヴェルが険しい表情で言った。

「それもリゼヴィム・リヴァン・ルシファーの思おも惑わくのひとつかもしれませんわ。イッセーさまにも相当興味を抱いだいていた様子ですし……」

　これもリゼヴィムの野や郎ろうの計算のうちなんじゃないかってことか……？　確かにあの野郎なら、それぐらい遺のこしていきそうだ……。俺に関して、人間界での今後の可能性、活動を……潰つぶしにきやがったのかっ！

　先生は苦く渋じゆうの表情になりながらも冷静に状況を話す。

「──で、だ。その聖せい杯はいを持っていそうなアジ・ダハーカと、アポプスだが、それぞれ、ヨーロッパに現れた個体にアジ・ダハーカが随伴していて、日本近海に出現したほうにアポプスがついている。日本側に出た個体は、現在、日本の妖怪や日本神話の神々が迎げい撃げきしていて、ヨーロッパのほうは天界側と教会の戦士たち、吸きゆう血けつ鬼き側も協力して抑え込んでいる。……ま、人間界の各国も軍隊を派は遣けんして戦っているが、トライヘキサ二体の進行を抑え切れていない。このままでは、日本に上陸しちまうし、ヨーロッパのほうも各国の都市部に大打だ撃げきを与あたえるだろう」

　日本の妖怪たち、天使や教会の戦士たち、さらに吸血鬼たちや人間界側まで迎撃してくれているけど、トライヘキサたちの進行を止められていない。……こっちは神クラスありで『魔ま獣じゆう騒そう動どう』のとき以上のすげえ戦力なのに、まるで止められないってのは、敵があのときを遥かに超えてるってことだよな。

　先生が指を二本出して言った。

「つまり、聖杯を停止させる作戦をする上で、ヴァレリーを伴ともなった『Ｄ×Ｄ』は、二ふた手てに分かれて行動したほうがいいだろう。日本側か、ヨーロッパ側か」

　ヴァーリチームの美び猴こうが先生に問う。

「アジ・ダハーカとアポプス、どっちが聖杯を持っているか、わからないもんなのかぃ？　そいつがわかりゃ戦力の分散も簡単なんだけどよ」

　美猴の言うようにそれがわかれば作戦も幾いく分ぶんかマシになりそうだ。あるかどうかわからずヴァレリーを連れていくのは危険性が増すだろう。

　幾瀬鳶雄さんが言う。

「それはアザゼル元総そう督とくに言われて、俺の仲間が調査中だ。そろそろ報告が届いてもいいんだが……」

　あ、さすが先生だ！　刃狗スラツシユ・ドツグチームに頼たのんで聖杯の有無を調査させているのね！

　先生がこう言う。

「ヴァレリーとギャスパー組には、もしかしたら、両方行ってもらうことになるかもしれない。片方に近づいて、聖杯が無かったら、即そく座ざにもう片方に転移魔方陣で飛んでもらう。最悪の場合、危険性は二倍ってことだな」

　ヴァレリーは首をかしげていたけど、ギャスパーは険しい表情をしていた。ヴァレリーがここにいなかったら、キリリとした顔も崩くずれてちょっとビビリ顔になっていたかも。

　とはいえ、心情的に俺は……日本側に向かっているトライヘキサを止めたいね！　日本生まれの日本育ちだ。あそこに残る身内を助けたいよ！

　これにリアスも同じ気持ちだったのか、俺と目が合い、ニッコリと笑みを浮うかべていた。

　リアスがあらためて先生に問う。

「日本防衛のチームにオカ研を中心にした『Ｄ×Ｄ』メンバーで臨のぞんでいいかしら？」

　先生もニヤリとしていた。

「ま、そう言うと思ったぜ。とりあえず、ギャスパーとヴァレリーはリアスたちにつけ。今後の報告しだいで行く場所は変わるだろうが、まずはいつものメンバーで戦え」

　さて、聖杯はどちらにあるのやら……。

　リアスがヴァーリに問う。

「ヴァーリたちはどちらに向かうの？」

　ヴァーリが言う。

「俺はヨーロッパ方面に出現したトライヘキサのもとに行く」

　美猴と黒くろ歌か、アーサー、ルフェイ、フェンリルが同調してうなずいた。

「では、俺たちもそちらに向かおうか」

　幾瀬さんもヴァーリのほうに付き合うようだ。……って、見覚えのない金きん髪ぱつの女性魔ま法ほう使つかいがいるんだけど……。めっちゃ美女だ！　お姉さんだ！　あ、目が合ったらニッコリ微笑ほほえんでくれたぞ！

　──って、うぅ、イタタッ！　また頭痛がしやがるっ！　ったく、あれを思い浮かべるどころか、煩ぼん悩のうを働かせるだけでこれかよ！　こんなのが永続するならマジで俺終わりだぞ！　早く良くなってくれよ！

　木場がこっそり教えてくれる。

（彼女はメフィスト会長のところに属する女性魔法使いで、ラヴィニア・レーニさん、神滅具ロンギヌス『永遠の氷姫アブソリユート・デイマイズ』の所有者で、刃狗スラツシユ・ドツグチームの一員でもある。……ついでに言うと、ヴァーリのお姉さん役なんだって）

　マジか!?　神滅具ロンギヌスの所有者！　あー、メフィスト会長のところに一人いるって聞いていたけど、あんなキレイなお姉さんだったなんて！　しかもヴァーリのお姉さん役!?　あの野郎、女に興味ないとか言っているくせにあんなキレイなお姉さんがいたのかよ!?　そりゃ、あんな美女がいたんじゃ、そんじょそこらの女性には見向きもしないよな……。

　そんななか、レイヴェルが挙手する。作戦について、疑問を口に出した。

「首の数だけ分裂するとしたら、体を七つまでは分けられるということですよね？　現状で、六か所に出現……。残りのひとつはどうなっているのでしょうか？」

　現在、トライヘキサは六か所に出現中だ。確かにもう一体はどこにいるんだ……？

　先生が言う。

「次元の狭はざ間まに出ているようでな。おそらく、グレートレッドの様子を見に行ったか、あるいは奴やつらの宿願たる異世界への入り口、その境目を調べに行ったか。どちらにしても、危険なことに変わりはないからな。各勢力から戦力を割さいて、そちらとも交戦中だ」

　残り一体は次元の狭間か……。冥めい界かいの悪魔側に出てこなかっただけでも幸いなのかな……。そう思っていたが、見み透すかしたかのように先生が言う。

「冥界にもこのままでは出現するだろう。一応、各トライヘキサ相手に現地で転移防止用の結界を張はり巡めぐらせている。それもどこまで効くかわからない。仕留めきれなかったら、次辺りで冥界に来ちまうだろうさ」

　……偶ぐう然ぜん、悪魔側に出ていなかっただけか。そうだな。首の数的に、七体それぞれがまた別の領域に転移すれば、今度こそ悪魔側に出てくるだろう。予断はまったく許されない状じよう況きようだ。

　ロスヴァイセさんが作戦の説明に加わる。ロスヴァイセさんはトライヘキサの結界研究に関して功労者だもんな。

「今回の聖杯を停止させる作戦で、各領域と次元の狭間に現れたトライヘキサ七体全部に対して、私とアザゼル先生たちで作りだした専用の束そく縛ばく結界を同時に使います。制限時間付きですが、ほぼ確実にあの怪物を止められるでしょう。本来の狙いは人間界側に出た二体ですが、それだけに狙いを定さだめると、他の五体が何をしでかすかわかりません。安易に動かさないためにも一度同時に全部を止めます。……ただし……」

　言いよどむロスヴァイセさんに先生が続く。

「現状、その結界の使用は一度きりの使い捨てだ。再度使うには、違う術式で一から練り直すしかない。今回の結界で奴に術の耐たい性せいができるだろうからな。しかも、使用する結界はトライヘキサにしか効かない。量産型邪じや龍りゆう軍団や偽にせ赤龍帝には効かないから厄やつ介かいってことだ」

　作戦は一度きりってことか。……失敗は許されない。途と端たんに緊きん張ちようしてきたぜ……っ！

　ヴァーリが言う。

「止めたところで作戦開始か」

　アザゼル先生がうなずいた。

「そう、まずはトライヘキサを止めて、邪龍と偽赤龍帝の群れを散らしつつ、次に聖杯も停止させる。それで雑ざ魚こどもを打ち止めにさせるってことだ」

　ヴァーリチームのアーサーが挙手して問う。

「束縛したトライヘキサはそのあとどうするんですか？　制限時間付きだと言っていましたが……」

　アーサーが言うように一いつ旦たんトライヘキサを束縛はできるけど、ロスヴァイセさんとアザゼル先生の説明では、制限時間付きだ。再び活動を開始するときになったら、どうするんだろう？　総力戦？　それは望むところだけど……。

　ふいに先生は意味深な笑みを浮かべていた。

「……俺に、俺たちに考えがある。とっておきの作戦だ。まだＶＩＰクラスしか知り得ない作戦だが……まあ、成功させるつもりさ」

　ちょっと気になる言い方だけど、先生がそう言うときは大体うまくいく。

　俺は大きく深呼吸して、気合いを入れた。

「先生に考えがあるなら、乗るしかねぇ！　先生はいつだって、無茶な作戦を提案して、成功させてきたんだからよ！」

　先生がニッコリして、俺の肩かたを抱く。

「おー、良いこと言うじゃねぇか、イッセー。それでいい。つーか、龍りゆう神じん化はマジで控ひかえろよ？　リアスたちを抱く前どころか、二度と乳を触さわれずに死ぬぞ、おまえ……」

　それを聞いて、リアスも顔を真っ赤にして、呆あきれていた。

「……こういうときに何を言っているのよ、あなたは……」

　朱乃さんはうふふといつものように笑っている。

「でも、そうですわね……まだイッセーくんとはただならぬ関係になれてませんものね。それは困りますわ」

　アーシアも顔を赤くしながら加わる。

「も、元の健康なイッセーさんが一番ですっ！」

　これにゼノヴィア、イリナと続く。

「うん、子供ができないのは嫌いやだぞ」

「ダーリンと遊べないのは嫌よね」

　黒歌と小猫ちゃんまでうんうんうなずいていた。

「そうそう。私も白しろ音ねも子供作らないとねー」

「わ、私はその、ごにょごにょ……」

　…………皆みんなの言葉は、う、うれしいけど、この全身を襲おそう激痛に次ぐ激痛っ！　めっちゃくちゃ痛いてぇええええっ！　皆、すげえうれしいこと言ってくれているのに、その俺はというと、その場でもがき苦しんでいるという情けない状態だったっ！

「ぐっ！　……先生、皆、俺の前でそれっぽいことは言わないでくれ……まだ苦しくなるんだから……」

　先生はゲラゲラと笑っていた。

「わりぃわりぃ。ハハハ、おっぱいドラゴンがおっぱいを苦手にするなんてな！」

「ぎゃっ！　頭が痛ぇっ！　だから、口に出さないでくださいっ！」

　頭を抱かかえる俺！　ったく、こっちは深刻な状態だってのによっ！　……本当、これ、治るのかね……？　こんなのがずっと続くのは嫌だぞ……。死ぬよりマシだけど、俺にとって一番大事なところがダメになっちまってんだからよっ！　家のエロ本やエロＤＶＤ、エロゲーなど、俺のお宝グッズがすべて猛もう毒どく、劇薬の類たぐいになるなんてやりきれん！

　あっ！　日本に向かうトライヘキサを止めないと、家に置きっ放しのそのエログッズまで消えてしまうってことか！　クソッ！　絶対に止めてやらぁっ！　この状態を克こく服ふくするのは、まずはそっちを片付けてから考えるっ！

　そんなことを考えているなかで、幾瀬鳶雄さんが神しん妙みような面おも持もちでインカムに手をつけて、飛んできた情報を聞いているようだった。

　そして、こう述べる。

「情報が来ました。──聖せい杯はいは、日本側に出たトライヘキサにあります」

　──っ！

　この情報を受けて皆に一層の緊張が走る。

　……日本かっ！　ちょうどいい！　やりがいのある防衛戦になりそうじゃないかっ！

　先生が一転して真ま面じ目めな表情となって、皆を見み渡わたした。

「『Ｄ×Ｄ』にはいま確認したように二手に分かれてもらおう。だが、基本、戦力は日本側に集められるだけ集める。俺も部下たちへの指示が終わったら、どっちかヤバそうなほうに行く。それまで、死ぬんじゃねぇぞ、おまえたち。じゃあ、全員、持ち場についてくれっ！」

『了りよう解かいっ！』

　皆が力強く応じる！

　──作戦開始が、迫せまってくるっ！




　　　　─○●○─




　息子むすこの一誠を見送ったあとで、彼の両親は同階のフロアで待機していた。

　そこに人ひと影かげがひとつ現れる。──グレモリーの現当主、リアスの父であった。

　現当主──ジオティクス・グレモリーは、領内のテロ対策を敷しいたあと、時間を見つけてようやくこの病院に駆かけつけたのであった。

　彼にとっても、兵藤家の嫡ちやく男なんは大事な娘むすめ婿むこである。しかもその両親まで付つき添そっているのだから、一度顔を出すべきだと考えていたのだ。

　ようやくそれが叶かなった形だった。

　ジオティクスを知っている兵藤一誠の両親は、ジオティクスに一礼したあとに心配そうに訊きいた。

「あ、あの、うちの息子が、用事があると言ってどこかに向かっていってしまいました……。晩ご飯までに帰れと言いましたけれど……」

　送り出したあとでも、一誠の両親は心底心配していた。当然だ。大事な一人息子だ。悪あく魔まを知ったあとでも、状況を深く理解はできていない。それでも、息子が危険な場所に赴おもむくことだけはわかった。

　一誠の父親は気き丈じように振ふる舞まう。

「お、男の子なら、ケンカのひとつやふたつしても仕方ない！　それに、これも俺たちを守ったように、誰だれかを守るための戦いなんだろう！　そう、なんですよね？」

　訊いてくる一誠の父親。母親もジオティクスの言葉を待った。

　──普ふ通つうの親だ。彼らはどこにでもいる、子供を心配する普通の親なのだ。

　その普通の親から、冥界の未来を担になえるだけの少年が生まれてきた。いや、この両親だからこそ、あの少年は生まれてこられたのだ。

　彼はこれからも危険な場所に飛び込むことになるだろう。

　ジオティクスは二人の手を取り、深く、深く、頭を下げた。

「……兵藤さん、あなた方のお子さん、イッセーくんは──英えい雄ゆうです。誇ほこってください……あなた方が育てたあの少年は、冥界を、我々を救うために戦ってくれる英雄なのです。そして、必ず帰ってきます。いつだって、彼は私たちやあなた方のもとに帰ってきた」

　親同士が手を取るなかで、ジオティクスは安心させるように微笑ほほえんだ。

「共に食事の用意をしましょう。私たちの子供たちは、お腹なかを空すかせて帰ってくるでしょうから」

　子を心配しない親などいない──。

　それはリアスであろうと、サーゼクスであろうと──。

　ジオティクスは、一誠の両親を安心させながらも、自身の子供二人の無事を心より願ったのだった──。




　　　　─○●○─




　首都リリスの病院から、人間界──日本近海に転移してきた俺こと兵藤一誠は、仲間たちと共にトライヘキサを迎げい撃げきする準備に入っていた。

　オカ研メンバーが集つどっているのは、無人島のひとつだった。深夜の浜はま辺べにて、共に戦う者たちが集合するのを待つ。

　日本に向かっているトライヘキサを迎むかえ撃うつのは、『Ｄ×Ｄ』のなかでは、オカ研、シトリー眷けん属ぞく、シーグヴァイラ・アガレスさんの眷属、『御使いブレイブ・セイント』の面々となっていた。

　サイラオーグさんは……バアルを襲った者について、いろいろ訊きたいことがあるそうで、少し遅おくれるとのこと。大王家は災難続きだけど、匙が言うにはサイラオーグさんのほうは家のわだかまりが少し改善したとのことだ。それは喜ばしい限りだ。

　もちろん、協力者はそれだけではなく、日本を縄なわ張ばりに持つ上級悪魔たちも眷属を引き連れて参戦してくれている。日本の異能力者集団──五大宗家を中心にした者たちも今回ついに立ち上がってくれた。陰おん陽みよう師じみたいな格好をしている術者が多いのもそのせいだ。

　その人たちのことを朱乃さんの従い姉と妹こだという姫ひめ島じま家現当主「朱す雀ざく」ってヒトが率いているそうだ。さっき会ったけど、すげえ美女で……また激しい頭痛に悩なやまされたよ！　朱乃さんの従姉妹さんに情けない姿を見せてしまって恥はずかしい限りだ……。

　それに加勢は他にも──。

「私たちもおるぞ、イッセー！」

　聞き覚えのある声をたどれば、そこには金きん髪ぱつの狐きつね娘むすめたる九重が、お母さんの八や坂さかさんと共に登場だった！

「九重！　八坂さんも！」

　八坂さんが一礼してくれる。

「赤龍帝殿どの、皆みなさま、我ら日本に住まう妖よう怪かいも共に戦いますゆえ。何せ、住むところが壊こわされたら、困りますものなぁ」

　八坂さんの背後には、島を覆おおい尽つくさんばかりの数々の妖怪たちが軍勢となって集っており、なかには妖怪の長おさクラスも出てきているという。彼らはすでに一度トライヘキサを迎え撃っている。

　さらにここからは確認できないけど、日本神話の神さま方もバックアップ態勢を取っているそうで、日本の守護は任せておいてほしいとのこと。俺の住む国の神さまたちにそれを言われたら、信じるほかない。

　皆、日本の危機に一いつ致ち団結してくれている。こんなことでもない限り、力を合わせられないのもちょいと悲しいけど……それでも、こういうときは息を合わせられるんだから、未来は明るいと思いたいっ！

　皆と軽く作戦を確認したあとで、作戦開始の時間まで最後の小休止となる。

　それぞれが思い思いにその時間を過ごすなかで、俺は一人、島の岩がん礁しようで、トライヘキサがいるという方向に視線を送っていた。

　……この島にたどり着いたときから、感じてたけど、すごい悪お寒かんだ。あり得ないほどのプレッシャーが、トライヘキサがいるという方向から伝わってくる。空も、ずっと曇くもりのままだった。これもトライヘキサの影えい響きようだという。……それだけ、とんでもないバケモノだってことだ。

　まあ、そうだよな。地図を簡単に塗ぬり替かえられるレベルの怪かい物ぶつだ。神さまクラスですらやられてしまうんだからさ。俺でもまともに戦って勝てるとは……。

　まずはあいつらが持っている聖杯の機能を停止させよう。そのあとは……アザゼル先生が言っていたＶＩＰクラスのみが知っている作戦とやらに託たくしたい。てか、頼たのみたい。

　もちろん、それを待つだけの俺たちじゃない。できる限りの抵てい抗こうはするし、日本は……必ず守るっ！　そうなるとトライヘキサをやっぱりどうにかするしかなくて……でも、俺たちにもそいつは無理に等しくて……うーむ、どうしたらいいのか。先生、マジでその作戦とやらを成功させてくださいね！

「うふふ、頭を抱えて、どうしたの？」

　声がするので振り返ると──リアスがそこに立っていた。頭を抱える俺の姿を見て、おかしそうにしていた。

「いえ、どうやったら、トライヘキサを倒たおせるかなって」

　リアスが俺の横に立ち、空を眺ながめる。

「……そうね。難しいでしょうね。でも、諦あきらめたくはないわ。私にとっても人間界は……日本は第二の故郷ですもの」

　強い眼まな差ざしでそう言っていた。

　俺は言う。

「……もうすぐ、卒業ですもんね。俺も三年生になるし」

「そうね。あの学校で卒業式を迎えたいわ。私も朱乃もソーナも椿つば姫きも大学生になるのを楽しみにしているのよ？」

「それはひしひし感じてますよ。卒業旅行、皆みんなでどこかに行きたいですね」

「ソーナたちとも計画を練っているの。沖おき縄なわか、北海道、まだ決めかねているけれど、この際、両方もありよね。大おお阪さかで食い倒だおれも悪くないと思うの」

「そんなにですか！　ま、まあ、転移魔ま方ほう陣じんを使えばありなのかな」

「そこは飛行機で行きましょう。できるだけ人間界らしく、ね」

　ウインクする彼女。飛行機かー。そいつはすごいスケジューリングになりそうだけど……皆で旅行も悪くないか。

　……俺はリアスの手を握にぎる。彼女も……震ふるえていた。恐きよう怖ふもあるだろうし、武む者しや震ぶるいでもあるだろう。気丈なリアスだけど、本当の姿は年相応の女の子なんだ。

　……けど、俺の手も緊きん張ちようで震えているんだけどね！　こういうときに同じ心境を共有しているお似合いのカップルってことでいいのかな？

　ふいにリアスが本ほん音ねも口にする。

「……本当は、いまのあなたに戦ってほしくないわ。あなたのお義と父うさまとお義か母あさまと一いつ緒しよに冥めい界かいで無理矢理にでも休んでいてもらいたいのが本音よ。オカルト研究部の皆も同じことを考えているでしょうね……。……けれど、どうせ、あなたはここに来てしまうわ。それなら、一緒に立ち向かったほうがいい。死なばもろともってわけではないけれど、私、皆で戦ったほうが生存率も上がるように思えるの。さっき、朱乃も言っていたけど、いままでどんな窮きゆう地ちも共に乗り越こえてきたんですものね」

　リアスの言う通りだ。この局面、俺は抑おさえられても前に無理矢理出てしまっていただろう。それなら、最初からこれまで修しゆ羅ら場ばを乗り越えてきた仲間たちと共に戦ったほうがいいように思えた。そうさ、皆で戦ったから、どんな場面でも生き残ってこられた。それをまた実じつ践せんすればいいだけだっ！

　……いま俺はすげえ難しいことを考えているんだろうけど、いままでだってそれを叶えてきたんだ。今回だって、そうなるように全力を出すだけだっ！

　お互たがいに手を握り、俺は言った。

「ええ、絶対に皆で生きて帰ってやります！」

　リアスはふっと笑った。

「……頼もしく感じる反面、私、最近覚かく悟ごもしているわ。いえ、期待できるようになってきたと言ったほうがいいわね。あなたはさらに上に行ける。だからこそ、あなたは私とは別の……。……あなたを送り出す覚悟を持たないといけないかもしれないわね」

「そ、それって、どういう──」

　リアスの言ったことが気になって聞き返そうとしたが、

「全国のお城巡めぐりもいいわね。私、お城好きよ。模型で作るほどだもの」

　──と、話題を戻もどされて、いまの言葉を誤ご魔ま化かされてしまう。……口には出したものの、まだ触ふれてほしくないことなのかな。なら、俺も話題を戻そう。

「そうですね、城も含ふくめて、まだリアスや皆と巡ってないところありますもんね。永い悪魔の生なら、全国巡りとか行かなきゃ噓うそだ」

「ええ、その通りよ。海外にだって行きましょう。だって──」

　互いに顔を見合わせる。

「私もあなたもまだ生まれて二十年も生きていないもの。もっと、生きて、生き抜ぬいて、いろんなことを楽しみたいわ」

「俺も、同じ気持ちです。リアスと今後もずっと生きたい」

「ええ、皆と一緒に平和に一万年生きていきましょう」

　それを確認して、俺とリアスは唇くちびるを重ねる。

　…………これまでにない激痛が全身を襲おそったけど、こんなときぐらいは我が慢まんしてやらぁっ！

　……ま、そのあと、アーシアに回復を受けるハメになったけどね！　俺の体、本当にダメダメになっちまってるな！　ぜひとも治したいぜ。

　でも、気合いは入った。これで戦いに十分臨のぞめる勇気を得られた。

　──日本は、俺たちが守るっ！

　こうして、俺たちはトライヘキサ迎撃の構えとなる！







　無人島の浜辺を静かに飛び立つトライヘキサ迎撃連合部隊──。

　翼つばさのある異い形ぎよう、超ちよう常じようの存在は、そのまま両りよう翼よくを生やして宙に飛び出していく。人間の異能力者たちは、使し役えきしている式しき神がみや妖怪の背に乗って空を飛ぶ。

　俺がちらりと迎撃連合部隊を見み渡わたすと──圧巻だった。悪あく魔ま、天使、妖怪、人間、それぞれ属する領域があり、価値観も文化もまるで違ちがうはずの種族がひとつの目的のために集っている。妖怪の数が一番多いとはいえ、その数は一万以上となっていた。

　──日本を守る。トライヘキサを止める。

　わかりやすすぎるくらいにシンプルな理由だった。

　なあ、リゼヴィム。おまえは世界に混乱をもたらした。けど、皆が繫つながって協力してひとつのことに臨む姿は想像できたか？　混乱の一いつ途とで終わると思ったか？

　お生あい憎にくさまだぜ。ただでやられるほど、俺たちもバカじゃない。おまえの悪意なんぞに負けてやるものかよっ！

　そう強く思っていたときだった。空の向こうから、邪じや悪あくな気配が感じ取れる。

　目を細めると──遠くに黒い雲が見えてきた。いや、それは雲ではない。空一面を埋うめ尽くす、漆しつ黒こくの鱗うろこを持つ量産型邪じや龍りゆうの軍団だっ！　そして、程なくして、俺たちはそれを視認するっ！

　──赤い鎧よろいを有した偽にせ赤龍帝の群れを伴ともないながら、黙もく示し録ろくの獣けものは姿を現したっ！

　……幸いにも日本の自衛隊は出動していない。話では、天界や日本神話の神さまたちがお偉えらいさんたちに掛かけ合って、いったん俺たちに任せることになっているからだ。自衛隊は海岸線で警けい戒かい態勢にて待機中ときく。俺たちが失敗したあとで一気に仕し掛かけるようだが……。

　日本中が、世界中が、このトライヘキサを知っちまったんだよな。これから、どうなるのやら……。

　そんな先の心配をしつつも、戦いはついに始まっていく──。

　誰だれが叫さけんだか知らないが、狼煙のろしとなる一声をこう叫ぶ。

「我らが住まう国を守るぞォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ！」

　これに、全員が──。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォオッッッッッッ!!』

　声を張り上げて、トライヘキサのほうに突とつ貫かんしていったっ！

　無数ともいえる邪龍軍団と妖怪たちがファーストインパクトの衝しよう突とつをしていくっ！

『邪悪な龍どもよ！　我が炎ほのおを受けるがいいっ！』

　妖怪陣じん営えいの中央にいたのは、巨きよ大だいな金色の九きゆう尾びの狐きつねとなった八坂さんだった！　いきなり、口からとびっきりのデカい火か炎えんを吐はいて、邪龍の群れを一気に焼き尽つくしていくっ！

　俺たちも負けてはいられないっ！

「いくぞっ！」

「ええっ！」

『Ｄ×Ｄうち』のトップバッターはゼノヴィアとイリナだったっ！　聖せい剣けんから強きよう烈れつな波動を撃うち出して、邪龍をごっそり撃ち落としていくっ！　バタバタと落ちていく黒いドラゴンで海面が黒一色になっていった。

　ゼノヴィアったら、後先考えずデュランダルとエクスカリバーをクロスさせて発動する必殺技──クロス・クライシスを撃ち出していた。おかげで邪龍がごっそり消しよう滅めつしていったが。

「二人とも、ペースを考えて戦うのですよ！」

　二人をサポートするのは、ゼノヴィアの姉役ことグリゼルダさんだ。

「僕も負けていられないね！」

　木場もグラムを持ちつつ、龍の騎き士し団を出現させて、複数の邪龍に対応していた。龍の騎士たちが持っているのは、木場がジークフリートから得た魔ま剣けんの数々だ。破は壊かい力ばつぐんのグラムを筆頭に木場の騎士団は魔剣の妙みよう技ぎを見せつけてくれていた。

「祐ゆう斗と先せん輩ぱいが取りこぼした邪龍は私が焼きます！」

　それをフォローするのは、白音モードとなった小猫ちゃんだ。無数の火か車しやを邪龍に撃ち出して、奴やつらを消し去っていく。

「あら、炎は私の十お八は番こですわ！」

　さらにレイヴェルまで参戦しており（今回は言っても聞いてくれず、ついてきた）、炎の翼を羽ばたかせて猛もう烈れつな業ごう火かをお見み舞まいしていた。小猫ちゃんとの連れん携けいは友人ということもあって、前衛の木場と後衛の小猫ちゃん、レイヴェルと見事な即そく席せきチームとなっていた。

「イッセーッ！」

「了りよう解かいッ！」

　リアスの号令のもと、俺は飛龍ワイバーンを出現させて、『深紅のクリムゾン・エクステ滅殺龍姫インクト・ドラグナー』の準備を始めた。飛龍ワイバーンが、リアスに張り付いていき、鎧と化していく。全身に鎧を装着させたリアスは、すぐさま、

『Boostブースト!!』

　──と、音おん声せいを鳴なり響ひびかせて己の滅ほろびの魔ま力りよくを増大させた。そして、撃ち出した一発は五十体以上の邪龍を消滅させてしまう。

　俺もリアスと共に邪龍を何体も何体も倒たおしていった。量産型邪龍ぐらい、真『女王クイーン』状態ならパンチ一発で殴なぐり倒せるぜっ！

　ロスヴァイセさんは、例のトライヘキサを束そく縛ばくするという結界術の発動準備に入っていた。手元に百以上の魔ま方ほう陣じんを展開して、結界の発動準備に取りかかっている。準備が完かん了りようししだい、トライヘキサを止めるそうだ。

　その一方で、闇やみの獣と化したギャスパーがヴァレリーを抱かかえながら、近寄る邪龍を殴り倒していた。

《ヴァレリーに触れるなっ！》

「うふふ、ギャスパー、カッコイイわ」

　あらら、男の子しているね！　段々言こと葉ば遣づかいまで荒あらくなって……バロール状態のギャスパーは怒おこらせたら怖こわいからな。

『燃もえ尽きろッッ！』

　匙も黒い邪じや炎えんで邪龍を複数焼き尽くす。

「ハッ！」

　ソーナ元会長も得意の水の魔力で、海面を激しく波立たせて、海水を自在に操あやつっている。巨大な蛇へびのような形の海水が邪龍どもを摑つかみ、海中に引きずり込んでいった。

　ソーナ元会長に襲いかかる邪龍は、真しん羅ら元副会長がフォローに回って対応していた。他のシトリーメンバーも互いにサポート、フォローしながら息の合った美しい連携を見せてくれていた。その横でシーグヴァイラ・アガレスさんのチームもうまく機能しているようだった。

　今度は、朱乃さんだ。朱乃さんは従い姉と妹この朱雀さんと共に空に並び立つ。朱雀さんは式神であろう、朱しゆ色いろの巨大な鳥の背に乗っていた。

「朱乃！」

「はい、朱雀姉さまっ！」

　朱雀さんが──大出力の炎を生みだす。それが形を成して、巨大な炎の鳥となった。フェニックスではない。話では、あれが姫島家が司つかさどる霊れい獣じゆう『朱雀』っ！　当主になる者は代々あれを名と共に継けい承しようしてきたという。

　次に朱乃さんが雷らい光こう龍りゆうを生みだした。二人がそれぞれ作り出した霊獣『朱雀』、雷光龍を邪龍の群れに撃ち出していった！　従姉妹の共演は超ちよう絶ぜつ的な迫はく力りよくに満ちたものだった。

　しかし、敵もついに偽赤龍帝を戦線に加えていく。奴らが俺と同じようなドラゴンショットを撃ち出して、妖怪たちを屠ほふり去っていった！　偽赤龍帝は並の使い手では相手にできず、複数名で戦うしかない。

　クソッ！　ただでやらせるものかよっ！

　迎げい撃げきしようとしたときだった。俺たちを広こう範はん囲いにまばゆい黄金のオーラが包み込んでいく。やさしい温もりが、オーラから伝わってきた。

　次の瞬しゆん間かん、傷ついた妖怪の傷がみるみるうちに回復していった。さらに敵の攻こう撃げきが俺たちに降りかかっても……ダメージを受けない。

　オーラの発生元を見れば、そこには黄金に輝かがやくアーシアの姿があった。彼女がまとうオーラは鎧のような形となっていた。

　──『聖龍姫が抱トワイライト・セインく慈愛の園ト・アフエクシヨン』、アーシアが手に入れた亜あ種しゆの禁手バランス・ブレイカー。

　誰よりもやさしい彼女が至った能力は、どの神器セイクリツド・ギアよりも慈愛に満ちた庇ひ護ごの領域──。アーシアの背後にファーブニルを思わせるオーラのシルエットが浮うかんだ。

「さあ、皆みなさんっ！　傷は私が癒いやします！　だから、がんばりましょう！」

　アーシアの勇ましい声！　父さんと母さんに見せてあげたいものだぜ！　あなたたちの娘むすめは、こんなにもたくましい顔もするんだってさ！

　戦いが佳か境きようになるなかで、ついにあの男が前に飛び出す。

　──『Ｄ×Ｄ』のリーダー、デュリオ・ジェズアルドだっ！

　デュリオは十枚の翼を羽ばたかせて、一気に光力を高めていったっ！

「皆、大おお盤ばん振ぶる舞まいだねぇ。なら、リーダー的に俺もここいらでやらせてもらおうかな！」

　オーラが、高まり、弾はじけて、デュリオから放たれる聖なる光が辺り一面を覆おおっていくっ！

「──禁手化バランス・ブレイクッ！」

　その一声と共に、オーラは大きく弾けて、空一面が一時的に晴はれ渡わたったっ！

　デュリオの翼は──セラフと同様の十二枚と化していて、しかも金色に輝いていた。頭の光輪も四重になっている。

　デュリオが両手を広げて、前に出した！

　その手の先にいた邪龍、偽赤龍帝の群れが、百単位でシャボン玉のような透とう明めいな球体に覆われていく。

　球体のなかで変化が訪れる！　なんと、そこで巻き起こったのは、激しい業火の渦うず、裂さくような猛烈な突とつ風ぷう、すべてを凍こおり付かせる冷気、神の怒いかりのような苛か烈れつな雷かみなり、その他にもあらゆる自然現象が巨大なシャボン玉のなかで次々と発生していったっ！

　デュリオはそのシャボン玉をもっと、もっと、大量に生み出して、空一面がシャボン玉だらけになった。そのすべてに邪龍と偽赤龍帝が閉じ込められていた。そのシャボン玉のなかで邪じや龍りゆう、偽にせ赤龍帝に凄せい烈れつな攻撃を加えていく。

　デュリオのこの攻撃だけで邪龍、偽赤龍帝、合わせて千体以上はシャボン玉の数々に囲われたはずだっ！　その効果はまだまだ広がっていくっ！　シャボン玉がどんどん生み出されていくからだっ！

　デュリオが首をコキコキ鳴らしながら不敵に言う。

「これが煌天雷獄ゼニス・テンペストの禁手バランス・ブレイカー、『聖天虹使フラジエツロ・デイ・コロの必罰リ・デル・アルコバレーノ、終末のスペランツア・デ綺羅星イ・ブリスコラ』。そのシャボン玉は、戦いを止めさせるあのシャボン玉とは真逆でね。あらゆる天てん罰ばつを受けてもらうためのシャボン玉だっ！　長ったらしい名前でゴメンね！　どうも使っていたらプラスαアルフアで亜種っぽくなっちゃったんだよね！」

　確かに長ったらしい名前だっ！　イタリア語かな？　けど、とんでもない効果だっ！　デュリオの持つ上位神滅具ロンギヌスは、その気になれば国ひとつの天候を変えることもできるって聞いていたけど……邪龍と偽赤龍帝をあんだけ一気に屠れる異能があれば、十分に可能だろうよっ！

　この禁手バランス・ブレイカーだって、威い力りよくを調節してこの一帯の敵を掃そう討とうするだけに集中させているんだろうけど、限定せずに広げていけば日本全体にこのシャボン玉を無数に発生させることができるのかもな……。しかも後天的に亜種の禁手バランス・ブレイカーに転じたってのもデュリオらしいともいえるっ！

　ったく、俺らのリーダーはやっぱ半はん端ぱないぜっ！

　種族を超こえた同盟軍の力と、デュリオの規格外の能力も相まって、トライヘキサを囲っていた無数の量産型の邪龍と偽赤龍帝の軍団はついに数えるほどにまで減らすことができたっ！

　それに応じて、俺たちは聖せい杯はいの停止作戦をおこなうためにトライヘキサ本体に向かっていく。目と鼻の先まで近づいたときだった。

《見事だ。しかし、まだ甘い》

　──トライヘキサの頭部に立っている、褐かつ色しよくの肌はだをした祭服の青年、アポプス。

　その手には聖杯があった。奴が聖杯をかざすと──まばゆい輝きが一帯を照らしていく。

　光が止やんだとき、トライヘキサの周囲に再び量産型の邪龍と偽赤龍帝が次々と出現していったっ！

　また空一面が黒と赤で埋うめ尽つくされる。この光景に皆は言葉を失う。

「…………そんなっ」

「……噓うそだろ、あれが……邪龍のすべてではなかったのか……っ！」

　そんな驚きよう愕がくした協力者たちの声が聞こえてくる。

　……あれだけの数を屠り去っても、こんなに簡単に増ぞう援えんを生み出されると、さすがにげんなりするよなっ！

　その上、ついに、ついにっ！　トライヘキサが動き出す──っ！　口を大きく開けて、巨きよ大だいな炎ほのおの塊かたまりを吐はき出したっ！

　吐き出した炎の直線上にいた協力者の面々が、為なす術すべもなく、その火か炎えんによって消し去られてしまう。塵ちりすら残らなかった──。巨大な炎の塊は、俺たちの後方にあった名もなき島のひとつに飛んでいく──。刹せつ那な、轟ごう音おんと衝しよう撃げきが巻き起こり、大規模な炎の柱が発生したっ！　天にも届く勢いの炎の柱っ！　それが止んだとき、島は丸ごと消え去ってしまっていた。炎の塊ひとつで島が消える──。あれをまともに受けたら、俺たちでも致ち命めい傷しようは確実だ。

「あの怪かい物ぶつにも攻撃だっ！」

　誰だれがかけ声をしたかわからないが、それに応じてトライヘキサへの攻撃も始まった。

　しかし、俺たちの攻撃はトライヘキサの表面を傷つけることができても、大きなダメージは一切与あたえられない。傷もすぐに治ってしまい、何事もなかったかのように元に戻もどってしまう。

　俺もクリムゾン・ブラスターとソリッド・インパクトを撃うち込んだが……すぐにトライヘキサの傷は治ってしまった。

　……なるほど、どの勢力も対応に苦く慮りよするわけだっ！　倒せる気配が感じられないっ！　仮に俺がロンギヌス・スマッシャーを撃っても……一時的なダメージしか与えられないだろう。また完治しちまうに決まってる！　こりゃ、どうやって倒すか上のヒトたちも悩なやむわけだっ！　しかもこいつの周りには無数の量産型の邪龍、偽赤龍帝の群れときている！　戦力が疲ひ弊へいして、いつかやられちまうよっ！

「はあああああああああああああっ！」

　ゼノヴィアが気合い一いつ閃せんでクロス・クライシスを食らわせるが……十字の傷を与えただけで、それもすぐに治ってしまった。

「おりゃっ！」

　デュリオも禁手バランス・ブレイカーのシャボン玉の規模を広げてトライヘキサをまるっと覆おうとするが……。シャボン玉はその途と中ちゆうでパンッと音を立てて割れてしまった。

「……割れたのは初めてだよ。トライヘキサはこれで覆えないほど、強いってことかな」

　あのデュリオも苦笑いするしかなかったようだ。

　トライヘキサは変わらず前進を止めない。

　その姿に皆が戦おののいていた。

「……このままじゃ、トライヘキサが日本にたどり着いてしまうっ！」

　そんな絶望的なことを叫さけぶ者が出るほどだった。

　そのときだった──。

　バゴォォォンッというけたたましい轟音と共に、宙を飛ぶトライヘキサの体が少しだけよろめいたのだ。

　さらに絶大なまでの聖なるオーラが、光の柱のように立ち昇った。アポプスのほうにその光の柱が倒たおれていく。アポプスは既すんでのところで避よけたが……。

　突とつ然ぜんのことに驚おどろく俺たちだったが、トライヘキサを一いつ瞬しゆんだけよろめかせた何者かと、光の柱を生みだした者が、俺たちの視界に映り込む。

「──なんだ、おまえたちはこんなことで弱よわ音ねを吐くのか？」

「ふふっ、まさか。これからだ。なあ、そうだろう、兵藤一誠？」

　宙を飛ぶ黒コート男──クロウ・クルワッハと、聖なる槍やりを手に持つ曹そう操そうだった！

「……クロウ・クルワッハッ！　曹操も！」

　ここにきて、こいつらが出てくるなんてよっ！

　クロウ・クルワッハが手の指をボキボキと鳴らしながら言う。

「俺は、タンニーンへの礼を果たさねばならない。それにこの程度のことで、おまえやヴァーリ・ルシファーに倒れられても困る」

　言うなり、クロウ・クルワッハは右みぎ腕うでをドラゴンのものにして、莫ばく大だいなまでのオーラを滾たぎらせる。横よこ薙なぎに豪ごう快かいに振ふるうと、邪龍と偽赤龍帝の群れが千単位で消え去っていくっ！

　曹操もすでに禁手バランス・ブレイカーになっており、輪わ後ご光こうを輝かせながら、球体のひとつに足を乗せて空を飛んでいく。槍を一振り横に薙ぐだけで、邪龍がことごとく消しよう滅めつしていったっ！

　クロウ・クルワッハが俺に視線を飛ばし、曹操は肩かたを槍でトントンとしながら、両者同時に俺に言った。

「──おまえたちを知り尽くしてないのだからな。加勢しよう」

「キミを正面から倒すのは俺だ。──だからこそ、死んでもらっては困るな」

　…………クソッ！　高鳴る鼓こ動どうを抑おさえられなかったっ！　俺たちを苦しめてきたライバルたちがここにきて加勢に来てくれるなんてよっ！　感動しちまうじゃねぇかっ！

　けれど、加勢はそれだけではなかったんだっ！

「あれを見ろ！」

　誰かがそう叫ぶ。見れば、空の向こうから、東洋のドラゴンがこちらに飛んできている。その東洋の長細いドラゴンには覚えがあった！

　──五ご大だい龍りゆう王おうの一角、玉龍ウーロンだっ！

　その背には、見知った小さな人ひと影かげっ！

「儂わしのことを忘れてもらっても困るぞぃ」

　そう！　初代孫そん悟ご空くうのじいさんだった！

「初代のじいさん！」

　じいさんは觔きん斗と雲うんを生み出すと、それに乗って空中に飛び出す。手には如によ意い棒ぼうが握にぎられていた。

　そいつを巨大化させて、邪龍を一挙に殴なぐり去っていくっ！

「いままで前線に出られずすまんかったのぅ。さてさて、その分、働いてやろうかい」

　じいさんまで増援として入ってきてくれるなかで、玉龍の背中から、さらにふたつの人影が飛び出てきたっ！

「ぶひっとな。ったく、老体に堪こたえるぞ」

「まったくまったく、悟空のバカタレが、とうの昔に引退した儂ら無理矢理連れ出しおってからに」

　でっぷりとした豚ぶたのような獣じゆう人じんのじいさん、ドクロで出来たネックレスを首からかけた髭ひげぼうぼうのじいさんが文句を垂れながら、宙へ飛びだしていく。豚のじいさんは口から莫大な火炎を吐き出して、髭ぼうぼうのじいさんは多量の海水を各種獣の形にして操り出す！　それらで邪龍と偽赤龍帝をなぎ倒していったっ！

　その光景に初代のじいさんが笑った。

「そういうない、悟ご浄じよう、八はつ戒かい。それによ？　日ひ頃ごろから、若いもんには負けないって漏もらしてたのはどこのジジイどもだったかねぃ？」

　──っ！　その一声で俺も理解する！　あの豚のじいさんと、髭ぼうぼうのじいさんは初代猪ちよ八戒こと浄じよう壇だん使し者しやと、初代沙さ悟浄こと金こん身しん羅ら漢かん、そのヒトたちってことだっ！

　とんでもねぇ加勢がきたもんだっ！　まさか、ここで西さい遊ゆう記きの続きが見られるなんてさっ！　その三人は、息もピッタリのコンビネーションプレイで邪龍も偽赤龍帝も赤子のように倒していったっ！　しかもトライヘキサにまで仕し掛かけていく元気っぷりだっ！

　じいさん三人が活かつ躍やくするなかで、玉龍が適当に火を噴ふきながら言う。

『そりゃ、暴れないと噓だな！』

「「おまえが言うなや、駄龍っ！」」

　適当に働く若き龍王に初代八戒と初代悟浄がぶちギレていた。

　初代孫悟空のじいさんがそれを見て愉ゆ快かいそうに笑う。

「ま、今回は太たい子しさままで来ているからよ。玉龍、手を抜ぬくことは止やめておいたほうがいいぜぃ？」

　初代孫悟空のじいさんが視線を向ける先には──蓮はすの花を思わせる衣服を着た少年が宙に浮ういていた。足あし下もとには車輪のようなものがあり、それが火を噴いていた。手には炎を宿す槍が握られている。

　神聖な波動を放つ少年が、静かに初代三人組と玉龍に言った。

「悟空、悟浄、八戒、玉龍、私語を慎つつしめ。世界の危機だ。いまだからこそ、積んだ徳の見せどころなのだぞ」

　少年の声に初代のじいさんたちも整然と対応するばかりだった。

　曹操が槍で邪じや龍りゆうを屠ほふりながら、言った。

「……[image: な]な吒た太子、玄げん奘じよう三さん蔵ぞう法師の弟で子しだけではなく、須しゆ弥み山せんの主戦力まで投入してくるなんて、帝たい釈しやく天てんも本気ということか」

　あれが……噂うわさの[image: な]吒太子っ！　なんだか、ドリームチームばかりが参戦してきて、すげえことになってきているな！　けど、どんどん心強く、テンションが高まってきているのは確かだっ！

　でも、邪龍と偽にせ赤龍帝は消しても消しても増えるばかり！

「くっ！　まだ湧わいてくるのか！」

　そんな声が聞こえてくるほどに奴やつらは、わんさか補ほ充じゆうされる。ついには、グレンデルそっくりの邪龍や、樹木がドラゴンの形を成しているラードゥンそっくりの邪龍まで複数出現し始める！　グレンデルタイプが量産されているのは知っていたけど、ラードゥンまで量産したのかよっ！

　しかし、こちらの増援はまだまだ続いたっ！　眼前に出現したグレンデルタイプの量産型邪龍を豪快に殴って海面にたたき落としたのは、獅し子しの鎧よろいを着込んだ──、

「間に合ったようだ。遅おそくなって悪かったな」

　サイラオーグさんと、そのチームの面々だった！

「サイラオーグさんッ！」

　大王次期当主の登場に喜ぶ俺だったが、その横には強固な障しよう壁へきを発生させるラードゥンタイプの邪龍を易やす々やすと真っ二つに斬きり伏ふせる冗じよう談だんのような剣けん士しが登場していた。

　見れば──浮ふ遊ゆう魔ま法ほうによって空中を飛び回る筋肉の塊のようなヒトが、デュランダルに似た聖せい剣けんで邪龍を屠っていた。いや、蹴けりを放つだけでも邪龍を吹ふっ飛ばすほどだっ！

　その人物と目が合った。膨ぼう大だいな筋肉の割に顔はしわくちゃで──。

「誰かと思えば……これはこれは、赤龍帝ボーイではないか」

　そのヒトは、先日、教会の戦士が起こしたクーデターの折、来日して大暴れしてくれた教会のお偉えらいさんこと、ヴァスコ・ストラーダ猊げい下かだった！

「ストラーダ猊下!?　あなたまで来てくれたんですか!?」

　驚くしかない俺！　初代西遊記チームが出てきただけで相当ビックリしたけど、このじいさんの登場も驚くしかないって！

　ストラーダ猊下はしわくちゃな顔を笑ませる。

「ふふふ、世界の危機に若人わこうどたちが命を賭として前線に立つのだ、この老骨も天と地と人のために立ち向かわなければ主しゆに顔向けができん。一度、引退したのだが、世界の危機に少しの間だけ戦場に戻ってきたのだ」

　言うなり、ストラーダ猊下はデュランダルのレプリカっぽい聖剣でグレンデルタイプに斬りかかっていくっ！

　猊下に付き従ってきたであろう教会の戦士たちも駆かけつけて早々に宙を飛び回って邪龍を迎むかえ撃ってくれていたっ！

　ったく！　増ぞう援えんはビックリするほどにすげえヒトばかりが来て、涙なみだが出てきそうだっ！　そのなかで、束そく縛ばく結界の発動要員であるロスヴァイセさんは苦く悶もんの表情となっていた。

「……術の準備は整ったのですが、トライヘキサにある程度近寄らなければなりませんので、どうしたものか……。アポプスの行動も気になります」

　なるほど、そういう事情もあるのかっ！　確かにトライヘキサの頭の上にいるアポプスが結界の邪じや魔まをしてきそうだぜっ！　でも、まずは近づかないと話は始まらないか。

　俺がロスヴァイセさんに随ずい伴はんするつもりでいたが、ここに曹操が入ってきた。

「道を作る。大サービスだ」

　言うなり、聖槍を器用に回しながら、力ある言葉を吐はき出していくっ！

「槍よ、神を射い貫ぬく真なる聖槍よ！　我が内に眠ねむる覇は王おうの理想を吸い上げ、祝福と滅ほろびの間を抉えぐれ！　汝なんじよ、遺志を語りて、輝かがやきと化せッ！」

　輪後光が一層輝きを増していき、聖槍を包む聖なるオーラも極大にまで高まっていく。

　俺たち悪あく魔まは、その輝きを見ているだけで、この身に浴びるだけでチリチリと肌はだが焼かれるようだ。俺が鎧越ごしにそう感じるのだから、相当な聖なる波動なのだろう。

　曹操がそれを唱えるっ！

『──覇輝トウルース・イデアッ！』

　槍が祝福を受けたかのようにまばゆく、まばゆく、聖なるオーラを波立たせる。聖槍の放つ波動がこの空中全域に広がっていった。

　刹せつ那な、邪龍たちが目に見えない何かを恐おそれて、波が引いたようにトライヘキサから一定の距きよ離りを取り始めた。

　それはトライヘキサの頭部にいるアポプスにも及およんだようで、聖せい杯はいを手から放して、突とつ如じよ苦しみだした。

《……こ、これは、聖書の神の……威い光こうかっ！　……このままでは……意識を奪うばわれかねない……っ！》

　アポプスがトライヘキサから、離はなれていったっ！

　すげえ！　なんだかわからないけど、邪じや悪あくなものを退しりぞける力とかを発動したというのか？　聖せい槍そうの覇輝トウルース・イデアって、話に聞く限りだと、効果は槍に宿る聖書の神の遺志しだいだというけど……。今回は、邪龍と偽赤龍帝の大群を退け、アポプスさえ苦しめる力を発揮したとでもいうのかな……？

　曹操がこの結果にフッと笑った。

「……どうやら、今度はこの槍に宿る遺志が応こたえてくれたようだ。さあ、あとはキミたちの出番だ」

　リアスとロスヴァイセさんが、確認してうなずきあった。

　ロスヴァイセさんが、トライヘキサとの距離を詰つめた。一ひと際きわ大きい魔ま方ほう陣じんをこの一帯に展開して、叫さけぶ！

「トライヘキサを止めますっ！」

　ロスヴァイセさんが、魔方陣に手を触ふれて、発動を促うながしたっ。次の瞬しゆん間かん、この領域全体を未知のエネルギーフィールドが覆おおいだしていく。さらにトライヘキサの巨きよ体たいの周囲にも結界用の魔方陣が多数展開していき、完全に黙もく示し録ろくの獣を包み込んだ。トライヘキサが途と端たんに苦しみ出すが、結界の魔方陣は次から次へと張られていき、奴を幾層にも囲んでいった。

　そして──。皆みんなが、トライヘキサの動きを確認する。

　…………。

　……トライヘキサは、びくりとも動かなくなったっ！

『やったぞぉおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　皆が沸わいたっ！　大声でトライヘキサの停止を喜んだっ！

　でも、まだこれからだっ！　聖杯を止めないといけないし、量産型の邪龍と偽赤龍帝は動いている。結界で止められるのはトライヘキサだけというしな！

　あとは、このトライヘキサの動きを警けい戒かいしつつも、邪龍どもを蹴け散ちらして、聖杯をあの二人に任せるだけだ。

　俺がギャスパーとヴァレリーに言う。

「聖杯のことはギャスパーとヴァレリーに任せる！」

《了りよう解かい！　聖杯は必ず止める！》

「うふふ、がんばるわね。そっちも負けないでね」

　ギャスパーとヴァレリーが、聖杯のあるトライヘキサの頭部に向かっていった。あとは、二人に任せよう。

　──さて、俺はもう一方と戦うかね。

　俺が視線を送ったのは、トライヘキサの頭部から離れていったアポプスだ。奴がこの近くにある無人の島に降り立ったのを遠目に視認できた。

　グレンデル型とラードゥン型の邪龍がどんどん増えていく。普ふ通つうの量産型邪龍よりも、その二体をベースにした邪龍は、桁けた違ちがいに強い。

　でも、それ以上にアポプスは危険に違いないっ！

　俺は意を決してアポプスとの決戦に臨のぞむため、奴の降り立った島へと向かった──。







　　　Determination.







　遡さかのぼること、トライヘキサが復活を遂とげる二週間前──。

　ヴァーリ・ルシファーは、欧おう州しゆうのある国に一人で赴おもむいていた。都市部から離れた山やま間あいにある静かな田舎いなか町である。

　ヴァーリは、町から離れた山の中腹から、高精度の望遠鏡を使い、ある場所に視線を向けていた。

　彼が捉とらえたのは──その国の田舎町なら、どこにでもある一いつ軒けん家やだった。望遠鏡が、庭で作業をしている中年女性を捉える。歳は四十代だろうか。黒くろ髪かみの美しい女性だった。

　ヴァーリは、アザゼルに引き取られ、力を高めたあとに二人の血けつ縁えん者を探していた。一人は憎にくき祖父リゼヴィム。もう一人は──。

　ヴァーリは女性の挙動ひとつひとつを真しん剣けんに見守っていた。

　彼が探し求めたのは──実の母であった。

　先日、グリゴリより北ほく欧おう勢力を通して連れん絡らくがあったのだ。

　──母親を見つけた、と。

　母は、ヴァーリがグリゴリに身を寄せてすぐに、記き憶おくを消されてからヴァーリの父に捨てられたそうだ。いまは、こうして回り回って都会から離れた田舎町で第二の人生をスタートさせている。

　……ヴァーリは共に暮らした当時を振ふり返った。実の祖父と父により、苛か烈れつな虐ぎやく待たいを受けていた頃ころだ。

　母は、何度も自分を庇かばおうとした。しかし、母が人間の身であったこと、父が戯たわむれで自分を産ませたこと、祖父が魔ま王おうの息子むすこであったこと、様々な要因が重なり、母はヴァーリを助けることなど、まるでできやしなかった。

　いじめ抜ぬかれたあとで、傷の手当てをしてくれることがあったが……それが後々に発覚すると、今度は母が父からの暴力を受けてしまう。母の泣き顔ばかりが記憶にこびりついていた。

　幼心に母に助けを求めることは止やめていた。求めれば、母が父に殴なぐられてしまう。母が泣くぐらいだったら、自分が受けよう。幸いなことに、生まれながらルシファーと白はく龍りゆう皇こうの力を得ていたため、普通の子よりは頑がん丈じようだった。

　母の幸せは、自分に関わらないことだ、とヴァーリは幼くして悟さとっていたのだ。

　それでも母がしてくれたわずかなやさしさはいまでもハッキリ覚えている。

　リゼヴィムと父の目を盗ぬすんで、パスタを振る舞まってくれたこと。味付けとニオイが濃こいとヴァーリの父にバレてしまうため、塩と胡こ椒しようのみの薄うすい味。それでもヴァーリは、そのパスタが何よりもおいしいと感じた。その細長い食べ物が心の底からおいしいと感じたのだ。

　母とのやり取りは少ししかない。少ししかないが、もう一度会うことがあれば、一言だけ伝えたいことはあった。

　愛だとか、親子だとか、共に暮らそうとか、そういうことを言いたいわけじゃない。自分はきちんと生きていると、それだけは伝えたかった。

　実のところ、力が高まるにつれて、ヴァーリは探すのに気が引けていた。自分が強くなるにつれ、普通の人間だった母にとって、ヴァーリ・ルシファーという存在が異質すぎて抱かかえきれなくなるであろうと、理解してしまったからだ。

　それに自分が接せつ触しよくすれば──リゼヴィムをはじめ、余計な存在に目をつけられてしまうだろう。むしろ、よくいままでリゼヴィムたちに見つからなかったと驚おどろくほどだ。……異世界に夢中すぎて、ただの人間だった女に興味など抱いだかなかったのかもしれない。

　ふと、ヴァーリの目に信じられないものが飛び込んできた。

　──幼い男の子と女の子が、母のもとに駆かけ寄よってきたからだ。

　……自分とどこか似た男の子と女の子。すぐにわかった。

　──自分の弟と妹なのだと。

　人間の男性と、結けつ婚こんしたのだろう。家庭を、持ったのだ。普通の家族をようやく得てくれたのだ。

　男の子と女の子と共に母は、笑っていた。朗ほがらかに、うれしそうに、やさしい笑顔だった。

　──ごめんね、こんなものしかなくて。

　ふいに記憶に蘇よみがえったのは、味の薄いパスタを夢中になって頰ほお張ばる自分に謝る母親の顔だった。……あのとき、あのヒトは悲しそうに自分を見ていた。

　でも、望遠鏡に映るあのヒトは……とても、うれしそうだった。幸せそうだった。

　見ているだけで、ヴァーリのなかに温かく、和なごやかなものが生まれていく。

　一いつ瞬しゆん、男の子と自分が重なった。笑いながら母と話す自分を、空想してしまう──。

　……自分がもし普通の家庭に生まれたなら、あんなふうに母と笑いながら暮らせたのだろうか……？

　……………………。

　…………ヴァーリは、望遠鏡を静かに下ろす。

　──帰ろう。

　ヴァーリは、母と会わず、ここを去る決心をした。母には会えない。弟と妹に会えるはずがない。自分は異い形ぎよう側の存在だ。会えば、あの幸せな生活を崩くずすだろう。

　踵きびすを返し、振り返らずにヴァーリは町から一歩、また一歩離れていく。

　ヴァーリ・ルシファーには大きな目的がある。それは、誰だれよりも強くなり、「真なる白龍神しん皇こう」になること。

　自分をいじめた祖父よりも、父よりも、誰よりも強くなること。生まれながらに自分が得たものを最大にまで極きわめること。

　だが、その目標にもうひとつだけ、あることが加えられた。

　──あの親子の平へい穏おんだけは守り切る。彼らが何事もなく天てん寿じゆを全まつとうするまで、全力で。いや、彼らの子供も、その子供たちも、守ってみせる。

　兵ひよう藤どう一いつ誠せいのように多くの住民を救おうなどと、大それたことは言えない。そんな柄がらでもない。

　だが、ただひとつのその一家だけは、絶対に守るとヴァーリは心の中で誓ちかったのだった──。







　　　Life.Lucifer　明ルけシのフ明ア星ー　─死し闘とう─







　ヨーロッパ──某ぼう国こく、その山さん岳がく地帯でトライヘキサと邪じや龍りゆう、偽にせ赤せき龍りゆう帝てい軍団との戦いが始まりを告げていた。

　迎げい撃げき部隊は、テロ対策チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』より、ヴァーリチーム、刃狗スラツシユ・ドツグチームほか、魔ま法ほう使つかいたちが属する各組織からも多くの術者たちが参戦している。

　吸きゆう血けつ鬼きたちも参戦してくれていた。そこにツェペシュ、カーミラという派は閥ばつの垣かき根ねを超こえた人員が参加している。

　教会本部ヴァチカンも遠くないということで、教会の戦士たちも駆かけつけてくれていた。むろん、転生天使も迎撃作戦に応じている。

　ヨーロッパ各国で縄なわ張ばりを持つ上級悪あく魔またちも眷けん属ぞくと共に参戦していた。そのなかには最上級悪魔も散見され、元龍りゆう王おうのタンニーンもこちらに名乗りをあげていた。

　戦せん闘とうは開始しており、ヴァーリチームの面々も刃狗スラツシユ・ドツグチームと共に邪龍と偽赤龍帝の数々を薙なぎ倒たおしていた。山の上空で、森で、戦闘は激化していた。冬の時期であり、山には雪も積もって足場が悪いところにきて、グレンデル、ラードゥンタイプの量産型邪龍も出現し、戦いは混迷していく。

　その間にもトライヘキサは強きよう烈れつな炎ほのおの塊かたまりを吐はき出して、山のひとつを丸々消し去ってしまう。

　ヴァーリはグレンデルタイプの邪龍を動きで翻ほん弄ろうしてから殴なぐり飛ばすなかで、こう思し慮りよしていた。

　……こちら側に聖せい杯はいはない。だが、強つわ者ものはいる。

　──「魔源のデイアボリズム・サ禁龍ウザンド・ドラゴン」、アジ・ダハーカだ。

　一度手合わせしているが、決着を見なかった。ダメージを与あたえてもダメージを与えても嬉き々きとして立ち向かってきたアジ・ダハーカの姿をヴァーリは忘れるはずがなかった。

　あれほど、自分の攻こう撃げきを受けて倒たおれずに笑って向かってきたのはあいつが初めてであったからだ。

　何より、奴やつが一番危険なのである。アポプスと共にトライヘキサを実質操あやつっているのは確かであり、アジ・ダハーカはそれ単体でも十分にヨーロッパ各国を破は壊かいして回れるだけの実力があるだろう。

　──決着をつけておいたほうがいい。

　その想いはしだいに高まっていく。

　このような高こう揚ようをしているなかで、偽赤龍帝の相手などしたくもない。自分のライバルはあの男で決まっているのだ。その偽物と拳こぶしを交えるなど、自分のなかの何かが穢けがれてしまいそうで、触ふれることすら嫌けん悪お感がわいた。それはアルビオンも同様で偽赤龍帝を屠ほふるたびに徐々に機き嫌げんが悪くなっていった。

　しかし、ベースが赤龍帝のためか、並の戦士では敵かなわず、主おもに強者が相手をしていた。

　──と、トライヘキサの体を見覚えのない強力な結界術式が包み込んでいく。

　途と端たんにトライヘキサが苦しみだして、その動きを止めた。

　すぐに理解した。アザゼルが言っていた、トライヘキサを一時的に止める術だ。その効果はばつぐんであり、いまのいままで炎を吐き出そうとしていた黙もく示し録ろくの獣けものが、その所作を突とつ然ぜんに止めてしまったのだから。

　トライヘキサが止まったとなると、あとは日本近海で戦っている同盟軍が、聖杯を停止できるかどうかにかかってくる。

　こちらとしては、残った邪龍と偽赤龍帝を倒すだけとなる──ということでいいのだろう。ならば、このタイミングで一番危険なものを排はい除じよしたほうがいい。

　ふと一番危険性のある存在の気配を探ってしまう。深く深く探知能力を鋭えい敏びんにしていくと、ここから少し離はなれた山の頂いただきにその者の気配を捉とらえた。

　ふいにヴァーリに話しかける者がいた。

　幾いく瀬せ鳶とび雄おだった。グレンデルタイプを地面から無数に生える巨きよ大だいな刃で切り刻んだあとで言う。

「ヴァーリ、行くといい。……決着をつけたいモノがいるんだろう？」

　彼と黒き狗いぬ『刃ジン』もアジ・ダハーカの気配を察知していたのか、その方向に視線を送っていた。

　幾瀬鳶雄が言う。

「こいつらをこれ以上暴れさせたくないと思っているんじゃないのか？　……破壊が続けば、ヨーロッパ諸国の都市部だけじゃなく、いずれ、のどかな田舎町にまで被ひ害がいは及およぶ」

　その一言で、幾瀬鳶雄がこちらの事情を知っていることに気づいた。

　そう、その通りだ。トライヘキサと邪龍どもがヨーロッパに出現したと聞いたときにヴァーリの頭に浮うかんだのは……あの田舎町に住むとある家族の危機だ。

　柄ではないと自分でも十分に感じている。こんな気持ちを抱いだくことさえ、そうあることではなく、戸と惑まどった。しかし、とある家族を強く憂ゆう慮りよしたのは確かなのだ。

　だからだろう。この場でもっとも危険性の高い敵──アジ・ダハーカを打ち倒さねばならないと思ってしまったのは。

「そうなのです。ここは私やトビー、ヴァーくんのお友達に任せるのです」

　そう言いながら、空中に飛んでいた邪龍たちの一ひと塊かたまりを一瞬で凍こおり付かせた魔ま女じよ──ラヴィニア・レーニ。

　彼女の傍かたわらには全長三メートルほどの氷で出来た人型の異い形ぎようが立っていた。ドレスを着ているかのようであり、細い腕うでが四本生えている。顔には口と鼻が存在せず、左半分には目が六つ並び、右半分には茨いばらに似たものが生えており、前に突つき出ていた。

　──『永遠の氷姫アブソリユート・デイマイズ』、神滅具ロンギヌスのひとつ。独立具現型である。

　一度発動すると、所有者の傍らに氷で出来た姫ひめ君ぎみが出現する。姫君は所有者の命令のもと、あらゆるものを凍り付かせていく。

　その気になれば、この一帯に冷気を漂ただよわせて丸ごと氷の世界にすることも可能だ。その範はん囲いは、極きわめれば小国ひとつ氷漬づけにできるほどであった。

　しかも、所有者のラヴィニア自身も有数な魔法の使い手である。量産型の邪龍ごときでは氷姫を止めることなどできないだろう。

　幾瀬鳶雄とラヴィニアに同調するように美び猴こうが、如によ意い棒ぼうで偽赤龍帝を複数薙ぎ払はらいながら笑った。

「カッカッカッ、そういうこった！　ヴァーリ、ここは俺っちらに任せて、あのトライヘキサを操ってるアジ・ダハーカのくそったれをぶっ倒してこいやっ！」

　その横ではアーサーが聖せい王おう剣けんコールブランドから極大の聖なるオーラを放って、ラードゥンタイプが張ったバリアを切り払っていた。

「リーダーらしいところ、見せてくださいな。私とコールブランドが選んだドラゴンの生き様を見せてください」

　黒くろ歌かが数え切れないほどの火か車しやを操り、バリアが消えたラードゥンタイプを容よう赦しやなく燃やしていく。

「私、ヴァーリについてきて良かったと思ってるわよ？　あんたのおかげで私は……妹ともう一度笑いあえた。それだけでこれまでの嫌いやなことが全部吹ふっ飛んだにゃん。だから──」

　兄をサポートしながら、魔法で応戦するルフェイ。

「はいっ！　私、今世の二に天てん龍りゆうはどちらも好きですよっ！　カッコイイですっ！」

　さらにルフェイをサポートするようにフェンリルが、グレンデルタイプを爪つめと牙きばで切り裂さき、十メートルサイズのゴーレム──ゴグマゴグが目からビームを放ち、腕をロケットのように飛ばして偽赤龍帝の集団を撃うち落としていった。

　ヴァーリチームで預かっているサブメンバーたちも彼らを支し援えんしていた。

　かつての仲間であった幾瀬鳶雄とラヴィニア、さらにいまの仲間であるヴァーリチームメンバーの言ってくれたことが、ヴァーリを高ぶらせてくれる。同時に心の底から感謝の念を抱いだいて仕方なかったのである。

　──ありがとう、そう素直に言えない自分が苛いら立だたしい。でも、それを言えば、らしくないと笑うのだろう？

　幾瀬鳶雄が、あの頃ころと変わらないやさしい笑みで言った。

「二天龍として、ルシファーとして、その生き方を選んだおまえの、ひとつの答えをこの世界に見せつけてみるんだ」

　彼が、一歩前に出る。それに漆しつ黒こくの狗──刃も付き従う。

「さて、俺も──いくか。刃、いいな？」

　尾おを一度だけ振ふる刃。そして──闇やみの世界が始まる。

　幾瀬鳶雄の周囲に影かげが、黒い霧きりが、暗黒が、この世のありとあらゆる闇が集まり、自身からも発生していく。

　その口から、静かに、深く、確かに呪じゆ詛そのような呪じゆ文もんが紡つむぎ出されていった。

《──人と理ことわりを斬きるなら幾いく千せんまで啼なこう》

　幾瀬鳶雄と、黒い狗を、漆黒のもやが覆おおっていく。もやは未み曾ぞ有うに広がり、この一帯を埋うめ尽つくさんばかりだった。

《──化け生しようと凶きよう兆ちよう斬るなら幾万まで謳うたおう》

　その四し肢しに暗黒のもやがかかり、異形へと作り替かえていく。

《──遠き深しん淵えんに届く名は、極きよく夜やと白びやく夜やを騙かたる擬まがいの神なり》

　黒き狗の刃が足あし下もとに広がる闇のなかに沈しずんでいく。

《──汝なんじ、我らが漆黒の魔ま刃じんで滅めつせよ》

　幾瀬鳶雄の全身を黒いもやが覆っていき、肉体に闇が張り付いて、同化していった。

　彼の形が人の形をしながらも人とは違ちがうモノになっていく。頭部が、顔が、狗のような面貌となる。

　暗黒は幾瀬鳶雄の横にも大きく盛り上がって形をなしていった。暗黒が前足、後ろ足、尾となって、大きく開かれた顎あごとなる。さらに彼の周囲にも同様の闇の盛り上がりが生じて、次々と形を成していった。

　幾瀬鳶雄の周りに生じたのは、漆黒の毛並みを持つ《狗》の大群だった。

《──儚はかなきものなり、超ちよう常じようの創造主かみよ》

　幾瀬鳶雄が呪文の最後の一節を口にすると、暗黒から生まれた《狗》の群れは、透すき通るほどに美しく、心身の底まで震ふるえさせる遠とお吠ぼえをしていく。

　オオオオオオオオオオオオオォォォォォォォオオオオオオオオオオオオオオオン……。

　そこに出現したのは、闇の衣をまとった人型の獣──。

　その周囲に群れをなすのは暗黒を吐く大型の《狗》たち──。

　幾瀬鳶雄は、足下より、長く鋭するどい刃やいばを持つ、大型の鎌かまを出現させた。それをくるくると回す。彼らの姿は、生を刈かり取る地じ獄ごくの使い、それに従う狗の集団そのものだった。

　この現象はそれだけで終わらず、周囲に、この一帯に巨大で歪いびつな形の刃が地面から次々と生えていった。一本一本が太く、長く、鋭い。

　それらは、神すら斬り伏ふせるという凶兆を象しよう徴ちようする魔刃である。それがこの周囲一帯、山脈すべてを覆い尽くさんばかりに広がっていく。

　闇の刃が、生えて、生えて、生えて、生えていく。その勢いで邪じや龍りゆうが、偽にせ赤龍帝が、為なす術すべもなく両断されていった。

　幾瀬鳶雄が鎌を一振りすると、空間ごと両断したかのような現象も起こり、周囲にあった木々、岩ごと、グレンデルタイプの邪龍が複数同時に横よこ一いち文もん字じに両断されていった。

　黒き獣と化した幾瀬鳶雄は、音もなく山林を動き回り、縦じゆう横おう無む尽じんに鎌を振るう。ラードゥンタイプが強固な障しよう壁へきごと何体も斬り伏せられていく。

　黒き狗の集団も、主あるじに付き従って、森に生えた刃を嚙かんで抜ぬいていき、そのまま口に横向きで構えていった。刃を口に構えた狗の集団が、高速で邪龍を切り刻んでいく。狗たちは物もの陰かげにその身を沈ませて、影のなかを移動し、敵の死角になっている影から出現していった。主である幾瀬鳶雄と共に邪龍たちの命を容赦なく刈り取っていく。

　彼らが通ったあとに残っていたのは、邪龍の死し骸がいと闇のオーラだけだ。彼らに斬れないものは一切なかった──。

　様々な強者と出会い、戦ってきたヴァーリチームの面々ですら、この現象に度ど肝ぎもを抜かして驚おどろいていた。

　元来、『黒刃の狗神ケイニス・リユカオン』の所有者が発現した禁手バランス・ブレイカーは、観測されたものから『夜天光のナイト・セレステイアル乱刃狗神・スラツシユ・ドツグズ』とされていた。

　しかし、幾瀬鳶雄は生まれたときからその禁手バランス・ブレイカーを発現させており、神器セイクリツド・ギア自体を扱あつかうようになってから、さらに深みを目指すことになった。

　──『深淵なりしペルフエクトウス・テ冥漠の獣魔ネブラエ・リユカオン、英傑であれ・エト・フオルテイス常夜刃の狗神・デンス・ライラプス』、幾瀬鳶雄が至った……否いな、貫つらぬき、『夜天光のナイト・セレステイアル乱刃狗神・スラツシユ・ドツグズ』を研けん磨ました先にたどり着いた禁手バランス・ブレイカーの深淵面アビス・サイドが目の前の現象である。

　とはいえ、あのすべてを斬り捨てる幾瀬鳶雄の力でもトライヘキサは、倒たおしきれないだろう。それほどのバケモノだ。

　神滅具ロンギヌスについては、各陣じん営えいにて唱える説は変わることがあるが、その造ぞう詣けいが深いアザゼルは、『神滅具ロンギヌスとは拡張性の高い神器セイクリツド・ギア』という説を唱えていた。

　特に禁手バランス・ブレイカーに至った場合の能力が向上する能力増大スケールアツプ、扱える異能の数が増える能力増加スケールアウト、それらが他の神器セイクリツド・ギアと比べて格の違いが顕けん著ちよに出るのが神滅具ロンギヌスである、と。

　所有者の才能、創造力をすべて汲くみ取り、実現できるだけの受け皿、実現性が神滅具ロンギヌスにはあるのだとアザゼルは語っていた。

　──本来の意味でのバランス・ブレイカーとは、神滅具ロンギヌスの禁手バランス・ブレイカーなのだろう。

　禁手バランス・ブレイカーの可能性には、大きく分けて三種あるとアザゼルは言う。

　亜あ種しゆも含ふくめ、強化、進化させた昇華面クレスト・サイド。禁手バランス・ブレイカーの大半が、これである。

　自己と神器セイクリツド・ギアの有り様を狂きよう気きの領域まで追求して、自ら神器セイクリツド・ギアと混ざり合うことで体現させた深淵面アビス・サイド。ヴァーリや幾瀬鳶雄がこれに含まれる。

　そして、それらに分類することもできない突とつ然ぜん変へん異いを起こす慮外面イクス・サイド──。

　これは、兵ひよう藤どう一いつ誠せいや木き場ば祐ゆう斗との聖せい魔ま剣けん、ギャスパー・ヴラディ、匙さじ元げん士し郎ろうなど、グレモリー眷けん属ぞくと、その周囲で多く観測されている。さらに兵藤一誠、ギャスパー・ヴラディ、匙元士郎は深淵面アビス・サイドにも触ふれていた。異例づくしの世代であった。

　本来は起こりえない現象が兵藤一誠を中心に巻き起こっており、アザゼルは大いに関心を寄せることになったのだ。

　──今世は、過去に例を見ない神器セイクリツド・ギア、神滅具ロンギヌスの革新が起こっている時代である。

　アザゼルは喜びながら、そう述べていた。

　ヴァーリも口の端はしを笑ませて、それに同意する。だからこそ、自身も兵藤一誠も強敵たちも予想だにしない進化を遂とげるのだ。それこそが、楽しみだと言える。

　兵藤一誠と、いつか必ず、あの戦いの続きをする。それは兵藤一誠自身とも約束したことなのだ。

　そのためには──いまの脅きよう威い、強敵を屠ほふり去るのが第一である。

　ラヴィニアが言う。

「さあ、行くのです。ヴァーくん。ここは、もうすぐ氷と刃の世界になってしまうのですよ？」

　ヴァーリはそれを聞いて、この場を離はなれるように宙に飛び出した。彼女も禁手バランス・ブレイカーに至るつもりなのだろう。

　彼が距きよ離りを取ったところで、山脈一帯が広こう範はん囲いに凍こおり付き、至るところに刃が生えて、ラヴィニアが言った通りの世界になったのを確認した。

　空中で戦せん闘とうしていたタンニーンとその眷属。邪龍と偽赤龍帝を山林に撃ち落としながらヴァーリに言った。

「アジ・ダハーカの魔ま術じゆつに気をつけるのだぞ、若き白はく龍りゆう皇こうっ！」

　ヴァーリはまさかのタンニーンからの配はい慮りよに驚くが……静かにうなずいた。

　彼らと同盟軍の者たちにここを任せておけば、量産型邪龍と偽赤龍帝の軍団はどうとでもできるだろう。

　ヴァーリはアジ・ダハーカの気配がするほうに高速で飛んでいった。




　　　　─○●○─




　山さん岳がく地帯を飛ぶこと十数秒、ヴァーリは強きよう烈れつなオーラの発生源を視認した。

　相手もこちらを確認しているだろうが、攻こう撃げきを加えてくることはしなかった。

　その者の近くにヴァーリは降り立つ。眼前には三つ首の巨きよ大だいな黒いドラゴンがいた。

　アジ・ダハーカは、ヴァーリに視線を送ると歓かん迎げいするように言った。

『よー、来たか、白いの』

『やっほー☆』

『遅おそかったじゃないの！』

　しかし、アジ・ダハーカは視線を元に戻もどす。眼下の光景を見ているようだった。

　そう、奴やつの視線の先にあるのは、いままさに『Ｄ×Ｄ』と同盟軍が邪龍たちと戦っている戦場である。

　山林は凍り付き、歪な刃も複数生えている。そのなかで無数の黒い邪龍と、真っ赤な偽赤龍帝が動き回る。あちらこちらで爆ばく発はつが起こっていた。

　山は、すっかり景観を変えていた──。

　アジ・ダハーカはそれだけではなく、魔ま法ほうで映像を映し出しており、他の場所でもおこなわれているトライヘキサ、邪龍軍団対各勢力の戦いを見ていた。

　それらを見ながらアジ・ダハーカは訊きいてくる。

『なあ、ヴァーリ・ルシファー。ここや他の神話世界で広がる破は壊かいの光景──終末の再現とも言える情景を見て、おまえなら何を思う？』

『どう思う？』

『ぶっちゃけ、どうよ？』

　両りよう脇わきの首たちもヴァーリにコミカルに訊いてくる。

　ヴァーリは答えないが、アジ・ダハーカはひとりで語り出す。

『正義の味方なら、「なんてことをするんだ！」とか「許さん！　敵は必ず倒す！」とかか？　逆に悪役なら、「うひゃひゃひゃ、こりゃ絶景だ！」とか「見よ、これぞ我らが望んだ世界の終わりだ！」とか、かねぇ』

『リゼヴィムくんや旧魔ま王おう派っぽく真ま似ねをしてみたよ！』

『怒おこらないでね！』

　楽しげに会話をしていたと思っていたら、今度は無表情となり、簡素に言った。

『俺は違ちがうな。──ま、こんなもんだよな。……ってな、俺が抱いだく感想なんざそんなもんだ』

『うむうむ』

『想像通り！』

『破壊なんてよ、神々の時代から、そう代わり映ばえするもんでもない。大体の現象は、神か俺らバケモンがすでに起こしちまっているじゃねぇか。今回にしたって、なんかの神話の大破壊か、それよりちっとすげえぐらいだろうしな。まあ、それでもこのまま続けば世界は終わるんだろうけどよ』

　そこまで語り、アジ・ダハーカは空を遠く、遠く見ていた。まるでここではないどこかに想いを馳はせるように──。

『だがよ、異世界ってのがあるなら、もしかすると俺の想像を超こえるものがあるかもしれねぇってな、そう思うわけだ』

　アジ・ダハーカはこちらに首を向けて、言った。

『──「Ｅ×Ｅエヴイー・エトウルデ」という、機械生命体と精せい霊れいが争っている世界なんだってよ。どの伝説、文ぶん献けんにも記されていない、まったく未知の領域だというからおもしれぇよな？　わかっているのは、精霊を司つかさどる善神レセトラスってのと、機械生命体を司る邪じや神しんメルヴァゾアってのが、その世界を二分してそれぞれ支配しているってことだけだ』

　──「Ｅ×Ｅエヴイー・エトウルデ」。

　ヴァーリも初めて聞く異世界の情報であった。機械生命体と……精霊。そこの神の名も初めて聞くものである。

　アジ・ダハーカが愉ゆ快かいそうに笑った。

『グックックッ、「Ｄ×Ｄドラゴン・オブ・ドラゴン」と呼ばれるグレートレッドを超えた先に待っているのが、「Ｅ」を冠する世界だなんて、シャレてやがると思わねぇか？』

　子供のように笑う伝説の邪じや龍りゆうの姿にヴァーリは笑う。

「ふっ、意外にメルヘンチックでもあるんだな。伝説の邪龍が、そのように未知の世界を語るとは」

　異世界を語るアジ・ダハーカの顔は、まるで子供のようだった。

　アジ・ダハーカはイタズラな笑みを浮うかべて言う。

『──どいつもこいつも着き飾かざりすぎなだけだ。世界征せい服ふくだの、世界を作り替かえるだのと、言葉だけは大おお仰ぎようとしていてな、本ほん音ねは精神が成熟しきってねぇわがまま小こ僧ぞうの癇かん癪しやくに過ぎねぇ。それは俺だって変わりはねぇのよ。けどな、俺の思考はもっとシンプルだ。俺は強つえぇ奴とケンカができて、珍めずらしいもんが見られればそれでいいだけだ。それを邪じや悪あくというのなら、俺は邪悪でいい。邪龍で十分だ』

『ダークネスドラゴン！』

『じゃ・あ・く、じゃ・あ・く♪』

「…………」

　ヴァーリは不思議な感覚に陥おちいっていた。相手は邪悪だ。邪龍だ。しかも伝説のなかの伝説。邪龍のなかでも随ずい一いちと称しようされる一角。なのにどうしてだろうか。いままで自身が出会ってきた悪意の塊かたまりたちよりもよっぽど魅み力りよく的に、そして危険に思えた。

　旧魔王派も、兵藤一誠にやられる前の曹そう操そうも、あのリゼヴィムも、信念を、野望を語る割にどうにも無理して背せ伸のびをしているように見えたのだ。身みの丈たけを考えない行動をしていると、ずっと感じていた。

　しかし、アジ・ダハーカは……いや、おそらくアポプスも、この二体の邪龍は、自身をよく理解して、その上でシンプルに破壊を追求していた。

　ヴァーリが無言なことで、アジ・ダハーカは自じ嘲ちようした。

『へっ、俺もガキっぽいってか。いいぜ、よく言われる』

　だが、ヴァーリは首を横に振ふる。

「……いや、あまりにシンプルすぎて好意すら抱けるよ、アジ・ダハーカ」

　その答えにアジ・ダハーカはうれしそうに笑った。

『グックック、ヴァーリ・ルシファー。もう一度、やろうぜ？　血だらけになってガツンガツンとよ。天てん龍りゆうが相手だなんて考えただけでいきり立つってもんだッ！』

『二天龍倒たおして最強の勲くん章しようを得る！』

『邪龍こそ最強なり！』

　その会話のあと、しばし互たがいに無言となる。アジ・ダハーカも魔法で映し出していた映像を消して、戦いのオーラを全身から滲にじませた。その迫はく力りよくは、熱となって周囲に積もっていた雪をも溶とかすほどである。

　対たい峙じして数秒後──両者がその場から消える。次に姿を現したのは、空中だった。ヴァーリが、オーラの塊を幾いく重えもアジ・ダハーカに向けて放出する。

　相手は、強固な防ぼう御ぎよ魔ま方ほう陣じんを生みだしてそれらをすべて正面から防いだ。カウンターとばかりに光の魔法を複数放射していった。

　ヴァーリは悪あく魔まの血を半分引いている。並の光程度なら歯し牙がにもかけないが、敵が桁けた違ちがいの使い手であるのなら、話は別であった。アジ・ダハーカの撃うち出した光の魔法は、魔法力を圧縮に圧縮をかけて作りだしたものだ。直ちよく撃げきすればヴァーリであろうと、ダメージを受けかねない。

　ヴァーリは空中で高速で回かい避ひしようとするが、光の魔法は意思を持つように執しつ拗ように追つい尾びしてくる。ヴァーリは白龍皇の特性で、半減しようとするが、それをさせまいとアジ・ダハーカの光魔法は動き続けて、狙ねらいを定さだめさせないようにしてきた。

『Reflectリフレクト!!』

　ヴァーリは、今度は反射の特性で向かってきた光の魔法を反射させるが、反射させても勢いは消えず、また軌き道どうを元に戻して、ヴァーリを追い出した。

　その間にもアジ・ダハーカは次の魔法に取りかかっていた。数え切れないほどの魔方陣を空中全域に発生させた。そこから炎ほのお、水、風、雷かみなり、闇やみというあらゆる属性の魔法を一気に撃ち出してきたっ！

　その光景たるや驚異を超こえて、ヴァーリですら寒気がするほどであり、広大な山脈の上空がすべてアジ・ダハーカが撃ち出した魔法の攻撃で埋うめ尽つくされていたのだ。

　さすがのヴァーリもすべてを撃ち落とし、あるいは半減するのは難しい。オーラを高めて、自身の周囲に白龍皇の特性を解き放つ。

『Halfハーフ Dimensionデイメンシヨン!!』

　力ある音おん声せいと共にヴァーリの周囲にすべてを半減にする領域が展開していく。彼に降りかかった各種魔法が次々と半減していき、しだいに小さくなり、ヴァーリに届く頃ころには鎧よろいに当たると同時に消しよう滅めつするほど弱くなっていた。

　しかし、それも一部だけにしか過ぎない。異常な規模の魔法による掃そう射しやは、とどまることを知らず、次々にヴァーリに撃ち込まれた。半減領域で来る魔法来る魔法を縮小させていくが……それにも限界が訪れる。さらに先ほどから執拗にヴァーリを狙う光の魔法もいまだ健在である。追尾する光の魔法に気を遣つかい、飛び回りながら半減領域を使い続けるのは、さすがのヴァーリでも神経を削けずる。

　ついにはヴァーリの隙すきを突ついて、光の魔法が背中に突き刺ささった！　鎧を容易に破壊して、ヴァーリの背中を焼いていく。肉が爆はぜ、鮮せん血けつが山脈の空中で散っていく。激痛で思わず集中が消えかけたが、なんとか繫つなぎ止めて、半減領域を持続させようとするが……アジ・ダハーカの魔法はまだ続くっ！　否いな、止まる気配が見えなかったっ！

　すでに奴が放出した魔法は四桁を超えて、五桁の数を刻んでいく。ヴァーリですら、舌を巻いた。あの邪龍の魔法力は、桁違いなんてものではないっ！　神の領域に入るほどの量だっ！　以前戦ったときは、ここまで放出はしなかった。常じよう軌きを逸いつした数の魔方陣を出現させたのは同じだったが……ここまで連続で撃ってはこなかったっ！

　そのアジ・ダハーカが嬉き々きとして叫さけんだっ！

『んじゃっ、ここからは禁術も入れていくぜェエエエエッ！』

『並じゃないよっ！』

『防げるなら、防いでごらんっ！』

　宣言通り、展開していた魔方陣の様相が変わるっ！　古代魔ま術じゆつ文字、禁止されている言語、それらが魔方陣の紋もん様ように浮かんで、危険な色を発し始める。魔方陣自体が歪ゆがみだし、バチバチと電流を走らせていった。

　そこから吐はき出されたのは──ドクロを形作る紫むらさき色いろの炎、呪じゆ詛そに塗まみれた突とつ風ぷう、暗黒色の雷、血の涙なみだを流す呪のろわれた聖母、見つめられるだけで命を奪うばわれかねない一つ目の巨きよ人じん等々……禁止級の属性、召しよう喚かん、呪い、この世のすべての不ふ吉きつを体現した魔法が、ヴァーリに向かってきたのである！

　直撃すれば……骨すら残らないだろうっ！　ヴァーリは己のオーラを高めて、白銀の呪じゆ文もんを唱え出す。

「我、目覚めるは、律の絶対を闇に堕おとす白龍皇なりッ！　無限の破は滅めつと黎れい明めいの夢を穿うがちて覇は道どうを往ゆくッ！　我、無む垢くなる龍の皇こう帝ていと成りて──」




「──汝なんじを白銀の幻げん想そうと魔ま道どうの極きよく致ちへと従えようッッ！」




『Juggernautジヤガーノート Overオーバー Driveドライブ!!!!!!!!!!!!』

　ヴァーリは早口で呪文を唱えて、瞬しゆん時じに『白銀のエンピレオ・ジヤガーノ極覇龍ート・オーバードライブ』へと変化を遂とげた。背中の鎧もすでに修復している。

　絶対の力でもって、禁術に対応せざるを得ないっ！

　ヴァーリは両りよう腕うでを広げて、力を高めに高めていく。向かってくる無数の不吉の象しよう徴ちようを真っ正面から迎むかえ撃った。自身を中心に半減の力を高めて、解放するッ！

『Compressionコンプレツシヨン Dividerデイバイダー!!!!!!』

　すべての具象、いや、夢、幻まぼろしですらも圧縮するヴァーリの秘技である。しかも、今回は全力を込めた。

　かの最上級死神グリム・リツパープルートすら消滅させた技だ、さすがのアジ・ダハーカの禁術もこれには圧縮されていく。ヴァーリに飛んできていた魔ま法ほうは、彼に肉にく薄はくすることなく、圧縮に圧縮を重ねて、小さくなって最終的には消滅していった。

　ヴァーリに降りかかろうとしていた禁術が全部消え去ったあとで、ようやくアジ・ダハーカは魔法を撃ち止めた。魔法力が尽きたわけではない。ヴァーリの見事な戦いに狂きよう喜きしていたからだ。

　一方のヴァーリは、身を削る変身ゆえ、力を使った代だい償しようとして、魔ま力りよくと体力を消しよう耗もうしていた。彼ですら、この形態は慣れていない。肩かたで息をしていた。

　ヴァーリは静かに下に降りて、アジ・ダハーカと再び対峙する。ヴァーリは地面に降り立った瞬しゆん間かんにぐらりと一いつ瞬しゆんだけ意識が朧おぼろ気げになり、片かた膝ひざをついた。

　……自分が思っている以上に消耗が大きかったのだ。

　──強い。リゼヴィムなどよりも遥はるかに。

『アジ・ダハーカは、天龍クラスになっている』

　アルビオンがそう漏もらした。

　……なるほど、最強と謳うたわれた二天龍と同格。それは強いわけだ。クロウ・クルワッハが同じく修行の果てに天龍クラスとなっていたようだが、アジ・ダハーカも復活したあと力を高めてその領域に入ったのだろう。そうなると、アポプスも同じだろうと容易に想像ができた。

　少なくとも以前戦ったときよりも断然強くなっている。あのときはチームの仲間もいたとはいえ、ダメージを与あたえて血だらけにすることはできた。まるで戦意は薄うすめられなかったが、攻こう撃げきは通ったのである。まさか、最強の白龍皇と呼ばれた自分が、防戦一方になるとは露つゆほどにも考えられなかった。

　さすがの結果にヴァーリも皮肉げな笑みを浮うかべるほかない。

　アジ・ダハーカは楽しそうにしながら言う。

『なんだったら、アルビオンの真の力を使ったっていい。──毒どく龍皇と揶や揄ゆされたおまえの力を見てみてえもんだな、アルビオン？　いや、グウィバー？』

『アルビオン・グウィバー！』

『グウィバーだろグウィバー！』

　……その名を出されるとは……。いや、奴やつも古き時代に存在した邪じや龍りゆうだ。白龍皇のことも詳くわしいのだろう。

　アジ・ダハーカが言うように白龍皇アルビオンは、グウィバーという名も過去に持っていた。ウェールズの言葉で「毒どく蛇へび」を指す。

　アルビオンもライバルのドライグも語らないが、白龍皇バニシング・ドラゴンは、白い龍は、毒を使うドラゴンだった。白き美しい姿を持ちながらも、神すら退しりぞける醜みにくい毒を有していた我が身をアルビオンは嫌きらい、呪った。

『……その名と力は封ふうじたものだ』

　アルビオンが、宝ほう玉ぎよくより声を出して否定した。

　アジ・ダハーカはおかしそうに笑うだけだ。

『だがよ、その力があったからこそ、各勢力の神にすら忌き避ひされた時期があったのも事実だろうが？　白き美しい体がありながらも、その身には神すらも怖おそれる猛もう毒どくが宿っていた……俺は好きだぜ？　そういう皮肉の利きいた力ってのはよ』

『毒々しいキミが見たい！』

『毒ってみたい！』

　挑ちよう発はつを繰くり返すアジ・ダハーカだが、アルビオンのほうは複雑な心境を抱いだいていると、ヴァーリは感じた。アルビオンは毒を使っていた時代の自分を否定していた。話すことすら嫌けん悪おし、ヴァーリが話題に出すことすら許さなかった。

　ヴァーリ自身は、そんなものがなくても十分に白龍皇の力は魅み力りよく的だったため、あえて口には出さなかったが……。

　だが、祖父を呪いながらも、ルシファーの名に誇ほこりを持っていたヴァーリと付き合い、アルビオン自身もどこか、価値観、考え方が少しずつ変わってきているとヴァーリは感じていた。何よりも現赤龍帝である、兵藤一誠の常識外な姿にアルビオンもまた大いに影えい響きようされていた。それこそ、心が病やむほどに。

　しかし──。規格外の所有者である兵藤一誠、ヴァーリ・ルシファーを通じて、今世ではドライグとゆっくりと語る機会が増えた。それが、アルビオンの物事の捉とらえ方を変えつつあったのだ。

　ヴァーリの姿を見ていたアジ・ダハーカがふと首を傾かしげてこう言う。

『……なんだかな、おまえは赤龍帝と別のようで似ている部分もあるぜ？　──何かを守ろうとする奴の目をしてやがる。それはてめえのプライドとかそういうもんじゃねぇ。誰だれか特定の者を守ろうする奴の目だ。──女か？』

　……まさか、邪龍に看破されるとは思わなかった。

　ヴァーリは小さく笑った。

「……女といえば、女か。だが、恋こい人びととかそういうのじゃない。ただ、むかし……少しだけ世話になったヒトだ。俺は、兵藤一誠のように大多数を守るなどという大それたことはしない。そういう心構えを持ったことなどないからだ」

　この戦地にきてから、ずっとヴァーリの脳のう裡りには、あのヒトが、あの家族が、ちらついていた。幸せそうな、母と妹、弟──。

　このままいけば、確実にトライヘキサ、アジ・ダハーカの悪意が、そこに届く。

　そうは──させない。させるわけにはいかない。

　ヴァーリは言う。

「ひと家族ぐらい、守りたい者はあるさ。軽けい蔑べつするか？　弱々しく感じるか？　これでも案外悪くないと思っていてな」

　アジ・ダハーカはニヤリと笑むが、それは嘲あざ笑わらったわけではない。ヴァーリの反応を嬉々として受け入れていたのだ。

『グックック、そういうことを心の拠より所どころとして最後の一線に置く奴とは何度か戦ったことがある。──どいつも例外なく強敵だったぜ。だから、俺は一切おまえのことを見くびったりしねぇッ！　一層の強者として認識させてもらうぜッ！』

　刹せつ那な、アジ・ダハーカは魔ま方ほう陣じんを展開させて、この周囲の風景を塗ぬり替かえようとし始めた。ヴァーリは構えるが……直接的な魔法ではないことをすぐに理解する。周りの景色が……歪んでいく。

　ヴァーリはそこに落ちる感覚を覚え始めていた……。

　──そして、ヴァーリは、アジ・ダハーカの生んだ幻げん術じゆつの世界に放り込まれていく。
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　──目を覚ますと、そこは、見知らぬ室内だった。

　自分がベッドで寝ねていたのがわかった。──と、途と端たんに体に重みを感じてしまう。誰かが寝ている自分に乗っかっているのだ。

　視線を送れば、そこには男の子が乗っかっていた。自分によく似た男の子だ。

　男の子はヴァーリが起きたことを喜び、笑顔で覗のぞき込んでくる。

「お兄ちゃんが起きた！」

　はしゃぐ男の子。さらに部屋に女の子が入ってきた。こちらも自分に似た女の子だった。

　女の子は男の子をしかる。

「もう！　お兄ちゃんを無理矢理起こしちゃダメよ！」

　戸と惑まどうヴァーリだったが、男の子はヴァーリの腕うでを引っ張って部屋からどこかに連れていこうとする。

「お兄ちゃん！　ご飯だよっ！　起きなきゃダメだよ！」

　ヴァーリは「ああ……」と困こん惑わくしながらもうなずき、男の子に先導されるまま、どこかに連れていかれた。

　ついたのは、リビングだった。キッチンから、水を流す音がする。すると、キッチンにいる誰かが、ヴァーリの気配に気づいて、リビングに出てきた。

　その正体を知って、ヴァーリは緊きん張ちようで息が詰つまった。

「あら、ヴァーリ。起きたの？　昨日は遅おそくまでテストに備えていたようね。大学生は大変よね」

　笑みを浮かべる──母親がそこにいたからだ。

　……ああ、わかっていたよ。自分を起こす男の子と、女の子の正体が──弟と妹であることが。でも、これは幻術だと看破した。

　しかし、母の顔を見たとき、何かが壊こわれかけた。母に話しかけられたことで、幻術だとわかりながらも、酷ひどく心が乱れた。

「ご飯の準備に取りかかるわね」

　母はそう言いながら、昼食の準備に取りかかった。

　席に座るヴァーリ。自分を挟はさむように弟と妹が座る。

　食しよく卓たくにのぼったのは、ごくありふれた家庭料理だ。スープとパン、ふかした芋いも、サラダを少々という、ヴァーリがテレビで見たことのある料理だった。

「「「いただきます！」」」

　母と弟、妹がそう言いながら昼食を取り始める。

　戸惑うヴァーリに弟が訊きいた。

「お兄ちゃん、食べないの？」

　それを見て、母親が首を傾げた。

「あら、食しよく欲よくないのかしら？」

「い、いや、いただくよ」

　ヴァーリがスプーンを取って、スープを飲んでいく。スープを口にして、感動する自分がいた。

　──温かく、美お味いしかった。

　食事を続けていくなかで、あの邪龍の声が聞こえてきた。

『そこは俺が作った仮かり初そめの世界だ。おまえが心の底より望んでいる世界を作り出すようになっている魔ま法ほうの結界。そこに広がっている風景は、おまえが真に欲しがっていた世界だ』

　声が頭のなかに響ひびく。

　やはり、ここは幻まぼろしの世界──。そして、自分が欲ほつした世界──。

　アジ・ダハーカはおかしそうに言う。

『そうか。歴代最強と称しようされる白龍皇が欲したのが、ごく普ふ通つう、一いつ般ぱんの家庭だったとはな』

　…………ヴァーリは言葉もない。

　……深層心理では、ここまで家庭を求めていたとは……。

　食事を終えたあとで、弟がヴァーリの手を引っ張る。

「お兄ちゃん！　外でサッカーしよう！」

　今度は妹がヴァーリの手を引っ張る。

「ダメよ！　今日は私がお兄ちゃんに勉強を教えてもらうの！」

「僕と遊ぶんだ！」

「私と勉強するの！」

　弟と妹がヴァーリの腕を引っ張り合う。それを見て、母親が笑った。

「コラ、いい加減にしないと、お兄ちゃんの腕が取れちゃうわよ？」

　自分を取り合う弟と妹、朗ほがらかに見てくれる母──。

　結局、先に妹の勉強を見て、それから弟とサッカーをすることになった。

　妹に歴史の勉強を見てあげて、弟とサッカーで夕方まで遊ぶ。そのあとは母の洗せん濯たくを兄弟全員で手伝った。

　目の前で母と弟がじゃれ合う姿が展開して、ヴァーリはいつの間にか笑みを浮かべていた。

　そのとき、アジ・ダハーカが言う。

『おまえが望めばその世界で生き続けることも可能だぜ？　そういうふうに作った結界だからな。強きよう烈れつなまでに待ち望んだ世界を前にして、何十、何百、何千っていう強者が堕おちていった』

　……なるほど、こんな強烈な魔法をアジ・ダハーカは使えるのか。戦いに没ぼつ頭とうする戦士、英えい雄ゆうだろうと、大切なものがある、あるいはあっただろう。それをここまで克こく明めいに再現されてしまったら──心の折れる者が出ても仕方ないかもしれない。

　ヴァーリは、その世界で一夜を過ごす。夜中、弟と妹が一いつ緒しよに寝ようとベッドに入り込んできた。

　ヴァーリは生まれて初めて……家族と共に眠ねむりについた。こんなにも、安らぐ時間があったのかと心から衝しよう撃げきを受けたほどであった。

　次の日は、早くから起きて共に朝食を取る。四人でする食事時の会話が、こんなにも寂さびしさを埋うめていくとは……。

　朝食を取り終えて、午前は家族四人でボードゲームを囲んで遊んだ。ひとつひとつの出来事で弟と妹がはしゃぎ、母と自分がおかしそうに笑う。

　やさしい世界、安らぐ世界──。

　戦いがなく、ただただ家族と過ごす幸せな時間が訪れていく──。

　和なごやかに流れる時間のなかで、ヴァーリは心の底からの笑みを浮うかべたあと──立ち上がる。

　その姿に弟と妹は怪け訝げんそうにしていた。

「お兄ちゃん？　どうしたの？」

「お兄ちゃん？　苦しいの？」

　顔を覗き込んでくる二人。

　──ヴァーリはいつの間にか、こみ上げるものを抑おさえきれず、涙なみだを流していた。

　こんなに幸せなことがあったというのか……。これが……普通の家庭で得られる普通の幸せなのだ……。

　自分が、得られなかった時間──。

　けれど、ヴァーリは幸か不幸か、これが幻であると、偽いつわりであると、ハッキリと認識できるほど、堕ちることがないほどに、力があったのだ。ここで過ごした時間ですら、現実では数秒とかかっていないことだろう。




　この日々に没頭できたら、どれだけ良かったか──。

　この世界に沈しずめれば、どれだけうれしかったか──。




　ヴァーリは涙を流して、弟と妹を抱だき締しめた。

「……俺は……」

　おまえたちの名前を知らないんだ──。

　呼んであげることができないんだ──。

　だから、これが偽りだって思える。あのとき、会わなかったことが、皮肉にもこの世界を否定させるだけの要因になりえた。

　ヴァーリはやさしく語りかける。

「行かなければならないところがあるんだ。おまえたちと……これ以上遊んでやれなくて本当に申し訳ないと思っている。──ゴメンな」

　夢でもいい。

　幻でもいい。

　それでも、会えた。触ふれあえた。

　生まれて初めて、普通の家族と過ごせた。

「これが夢、幻だとしても、会えて……話せて良かった。これだけで、俺は──何千年も何万年も戦っていける、生きていける……っ！」

　もう一度、幻の弟と妹を抱き締める。

　その温もりを覚えようと──。

「……名前を、呼んでやれなくてゴメンな。──けど、俺は行くよ。おまえたちを守るために──」

　二人を離はなして、ヴァーリは家の玄げん関かんへと向かう。

　悲しげな表情の母親に言う。

　これが幻でも、もう一度あなたと話せて、共に過ごせて良かった──。

「母さん、もう会えないだろうけど……話せないだろうけど、それでも俺は遠くからあなたを、あなたと弟、妹を見守っているよ」

　ここで母を抱き締めれば、きっと現実には戻もどれない。

　だから……だから、触れない。触れれば、俺は……。

　ヴァーリは最高の笑顔で言った。

「だから、ありがとう。俺ともう一度話してくれてありがとう。たとえ、これが幻だとしても俺にとっては十分だった。俺はあなたをずっと守るから──」

　玄関をくぐるヴァーリ。

「──さようなら。俺は行くよ」

　──さようなら、俺の家族。

　くぐった先に待っていたのは、父親らしき人ひと影かげだった。自分を殴なぐったあの父でもなく、弟と妹の父でもない。おそらく、ヴァーリにとっての「父親像」がこの術に反映されているのだろう。

　そう、よく見ればそれは──。

　どんなに否定しても、心の奥底ではそう思っていたのだと、あらためて突つきつけられる。

　けど、不快ではない。

「行くのか？」

「ああ、行くよ、アザゼル。俺は、現実のあんたと出会えて最高に良かった。俺は──ヴァーリ・ルシファーだ」

　帰ろう──。

　仲間が、ライバルが、アザゼルが待つ世界へ──。
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　偽りの世界が崩くずれていき、眼前に雪に塗まみれた山の風景が蘇よみがえる。

　目の前の三つ首ドラゴンが、訊きいてくる。

『……いい夢だったか？』

　ヴァーリは最高の笑みで返した。

「…………ああ、最高の夢だった」

　アジ・ダハーカの態度は一変して、真に迫せまった表情となり、ヴァーリに敬意を払はらう。

『白龍皇ヴァーリ、よくぞ我が術を破った。下げ劣れつな術にて、貴公を陥おとしいれようとしたことを詫わびよう。貴公こそ、我が最大の好敵手として認識させてもらうッ！』

　戦意からふざけた気質が一切なくなっていることにヴァーリは気づいた。

　強烈な幻げん術じゆつの世界がどれほど、戦士の心を奪うばい、魅み了りようしてくるか、アジ・ダハーカは知り得ている。それゆえにそこから帰き還かんした者を真の勇者だとわかっているのだ。

「こちらもだ、アジ・ダハーカよ。おまえと心の底より戦えることを誇ほこりに思おうっ！　俺はおまえを、おまえたちを倒たおして、あの家族を絶対に守り切るッッ！」

　叫さけぶヴァーリの心中には、何か吹ふっ切れた想いがあり、一切のもやが晴はれ渡わたるほどに澄すんでいた。

　──守る。

　その誓ちかいが、ヴァーリを心身共に奮い立たせていた。そして、自分のなかで劇的な変化が生まれているのも感じ取れている。

　アルビオンが言う。

『ヴァーリよ。幻まぼろしの世界で、私はおまえの覚かく悟ごを見た。──ならば、私も一度は捨てたその名をいま一度拾い上げようではないか』

　アルビオンが自分を受け入れたときだった──。

　全身の宝ほう玉ぎよくが、かつてなくやさしい、力強い輝かがやきを放ち始める。その光を浴びているだけで、あの幻の世界で過ごした温もりを思い出せる──。

　そのとき、神器セイクリツド・ギアの深しん奥おうより話しかけてくるものがあった。

『──リ、ヴァーリ、我の声、届く？』

　オーフィスの声だった。いまオーフィスは冥めい界かいのグレモリー領で休んでいるはずだ。それなのにも拘かかわらず、声が聞こえてくる。おそらく、寝ねながら意識を飛ばしてきたのだ。

　オーフィスが語りかける。

『イッセーが我と共に謳うたった。だから、次は、ヴァーリの番。──我と謳おう』

　──謳う、か。キミと一緒に謳うなら、それは素晴らしいことだろう。

『我の力を使ったイッセーのときと、違ちがう。ヴァーリがヴァーリを認め、アルビオンがアルビオンを受け止めたから、できたこと。我はそれを手伝うだけ』

　龍りゆう神じんが手を差さし伸のべてくれる。なんと、心強いことか。

『──ヴァーリ、我と話してくれて、ありがとう』

　かつて、オーフィスは『禍の団カオス・ブリゲード』の首領として担かつがれて……担いでおいて、シャルバ・ベルゼブブも曹操も、オーフィスに与あたえたのは、孤こ独どくだった──。

　俺でよければ、いつだって話し相手になってやろう──。

　それは、これからだって変わらない。

　ああ、そうか。それを『友』と呼ぶのかもしれない。

『私も謳おう、ヴァーリ、オーフィスよ』

　アルビオンもそう言った。

　なら、これは、友と相棒と謳う龍神と天てん龍りゆう、そしてルシファーの三ト重リ唱オだ──。

「我に宿りし無む垢くなる白はく龍りゆうよ、覇はの理ことわりをも降くだせ──」

　覇を超こえた白銀の鎧よろいに──漆しつ黒こくの様相が加わっていく。

『我が宿りし白銀の明みよう星じようよ、黎れい明めいの王位に至れ──』

　アルビオンの歌声に呼応して、背中の光の翼つばさが──黒くなる。さらに新たな翼が背中から次々と生えていった。

「──濡ぬれ羽ば色の無限の神よ」

　ヴァーリの呪う文たに、オーフィスの呪う文たが続く。

『──玄げん玄げんたる悪あく魔まの父よ』

　ヴァーリの背中には、十二枚の漆黒の翼が生えていた。鎧の至るところが鋭えい角かくになり、有機的な形状となっていく。

　ヴァーリとアルビオンの声が重なる。

「『──窮きゆう極きよくを超ちよう克こくするる我らが誡いましめを受け入れよ』」

　宝玉のすべてにルシファーを表す魔ま方ほう陣じんの紋もん様ようが表示されて、激しく輝いていくっ！

　最後の一節は、ヴァーリ、アルビオン、オーフィスによる三ト重リ唱オだった。




「『『──汝なんじ、玲れい瓏ろうのごとく我らが燿かがやきにて跪き拝はいせよッッ！』』」




『『『LルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLuciferルシフアー!!!!!!!!!!!!!!!!!!!』』』

　エラーが起きたかのようにけたたましく宝玉から音が発生した。

　そして、豪ごう然ぜんたる新たな音声が鳴なり響ひびくっ！

『『『Dragonドラゴン Luciferルシフアー Driveドライブ!!!!!!!!!!』』』

　呼応するように鎧の全体が極大の輝きとオーラを放って、弾はじけたっ！

　……オーラが止やんだ先にあったのは、背中に十二翼のルシファーの翼を生やす新白龍皇だった。鎧は白銀と黒を基調としており、形も有機的で覇龍ジヤガーノート・ドライブを一部思わせながらも、見み惚とれるほどに流りゆう麗れいなフォルムをしていた。

　濃のう密みつな白銀と黒色のオーラ、白龍皇とルシファーの波動を全身から迸ほとばしらせながら、ヴァーリは言う。

「白龍皇アルビオン・グウィバーとしての力、そして魔ま王おうルシファーとしての力、俺が持つすべてを発現させたこの形態……アジ・ダハーカ、おまえにぶつけようッッ！」

　この変化にアジ・ダハーカは狂くるわんばかりに喜んだ。

『赤龍帝が龍神化なら、白龍皇は魔王化ってことかッ！』

　そう、兵藤一誠の変化が龍神化であるなら、自分の変化は魔王化だ。

　白龍皇の力を有した魔王ルシファーとして発現する誓いをあの呪う文たに込めたのだから。何よりも、その呪う文たの発動はついこの間までヴァーリの中にはなかった「誰だれかを守る」という強い決意も作用していたのだ。

　アジ・ダハーカはヴァーリの変化を感心するばかりだった。

『……すげえな、すげえよ。リゼヴィムのバカは所しよ詮せん魔王ルシファーの贋がん作さくだったってことだ。おまえこそ、本当のルシファーなんだろうよ。なあ、そうだろう。「真の魔王」を継つぎし者、ヴァーリ・ルシファーッ！』

「──ああ、いまなら心の底から言えそうだ。告げられそうだ」

　ヴァーリは黒き十二枚の翼を羽ばたかせて、白銀の輝きを発しながら叫ぶ。

「──我が名は、ルシファー。魔王の血を継ぎしヴァーリ・ルシファーだッ！」

　それを聞いて、アジ・ダハーカの三つ首が大きく吼ほえる。そして、伝説の邪じや龍りゆうは最高潮に高まった状態で翼を広げた。

『やっぱなぁっ！　同じルシファーでも、リゼ公より、よっぽど好きになれそうだぜ、ヴァーリ・ルシファァァァァアアアアアアアアアアアッッ！』

「──奇き遇ぐうだな、俺もリゼヴィムより、おまえのほうがよっぽどやりやすいっ！」

　両者が、同時に空中に飛び出したっ！

　魔王化を遂とげたヴァーリが、十二枚のルシファーの翼を羽ばたかせるだけで、周囲の雪が瞬しゆん時じに解けて、岩いわ肌はだを覗のぞかせる。

　空中に飛び出したルシファーとアジ・ダハーカが、宙で交差するようにぶつかり合う。

　ヴァーリが手を鋭するどく突きだし、魔ま力りよくを発する。アジ・ダハーカは一いつ瞬しゆんで空間転移魔法を発動して、それを避よけた。──が、ヴァーリの魔力は、アジ・ダハーカが避けた先の山の頂いただきを丸ごと消しよう滅めつさせてしまう。この状態のヴァーリは魔力を相手に向けるだけで、大きな破は壊かいを生み出せるという逸いつ脱だつしすぎたパワーを放出できてしまう。

　転移で距きよ離りを取ったアジ・ダハーカは、軽く手を出しただけで山の頂を消し去ったヴァーリの姿に驚きよう愕がくし、そして喜んだ。

『とんでもねぇなっ！　軽くでそれかっ！』

『おっそろしいっ！』

『とんでも性能っ！』

　ヴァーリがルシファーの翼の先に力を込めて、念じる。

『『『LルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLル』』』

　エラーのような音声は再び鎧の各宝玉から鳴り響く。

　すると、十二枚の翼が真ん中辺りで分ぶん離りして、ヴァーリの背から射出されていく。分かれた十二枚の一部は、その場で変形して姿を変えた。

　──兵藤一誠の白龍皇のデイバイデイング・妖精達ワイバーン・フエアリーにそっくりであった。

　あれは白龍皇の力を赤龍帝が己の宝玉から射出することで具象化したものであったが、ヴァーリもまたこの力をルシファーの翼から撃うち出すことで発現できていた。

　この鎧の新形態になったとき、実装されていることに気づいたのだ。おそらく、無自覚に兵藤一誠を意識していたのだろう。

　どこまでいっても、自分は彼をライバルとして強く認識しているのだと、ヴァーリは鎧のなかで皮肉げに笑った。

　ミニサイズのドラゴンのようなもの──飛龍ワイバーンが、ヴァーリの周囲に十二体飛び回り始めた。

「行けッ！」

　ヴァーリの指示のもと、主あるじの思念を通じて、アジ・ダハーカに向かっていく。

　飛龍ワイバーンの一体が、体の一部から砲ほう口こうのようなものを開き、そこから──極大のルシファーのオーラを撃ち出したっ！

　アジ・ダハーカの三つ首、それらの双そう眸ぼうがすべて怪あやしく輝いた。目から小さな魔方陣が展開して、飛龍ワイバーンより撃ち出されたオーラの動きを止めてしまった。

　ギャスパー・ヴラディのようなことをしでかしたのだ。いや、違う。おそらくだが、大元となった魔ま神じんバロールの邪じや眼がんを再現する魔法を発動したのだろう。あらゆる属性魔法を使い、空間と時間の魔法まで使う邪龍の力にヴァーリも賞賛を贈おくるほかない。

　だが、ヴァーリは何度も飛龍ワイバーンからルシファーのオーラを撃ち出す。

　アジ・ダハーカは空中でそれらを軽かろやかに躱かわすが、その背後にあった飛龍ワイバーンに避けたオーラの一筋が向かっていき、『Reflectリフレクト!!』という音声と共に反射されるっ！

　邪龍は、それすらも背中に防ぼう御ぎよ魔ま方ほう陣じんを展開し、防いだ。さらに宙で体を大きく反転させながら、空一面に各種魔方陣を敷しいていく。またこの山さん岳がく地帯の空が魔方陣で覆おおわれてしまった。

『こいつはどうよッッ！』

　アジ・ダハーカが、あらゆる属性、事象を再現した魔法を数千と撃ち出して、五桁けたの領域に入る勢いで特大のフルバーストを掃そう射しやしてきた。

　ヴァーリは飛龍ワイバーンを自身の前方に並べて、迎むかえ撃つ格好となっていたが──。

『まーだまだだッッ！』

　アジ・ダハーカがフルバーストをしたあとで、一度空間転移で姿を消した。

　再び現れたとき、邪龍は幻げん術じゆつで自分の分身をこの宙域に十、二十、百を超こえる勢いで出現させてきた！　しかもその分身も本体同様に無数の魔方陣を展開して、数え切れない属性魔法を撃ち出してきたのである。そのなかには禁術も含ふくまれていた。

　最初に撃ち出したフルバースト、さらに幻術の分身体も放射した魔法の数々、すべてに気配がある。どれが幻術か？　いや、ドラゴンのなかでも屈くつ指しの魔法の使い手とされるアジ・ダハーカならば──これすべてを本物にしてもおかしくはないっ！

　そう決断したところで、ヴァーリは爆ばく発はつ的に自身の力を高めて、高めて、一気に全身から解き放つっ！

『『『LルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLル』』』

『Satanサタン Compressionコンプレツシヨン Dividerデイバイダー!!!!!!!!!!!!!!』

　ヴァーリ・ルシファーが放ったのは、魔なる絶対の燿かがやきである。白銀と漆しつ黒こくが入り交じった燿かがやきは、アジ・ダハーカの本体、分身が無数に撃ち出した魔法のすべてを──瞬時に圧縮に圧縮を繰くり返して、消し去ってしまった。アジ・ダハーカの分身すらも全部吹ふき飛ばして、本体だけが空に残った。

『──ッッ!?』

『──なッッ!?』

『は、反則だッッ!!』

　この結果にさすがのアジ・ダハーカも心底仰ぎよう天てんしていた。邪龍は自信があったのだろう。倒たおすとまでいかなくても致ち命めい的なダメージを与あたえられるだけの魔法力を込めたはずだ。幻術で幾いく重えにも分身を作り、そこからも魔法を撃ち出していたのだから、結果が出て当然だと踏ふむ。

　──それをすべて絶対的な魔力で消し去られた。

　これは……特性だとか、技だとか、そんなテクニカルなものではない。ヴァーリが、魔王ルシファーの名を継つぐ者が、燿かがやきを放っただけである。

　ヴァーリの攻こう撃げきはそれだけに留まらず、右手に魔力を込めて、アジ・ダハーカを狙ねらった。アジ・ダハーカもヴァーリの手から感じ取った危険性に気づき、その場から離はなれようとしたが──近くを飛んでいた飛龍ワイバーンが白龍皇の特性を発生させる。

『Halfハーフ Dimensionデイメンシヨン!!』

　周囲のものをすべて半減させる力を小さな飛龍ワイバーンが使用したのである。

『チィッッ！　ちっちぇのもそれを使えるのかッ!?』

　必殺技の類たぐいを飛龍ワイバーンですら再現したことは、さすがのアジ・ダハーカも予想外だったらしく、半減領域に一瞬足を取られて、ヴァーリの放つ魔力の一いち撃げきを許してしまう。

　だが、それでもなおアジ・ダハーカは空間転移魔法で、直撃を避けて、その場から脱だつ出しゆつすることに成功した。

　ヴァーリの放った魔力の一撃は、目標を失い、後方の高山に降り注ぐ。

　ゴウッと乾かわいた音と共に五千メートル級の高山が、そっくりそのまま瞬またたく間まに消え去ってしまった──。

　ヴァーリが、距離を取ったアジ・ダハーカに視線を送る。

　──アジ・ダハーカの首のひとつ、左の首が吹き飛んでいた。同様に左の翼つばさも無くなってしまっている。

　いまの一撃を完全に逃にげることはできなかったようだ。

　天空に浮うかぶヴァーリが、十二枚のルシファーの翼を昂こう然ぜんと広げ、白銀と漆黒の燿かがやきを放ち続ける。その姿を見てアジ・ダハーカはぼそりと囁ささやく。

『──明けの明みよう星じよう』

　それは、ルシファーを体現する言葉だ。アジ・ダハーカはいまのヴァーリを見て、そうハッキリと述べたのだ。

　ヴァーリの力は、すでに魔ま王おうクラスすら超こえている。天てん龍りゆうクラスとされる、いまのアジ・ダハーカを追おい詰つめるだけの力を発揮する姿は、初代ルシファーすら超えているだろう。

　いや、このヴァーリを相手にしてもまだ戦えるアジ・ダハーカがバケモノなのだ。リゼヴィムごときが、このドラゴンを使し役えきしきれなくなるのも当然である。

　どこか、ヴァーリもアジ・ダハーカも互たがいにこの戦いを楽しみ、また畏い敬けいの念を贈り合っているように思えた。

　敵同士だというのに、お互いにお互いの力量を嬉き々きとして見ていたのだ。

　──と、この場に似つかわしくないものが飛来する。量産型邪じや龍りゆうと偽にせ赤龍帝が、介かい入にゆうしてきたのだ。

　おそらく、こちらの騒さわぎを感じ取って飛んできたのだろう。

　それを見て──アジ・ダハーカが珍めずらしく激高した。

『俺のケンカの邪じや魔まをするんじゃねェエエエエエエエエエエエエエエッッ！』

　叫さけぶなり、魔方陣を展開して、各種魔法で配下のはずの邪龍と偽赤龍帝を屠ほふり去ってしまう。

『…………ったく、どいつもこいつもケンカの本質がよくわかってねぇ。グレンデルのときも邪魔されたっていうのによ！』

　そう、初めてアジ・ダハーカと戦ったときもグレンデルが介入してきたことで、中ちゆう途と半はん端ぱに終わってしまったのだ。あのときのアジ・ダハーカの不ふ機き嫌げんな顔は忘れられるものではない。ヴァーリを忘れて、グレンデルに怒いかりだしたのだ。

　ヴァーリも今回ばかりは同意する。こちらに向かってくる量産型邪龍と偽赤龍帝に向けて、飛龍ワイバーンを撃ち出す。

　飛龍ワイバーンは、量産型邪龍と偽赤龍帝に近づくなり、危険なオーラを滲にじませた。

『Venomヴエノム!!』

　おどろおどろしい音声が鳴なり響ひびく。飛龍ワイバーンの周囲に視覚化するほどに濃こい呪じゆ詛そが浮かび上がるほどだった。

　すると──量産型邪龍が、空中で苦しみだして果てには血の塊かたまりを大量に吐はき出して、落下していった。

　この結果を見て、アジ・ダハーカは興味を抱いだいた様子だった。

『周囲の邪龍どもが苦しみだした？　……ほう、こいつは……っ！』

　ヴァーリが言う。

「おまえが見たがっていたアルビオン……グウィバーの力、毒──『減少』だ」

　アルビオンの特性──あらゆる対象物を「半減」させること、その「半減」した力を「吸収」して己の力とすること、相手の能力を「反射」させること。そして、この「減少」も有していた。

　アルビオン……否いな、アルビオン・グウィバーが言う。

『我が毒の気は、無機物以外の存在のあらゆるものを減らしていく。生物であれば、血、骨、肉、臓器、魂たましいを徐じよ々じよに削けずり、超ちよう常じようの存在であろうとも、その身を形成するすべてを少しずつ確実に「減少」させていく』

　量産型の邪龍は、飛龍ワイバーンから発せられた毒の気に当てられて、体中のあらゆるものを減少させられてしまったのだ。結果的に致ち命めい傷しようとなって、落下していった。

　これが、大昔に神クラスにすら恐おそれられたアルビオンの毒だった──。

　アルビオンが語る。

『この毒の気が効かなかった唯ゆい一いつの存在が──「赤い龍ウエルシユ・ドラゴン」赤龍帝ア・ドライグ・ゴッホだ』

　無敵ともいえた毒は、彼を孤こ独どくにした。何せ、誰だれも近寄りもせず、相手にもしてくれない。いや、もとより毒を使わずともアルビオンは圧あつ倒とう的に強く、並の使い手では相手にならなかった。

　しかし、ドライグと出会ったことで、アルビオンの価値観、認識は変わる。

　──このように強いドラゴンがいるのなら、共に強くなりたい。このドラゴンと並ぶほどの勇ゆう敢かんなドラゴンでありたい。

　毒などに頼たよらずとも、正面から強いドラゴンでいたいとアルビオンは思い至った。

　グレートレッドと無限だった頃ころのオーフィスにも、この毒気は通じないだろう。だが、それ以外の存在は、神であろうとも通じると断言できる。確固たる自信がある。

　それでも、アルビオンは──毒よりも他の技を求めた。それが、「半減」となり、「反射」となった。結果的にアルビオンは「減少」の毒に頼らずとも、能力を開発、開花していくことに成功したのだ。

　ドライグに出会わなかったら、アルビオンは「減少」の毒だけが得意技のドラゴンとなっていただろう。毒の通じぬドライグがいたからこそ、アルビオンは自己を高め、昇しよう華かし、次の領域に進めたのだ。それはドライグも同様だった。好敵手がいたからこそ、どこまでも強さを追い求められた。

　そして、二匹ひきは、二天龍と称しようされることになる──。

『俺には使わないのか？』

　アジ・ダハーカが、アルビオンに訊きいた。

『言ったはずだ。もう捨てた力だと。ドライグとは、己の牙きばで、爪つめで、覇は気きで、オーラで、純じゆん粋すいな力でもってお互いを高めてきたのだッ！　ドライグと同じ天龍を名乗るのであるならば、毒の力はもう必要ないっ！』

　ヴァーリがフッと小さく笑う。

「その通りだ。俺たちにはいままでの力で十分だ。それともアジ・ダハーカよ、いまの俺たちの力に不服でもあるのか？」

　ヴァーリの不敵な問いにアジ・ダハーカは──笑った。

　言葉はそれ以上無ぶ粋すいだった。両者は戦せん闘とうを再開するために空中に飛び出すっ！

　アジ・ダハーカの魔ま法ほうがこの一帯を覆おおい尽つくし、ヴァーリの放つルシファーの燿かがやきが生むオーラが、山を深く削る。ここ一帯の山の景観は、ルシファーとドラゴンによる決けつ闘とうによって、ことごとく破は壊かいされていった。

　ルシファーの力でもって圧していくヴァーリだったが、それでもアジ・ダハーカの魔法は強力無比であり、禁術の炎ほのおがヴァーリの鎧よろいに燃え移り、一部爆散させるほどだった。

　──が、ヴァーリもただではやられない。ルシファーの魔ま力りよくを撃うち出して、アジ・ダハーカの右の首をもいでいく。

　間かん髪はつ入れず距きよ離りを詰めて、ヴァーリは魔力を込めた拳こぶしで、ラッシュをかけた。邪龍の腹部にパンチを乱打していく。アジ・ダハーカは口からごぼっと大量に血を吐くが、それでも戦意は一切薄うすめない。カウンターでヴァーリを蹴けり飛ばすほどだった。

　ダメージを重ねるアジ・ダハーカに──、

『Halfハーフ Dimensionデイメンシヨン!!』

　半減の領域を展開させる。さすがに弱ってきているのか、アジ・ダハーカは強力な力場によって、その場で片かた膝ひざを突くが……魔法を展開して、ヴァーリの攻撃を弾はじいたっ！

　飛龍ワイバーンも使役して、それらからルシファーの特大のオーラを撃ち出す。アジ・ダハーカはすべてを受けきれずとも、それでも防ぼう御ぎよ魔ま方ほう陣じんで防ぎ、属性魔法でカウンターをしてくる。

　全身から、血を噴ふき出させながらも、アジ・ダハーカは止まらない。ついに回復の術式まで使い、首を再生させていく。他のダメージを消し去っていった。

　回復の術式は……使い手が限られており、最上級の魔法に属する。さらに失った体の一部を再生する魔法とまでになると、異常なまでの魔法力か、禁術でも使わない限りは、とうてい無理だろう。

　つまり、アジ・ダハーカはその両方を使ったのだ。となると、リスクは大きい。失った肉体を再生するほどの力は、何かを犠ぎ牲せいするはずだ。寿じゆ命みようか、それとも──。しぶといとされる邪龍に寿命を問うたところで無意味だろうが。

　ヴァーリは傷を癒いやしたアジ・ダハーカを受け入れて、戦闘を繰くり広げる。

　ルシファーの力を得たヴァーリは、しだいにスタミナが尽きていくことを自覚しながらも、臆おくすることなく、魔王の力を惜おしみなくアジ・ダハーカにぶつけた。

　アジ・ダハーカもその強きよう烈れつな攻撃を防ぐため、また自身も攻こう勢せいに出るために、急速に魔法力を消しよう耗もうさせていく。無む尽じん蔵ぞうと思われた魔法力も、新世代の魔王ルシファーの力によって、削そがれていった──。

　ついにアジ・ダハーカは再生するだけの魔法力を失った──。

　何度も吹ふき飛ばされた左右の首も、今度ばかりは元に戻もどせない。両りよう翼よくももがれている。片膝を突き、息をするのも辛つらそうなほどだった。

　……ヴァーリも肩かたで息をしていた。鎧も一部修復できていない。余よ裕ゆうがないのだ。それだけの敵だった。

『まだまだッッ！』

　アジ・ダハーカはその場から高速で飛び出し、残った首でヴァーリを嚙かむ方法に出た。魔法がダメなら、生身で行く！　執しつ拗ようなまでの戦闘意識にヴァーリも驚きよう嘆たんした。

　ヴァーリは避さけようとしたが、この形態でのスタミナの消費があまりに激しく、一いつ瞬しゆん足がふらついて、回かい避ひに失敗する。ヴァーリの体に丸ごと嚙みついたアジ・ダハーカ。鋭するどい牙がヴァーリの鎧を砕くだき、生身に迫った。

　死すら頭をちらついた。相手は相打ち覚かく悟ごで決死の特とつ攻こうをかけてきたのだ。

　ふいにヴァーリの脳のう裡りに──母と、弟、妹の顔が浮かんだ。

　──負けない。負けるわけにはいかないっ！

　──俺は、守ると誓ちかったのだからッッ！

　ヴァーリは──力を高めて、ここが勝負を賭かけるときと判断したっ！

　ルシファーの黒き翼を羽ばたかせた。鎧の胸と腹の部分が、カシャカシャと音を立ててスライドしていく。そこに現れたのは──何かを放つ発射口だ。

　ドゥゥゥゥゥ……静かに鳴動して、オーラがそこに集つどっていく。

　ヴァーリはアジ・ダハーカが逃げぬようにしっかりと摑つかむ。牙が肉体に到達し、激痛が全身を駆かけ巡めぐるが……それでもなお発射口にオーラを集めていった。

　そして、莫ばく大だいな魔力が集まったところで、ヴァーリは己を嚙む伝説の邪龍に言った。

「──これで終わりだ」

『『『LルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLルLuciferルシフアー!!!!!!!!!!!!!!!!!!!』』』

　けたたましい音声が鳴り響くっ！

『『『Satanサタン Luciferルシフアー Smasherスマツシヤー!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!』』』

　白銀と漆しつ黒こくが入り交じった絶大で極大のオーラ砲ほうが、腹部の発射口より照射されていった──。







　ヴァーリがトドメとなる一いち撃げきを撃ったあと、そこにあったのは遥はるか先まで深く削り取られた山と大地だった。いまのオーラ砲で数キロ、いや、もっと先の先まで地表に痕こん跡せきを残しただろう。

　オーラが通った場所は、漆黒のルシファーの魔力が残ったままとなっており、当面その周囲には草木が一切生えることはない。

　それでも、アジ・ダハーカは、まだ生きていた。否、もう絶命する寸前だ。

　残っていたのは、首だけだった。

　ヴァーリが首だけとなったアジ・ダハーカのもとに行く。

　伝説の邪じや龍りゆうは死の間ま際ぎわでも不敵に笑う。

『……おりゃあ、十分にいいケンカができたと思ってるぜ？　……なぁに、俺は邪龍だ。どこまでもしつこいドラゴンだ……』

　アジ・ダハーカの首が──少しずつ崩くずれていく。

『……近いうちにまた復活してやるさ……二、三千年ほど待ってろや……絶対にまたケンカするために復活するからな……』

　崩ほう壊かいは止まらず、ボロボロと形を崩していき、ついには……。

『…………いつか、もう一度、ケンカしようぜ、ルシファー────』

　それだけ言い残して、伝説の邪龍「魔源のデイアボリズム・サ禁龍ウザンド・ドラゴン」──アジ・ダハーカの体が消えていった。……だが、それでもこの邪龍の魂たましいは、ひと欠片かけらでもこの世界のどこかに遺のこされていくのだろう。

　いつか、また好敵手と戦うために、悪あつ鬼きであるために、邪龍であるために──。

　強敵だった。おそろしいまでの邪龍であった。

　ここまで勝利を感かん慨がい深ぶかく感じるのはヴァーリ自身初めてだった。何せ、戦闘中、魔ま王おう化した身でも、敗北するかもしれないと感じていたからだ。

「……ああ、心から待っているぞ。我が好敵手、アジ・ダハーカ」

　死し闘とうはようやく終わりを告げた。




　　　　─○●○─




　先ほど仲間たちと戦っていた戦場に舞まい戻るヴァーリ。

　空中からあらためて戦場を見み渡わたす。巨きよ大だいな黒い刃やいばが至るところから生える領域、しかもあらゆるものが凍こおり付いたままだ。停止したトライヘキサもそのままであり、いまだ仲間たちが量産型の邪龍、偽にせ赤龍帝と戦っているのだが……とある現象が起こっていないように思えた。

　そう、一定数になったら、数を戻す邪龍と偽赤龍帝が、増えないように感じた。いや、思い違ちがいではない。確実に一体、また一体と数を減らしている。

「……邪龍と赤龍帝の偽物が……増えていないのか？」

　ヴァーリがぼそりとそうつぶやいたとき、背後から声がした。

「ああ、さっき報告があった。──ギャスパーとヴァレリーが成功したってな。これで各領域を襲おそっている邪龍どもも打ち止めだろうさ」

　振ふり返れば──いつの間にか、アザゼルが加勢に来ていた。

「アザゼル……」

　ふと、先ほどアジ・ダハーカが見せた幻げん術じゆつを思い返してしまう。

　…………父……か。

　ヴァーリは頭を振った。……いや、それをいま思し慮りよしても仕方がない。

　とうのアザゼルはヴァーリの新たな姿に驚おどろき、歓かん喜きした。

「そいつがおまえの選んだ姿か。見事なもんだ。リゼヴィムよりよっぽどルシファーらしい」

　──っ。

　……なぜだろうか。アザゼルに「ルシファーらしい」と言われたことが、こそばゆく感じながらも、うれしいと思ってしまう自分がいた。

　ヴァーリは顔を背そむけながら言う。

「アジ・ダハーカにも同じことを言われたよ」

　それを聞いてアザゼルは爆ばく笑しようした。

「ハハハ、リゼヴィムは相当嫌きらわれたようだ。ま、好きになる奴やつがいるわけないか」

　──と、美猴が觔きん斗と雲うんに乗ってこちらに飛んできた。

「おーい、ヴァーリ、元総そう督とく！　って、またパワーアップしたんかい、おまえ！」

　リーダーの変化に美猴は目玉が飛び出すほど驚いて、そして頼たのもしそうに笑った。

　見れば、眼下にヴァーリチームの面々、刃狗スラツシユ・ドツグチームが集つどっていた。

　ヴァーリが美猴、アザゼルと共に下に降りた。両チームの全員が、勇ましい表情でヴァーリを迎むかえてくれた。

　黒歌が不敵な笑みを浮うかべながら訊きいてくる。

「さてさて、やれる限りやるってことでいいのよね？」

　ヴァーリが言う。

「ああ、そのつもりだが、いずれあのトライヘキサは動き出すのだろう？　それにそれだけで済むようにも思えない」

　そう、嫌いやな予感を覚えてならないのだ。停止したはずのトライヘキサから、異様なプレッシャーを感じてならなかった。

　それはアザゼル、他の仲間たちも一様に感じ取っていたようで、トライヘキサのほうに厳きびしい視線を送っていた。

　アザゼルが皆みんなに言う。

「これで終わりにさせてくれるほど、黙もく示し録ろくの獣けもの殿どのはやさしくもないだろうな。なーに、いざってときは俺に考えがある。とりあえず、周囲の邪龍と偽赤龍帝どもを完全に潰つぶすぞ。いいな、おまえら？」

　堕だ天てん使しの長の声に皆が『おおっ！』と力強く応じた。

　戦せん闘とうを再開させるなかで、ヴァーリはアザゼルの態度が気がかりだった。

　──絶対の決意。

　そういうものがそれとなく感じ取れたのだ。きっと、この場にいる者でそれがわかったのは自分だけだろう。

　十年にも満たない期間しか共に過ごしていないが……アザゼルの表情から読み取れることは、ある程度わかっていた。

　アザゼルと過ごすうちに彼の表情と態度を自然と追ってしまっていたからだ。何をしようとしているかは、いつだってわからない。生来のイタズラ好きの天才を完全に理解できようはずがないからだ。

　だが──。

　何かしようとするときのアザゼルの感情は、感覚でわかるようになっていた。

　ヴァーリは、アザゼルが「満足感のある覚悟」を抱いだいているように感じてしまったのだ──。







　　　Last.D×D　深あ紅にと真紅おとうと　─共闘─







　俺こと兵ひよう藤どう一いつ誠せいは、無人島のひとつに降り立ったアポプスを追って、その島にたどり着いていた。

　島の岩がん礁しようで、祭服を着た褐かつ色しよくの美男子と対たい峙じする。見た目は人間だけど……感じるオーラはおっそろしいまでの強大さ。ドラゴン特有の波動だ。

　俺の登場にアポプスは歓かん迎げいするように笑った。

《私の相手は貴公か、赤せき龍りゆう帝てい。これはなんとも光栄なことか》

「よー、アポプスさん。なんだか、邪じや龍りゆうのなかでもすげえ強いんだって？」

《ふふふ、少なくとも粗そ暴ぼうなグレンデルよりは強いだろうな》

　……そりゃ、わかりやすい。ってことは、超ちよう絶ぜつ強いってことだな。まあ、んなこたぁわかっていましたよ。クロウ・クルワッハと並ぶ邪龍だっていうじゃないか。

　言葉もなく俺は構えて──飛び出していったっ！

　先手必勝！　ゼノヴィアじゃないが、変に構えて攻こう撃げきを待つより、まずは正面から一度打ち合うってね！　最近、俺が相手をする奴は、戦いにくい技を使ってきたりもするから、待つのはちょいと怖こわいんだよっ！

　俺は飛び出して、ドラゴンショットを複数撃うち出した。アポプスは避さける所作すら見せずにいる。ドラゴンショットが直ちよく撃げきする──瞬しゆん間かん、アポプスの前方に闇やみが生じて、そこに魔ま力りよくが当たると同時に消しよう滅めつしていった！

　……先生が言っていたな。アポプスは闇や影かげを操あやつるって。暗くら闇やみのなかで一番実力を発揮するんで、天候を操りだしたら、注意しろと忠告を受けた。

　つまり、いま前方に出した闇で俺のドラゴンショットを吸い込んだか、消し去ったのだろう。

　──と、俺の背後、左右から闇が生じて、そこからドス黒いオーラが伸のびてきたっ！

　危険を察知して、空中で回転して避よけたけど……一部ドラゴンの翼つばさに闇が触ふれてしまう。途と端たんに翼が溶とけていくっ！

　この闇は、触れると相手を消し去るのか！　おおっ、触れたくないぜっ！

　その後、ある程度、距きよ離りを取ってから、空中よりドラゴンショットの連れん弾だんを撃ち込むが、アポプスは前面に闇を生じさせて、俺の魔力の弾たまをことごとく消し去っていく。

　その間にもアポプスは俺の周囲に闇の力を発生させて、弾にして放ってくる。当たらないように避けていくが……あの闇の弾が触れた先はなんであろうと容よう赦しやなく溶けていくため、その光景を見るたび、冷たいものが全身を駆かけ巡めぐる。直撃はあまりに危険だ。

　闇で攻撃を消し去り、闇ですべてを溶かす──。

　わかりやすい技だ。それゆえ、戦いにくいっ！

　そりゃ、グレンデルより強いわ！　あの暴れドラゴンもこれをまともに受けたら、問答無用で溶かされて終わりだろうよっ！

　クソッ！　埒らちが明かないっ！　距離を詰つめて肉にく弾だん戦せん……は危険だな。俺のパンチが闇に吸い込まれて、腕うでごと消滅なんてシャレにならん！

　攻せめあぐねている俺にアポプスは笑った。

《相あい性しようは悪いようだ》

「悪かったなっ！　どうせ、テクニカル相手は苦手だよっ！」

　毒づく俺だったが、アポプスの反応は逆だった。

《いや、そうではない。お互たがいに、という意味でだ。私もまた強烈な直接攻撃は苦手なのだよ。まともに浴びればダメージを受けるだろう。だから、このような特性で防ぎ、反はん撃げきするしかない》

　……冷静な言動に驚く俺だった。

「……あんた、邪じや龍りゆうの割にクールだな」

　俺が出会った連中はグレンデルを筆頭にイカレ野や郎ろうばかりだったからな。クロウ・クルワッハみたいにドラゴン然とした奴もいるけど、アポプスはさらに別だった。

《私も戦闘は何よりも好きだ。だが、グレンデルやニーズヘッグのような粗暴な輩やからと一いつ緒しよにされるのは少々残念だ》

　とはいえ、こいつも十分にイカレてるけどな。トライヘキサ操って、各勢力にケンカを売るなんてまともじゃない。んでもって並の精神力じゃない。俺からしてみれば、常じよう軌きを逸いつした思考って点ではグレンデルとこいつは同類に思えるね。……ヴァーリだったら、どう感じるかはわからないけどさ。

　アポプスは俺に訊いてくる。

《現赤龍帝よ。貴公は──異世界に興味はないのか？》

　……異世界ときましたか。まあ、例の神さまと交信したけどさ。いまそれを考えると頭痛のもとなんで、あんまり思慮したくはないが……。

「どんな世界かってぐらいなら興味はあるけど、グレートレッドにどいてもらってまで興味を注そそぐもんでもないかな」

　正直、興味はある。未知の領域って、男子としてはわくわくするからね。けど、次元の狭はざ間まを自由気ままに泳いでるグレートレッドをどかしてまでは知りたくないかな。

　何せ、俺はグレートレッドに命を救われているからね。あっちはどう思っているか知らないけど……。

　アポプスは俺の反応を見て小さく笑った。

《そうか。まあ、時間の問題といえよう》

　言うなり、アポプスは胸の前で手を重ねた。

《せっかちな性しよう分ぶんで申し訳ないが、決めさせてもらおう》

　刹せつ那な、この一帯が暗くなっていく。周囲を見み渡わたせば、この島を囲うように結界らしきものが展開し始めていた。

　ドライグが言う。

『……まずいな。奴め、一気に勝負を決める腹か』

　……アザゼル先生が言っていた、天候を変えだしたら、危険信号だってっ！

　俺は、そうはさせまいと前に飛び出してドラゴンショットを撃ち出すが、すでに術は完かん了りようしていたようで、再び闇の障しよう壁へきで魔力の弾を消されてしまう。

《この島の規模ならば、数秒あれば私の世界を作るに十分だ》

　アポプスの全身が──闇に覆われていく。島が暗黒に包まれていくのと呼応するように、アポプスの体を覆おおう闇は膨ふくらみ、広がっていった。しだいに形を変えて、巨きよ大だいなものを形作り出す。

　この島の空に皆かい既き日につ食しよくのときの太陽みたいに、細い光輪状態のようなものが浮うかびだしていた。それをバックに形を変えた邪龍が宙を泳ぐ──。

　結界に覆われた無人島の空に現れたのは、全長百メートルを超えるであろう長細い蛇へびタイプのドラゴンだった。色は暗黒一色であり、ところどころ銀色に発光する宝ほう玉ぎよくのようなものが確認できた。頭部に浮かぶ目は三つあり、すべてが銀色に光る。

　これが……『原初なる晦冥龍エクリプス・ドラゴン』アポプスの正体かっ！　なんて……禍まが々まがしいオーラを放ちやがるっ！　クロウ・クルワッハとは別の強大なオーラだっ！

　この波動を感じ取って、ドライグが言う。

『……この者も俺たちと同格にまで己を鍛きたえ上げたというのか……ッッ！』

　──天てん龍りゆうクラスってことか！

　……そりゃ、まいったね。リゼヴィムよりも強いってことだよな。そうなると、この真『女王クイーン』状態じゃ、逆さか立だちしたって勝てないことになる。となると──。

　……龍りゆう神じん化しかないというのか……。

　それを使えば、確かに目の前のバケモノと戦えるだろう。でも──。今度こそ、命を失うかもしれないし、あれを二度と触さわることすらできなくなるかも……。

　どっちもすっごい嫌いやだっ！　死んだら、あれを触れないし、あれを触れないなら、死んだほうがマシだとも思えるし……っっ！

　……イテテ、この全身を襲おそう痛みが本当困っちゃうね！　生き残ったとしても、こんな状態が一生続くかもしれんし……。

　本当、龍神化は物もの凄すごく強くなる分、俺のアイデンティティを奪うばっていくな。何かの犠ぎ牲せいをなしに、何も得られないってことかな……。

　足あし下もとに黒い水が、迫せまってきていた。海の水……ではない。明らかに異質な水だ。それがしだいに増水しており、岩礁地帯を飲み込む勢いだった。

　これもアポプスの特性か……。そういや、先生はアポプスが使う黒い水のようなものにも気をつけろって言ってたな。これに触れると、やっぱり溶けちゃうんだろうな……。

　さて、どうするかと考えあぐねている俺だったが、一向に攻撃してこないアポプスに気づいてしまった。

「……どうして、攻撃してこない？」

　問う俺にアポプスは言う。

《さらに高みの変化があるのは知っている。それにならないのか？》

「……変身する時間をくれるのかよ？」

《こちらもこの領域を展開させてもらったのだ。それぐらいは待つが》

　……変なドラゴンだと感じてしまった。さっさと決着をつけたいからとこいつ自身が、この状じよう況きようにしたはずなのに、俺の変身は待つのか……。

　訝いぶかしげに見ている俺にアポプスは疑問を呈ていした。

《これはドラゴンとドラゴンの決けつ闘とうだと思っているのだが、貴公は……違ちがうのか？　確かに私は事を急いでいるが、一対一の戦いを無ぶ粋すいに終わらせる真ま似ねはしたくはないのだ》

　…………。

　……ああ、そうか。そこで俺はようやく理解する。こいつは、クロウ・クルワッハと同じなのだ。どんだけ危険な思想を持ち、危険な行動をしてきても、ドラゴンの誇ほこりだけは決して捨てていない。

　そして、こうも理解してしまった。

　こいつをリゼヴィムが支配しきれなかったのは当然だ。あいつよりも遥はるかにこいつは自分の信念を持っている。他者から見ればバカにされかねない自己のルール、それを愚ぐ直ちよくなまでに守る。守り切る。だからこそ、強い。強いんだ──。

　サイラオーグさんも、木き場ばも、ギャスパーも、匙さじも、ヴァーリも、ストラーダ猊げい下かも、クロウ・クルワッハも、俺が出会った戦士おとこたちは皆みんな愚直なまでに自分の誇りを、ルールを遵じゆん守しゆしてきた。

　俺は言う。

「……龍神化は使えない。けど、全力はぶつけるぜっ！」

《そうか、では始めよう》

　そこから、ドラゴンの姿となったアポプスと熾し烈れつな戦いが始まる。

『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!!!!!』

　俺がドラゴンショットを増加させて、無数に撃ち出すッ！　──が、アポプスの体表を覆う闇が、俺の攻撃をすべて飲み込んでしまった。

　籠こ手てよりアスカロンの刃やいばを生やして、高めたドラゴンのオーラを譲じよう渡とする。

『Transferトランスフアー!!』

　ドラゴンと聖なるオーラが高まった状態でアポプスに斬きりかかるが、奴やつを覆う闇に弾はじかれて、大したダメージを与あたえられなかったっ！

　アスカロンの刃がアポプスの闇に触ふれても大だい丈じよう夫ぶなことに気づいた俺は、剣けんを出した状態でソリッド・インパクト仕様に腕を厚く変化させた！

　刃を突つき出したまま、アポプスに殴なぐりかかったっ！

『Solidソリツド Impactインパクト Boosterブースター!!!!』

　ソリッド・インパクトのアスカロンバージョン＋『透過』だっ！

『Penetrateペネトレイト!!』

　アスカロンの刃は突き刺ささり、インパクトもアポプスに与えていくが……。手て応ごたえはあったものの、アポプス自体はいまの攻こう撃げきを意にも介かいさない。

　──と、いつの間にか、眼下の岩がん礁しようが水すい没ぼつしていたっ！　暗黒の海がこの島を飲み込む勢いでさらに増水していたからだ。

　このままでは、下に降り立つこともできないな。

　──と、足下の黒い水に変化が訪れる。うねりだし、飛び出してきたっ！

　黒い水は意思を持つかのように下から伸のびてきて俺を狙ねらう！　しかもひとつだけじゃない！　どんどん俺を狙う黒い水が増えていくっ！

　俺は空中で回かい避ひを続けるが、その間にもアポプスの口から、暗黒のオーラが吐はき出されてきたっ！　鎧よろいに少しだけかすったが、その部分は易やす々やすと溶とかされてしまったっ！

　執しつ拗ように伸びて狙ってくる無数の黒い水と、アポプスからの攻撃っ！　俺もアスカロンで斬りつけながら応戦するが、ついに動きを捉とらえられて、黒い水が俺の四し肢しを貫つらぬいたっ！

　……いってぇッッ！

　そこにアポプスが口から闇やみを吐いてきたので、どうにか避よけるものの──。避けた先で、俺の腹部にドリルのように回転する黒い水が容よう赦しやなく襲いかかるっ！

　──ッ！

　……腹をやられたっっ！　俺は飛行の勢いを殺されて、そのまま下に叩たたきつけられる。

　不幸中の幸いで、そこはまだ黒い水が浸しん水すいしていない場所だった。

　──だけど、黒い水に四肢と腹を貫つらぬかれて、痛みで動きは遅おそくなっていた。

　そこにダメ押しとばかりに、鋭するどい黒い水が俺の全身をくまなく貫いていくっ！

「がああああああああああああああっ！」

　あまりの激痛に俺もたまらず悲鳴をあげた。

　……回復しなければ……死ぬっ！

　レイヴェルから貰もらったフェニックスの涙なみだを取り出したのだが──確認して驚おどろいた。涙は黒く変色しており、明らかに効能を失っていたからだ。……アポプスの特性が、涙にまで及およんだってのか……？

　宙を泳ぎながら、アポプスが近づいてくる。黒い水もどんどん迫ってくる。

　……クソッ……。なんで、こう、強い連中ばかりかね……。真『女王クイーン』だって、苦労して変化できたのに、短い間にそれを超こえる連中が俺たちのもとに現れる。

　……こんなことじゃ……俺は誰だれも守れないじゃないか……。

　ついには真しん紅くの鎧が解けてしまった。この領域にいるだけで、魔ま力りよくと体力を奪われているような気がする。ここはアポプスだけが生息できる世界なのかもしれない……。

　悔くやしさに歯は嚙がみする。それでも、アポプスの脅きよう威いは近づいてくる──。

　……ふと、破れた制服から飛び出ていたものに気づく。それは、病室から出るときに母さんからもらっていたお守りだった。

　震ふるえる手を伸ばして、それを取った。破れたお守りから、折りたたまれていた二枚の写真が出てくる。

　一枚めの写真を広げたときだった──。

　俺のなかで、瞬しゆん時じにこみ上げてくるものがあった。

　そこには、二、三歳頃ごろの俺が、紋もん付つきの羽織、袴はかまという祝いわい着ぎ姿で、父さんと母さん、それに祖ば母あちゃん……生前の祖じ父いちゃんの四人と共に写されていた。

　もう、二度と一いつ緒しよに写ることができない風景だった。

　写真のうしろに書かれていた一文を読んだとき、俺はこみ上げてきたものを抑おさえきれなかった。




　──一誠　三歳　七五三

　──ここまで大きくなってくれて、ありがとう




　…………。

　……母さんはこれを大切に持って……。

　……二枚めの写真を広げるとそこには、兵藤家に住む皆みんなが一緒に写ったものが現れる。

　正月の折、記念に撮とったものだ。俺と、俺の両親、ホームステイしているオカ研メンバー、黒くろ歌か、ルフェイ、オーフィスまでそこに写っていた。

　その写真の裏側にはこう書かれている。




　──家族が増えた

　──毎日が、とても楽しい




　…………。

　……俺はボロボロと涙を流して、覚かく悟ごを決めた。その場で痛みに耐たえながら、立ち上がっていく。

　……ああ、家族が増えたね。母さん、父さん。

　俺も……毎日がとても楽しいよ。




　──俺には、守りたいものがある。




　リアス、アーシア、朱あけ乃のさん、小こ猫ねこちゃん、レイヴェル、木場、ゼノヴィア、イリナ、ギャスパー、ロスヴァイセさん、ルフェイ、黒歌、オーフィス、アザゼル先生……学校の皆、もっともっと、まだまだ、俺にはたくさん守りたいものがある。

　そして、父さん、母さん、田舎いなかの祖母ちゃん──。

　それに冥めい界かいで俺を応おう援えんしてくれている子供たち──。

　全部を守るためなら、俺は──俺は、死ぬ気で戦わなくちゃいけないんだッッ！

　俺は──静かに禁断の呪じゆ文もんを口にし出した。

「──我に宿りし紅ぐ蓮れんの赤せき龍りゆうよ、覇はから醒さめよ」

　右みぎ腕うでの籠手の宝玉から、まばゆい真紅の輝かがやきが生じた。

『──我が宿りし真紅の天てん龍りゆうよ、王と成り啼なけ』

　オーフィスの声が宝玉から聞こえてくる。また、おまえの力を発現する──。

　また、一緒に戦ってくれ、オーフィスッッ！　俺の友達よッッ！

　左腕の籠手の宝玉より、漆しつ黒こくのオーラが解き放たれた。濃こく、濃く、濃のう厚こうなまでの漆黒のオーラ。

「──濡ぬれ羽ば色いろの無限の神よ」

　真しん紅く色いろの極大のオーラが、俺の全身を包み込んでいく。

『──赫かつ赫かくたる夢む幻げんの神よ』

　無限を体現する黒きオーラが、さらに俺を覆おおっていく──。

「『──際さい涯がいを超ちよう越えつする我らが禁を見届けよ』」

　真紅の鎧は漆黒の様相を帯びて、龍りゆう神じんの力を具象化させていく。

　そして俺たちは、最後の一節を謳うたった──。




「『──汝なんじ、燦さん爛らんのごとく我らが[image: ほのお]ほのおにて紊みだれ舞まえ』」




「『《D∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!!!》』」

　宝玉が、『D∞Dデイーデイー!!』とけたたましく鳴なり響ひびき、すべての宝玉に∞の記号が浮うかび上がった！

「『《Dragonドラゴン ∞インフイニテイ Driveドライブ!!!!!!》』」




　呪文を謳い終わったとき、俺の体は真紅と漆黒の鎧に包まれていた。

「──これが、最後の龍神化だ」

　俺がアポプスを見上げる。

《……素晴らしい。さっきとは比べものにならないほどの波動だ》

　歓かん喜きしている様子のアポプス。

「ああ、この状態になったら、もうおまえも終わりだ。──覚悟してもらう」

《いい言葉だっ！　さあ、ドラゴン同士の戦いをしようではないかっ！》

　その会話を交わしたあと、俺は飛び出していき、前方よりアポプスの巨きよ大だいな顔を殴り飛ばしていくっ！

「『《D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!!!》』」

　無限のパワーを乗せた俺の拳こぶしは──直ちよく撃げきし、アポプスを大きくのけぞらせた。アポプスは俺のパンチを無効化できなかった。

《私の闇で打ち消せないほどの質量ッッ！　おそろしい限りだっ！》

　アポプスは構わずに口から闇を吐き出すっ！

　俺はそれを無限版ドラゴンショットで相そう殺さいしようとするが──俺のドラゴンショットを押し返して、アポプスの闇がこちらを襲おそった！

　──無限の鎧が一部溶けたっ！

　なんてこったっ！　リゼヴィムすら余よ裕ゆうで屠ほふれたこの状態でも、アポプスの攻撃は通るのかよっ！

『言ったはずだ。天龍クラスだと』

　そうかよ、ドライグッ！　油断はできないってことだなっ！

　俺とアポプスは黒い結界に覆われた無人島のなかで、正面から打ち合い続ける。俺がパンチ、蹴けりを放てば、アポプスは黒い水を鞭むちのように操って打ちつけてきた。衝しよう撃げきは鎧のなかにも通り、生身にダメージが蓄ちく積せきしていく。

　四枚のドラゴンの翼つばさも黒い水で何度も貫かれて、消されていくが、ギリギリで修復して、下で満ちる水に落ちないように気を配らせた。

　お互たがいにお互いの持ち味をぶつけ合う戦いっ！

　俺は肉にく弾だん戦せんとドラゴンショットを、アポプスは闇の息と障しよう壁へき、黒い水を駆く使しする。

　真紅の鎧よろいで勝てないわけだ。こいつは……本当に強いっ！　無限の鎧でここまで食い下がってくるなんてよっ！　けど、俺の攻こう撃げきも通っている！　ダメージは確実に与あたえているんだっ！

　ようやく俺は距きよ離りを取って、背中に生える四枚の翼からキャノンを展開する！　両りよう肩かたの二門、両りよう脇わき下より二門、それらの砲ほう身しんが伸のびていった！

　ドゥゥゥゥゥ……と、静かに鳴動して、無限のパワーが砲口に集まっていく！

《面白いッ！　勝負だ、赤龍帝よッ！》

　アポプスは一ひと際きわ大きい闇の塊かたまりを口から、吐はき出してきたっ！　直撃を受ければ、いまの俺でも大ダメージを受けるだろうっ！

　各宝玉から音声が鳴り響く。

「『《D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!!!》』」

　鎧の全宝玉に『∞』の記号が浮かび、紅くれないと黒で点てん滅めつした。

「いけええええええええええええええええええええええええええええっ！」

「『《∞インフイニテイ Blastertブラスター!!!!!!》』」

　あり得ないほどの膨ぼう大だいなオーラが四門から撃うち出されていく。紅、黒のオーラが混ざりあい、アポプスのほうに向かうっ！

　──っ！

　俺は眼前の光景に驚おどろくっ！

　──アポプスは再び巨大な闇やみの塊を口から三回も吐いたのだっ！

　全部で四連続かよっ！　四つの巨大な闇の塊と俺の撃ったインフィニティ・ブラスターがぶつかる！

　……消しきれないっ！　マジかよっ！　どんだけだ、アポプスっ！

　いや、こうなれば、もう後には退ひけないっ！　やるしかないっ！

　俺は腹部にも意識を向けた。鎧の胸と腹の部分に変化が起きる。カシャカシャとスライドしていき、腹部に砲口が生まれたのだ。

　──四門の砲ほう撃げきでもダメなら、こいつしかないっ！

　腹の発射口にも無限のパワーが集つどっていく。そして──。

「これで、終わりだ、アポプスッッ！」

「『《Longinusロンギヌス Smasherスマツシヤー!!!!!!!!!!!!》』」

　四門のブラスターに加えて、禁断の一発──ロンギヌス・スマッシャーも撃ち出していく。

　紅べに色いろの極大のオーラが、先に出したインフィニティ・ブラスターと混ざり合い、アポプスの闇の塊をついには破は壊かいして、そのまま本体の邪じや龍りゆうを飲み込んでいった──。







　合わせ技をやったあとの俺は酷ひどく疲ひ弊へいしており、下に降り立って、肩かたで息をして、地に膝ひざを突ついていた。

　黒い領域と空は開かないものの、黒い水は引いており、島はもとの様相に戻もどっていた。

　俺の眼前に巨大な黒いドラゴンが横たわっている。全身のあらゆるところが、崩くずれていて、滅ほろびは免まぬかれない状態だった。

　アポプスが銀の目をうれしそうに細めながら言う。

《……見事だ、赤龍帝……いや、兵藤一誠。私は……貴公のような英えい雄ゆうと戦えて、心より幸せであった……ああ、これでこそ、邪龍の本ほん懐かいというべきだ》

　満足げなアポプスに俺は疑問をぶつける。

「真っ正面から打ち合えるドラゴンなのに、どうして、こんなことをしてまで……」

《私とアジ・ダハーカは邪龍だ。邪じや悪あくの果てに、真っ正面から英雄と打ち合い、そして、倒たおされて存在は完成する。……だから、これでいいのだよ……リゼヴィムのような誇ほこりなき戦いは下の下だ……》

　……ああ、あんたは真っ正面から一対一で戦ってきてくれた。ドラゴンの誇り、真の邪龍ってのを見せてもらったよ。だからこそ、倒すべき敵として、戦えた。

　アポプスは消えていくなかで、最さい期ごにこう遺のこす。

《……兵藤一誠、またいつか私と戦っておくれ……》

　アポプスの体は完全に塵ちりとなって、風に消えていった──。

　邪龍に想いを馳はせるのもいいが、この黒い領域が解けないのが気になってな……。

　そのとき、ドライグが不ふ穏おんなことを言い出す。

『……なるほど、もう一体、ここに来るぞ』

　──っ！

　な、なんだと……？　俺が聞き返す間もなく、眼前の空間がバチバチと音を鳴らしながら、歪ゆがみだした。

　そこから、現れたのは──白く発光する人型の何かだった。光る……人間？　なわけないよな……。何せ、あいつから漂ただようのは、禍まが々まがしいオーラと雰ふん囲い気きだ……っ！

　頭部には十本ぐらいの角が生えている。特とく徴ちよう的なのはそれぐらいか……。いいや、このオーラには覚えがあるぞ。

「あれは──」

　ドライグに訊きこうとする俺に相棒が先に言う。

『……トライヘキサの意識、その集合体が形を成したというべきか。しかし、あのような少年の姿になるとはな』

　──っ！

　雰囲気からなんとなくとは思ったけど、やっぱり、あれ、トライヘキサか！　意識の集合体だって!?　おいおいおいおい！　なんで俺のもとに出てきた!?　動きを止められたままじゃないのか!?

　警けい戒かいする俺だったが、この領域にさらに変化が訪れる。

　──俺の横にルシファーの紋もん様ようをした転移魔ま方ほう陣じんが浮かんだのだ。

　そこから現れたのは紅べに髪がみの男性──サーゼクスさまだった!?

　なんで、ここにサーゼクスさまが!?

「やあ、イッセーくん」

　気軽にいつものようにあいさつをくださるサーゼクスさま。

「サーゼクスさま!?　ど、どうして、ここに……？」

　驚いて問う俺にサーゼクスさまはあごに手をやって笑顔で答えられる。

「そうだね。端たん的てきに言うのなら──キミと共に戦いたくなったと言うべきかな」

「い、いや、意味がわかりませんっ！」

　疑問だらけの俺にサーゼクスさまが答えてくださる。

「いろいろと雑事を終えたのでね、日本側の同盟軍のもとに加勢に来たんだよ。そうしたら、アポプスとキミが黒い結界のなかで戦っていると知ったのだ。外からはよほどの力を持った者でもない限り入り込めそうになかった」

　確かにアポプスの力は強大だ。よっぽどの実力者じゃないと、この結界のなかには入って来られないだろう。

　サーゼクスさまがマントを外しながら言う。

「そうこうしているうちに停止しているはずのトライヘキサに変化が生じた。口から、核コアのようなものを出した。それが突とつ然ぜん輝かがやいて、その場から消え去った。どこに消えたのかと思ったのだが……この結界のなかに反応が見つかった。そのため、私だけこのなかに入らせてもらったのだよ」

　そ、そんなことがあったのか。ロスヴァイセさんたちが作った術で停止していたトライヘキサが、核コアを出した。それが転移して、ここに現れた──と。

　核コアは明らかな敵意をこちらに向けていた。

「……どうして、ここに来たんでしょうか」

　俺は疑問を口に出していた。外で暴れてもいいはずなのに、わざわざ俺のところに来るなんて……。

　サーゼクスさまが笑う。

「きっと、キミが魅み力りよく的だったのだろう。……おそらく、オーフィスとグレートレッドの反応があったためにここに転移したのだと思うよ」

　──っ！

　な、なるほど、俺がオーフィスとグレートレッドの力を有してるから、トライヘキサが反応したのか……。そりゃ合が点てんがいくわ。さっきちょうど、それを体現する砲撃をふたつも同時に撃ったからね。あれだけのオーラだ、興味を引いて当然か。

　サーゼクスさまが島を見み渡わたす。というより、結界を探っている様子だ。

「……うむ、イッセーくんのパワーでも壊こわれないところを見ると、トライヘキサがアポプスの認識の外側から、ここを強化したのかもしれないね。キミとじっくりと会うために」

　い、嫌いやなことを言わないでくださいよ！　どんだけ、俺は怪かい物ぶつに好かれなきゃいけないんですかっ！

　……ていうか、そうか。ここが俺のパワーで崩れなかったのは、トライヘキサが助勢していたため。

　ふいにサーゼクスさまがおっしゃる。

「そういえば、聖せい杯はいの制せい御ぎよは成功したようだよ。これで、各地の邪龍と偽にせ赤龍帝は打ち止めだろうね」

　──っ！

　おおっ、それは吉きつ報ぽうだっ！　ギャー助すけの野や郎ろう、ヴァレリーと共に聖杯を止めたんだなっ！　ってことは、聖杯は無事ヴァレリーのもとに帰ったってことだ。

　安あん堵どしている俺の横でサーゼクスさまが、オーラを高めだした。──目の前のトライヘキサの核コアと戦うつもりだ。

「どちらにしても、眼前のあれをどうにかしなければ、キミはここから出させてもらえないだろう。その調子では、龍りゆう神じん化もいずれ解けてしまうだろうから」

　サーゼクスさまはニッコリと笑って言った。

「義あ兄にとして、一度キミと一いつ緒しよに戦いたかった。何、私の最後のワガママだ」

　それって、どういう──。

　サーゼクスさまの言葉の真意を知りたかった俺だけど、魔ま王おうさまはご自身の滅びのオーラを高めに高めだした。

　島全体が震ふるえ出す──。さらにオーラは高まって、滅びの魔ま力りよくがサーゼクスさまの全身を覆おおっていったっ！

　そこに出現したのは、濃のう密みつな滅びのオーラが人の形をした絶対の存在だった。

　こ、これが、サーゼクスさまの本気の姿ってことか？　近くでオーラを感じるだけで、頭がおかしくなりそうなほど、絶大に思えてしまう……。

　──これが、超ちよう越えつ者。現魔王ルシファーっ！

　ドライグも感かん嘆たんの息を漏もらしていた。

『…………これが、リアス・グレモリーの兄。悪あく魔まのイレギュラー体。……バケモノか』

　滅びの化け身しんとなったサーゼクスさまが笑う。

『ふふふ、キミのほうも十分イレギュラーな変化を遂とげていると思うがね、ドライグ？　──さて、深しん紅くの魔王と真しん紅くの龍帝でひとつあの獣けものを止めようではないか』

　──っ！

　……これ以上にないほど、テンションが高まるお誘さそいだぜっ！

「はいッ！」

　俺も応じて、眼前の光の人型──トライヘキサに構えたっ！

　刹せつ那な、三者が音もなくその場から消える！　空中で戦いは始まったっ！

　トライヘキサの核コアは、背中に翼つばさを六枚生やした。鳥やドラゴン、コウモリなど、あらゆる獣の翼を生やす。

　俺が空中で正面から殴なぐりかかり、核コアを吹ふっ飛ばす。島に叩たたきつけられた核コアがすぐに身を起こして、こちらに高速で飛んできた。それを蹴けり返そうとするが、スッと目の前から消えて、俺の背後に転移してきた。

　それをサーゼクスさまが滅びの塊かたまりを撃うち込んで、一いつ瞬しゆんで核コアの全身を消し去ったっ！

　これで終わり──と思ったのも束の間、なんと、わずかに残った肉片から再生を始めて、すごい勢いで元の姿に戻ってしまう。

　……こりゃ、完全に消し飛ばさないとダメか……っ！

　俺とサーゼクスさまはコンビネーションで、肉にく弾だん戦せん、滅びの魔力と交こう互ごに撃ち出して、核コアを何度も何度もぶっ倒していくが、そのたびに瞬時に再生して元通りだ。

　核コアもしだいに俺たちの動きに順応してきて、俺を蹴り飛ばし、滅ほろびそのものであるサーゼクスさますらオーラで吹き飛ばす。

　……まあ、俺もサーゼクスさまも無事っちゃ無事だけど……。相手もまるでダメージを受けていない。

　サーゼクスさまが島の一部を大きく消し去るほどの滅びの一発を撃ちながら、俺に言う。

『ああ、そうだ。戦せん闘とう中は私への掛かけ声は「義に兄いさん」でどうだろうか？』

「こ、こんなときに、そんなこと言われても……っ！」

　戦闘中でも余よ裕ゆうというか、冗じよう談だんを挟はさんでくるサーゼクスさまっ！

『ふふふ、まあ、そうだろうね』

　なんだか、俺と一緒に戦っていることを楽しんでいる気配さえある。とはいえ、トライヘキサの核コア相手に微み塵じんも躊ちゆう躇ちよなく、滅びのオーラを浴びせているけどねっ！

　どんなに強い相手でもあんな濃密な滅びのオーラを食らえば、確実に消しよう滅めつするんだけど、相手も伝説の獣だ。おかしな速度で再生して、何もなかったかのように攻こう撃げきを再開しやがるっ！

　サーゼクスさまが放つ滅びの魔力は、サッカーボールほどだ。けど、一発一発がバカげたほどに濃こい。きっと、あれひとつでリアスの「消滅のイクステイングイ魔星ツシユ・スター」と同等かそれ以上かもしれない。

　しかもそれを自由自在に操って、核コアを翻ほん弄ろうしていた。

　でも、この形態は問題もあるんだろうと感じ取れてしまう。何せ、サーゼクスさまが終始全身から滅びを発しているせいか、歩くだけで周囲のものが勝手に消えていく。地面の土でさえ、削けずり取ってしまう。だから、この状態のサーゼクスさまは基本宙ちゆうに浮うかんでいた。

　核コアが正面からサーゼクスさまと肉弾戦を演じ始める。奴やつはサーゼクスさまに触ふれて手が消えようと、足が消えようとも気にせずに殴り続ける。サーゼクスさま自身も体術に心得があるようで、対応していた。

　クソッ！　隙すきを見つけたら、一発どデカいのをかましたいところだけど……さっき、強きよう烈れつなのをふたつもアポプス相手に撃ったせいで、頭がクラクラするし、全身を信じられないほどの激痛が襲おそっていやがるっ！

　この【Ｄ×Ｄデイアボロス・ドラゴン】なら無限のパワーはあるから、その気になれば撃てると思うんだが……撃てば、さすがに死ぬかな？

　砲ほう撃げきを半ば諦あきらめて、俺は打撃でサーゼクスさまに加勢していく。

　──と、ドライグが突とつ然ぜんおかしそうに笑い出した。

「ん？　どうかしたか、ドライグ？」

『……アルビオンめ。どうやら、二千年ぶりに吹っ切れたようだ』

　……吹っ切れた？　どういうことだよ？

　ドライグは一人笑い続けて、こう述べる。

『くくく……俺も封ふうじられていたあれを使わせてもらおうか』

　途と端たんに俺の脳内にドライグの考えていたものが反映された。

　…………ッッ！　こ、これはッッ！

　ドライグが思い描えがいていたものを知って驚おどろく俺！

　ドライグが言う。

『そうだ、いま頭に浮かんでいるであろうそれが、俺元来の必殺技だ。唯ゆい一いつ名前を付けた攻撃──相棒！　使ってみせろッ！　この赤い龍ウエルシユ・ドラゴンこと、赤龍帝ア・ドライグ・ゴッホの絶技をなっ！』

　それに応じて、俺は腹部──腹のなかにオーラを溜ためたっ！　要領はタンニーンのおっさん直じき伝でんのあれさっ！

　俺の動きを察知して、サーゼクスさまが距きよ離りを取られた。

　──ここだっ！

　俺は腹に生まれたものを一気に口から吐はき出していったっ！

　この島を覆い尽つくさんばかりの灼しやく熱ねつの炎ほのおを、トライヘキサの核コアに浴びせていくっ！

　奴もたまらず全身をくまなく燃やされていったっ！

「……す、すげえ、トライヘキサの核ですら燃えてやがる！」

　ドライグが語る。

『──「[image: いつ]いつ焱えきの炎えん火か」、あらゆるものを燃やし尽くす究極の炎だ。一度、食らえば消すことは不可能。神だろうが、この炎で確実に灰にできる。唯一、効かなかったのがアルビオンだけだった。……まあ、グレートレッドと現げん役えき時代のオーフィスにも効かんだろうな』

　た、確かに核コアを覆う炎は微塵も勢いを失っていない！　黒くろ焦こげになっては再生を繰くり返しているようだけど、炎はまるで消える気配がないっ！

　こんな凶きよう悪あくな炎があるなんてよ！　もっと早く言ってくれりゃ良かったのに！

『それは無理だ。いまのいままで聖書の神──神器セイクリツド・ギアによって封じられていたのだからな。この土ど壇たん場ばで解除されたのは、二度目の龍神化の影えい響きようだろう。アルビオンの決意で気づかされた面もあるがな』

　そ、そうなのかっ！　そういや、聖書の神さまに封じられている能力があるって言っていたな。これがそれか……。

　しかし、眼前の核コアはドライグの炎を受けてもなお、こちらへの戦意を消さない。

　お、おい！　炎は消える様子もなく、燃えてるけど……まだまだ平気みたいだぞ!?

　ドライグが言う。

『我が慢まん強い奴や再生力がある奴は燃えてても立ち向かってくるってことだ。あの炎を食らって一瞬で消し炭にならなかった時点で神クラスよりも厄やつ介かいな存在だ』

　それだけのバケモノってことかっ！

　サーゼクスさまも滅びの球体を無数に生みだして、核コアに向けて放った。奴は為なす術すべもなく、島の一部ごと消滅していくが……。

　おそろしいことにトライヘキサの核コアは塵ちりひとつ残っているだけで、元の人型へと瞬時に戻もどっていく。

　……これじゃ、ジリ貧だ……。あっちはいまだ再生が衰おとろえる気配が見えない。俺は……あと数分もこの状態を留めることはできないだろう。

　……い、いや、すでにもう──。

　一瞬、意識がグラついたときには遅おそかった。俺の鎧よろいは解除されており、その場で両りよう膝ひざを突ついてしまったのである。

　……そのまま地面に突っ伏ぷして、起き上がれなくなってしまった。

　……ゴブッと腹からこみ上げてきた血の塊をその場で吐いてしまう。刹那、全身を猛もう烈れつな痛みが襲う……っ！

　い、いてえええええええええぇぇぇぇぇぇええ……っ！

　ダメだ……手に力が入らない……足も微塵も動かすことができなくて……。

『イッセーくん、しっかり』

　サーゼクスさまが傍そばに来て下さるけど……まったく動くことができない。なんとか、「すみません……」とだけ謝ることはできたけど……。

　しかし、ここにきて、突とつ如じよこの島を囲っていた結界が解け始める。空がもとの色に戻り、島の外も確認できるようになったようだ。

『……結界が解けたか。しかし、このままでは……』

　この状じよう況きようを見て、サーゼクスさまは何か決意を完全に固められたようだった。

『──やはり、あの案は必要ということだな』

　言うなり、サーゼクスさまはロスヴァイセさんが使っていた魔ま方ほう陣じんに似たものを出現させて、それを核コアに放った。核コアを強力な束そく縛ばく術が襲い、その動きを完全に封じてしまう。

　さらにサーゼクスさまは手元に小型魔方陣を出現させて、それを地面に放った。

　すると、地面にルシファーの魔方陣が展開して、力強い波動を生み出す。オーラが高まり、弾はじけたあとに現れたのは──サーゼクスさまのご眷けん属ぞくの面々だった。

「「「「「「ルシファー眷属すべて御おん身みの前に」」」」」」

　グレイフィアさんもそこにいた。全員が、サーゼクスさまの前で跪ひざまずく。

　サーゼクスさまが、眷属の方々に問う。

『結界の外や他の場所ではどうだ？』

　サーゼクスさまの『僧侶ビシヨツプ』マクレガー・メイザースさんが言う。

「はっ、表のトライヘキサは再び活動を再開する兆きざしを見せております」

　次に『騎士ナイト』の沖おき田た総そう司じさんが答えられる。

「他の領域でも、核コアは出現し、猛もう威いを振ふるっております。再生力が並外れているため、攻せめあぐねている状態ですね。そこに加え、本体にかけられている術も解けかかっております」

　……つまり、各勢力の領域に現れたどのトライヘキサも、核コアが大暴れしていて、本体も動き出しそうってことか……。

　……いくら、聖せい杯はいを止めて、アポプスを倒たおしても、破は壊かいの権ごん化げを倒せないんじゃ、どうしようもない……。

　……この再生力をどうにかしないと、本当に全世界が……いずれ……。

　サーゼクスさまの耳元に連絡用魔方陣が展開して何やら色々と情報を聞いているようだった。

　サーゼクスさまが眷属の方々に言う。

『あれをおこなう。いいね？』

　皆みんなが、うなずいた。グレイフィアさんや皆みなさんは、サーゼクスさまのお考えをすでに理解し、応じるつもりなんだな。

　ふいにサーゼクスさまが、グレイフィアさんを呼ぶ。

『──グレイフィア』

　振り返ったグレイフィアさんにサーゼクスさまは、手元から魔方陣を展開して、何かの術を浴びせた。

「──ッ!?　サーゼクスさま、いったい何を!?」

　主であり、夫の不意打ち気味な突然の行動にグレイフィアさんは驚く。

　──が、グレイフィアさんが途端にぺたりとその場に座り込んでしまう。力を奪うばわれたかのように倒れ伏ふしていく。

　サーゼクスさまが言う。

『アザゼルから教えてもらった特別な催さい眠みんの術式だ。おそらく、おまえにも効くだろう』

「……ど、どうして、こんなことを……っ！」

　サーゼクスさまに這はい寄よろうとするグレイフィアさん。すでに催眠の術は効いているのか、まぶたが落ちてきていた。

　サーゼクスさまは、いま滅ほろびそのものだ。抱だき締しめる格好を一度作るが、自分の姿に気づいて、出していた手を引っ込めた。その姿がとても……悲しげだった。

　眠ねむりにつこうとする『女王クイーン』に、妻に、サーゼクスさまはやさしく言う。

『すまないな、グレイフィア。おまえは、こっちに残ってほしいのだ』

「……そん……な……ずるい……ずるいわ、サーゼクス……っ！　……いつまでも一いつ緒しよだと……誓ちかい合ったじゃないの……っ！」

　グレイフィアさんは意識を朧おぼろ気げにしながら、夫に、愛したヒトに、涙なみだながらに訴うつたえる。

　サーゼクスさまは辛つらそうにしながら言った。

『これからのミリキャスには……母親が必要だ』

「……あの子は……本当は、あなたを……サー……ゼクス………………………」

　グレイフィアさんはそれだけ言い残して、その場にて、深い眠りについてしまった。目元は──涙で濡れていた。

　沖田総司さんが、グレイフィアさんを抱かかえて、同じく倒れている俺の横に寝ねかせた。

　サーゼクスさまが申し訳なさそうに眷属の方々に謝られた。

『……すまない、我が眷属たち。嫌いやなところを見せてしまったな』

　首を振る眷属の方々。皆、仕方ないというふうに辛そうな表情となっていた。

「いえ、これでいいのです、これで」

　沖田総司さんはそう言う。

『戦車ルーク』のスルト・セカンドさんは豪ごう快かいに笑う。

「まあ、こんなことでもしなければ、姐あねさんなら、絶対に俺たちに付き合っただろうからな」

　そこで俺はようやく得心する。

　──サーゼクスさまたちは、どこかに行くつもりなんだ。

　そして、それはトライヘキサに関連することだ……。

　サーゼクスさまが眷属の皆さまに言った。

『うむ、悪いが皆、最後まで私に付き合ってくれるな？』

「「「「「はっ、我らが命、サーゼクスさまと共に──」」」」」

　応じるルシファー眷属の方々。

　刹せつ那な──遠目にある光景が映り込む。離はなれたところの上空に巨きよ大だいな空間の歪ゆがみが生まれ、それが広がり、穴となったのだ。

　サーゼクスさまのご眷属の方々が、動きを封ふうじた核コアの周囲に集まり、何かの術を掛かけ出した。

　遠目の空に現れた巨大な穴に何かが吸い込まれていくのがわかった。──トライヘキサの本体だ。そのトライヘキサの本体を神聖な輝きを放つ魔方陣が覆っていく。

　さらに、そのトライヘキサのいるところから、セラフォルー・レヴィアタンさまのオーラを感知できてしまう。そこに参戦されているのだろう。

　サーゼクスさまの眼前に魔方陣が展開して、そこに映像が投とう影えいされていた。投影されたのは、レヴィアタンさまと、ファルビウム・アスモデウスさまだった。

《サーゼクスちゃん、こっちの準備は整ったわ》

《いつでも転移できるよ》

『セラフォルー、ファルビウム、了りよう解かいした。──愛いとしい者に別れのあいさつは告げられたか？』

　サーゼクスさまの問いにレヴィアタンさまは悲しげな表情を浮うかべられていた。

《……最後まで悩なやんだけど、あの子、泣いちゃうだろうし、私、あの子の泣き顔は見たくないかな。きっと、行くのを躊躇ためらっちゃうから……》

　アスモデウスさまは逆に皮肉げに笑っていた。

《こっちは元々そんなのいないしさ。まあ、こっちに残るうちの『女王クイーン』にあとの事は大分先まで伝えたよ》

『そうか。私もセラフォルーやファルビウムと同様に今後のために、「女王クイーン」をここに置いていくことにした。だから、グレイフィアもここに残る』

《そっか、グレイフィアちゃんを残すのね。それでいいと思うのよ》

《各魔ま王おうの『女王クイーン』こそが冥めい界かいの宝だからね》

　魔王のお二人とそういう会話するサーゼクスさま。

「…………サーゼクスさま……？　……どういうことですか……？」

　身動きできない俺はサーゼクスさまに問う。

『これはね。我々、トップの最終手段なんだよ。私たちの計算では、トライヘキサを倒しきるのは、膨ぼう大だいな時間が必要となる。もちろん、その間に完全な封ふう印いん術が出来上がればいいのだけど……残念ながら、それも時間が必要という結論に至った』

　サーゼクスさまのご眷属の方々が核コアに術をかけたまま、共に空中に浮かびだした。そして、空に穿うがたれた穴のほうに向かっていく──。

　サーゼクスさまが言う。

『倒すのも結界を作るのも、時間がかかってしまう。トライヘキサは、その間も破壊を続けるだろう。このままでは、世界は破は滅めつに突き進む。私たちの戦力にも限界があるからね。二度、三度、防衛に成功したところで、いずれは──尽つきるだろう。さっき、キミも見たように相手は、何度倒しても再生を繰くり返す本物の怪かい物ぶつなのだから』

　サーゼクスさまが、その場から離れていく。空に浮かびながら、俺に言った。

『私とセラフォルー、ファルビウムが、眷属と共にそこのトライヘキサと旅立つ。アザゼルたちが作ったトライヘキサ専用の「隔かく離り結界領域」というフィールドに奴やつを、本体、核コア共に閉じ込め、我々もそこに入るのだよ。他の勢力のトップ陣じんもこの案に応じてくれた。アザゼルも、ミカエル殿どのも、オーディンさまも、ゼウスさまも、それ以外の神クラスの方々も、今いま頃ごろ、この作戦を各領域で発動しているだろうね』

　…………っっ！

　……あまりのことに俺は目を見開いてしまっていた。……先生が言っていた、とっておきの作戦って、トップ陣がトライヘキサと共に隔離された領域に封じられるってことかよ……ッッ！

　サーゼクスさまが言われる。

『そして、奴を倒しきるまで、我々はそこで戦い続けるつもりだ。何年かかるかわからないが、私たちがそこで戦っている間、各勢力の世界に平和が訪れる。それは……必要なことだ。我々トップ陣の身よりも大事なことなのだよ。──そう、これでようやく私の魔王としての役目は終えられそうだ』

　サーゼクスさまは遠くどこかを見る。

『先ほど、連れん絡らくが届いた。真にルシファーを継つげる者が現れたというのも喜ばしい。ヴァーリ・ルシファー。彼こそ、ルシファーを真に継ぐに相応ふさわしい者だ。悪あく魔まにルシファーは必要だ。白はく龍りゆう皇こうヴァーリ。彼はリゼヴィムとは違ちがう』

　少しずつ、俺とグレイフィアさんのもとを離れていくなかで、サーゼクスさまが言われる。

『だが、魔王はこれから他にも必要になるだろう。イッセーくん。──キミは魔王になってみるといい』

　──っ。

　……何かを返したくても、もう声が出ないほどに体力を失い、意識も消えかけている。

　そのなかでもサーゼクスさまは俺に言葉を、気持ちを、意思を遺のこそうとされる。

『キミなら、きっといい魔王になれる。いまは足りない部分も多いだろうが……遠くない将来、必ず、キミは──全勢力の希望のひとつになれる』

　サーゼクスさまの声が徐じよ々じよに遠くなっていく。

『リアスと、ミリキャス、そして──グレイフィアをしばらくの間、よろしく頼たのむよ。ああ見えて、彼女はリアス以上に寂さびしがり屋でね。……私がいない間、彼女の話し相手になってあげてほしい』

　……ずるいよ、サーゼクスさま……。

　……俺、まだ、あなたに伝えたいこと、教えていただきたいこと、共にやりたいことがたくさん……たくさんあったのに……。

　サーゼクスさまの最後の言葉が、俺の耳に届く。

『──イッセーくん、リアスやソーナ、サイラオーグたちと共に冥界を頼むよ。そして、次のミリキャスたちの世代も、そのさらに次の世代も、私の代わりに見ていてほしい。また、会──』

　そこで、俺は意識を失った──。







　　　Eternal Life.　白い雪のなかで







　ヨーロッパに現れたトライヘキサと対たい峙じしていたヴァーリチーム、刃狗スラツシユ・ドツグチーム、グリゴリの堕だ天てん使し軍団。

　突とつ如じよ現れた人型トライヘキサ──『核コア』と激しい戦いを展開していたなか、その『核コア』が……動きを止めていた。

　先ほど、「頃ころ合あいだな」──と、アザゼルが言い、魔ま方ほう陣じんを展開した途と端たんに『核コア』が止まったのだ。

　訝いぶかしげに感じていたヴァーリの目の前で、アザゼルは手元の魔方陣を静かに発動させていく。

　すると、眼前のトライヘキサを囲うように神聖な輝かがやきを放つ、十個の魔方陣が展開していった。それぞれが光で繫つながっていき、まるでセフィロトの樹のような形となった。

　これはアザゼルの言っていた例の作戦か。ヴァーリはそう判断した。

　さらに十一個めの魔方陣が、トライヘキサの頭部に展開して、完成となった。見れば、いつの間にか、トライヘキサの周囲に神クラスの者たちが出現しており、セフィロトの樹を制せい御ぎよしているではないか。そのおかげか、トライヘキサは『核コア』ごと完全に停止している。

　中には天使長ミカエルとセラフ中ちゆう核かくメンバーたるラファエルとウリエルもそこにいた。それぞれの『御使いブレイブ・セイント』も彼らに随ずい伴はんしていた。

　ミカエルが十二の翼つばさを羽ばたかせながらアザゼルに言う。

「アザゼル、こちらの準備は整いました」

「ああ、了解だ。そっちはいいのか？」

「ええ、行くのは先日の報告通り、私とラファエルとウリエルとその『御使いブレイブ・セイント』たちです。ガブリエルと他のセラフメンバーはこちらに残します。あと、ジョーカー・デュリオと四大セラフが有していた各Ａエースも置いていきますよ」

「まあ、それぐらいは残しておかないとな。うちは……俺だけだ。すまんな。うちも人材不足だからな」

「戦争やその後のいざこざでグリゴリも相当疲ひ弊へいしましたからね」

「ま、あいつらが命がけで戦ったからこそ、いまがある。それなら、そろそろ俺の番でもいいだろうってな」

　アザゼルが、トライヘキサのほうに視線を向ける。その瞳ひとみは、決意に輝きながらも、儚はかなげだった。

「……アザゼル？」

　問いかけるヴァーリにアザゼルは言う。

「なあ、ヴァーリ。俺は……結局、ガキらしいガキを持つことはできなかった。でもな、もし俺のガキってのがいるってんなら──多分、おまえのことだろうな。そのせいか、おまえが『禍の団カオス・ブリゲード』に行ったときは、結構ショックだった。いまだから言えることだがな。ま、俺の教育が悪かったんだろうよ」

　突とつ然ぜん、そのようなことを言うアザゼルにヴァーリは一層不ふ安あんに駆かられた。そして、先ほどアザゼルから感じたものが、現実に起こるのだと思い至ってしまう。

「……何を言っている？　こんなときにおかしいぞ。あんたはそんなことをこんなときに言うような男ではなかったはずだ」

「いや、あえてこんなときだからだ。へっ、まあ、気にするな」

　アザゼルが、翼を広げて、ゆっくりと上じよう昇しようしていく。

　頭上に巨きよ大だいな空間の亀き裂れつが生じた。亀裂は広がり、穴のようになっていった。それはトライヘキサを丸ごと潜くぐらせるには十分な広さだ。

　穴の向こうは、暗黒だ。次元の狭はざ間まですらなさそうだった。

　アザゼルが言う。

「あの先に広がるのは専用の封印フィールドだ。『隔離結界領域』といったほうがいい。レーティングゲームの技術と、アジュカ・ベルゼブブが運営している『ゲーム』のノウハウ、天界の神器セイクリツド・ギアシステムと奇き跡せきを司つかさどる神の『システム』、ロスヴァイセの結界術式の研究、北ほく欧おうの世界樹ユグドラシルの理ことわり、そこにグリゴリの長年の研究もぶち込んで作り上げた独自の世界だ。つまり、俺たちの研究をまとめて作りだしたトライヘキサ専用の檻おりさ。ま、ロスヴァイセには俺たちがこういうのまで作りだしていたなんてこと、一切知らせてないけどよ。知れば絶対に反対するからな」

　──っ。専用の檻。しかも対トライヘキサの研究をしていたヴァルキリーのロスヴァイセにも知らせていない代しろ物もの。

　そのようなものを作っていたのか、とヴァーリはアザゼルの相変わらずの準備のよさに言葉もない。しかし、先ほど聞こえたミカエルとの会話は不安を煽あおる内容だった。

　アザゼルは続ける。

「問題がひとつあってな。『隔離結界領域』はトライヘキサ専用ゆえに強固だが、絶対ではない。そのまま送り込んだだけでは、いずれ内側から破られるだろう。それだけ奴は規格外の怪物だからな。だから、中でトライヘキサを引き留める役が必要だ」

　アザゼルが魔方陣を操作して、ヴァーリたちの動きを止めた。トライヘキサやその『核コア』、量産型の邪じや龍りゆう、偽にせ赤せき龍りゆう帝ていとも戦って、全員消しよう耗もうしていたこともあり、アザゼルの束そく縛ばく術に抗あらがえなかった。

　アザゼルが神しん妙みような面おも持もちで言う。

「神器セイクリツド・ギア所有者にもよく効く束縛術だ。悪いな、おまえら」

　全員が身動きできないなかで、アザゼルはトライヘキサの移送を続ける。トライヘキサの巨きよ体たいが、徐々に徐々に、上空に穿うがたれた空間の穴へと向かっていく。同時にアザゼルと、その周囲にいる神クラスも穴のほうへと上昇していった。

　アザゼルが、見下ろしながらヴァーリたちに言う。

「──各勢力の首領クラスで、トライヘキサを引き留める。中で奴を倒たおしきるまで延々と戦い続けるってことだ。むろん、俺やミカエルたち、サーゼクスたちもその役を請うけ負おう。襲おそわれている他の場所でも、これと同様のことが起きているだろうよ」

「ま、待て！　アザゼルっ！」

　叫さけぶヴァーリをよそにアザゼルは続けた。

「実はな、前々から首領クラスの間で決めていたことだ。うれしいことにどいつもこいつも俺の案に乗ってくれた。オーディンも、ゼウスもな。結局、ヒトに崇すう拝はいされてきた連中は、ヒトのことが好きなんだろうな。……いや、ヒトがいなければ神話は存続できないことを知っていると言ったほうがいいのかね」

　ミカエルが言う。

「まあ、信者たちや若い悪魔の方々にも苦労ばかりかけさせましたからね。こういう伝説中の伝説の魔ま物ものは、私たちが受け持って当然でしょう。むしろ、そのほうが被ひ害がいが少なくていいほどです」

　違う。そんなことが聞きたいのではない。

　なぜ、どうして、なんで──。

　アザゼルは当とう惑わくするヴァーリを微笑ほほえましそうに見ながら、言った。

「だからな、ヴァーリ。一いつ時ときの別れだ。なーに、俺は堕天使で、おまえは魔ま王おうの血を引いてる。長生きすりゃ、いつか必ず会えるさ。義理の父親であるオーディンと別れのあいさつをさせてやれなかったのが申し訳ないところだが……何、あのじいさんなりにいろいろ後こう事じを残しているかもな」

　そうじゃない。そうじゃないんだっ！

　俺が言いたいのは、俺が聞きたいのは、そういうことじゃないっ！

　動きたくても、先ほどかけられた束縛の術が解けない。体力と魔ま力りよくが消耗しているためにこの術を無理矢理解くことはできない。きっと、これも想定済みで用意していたのだとヴァーリは理解してしまった。

　ヴァーリを無視してアザゼルは話す。

「イッセーたちにもよろしく言っておいてくれ。一応、メッセージはいくつか残しておいたけどな。この状じよう況きよう下かじゃ、直接、別れを言うことも──」

「あんたが行かなくてもいいじゃないかっ！」

　アザゼルの言葉を遮さえぎって、ヴァーリはそう叫んでいた。

　……なぜだろう。少し前ならば、そんなことを口にしなかったはずなのに……兵ひよう藤どう一いつ誠せいたちと出会い、母親を確認してからというもの、自分でもおかしなぐらいに感情的になっていることにヴァーリは気づいた。

　アザゼルが、ミカエルたちと共にトライヘキサを連れて、上空の穴へと消えていこうとしていく。

　そのときだった──。

　雪が、降ふってきた。真っ白な雪が、静かに舞まい降おりてくる。

　ヴァーリの脳のう裡りにあの光景が蘇よみがえっていく。アザゼルと初めて出会った日の思い出だ。そう、あの日も雪がしんしんと降っていた。

　アザゼルは、やさしく語りかける。

「俺が、俺たちが、行くべきなんだよ。この一年の間に起きた争乱の数々、おまえら若い者たちに俺たちトップは、無理強じいをしてきた。最後のケツ持ちぐらい、やっとかなきゃ格好悪いじゃねぇかよ」

　こんなときに思い出すのは、アザゼルと過ごした記き憶おくだった。

　初めて、まともな読み書きを教えてくれたこと。

　初めて、悪あく魔まの力を教えてくれたこと。

　初めて、アルビオンと会話をさせてくれたこと。

　初めて、釣つりに行ったこと。

　初めて、ドライブに連れていってくれたこと。

　初めて──。

　あんたはいろいろなことを教えて、いろいろなことをやらせておいて、自分だけ行ってしまうのか。ヴァーリはここにきて複雑な感情を抑おさえ切れそうになかった。

　アザゼルは自身が封ふう印いん結界の領域に消えていくなかで、こう言った。

「大だい丈じよう夫ぶだ、ヴァーリ。おまえには仲間がいる。俺のもとを去ったときよりもたくさん得たものがあったはずだ。戦闘狂バトルマニアらしくしているが、おまえはこの一年で年相応のクソガキになってきてたぜ？　なあ、美び猴こうや黒くろ歌か、アーサー、ルフェイ、そいつを頼たのむぞ。意外に寂さびしがり屋なんだ」

「……ああ、知ってるよ、そんなこたぁよ」

「……総そう督とく……こんなお別れ卑ひ怯きようにゃん……」

「ヴァーリのことは、任せてください」

「……ぐすっ」

　今度は幾いく瀬せ鳶とび雄おたちにも言う。

「鳶雄、ラヴィニア、おまえたちのチームにも苦労かけたな。ラヴィニア、メフィストにもよろしく伝えておいてくれ」

「…………」

「……こんなのってないのです」

　幾瀬鳶雄は無言で顔を伏ふせていた。彼も……アザゼルには大分世話になっている。想うところは多いだろう。

　そして、アザゼルは最後にヴァーリに告げる。

「ヴァーリッ！　イッセーとの決着、二に天てん龍りゆうとしてのライバル対決は格好良く決めろよ？　おまえとイッセーは、俺にとって最後で最高の教え子だっ！」

「待っ──」

「じゃあな」

　眼前で神聖な輝かがやきが一層増した。トライヘキサの巨体が、完全に穴のなかに消えていったのだ。それと同時に術を制せい御ぎよしていた神クラスとアザゼル、ミカエルも消えていく──。

　残ったヴァーリたちのもとに、静かにしんしんと白い雪は降り続ける──。







　　　Farewell Temporary.










　日本──太平洋側に位置したとある海岸で、日本に迫せまっていたトライヘキサの相手をしていたチーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』及および同盟の雄ゆうたちは、その光景を見守っていた。

　トライヘキサが封ふう印いんのフィールドに引き込まれていく──。

　この海岸への待たい避ひ勧かん告こくが来たあとで、全員に最後の作戦が伝わった。各陣じん営えいのトップ級が、トライヘキサとの永き戦いを覚かく悟ごし、隔かく離り結界領域へと共に旅立つということを──。

　そこに一度入り込めば、トライヘキサを倒さない限り、たとえ、神クラスだろうと、超ちよう越えつ者だろうと、出ることは叶かなわない。再生を繰くり返すトライヘキサを倒しきるとしても、それは数千年後か、それとも──。

　海岸の端はしで号ごう泣きゆうしているのは、ソーナ・シトリーであった。姉のセラフォルーが、旅立つことを先ほどになって知ったのだ。事前に別れの言葉すら送ってはくれなかった。

「……お姉さま……いや、いやです……。私を残して行ってしまうのですか……？　私はまだ夢を……お姉さまに私の夢を見守ってほしかったのに……」

　悲しみにあえぐソーナ・シトリーの姿は、普ふ段だん整然としている面おも影かげなどなく、年相応の少女が見せる涙なみだ顔がおだった。

　当然だ。彼女はまだ生まれて十八。悪あく魔まとしては子供も子供であり、このあとに待っているのは、姉と過ごした時間よりも永い、姉のいない世界である。

　そして、それは彼女を傍かたわらで慰なぐさめるリアス・グレモリーも同じであった。

　兄のサーゼクスも、隔離された結界の領域に旅立った──。別れの言葉は、やはり送られていない。

　兄は、ルシファーだ。悪魔の王、ルシファーなのだ。だから、多くの悪魔を守るためにトライヘキサとの永き戦いを決意した。

　けど──。

　兄は……グレモリーだ。

　本当はグレモリー。超越者と言われようと、本来はグレモリーだった。ただ、やさしく強かっただけだ。そう、やさしく強かっただけ──。

　いいや、だから、サーゼクスは決意した。やさしく強いからこそ、すべてを守るために旅立ったのだ。

「……お兄さま……本当、おたんこなすなんだから……」

　リアスの頰ほおに涙が一筋、伝わっていく──。

　もうすぐ、高校の卒業式だ。

　……あそこから旅立つ自分を、見てほしかった……。

　この戦いを、眼前の光景を、リアスは生しよう涯がい忘れることがなかった──。







　　　Y Ddraig Goch & Albion Gwiber.







　俺こと兵ひよう藤どう一いつ誠せいが目を覚ますとそこは──白い天てん井じようだった。鼻び腔こうに入り込む独特の臭においから、ここが病院だとわかった……。嫌いやな経験ばかりが積み重なっていくな。

　上半身だけ起こすと、声がかけられる。

　ベッド脇わきの椅い子すに座っていたのは、なんとヴァーリだった。

「目覚めたようだな、兵藤一誠」

「……まさか、俺の目覚めに立ち会ったのがおまえなんてな」

　リアスやアーシア、仲間たちじゃなくて、まさかのヴァーリとはね。

　ヴァーリはフッとニヒルに笑えむ。

「キミが元に戻もどったのを確認したあと、『Ｄ×Ｄデイーデイー』のメンバーは、俺のチームも含ふくめて、グレモリー眷けん属ぞくも戦後処理に向かったよ。俺とキミはゆっくりしてろとここに閉じ込められているのさ」

　あらら、俺とヴァーリは休んでろと？　ヴァーリはヨーロッパに出現したトライヘキサのもとに行って、俺は日本に向かっていたトライヘキサを止めるために……。

「そ、そういえば、お、俺、なんで無事なんだ……？　龍りゆう神じん化の影えい響きようで確か……」

　自分の体を慌あわてながら見て触さわる俺！　そうだよ！　サーゼクスさまと共きよう闘とうしてトライヘキサの核コアと戦って……、そのときに俺は覚悟を決めて龍神化していたはずなのに！

「ああ、それなんだが──」

　ヴァーリが説明を言いかけるなか、ひょっこりとベッドの下から現れる人ひと影かげがあった。

「イッセー、起きた？」

　つやつやの長い黒くろ髪かみをした、とんでもない美女だった！　黒い服を着ていて、お、おっぱいもバインバインだ！　こんなキレイなお姉さんが、なんでこの病室にいるんだ!?

「おきた？　おきた？」

　今度はちっこい女の子もヴァーリの背後から現れる。オーフィスそっくりの少女──リリスだった！　びょ、病室に置いておいていいのか……？　てか、いつの間にか、俺たちのもとに来ていたのね……。

　…………。

　……そこで俺は自身の変化に気づく！

　──おっぱいを認識できている！
















　俺、龍神化の影響でおっぱいのことを目で捉とらえることも、言葉に出すこともできなくなっていたのに！　しかも、もう一度龍神化を使って、死にかけたんだぞ！　こうやって助かったといっても、後こう遺い症しようは深まる一方のはずなのに！

　疑問に感じるなかで、ヴァーリが口を開く。

「キミにかかっていた龍神化の負荷、反動、それらは力を貸していた大元のオーフィスが調整してくれた。その結果、こうなった」

　──と、ヴァーリは黒髪の美女を指さす。

　美女は首を傾かしげ、「我、オーフィス？　イッセーわからない？」と言ってきて……。

　……………………。

　…………。

　……俺はしばらく思考が停止していたが……よーく、美女を見れば、確かにオーフィスの面おも影かげがあって、もしあのまま成長したら、こうなるのかなーって。いや、そもそも龍神さまって成長するの？　って、それはともかく……。

「ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええッ!?」

　俺は絶ぜつ叫きようをあげるしかなかった！　病室なんで、大変申し訳ないけど、それにしたってこれは叫さけばずにいられない！　驚おどろいて当然だって！

　ええええええええええええええっ、オーフィスがこうなっちゃったの!?

「オ、オ、オ、オオオオオオオオオオオオオ、オーフィス…………なのか……？」

　指をさす俺に美女──オーフィスはこくりとうなずく。ああ、仕草はオーフィスそのものだわ。

　ヴァーリが言う。

「キミは龍神の力を使いすぎて、存在が曖あい昧まいとなり、死にかけたのだが──オーフィスがキミにかかった反動をすべて受け持った。結果、このように姿に変化が訪れたようだ。しかも、この女によ体たいでほぼ固定化したようだぞ」

　……マジか、オーフィスが俺の肩代わりを……。

　ヴァーリは続ける。

「キミに宿った無限とも言える龍神化の力は、たとえグレートレッドの肉を持った身であれど、元が人間である以上、耐たえきれるものではなかった。そこをオーフィスが、調整、いや、肩かた代がわりと言うべきか、それを行ったために身体と精神が耐えきれるところまでパワーを落ち着かせたようだ」

　そうだよな。本来、二度の龍神化の影響で俺の体は……消しよう滅めつしてもおかしくなかった。

「じゃあ、俺、龍神化は使えなくなったのか」

「リゼヴィムやトライヘキサと戦ったときのような出力は、神にでもならない限りキミだけじゃなく、キミ以外でも使いこなせないだろう。俺でも命を大きく縮める。ただ、龍神化で得られた恩おん恵けいはあるようだが」

　恩恵？　頭の上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべるようにしている俺に美女となったオーフィスが言う。

「我の力を発現したときの鎧よろい、あの形態は変身可能。ただ、力は大きく下がってる。無限でもない。でも、伸のびしろはある」

　あー、あの紅くれないと黒が混ざった鎧にはなれるのね。ただし、無限の特性が無くなり、膨ぼう大だいなパワーはダウンしていると。

　それでも十分じゃないかな。あれ、パワーが下がっても相当な強さは持っているだろう。少なくとも真『女王クイーン』形態よりも遥かに上だ。

　しかも伸びしろがあるなんてうれしいじゃないか。余計、鍛きたえたくなっちゃうよ。

「疑ぎ似じ龍神化？」

　などと、オーフィスが首を左右に揺ゆらしながら漏もらしていたが……。『疑似龍神化』か、言い得えて妙みようというか、実際そういう感じなんだろうな。

　ヴァーリが言う。

「まあ、神器セイクリツド・ギアに目覚め、悪あく魔まに転生して一年も経たっていない状態で神格に手が伸びる変化は心身だけじゃなく、魂たましい、存在自体が耐えきれないだろうさ。──キミの成長はあまりに急変すぎたんだ」

　……こいつの言う通りだな。俺は一年の間、パワーアップをし続けていた。その分だけ敵が凶きよう悪あくだったってのもあるけど、体がパワーアップについてこられなくなっても不思議じゃない。現にそうなってしまったのだから。

　一万年生きられるであろう悪魔の生の一年めでこれだもんな……。俺の悪魔としての生は濃こくなるのかな……。やだぞ、毎年こんなのが続く一万年の生涯なんて……。

　頭を抱かかえる俺。リリスは俺たちの会話に飽あきたのか、髪かみをほどいて、

「もうひとりのリリスといっしょ、もうひとりのリリスといっしょ」

　なんてふうに遊んでいた。確かに髪をほどいたリリスの姿はオーフィスそっくりだが……。オーフィスはリリスの頭をなでなでしていた。

　いろいろあったけど、オーフィスの力はこうして全部一か所に集つどったってことでいいのかね。

　ヴァーリが途と端たんに神しん妙みような面おも持もちとなった。

「兵藤一誠……伝えておこう。──サーゼクス・ルシファーをはじめとした、現レヴィアタン、現アスモデウスの三名の魔ま王おうと、各勢力の首しゆ脳のう陣じんは、トライヘキサと共に旅立った」

「──ッ!?」

　驚く俺にヴァーリは語る。

　分ぶん裂れつしたトライヘキサを、確実に被ひ害がいを減らすため、倒しきるため、隔かく離りされた専用の結けつ界かい領域に転移させることになった。さらにそこに繫つなぎ止めるため、領域内部でトライヘキサと戦う戦士が各陣営から選出された。

　その者たちが、各陣営のトップクラス。そのなかにはサーゼクスさまやセラフォルーさま、魔王の方々やミカエルさん、オーディンのじいさんも含まれていた。

　それからもヴァーリは各陣営のトップが最後の最後に取ったその作戦の概がい要ようを説明してくれる。

　……俺はようやくあの場面が蘇よみがえった。龍神化で倒れた俺の横でサーゼクスさまは、別れを口にされていた。あれは……夢ではない。

　……そ、そんな、サーゼクスさまが……。

　衝しよう撃げきを受ける俺にヴァーリはこう続けた。

「アザゼルもそこに入った」

「──ッ!!　……先生も？　じゃ、じゃあ……」

「……当面、会えないということだ」

　…………。

　……天井を仰あおぐ俺。……言葉もない。出ようはずがない。文句を言いたくても、すでにいないんだろう……？

　俺は顔を手で覆おおい、ヴァーリに問う。

「当面ってどれぐらいだ？　半年か？　数年か？」

「……キミのところにいる元ヴァルキリーの見立てでは……少なくとも数千年、あるいは一万年か。それだけ、強化されたトライヘキサを倒しきるというのは困難ということだ。聖書の神ですら、奴やつを封ふう印いんするだけで精せい一いつ杯ぱいだったのだから」

　……一万年……。

　……出会って、まだ一年も経っていないんだぞ……っ！　まだ、話したりない。まだまだ、アドバイスを受けていたかったのに……っ！　一万年って……なんだよっ！

「…………なん、だよ、それ……。……す、数千年って、一万年って……」

　ぶつけたくてもぶつけられない言いようのない怒いかり、切なさ、悲しみ、いろんな感情が俺の心身に渦うず巻まいていく。

　こんなときも冷静に返すと思っていたヴァーリが──珍めずらしく、声を震ふるわせていた。

「…………ああ、まったくだな。……いつだって、勝手だ。……俺たちにあれだけ教えておいて、勝手にいなくなる……」

　予想外のライバルの反応に俺は──思わず、涙なみだをぽろりと流してしまった。……おまえ、こんなときにそんな反応見せるなんてよ……っ！　そりゃ、卑ひ怯きようだろうが……っ！

　こうしているなかで、いつもなら、あのヒトがひょっこりと現れて、俺とヴァーリの姿を笑って茶化しただろう。

　けど──いつまで待っても、先生は病室に現れはしなかった。

　ヴァーリが俺に言った。

「……アザゼルはキミのことを、最後で最高の教え子だったと、言っていた……」

　……………………。

　…………ずるいぜ、先生……。俺は、涙がただただ止まらなかった。出会いの頃ころが脳のう裡りを過よぎり、そのまま修行のときのこと、強敵と戦ったときのこと、京都や吸きゆう血けつ鬼きの国といろんなところに共に行ったことも走そう馬ま燈とうのように思い出されていく……。

　……俺、アポプス倒したんだ……。いつもみたいに小言を聞かせてくれよ……っ。

　オーフィスが俺の手を取る。

「……我はいるぞ。我は、数千年も一万年もイッセーとヴァーリといるぞ」

「じゃあ、リリスもいる」

　リリスも俺とオーフィスの手に手を重ねてくれる。

　…………去る者もいれば、来る者もいる、か。

　ヴァーリが、息を吐いた。

「……永いな。──が、俺もキミもどうにもその時間を生きられる体を得ている。帰ってきたら──」

　ふいにヴァーリは窓のほうに顔を向けた。その声は、一層震えていた。

「文句のひとつは言いたいな」

「ああ」

　これから待つのは、サーゼクスさまやアザゼル先生のいない世界。共に過ごした時間よりも酷ひどく永い、彼らのいない世界──。

　俺たちがもっと強く、もっと早く、『敵』を倒せる力と覚かく悟ごがあったなら、こんな結末にならなかったのだろうか……。

　十七歳の俺は、生まれて初めて、一生に残る激しい後こう悔かいを経験した。

　この戦いを切っ掛かけに二俺天た龍ちの心境に決定的な変化が生まれる。

　ヴァーリには、何かを守るための配はい慮りよが生まれ、俺には──『敵』を必ず滅ほろぼすという決意が生まれた。

　そう、覚悟が足りなければ、誰だれかが消えてしまうんだ。

　そうなるぐらいなら、俺は──。







　　　Report.







　以下、失われた各勢力の主おもな最重要権力者である。




天界


・ミカエルとその配下の御使いブレイブ・セイント（Ａエースを除のぞく）

・ラファエルとその配下の御使いブレイブ・セイント（Ａエースを除く）

・ウリエルとその配下の御使いブレイブ・セイント（Ａエースを除く）



冥めい界かい


・サーゼクス・ルシファーとその眷けん属ぞく（女王クイーンを除く）

・セラフォルー・レヴィアタンとその眷属（女王クイーンを除く）

・ファルビウム・アスモデウスとその眷属（女王クイーンを除く）

・堕だ天てん使しの長おさアザゼル



北ほく欧おう勢力


・北欧神話の主神オーディン及および神クラス六柱はしら



オリュンポス勢力


・ギリシャ神話の主神ゼウス及び神クラス十柱



インド勢力


・ブラフマー神、ヴィシュヌ神及び神クラス七柱






　他の勢力（日本神話、中国神話、エジプト神話、ケルト神話、その他）からも主力の神クラスの面々が、トライヘキサとの永き戦いに参加している。

　とはいえ、トライヘキサはいまだ生存している状態である。

　後の世で、各勢力で歴史的な戦いくさと記録される『リリンの乱』、『邪じや龍りゆう戦せん役えき』の一応の終結であった──。

　歴史家たちは、この戦役を「各神話勢力の歴史的損失である」と評することになる。

　特に天界、冥界の戦力低下は著いちじるしく、ようやく先の三大勢力の大戦から回復してきた国力を再び消しよう耗もうすることとなった。

　人間界にも多大な影響を残したトライヘキサと邪龍の群れは、それと戦う異い形ぎよう、超ちよう常じようの存在と共にメディアに映されてしまい、人間たちの間で大いに物議を醸かもしていた。そういう意味合いでも、今回の戦争は人間界、超常の世界、その両方に大きく爪つめ痕あとを残す結果となったのである。

　ただし、この戦役において、新たな希望も生まれていた。悪あく魔ま側に未来の超ちよう越えつ者候補が二名も挙げられることになる。

　二に天てん龍りゆうの歴史のなかでも希代の所有者とされる『明みよう星じようの白はく龍りゆう皇こう』ヴァーリ・ルシファー、『[image: いつ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』兵ひよう藤どう一いつ誠せいの二名である──。

　そして、この戦役を終えて幾いく日にちか経過した折、冥界上層部でひとつの提案が、挙げられた。

　──リアス・グレモリー眷属「兵藤一誠」の上級悪魔昇しよう格かくへの提唱である。

　転生して一年未満での上級悪魔昇格の提唱は、過去に例のない異例中の異例であった。







　　　The remaining hopes.







　これより話されるのは、最重要機密となる会話である。

『邪じや龍りゆう戦せん役えき』と称しようされる戦いから、幾日か経過した頃ころだ。とある砂すな浜はまにふたつの人ひと影かげがあった。その砂浜を照らす夜の天体は──ふたつ。そこはアジュカ・ベルゼブブがある場所をモチーフに作り出した空間だった。

　さざ波が小気味のよい音を奏でていくなかで、ふたつの人影──妖よう艶えんな魔ま王おうアジュカ・ベルゼブブと無む邪じや気きな少年の様相を見せる破は壊かい神シヴァはテーブルを囲って座っていた。

　夜の砂浜でテーブルを囲いながらの密談が始まっていた。

　シヴァが言う。

「犠ぎ牲せいは大きい。──が、これで当面の平和はもたらされたと思うべきか。三大勢力のトップ陣じん、オーディン、ゼウスたちの覚悟を見させてもらった。──いいだろう。彼らが戻もどってくるまで、僕もこの世界を守ろう」

　アジュカがシヴァに問う。

「いいのですか？　あなたがアザゼル元総そう督とくから受けた頼たのみは、トライヘキサが異世界に行くことがあった場合、それの阻そ止しだったはず……」

　そう、本来アザゼルと約束したのはそれだった。

　──だが、シヴァにとってアザゼルたちの行動は　自身の美学を刺し激げきしてくれた。

　トップとしてアザゼルたちの今回の行動を非難、不安視する声はある。あとのことを考えない無責任な行動だとか、隔かく離りされた領域でトライヘキサを抑おさえきれなくなったらどうなるのか、など挙げだしたらキリがない。

　だが、シヴァにとって首しゆ脳のう陣じんの行動は賛辞を送るほかない。

「この世界を守る──それぐらい覚悟がなければ、彼らに失礼だろう？　それに今後の抑よく止し力りよくとして絶対に残れとブラフマーとヴィシュヌに言われてしまったからね。──さて、冥界のほうは現状どうだい？」

「はい。いまのところ、首都リリスでは──」

　戦後処理に始まり、人間界のことにも言げん及きゆうしていった。

「人間界への被ひ害がいは無視できませんが、各勢力の神クラスの御み業わざによって、ある程度までは回復できたようですね」

　アジュカが言うように、トライヘキサや邪龍たちによって破壊された人間界の自然などは、神クラスの力によって修しゆう繕ぜんできてはいた。失った命は……難しいところだが、各勢力でその点を今後どう配慮するかが課題となってくる。

　さらに問題がある。今回のことが記録映像を通して人間の間に広まったことだ。異い形ぎようの存在がハッキリと映されてしまっていた。

　シヴァが言う。

「僕の陣営を崇すう拝はいする領域は、人間側の支配者層を通じて、記録を消すか、ねつ造するように手配している。限度はあるかもしれないが……今回の一件は人間が知ってはならないことが多すぎるからね。他の勢力も同様だろう。人間界のバランスを崩くずせば、神話体系にも影えい響きようが及ぶ。それは避さけないといけない」

　アジュカも同調した。

「こちらの勢力も天界側と協力して、そちらと同様の処理をおこなっています。完全に消し去ることは難しいでしょうが……」

　映像自体、普ふ通つうの人間が見れば、ＣＧで作られたモンスター映画のひと場面に見える。そう断ずる者も多い。

　とはいえ、『何か大きな事件が起きた』というのは多くの人間に察知されている。それが「ある国の兵器実験」や「テロリストの仕し業わざ」などと誤認されつつも、今回の記録映像は細く、長く、今後も人間界に残ってしまうだろう。

　そして、アジュカとシヴァは、お互たがいの陣営のその後を話しながら、ついに会話を核かく心しんに入らせていく。

　シヴァが遠えん慮りよなく切り込んだ。

「結局のところ、リゼヴィムや邪龍……少なくともアジ・ダハーカとアポプスは、かの地についてある程度知識があったそうだね？」

　アジュカはこれを肯こう定ていして、うなずいた。

「ええ、どうやら情報だけは得ていたようです。まあ、俺ですらこのようにかの地の一部を再現できるだけのものは知り得ていましたから」

「キミのほうは、神滅具ロンギヌスから接せつ触しよくしたんだったね。あちら側にバレてはいないんだろう？」

「少なくとも俺は勘かんづかれずやってます。おかげでわからないことだらけですけどね」

　アジュカは、真っ正面からこう告げる。

「……だが、いずれ、『彼ら』は攻せめてくる可能性があります。二に天てん龍りゆうがロキと戦ったときに訪れた、かの神との邂かい逅こう、何よりも今回の件で『彼ら』はこちらの存在に気づいているはずです」

　魔王は、テーブルにまとめられたレポートを出していく。

　レポートの表には「Top Secret」と記されていた。

　アジュカが続ける。

「アザゼル元総督が隔離領域に行かれる直前に俺や信しん頼らいできるごく一部のＶＩＰにのみ残したレポートです。これにはとある調査の報告が記されています」

　シヴァがレポートを手に取り、パラパラとめくっていく。その表情はいつになく、神しん妙みようなものだった。

　アジュカはレポートに目を落とす破壊神に言った。

「──リゼヴィムは、あちら側にこちらに関する各勢力の転移術式を送信していた、と。また、相そう互ごでやり取りをいくつかしたであろう痕こん跡せきも、回収したアグレアスに残っていました」

「……なるほど、物体ではなく、情報だけをあちらに送ったというわけか。よりにもよって、転移に関する情報だなんてね。あっちにそれを解かい析せきさせ、グレートレッドを飛び越こえて、こっちに飛んでくることを望んだわけだ。あのテロリズムの塊かたまりは、あらゆる悪意の可能性をばらまいてから死んだのか。ここまで来ると驚きよう嘆たんするほかないね」

　リゼヴィムとアジ・ダハーカ、アポプスは、異世界と通信だけを試みて、それに成功していたのだ。しかも、あろうことか、挑ちよう戦せん的な意味合いを含ふくむ宣言と、こちらのあらゆる転移手段に関する情報を送っていたのだ。

　要約するなら、あらゆる罵ば詈り雑ぞう言ごんを相手に吐はいたあとで、自分の家に来られる道の情報をすべて送るというイカレた行為そのものである。考え方そのものが常じよう軌きを逸いつしており、言ってしまえば人間界の若者がＳＮＳで不ふ祥しよう事じをすることと大差はない。問題は規模が惑わく星せいレベルになるということだ。

　あの前ルシファーの息子むすこは、自分だけではなく、その他の生物もすべて巻き込んで戦争になれば万ばん々ばん歳ざいだったのである。

　リゼヴィムは、真の意味で悪意の塊であり、死後も爪つめ痕あとを深く、深く遺のこしていったのだ──。

　アジュカが複雑な面おも持もちで語る。

「リゼヴィムが送った術式をあちらが解析し、次元の壁かべを突とつ破ぱするに至る時間……アザゼル元総督と我がベルゼブブ側が出した計算では──いまから約三十年後、『異世界』からの使者がこちら側に来るという答えが出ています」

　この情報にシヴァも笑うほかなかった。

「随ずい分ぶん早いね。僕ら超ちよう常じようの者からしたら、瞬まばたきほどの時間しかない」

「ええ、サーゼクスもアザゼル元総督も行く直前まで今後を憂うれいていました。確実にあちらの邪じや神しんは、邪じや悪あくであろうと……」

「異世界の神々との戦争──か。……だが、それはまだほんの少し先だ。それよりも僕が気になるのは──」

「──インドラ、帝たい釈しやく天てんですね？」

　異なる世界からの襲しゆう来らいも予見しつつも、各勢力間で残っているわだかまりもまだ解消していない。

　特にギリシャ神話のハーデスと並んで危険な思想を持つのは、帝釈天──インドラであった。

　シヴァがあごに手をやる。

「各勢力のトップが消えた、これを絶好の機会だと、あの戦いくさの神は思うだろうね。何せ、どこまでいっても『戦』の神なのだから。三十年もあれば十分に彼は仕し掛かけてくる」

　そう言いながらも破壊の神は、どこか嬉き々きとしていた。この少年神も、また戦を楽しむ超常の存在である。

　自制を促うながすかのようにアジュカは言う。

「……この状じよう況きよう下かでの大きな戦争は、今後を考こう慮りよする限り、破は滅めつしかもたらしません」

　肩かたをすくめるシヴァ。

「うちもブラフマーとヴィシュヌをはじめ、神クラスを何柱はしらも送り出してしまった。インドラと戦争となったら、人間界にも多大な影響を与あたえそうだ。何せ、インドラはそういう日が来ることも想定して、自じ陣じんを太らせているようだからね」

　そう、各勢力のなかでも最強と名高いインド神話も、三柱神の二柱をトライヘキサとの永き戦いに送り出してしまっている。

　インドの主神で残っているのは、現状シヴァのみだ。

　だからこそ、あの戦の神は邪じや魔まな横やりが来ないと見て、仕掛けてくるかもしれないのだ。あのインドラは、何よりもシヴァを敵視しているのだから──。

「まったく、まいったものだね」

　そう漏もらすシヴァの表情はひとつも困ってるように見えなかった。

　シヴァは話題を変えるようにアジュカに言う。

「キミのほうも早急に『代わり』を用意したほうがいい。ただでさえ、皇こう帝ていベリアルの告白で冥めい界かいの上層部は混迷の一いつ途となのだろう？　いい機会だ。改革したらいいんじゃないか。──例の『七大魔王』制度を導入したらいい。七つの大たい罪ざいに倣ならう形でやりたいという思想をキミが持っていたと聞いているよ？」

「ええ、今度は悪あく魔ま側だけではなく、同盟関係にある各勢力の首脳陣の投票も加味して選出させる予定です。枠わくはルシファー、レヴィアタン、アスモデウス、ベリアル、さらに番外の悪魔エキストラ・デーモンより名を拝借し、マモンとベルフェゴールも加えます」

「それまで魔ま王おうはキミひとりか。いやはや、大変だねぇ」

「……そのために残されたわけですからね。サーゼクスあいつが帰ってくるまでは、俺も表おもて舞ぶ台たいに立たせてもらうつもりです」

　サーゼクスはわかっていたのだろう。アジュカは、その気になればサーゼクスの役もファルビウムの役も担になえるということを──。

　さすがにセラフォルーのアイドル的なカリスマは持ち得ないが、四大魔王がそれぞれ背負っていた役目を、アジュカならばその気になれば果たせるだろうと彼ら現魔王は感じ取っており、自分たちはトライヘキサと共に隔離領域へと転移したのだ。

　残されたアジュカは、友人たちの願いを聞き入れ、永きにわたってベルゼブブの座を守ることを彼らに誓ちかった。

　シヴァが言う。

「──だが、首脳陣以上に動く『駒こま』も必要だ。優ゆう秀しゆうな『駒』がなければ、『戦争ゲーム』は成り立たない。リゼヴィムの計画は結果的に各勢力が抱いだいてた平へい穏おんの概がい念ねんを崩しただろうね。だからこそ、各勢力の神格クラスはこう思うはず。──急いで自陣から強者を育成、輩はい出しゆつしなければならない。でなければ、テロリストどころか、他の勢力にも屈くつする恐おそれがあるのだから。アジュカ、キミはそれを予見して、サーゼクス・ルシファーやアザゼルとある計画を練っていた。──全勢力を対象とした例の企き画かく。実に楽しそうじゃないか」

「よくご存じで」

　シヴァは愉ゆ快かいそうにしていた。

「──その企画、彼らの分まで僕が引き受けようか？　そして、近々実行しようじゃないか。こういうのは早め早めのほうがいい。強者を生み出すのはいつだって、競い合いなのだから。戦後処理が済みしだい、僕が各勢力に発しよう。これをね」

　シヴァはどこから手に入れてきたのか、懐ふところから新たなレポートをひとつ取りだした。

　それは──『レーティングゲーム国際大会』と題された企き画かく書しよだった。

「一いつ致ち団結しようじゃないか。将来の襲しゆう撃げきに備えて──強者を作り出すためにね。何よりも祭りはいつだって誰だれだって心が躍おどるのだから」

　アジュカはシヴァの言葉の裏側を探る。

　破は壊かいの神は、大きな催もよおしをこの戦せん役えきの結果で動き出すかもしれない者たちへのけん制にするつもりなのだろう。

　世界的な催しを各勢力の代理戦争とすることで、それぞれの勢力が抱く野望の溜りゆう飲いんを下げる……それはサーゼクスとアザゼルが、その企画の元来の目的としていたものである。

　それを無視して戦争を起こそうものならば、各勢力から非難を浴びることになろう。攻め込まれた陣じん営えいに他の勢力が助勢することも十分あり得る。帝釈天にとって、それは望むところではないだろう。

　そういう意味で、サーゼクスとアザゼルは、勢力間の和平を進めていくなか、各勢力の野望の落としどころとなる大きなイベントを計画していたのだ。リゼヴィムの悪意のせいで、計画の進行は遅おくれてしまったのだが……。

　とはいえ、この破壊の神がどこまでその信念を引き継つぐかわからない。シヴァ自身が抱く本ほん音ね、これを帝釈天がどう受け止めるのか、不安な要素は多い。

　しかし、代理戦争として各勢力間でそれが機能すれば──。

　──おまえなら、誰もが楽しめる『ゲーム』をうまく組み立てられるだろう？

　サーゼクス友人のそんな声が聞こえてきそうだと、アジュカは僅わずかに口の端はしをあげた。

　実のところ、レーティングゲームの国際化は現在表面化してきた問題を糾きゆう弾だんして、再構築するには打ってつけなのである。レーティングゲームを悪魔だけのものではなく、全勢力が楽しめる競技にすれば、各勢力からの厳きびしい監かん視しの目が入ることになるだろう。そうなれば、少なくとも現状よりは随分マシな競技となる。

　それは──サーゼクス、アザゼル、そして王者ベリアルでさえも望んだ未来でもあった。

　実は、サーゼクス、アザゼルは去年の時点で悪魔、堕天使が経営する各種企き業ぎよう、さらに天界──キリスト教をはじめ、他勢力を含んだ各宗教関連企業などと、裏で国際化に関してのスポンサー契けい約やくの話を持ちかけていたのである。

　アジュカはここにいないサーゼクスにこう返す。

　──なあ、サーゼクス。正味の話、おまえは自分の妹と義ぎ弟ていが悪魔の代表として、各勢力の代表チームを倒たおすところを自じ慢まんげに見たかったんだろう？

　いつかそれを友が見られるようにと、アジュカ・ベルゼブブは動き出す。

　かくして、宴うたげが始まろうとしていた──。




　兵ひよう藤どう一いつ誠せいの高校生活ハイスクール・ライフのなかで最大にして、最後のイベントが幕を上げようとしている。







　　　あとがき







　お久しぶりです。石いし踏ぶみ一いち榮えいです。二〇一二年の後半より始まった第四章もようやく大筋は今回で終わりです。三年以上やっていたわけですから、そりゃ長いわけです。

　この二十一巻は書いていて大変でした。読者の方もおそらく思ったはずです。二十一巻、クライマックス戦ばかりだ！　と。その通りです。

　サイラオーグ＋匙さじ対ビィディゼ　→　ヴァーリ対アジ・ダハーカ　→　イッセー対アポプス　→　イッセー＆サーゼクス対トライヘキサの核コア

　……と、クライマックス四回分もこの一冊に込めてしまったので、過去最大レベルにキツかったです。サイラオーグ、ヴァーリと人気キャラのパワーアップも二回挟はさみましたからね。すみません、こういうのは本当、章の終わりだけでカンベンしてください……。

　四章を振ふり返ってみると、十六～十九巻辺りが、私の中で一番精神的にキツかった時期でした。ヒロインの数だけ（＋ギャスパー）エピソードを用意したため、その分、イベントも無理矢理くっつけてしまった感が否いなめませんでした。それが内容を薄うすめ、書いていて苦しかった要因になったのかもしれません。「ヒロインもいいけど、野や郎ろうどものど突つき合いが書きたい！」と溜たまりに溜まったものを吐はき出したのが、前巻と今巻という四章最終戦になってからでして、おかげでこの前後巻はＤ×Ｄデイーデイーのなかでも二巻と十～十二巻並に個人的に満足しているお話です。もし、四章が長くて途と中ちゆうで止まってしまった読者の方が近くにいましたら、「やっと四章終わったよ！」とお伝えください。




　話は変わって、イッセーとヴァーリ、他チーム『Ｄ×Ｄ』について。

　ヴァーリ回ということで、ようやく彼を本格的に掘ほり下げさせていただきました。イッセーのライバルとしてそろそろ取り上げないとダメでしょうから、アザゼルも絡からめて彼のエピソードをやらせていただきました。前巻のイッセー回と同じく、ヴァーリ回でも親子の物語をやりました。ただし、こちらは哀かなしいお話です。二人を対極的に描えがきました。

　そしてついにヴァーリが魔ま王おう化！　彼の持っているものを昇しよう華かしてのパワーアップとなりました。ヴァーリもまた『Ｄ×Ｄデイアボロス・ドラゴン』だと思います。イッセーの新形態が『Ｄ×Ｄデイアボロス・ドラゴン』・Ｇ（ゴッド）なら、ヴァーリの新形態は『Ｄ×Ｄデイアボロス・ドラゴン』・Ｌ（ルシファー）でしょうね。ちなみに戦せん闘とうで出たヴァーリの飛龍ワイバーンはファン○ルです。

　伝説の『白い竜りゆう』の名前については諸説あるのです。Ｄ×Ｄでは「ラテン語の『白』を語源」とし、いろいろな意味も含ふくむ『アルビオン』にしました。イッセーとドライグが一皮剝むけるのと、ヴァーリのパワーアップに合わせて、いい機会なので『グウィバー』という名めい称しようも使って、Ｄ×Ｄ作中での真ま名なとしました。

　イッセーも彼らしい回復の仕方をしつつ、∞インフイニテイブラスタ─＋ロンギヌス・スマッシャーという地図を塗ぬり替かえるレベルの火力を放ちましたね。書いてて気持ち良かったです。

　サイラオーグも以前設定だけお伝えしていた覇獣ブレイクダウン・ザ・ビーストとなり、デュリオと鳶とび雄おが禁手バランス・ブレイカーとなりました。デュリオと鳶雄の禁手バランス・ブレイカー特性はまだ全部出してません。

　あと、エルメンヒルデが再登場しました。ドラマガ連れん載さい分の短編で先に再登場してまして、ＤＸ三巻にそのエピソードを収録しようかなと思います。




　四章ボスについて。

　リゼヴィムは、読者のヘイトを溜めさせてイベントを発生させてくれる舞ぶ台たい装置でした。

　そのため、アジ・ダハーカ、アポプス、トライヘキサは章の最後を締しめくくるにはいい敵キャラであり、特にアジ・ダハーカ戦とアポプス戦は書いていて楽しかったです。

　アジ・ダハーカのモチーフは、まんまキングギ○ラです。そのせいか、書いていて、やっぱりボス感は出てしまいました。三つ首竜りゆうは、怪かい獣じゆうっぽくて書いてて楽しかったです。

　アポプスの正体は実体が朧おぼろ気げな闇やみそのものなので、イッセーがどんな攻こう撃げきをしても大したダメージを与あたえられなかったのは仕方ありません。もう、超ちよう攻撃力で吹ふき飛ばすか、太陽の名を冠かんする神さまに倒たおしてもらうしかありませんでした。

　トライヘキサは、本当のバケモノ級として書きました。容易に世界をすべて破は壊かいできるだけの怪かい物ぶつです。今回、各神話の領域を相当破壊して、Ｄ×Ｄの作中でも最大規模の損害を与えました。アザゼルの作戦がなければ、神クラスがもっとやられてたでしょう。

　グレートレッドや全盛期のオーフィスも本気出すとこんな感じか、これ以上だったのでしょう。神龍二体の力を受け継ついだイッセーの異常性がわかるところですね。




　さらに話は変わって、異世界『Ｅ×Ｅエヴイー・エトウルデ』のことについて。

　設定をようやく出せましたが、ハイスクールＤ×Ｄではおそらく『Ｅ×Ｅエヴイー・エトウルデ』を取り上げません。しかし、劇中の時系列で約三十年後に接せつ触しよくがあるのは確定しております。さてさて、どうなるのでしょうかね。気長にお待ちください。ちなみにＤ×Ｄオリジナルの世界ですので、実際の神話は一切関係ございません。

　実はこれについてＤ×Ｄの外伝で触ふれていたりします。発売中のアニメ三期『ハイスクールＤ×Ｄ　ＢｏｒＮ』のＢＤ／ＤＶＤに付属します特典小説「ハイスクールＤ×Ｄ・ＥＸイクス」にて、この異世界からの侵しん略りやくと未来からイッセーの子供たちが来るという外伝を全六回の連作で、いち早く書きました。特典小説はソフトの初回生産分に付属という形でして、初回分が店頭に残っているかはちょっとわかりませんので気になった方はご注意ください。




　ここで謝辞を。みやま零ゼロさま、担当Ｈさま。今回、ギリギリまで思い悩なやんでしまって大変申し訳ございませんでした。おかげで、良い本編の原げん稿こうを二冊続けて送り出せました。




　四章の大筋が終わりました。はい、次巻の後半より最終章をやらせていただきます！

　五章こと最終章のコンセプトは「熱いお祭り」「Ｄ×Ｄキャラの総決戦」となります。

　次巻前半が四章のエピローグで、ついにリアス、朱あけ乃のたち三年生組の卒業式。ひとつの世代が終わりを告げます。二十二巻でリアス、朱乃の二人を取り上げるつもりです。

　そして、ＤＸ二巻でもお伝えした通り、二十二巻で驚おどろきの展開も待っています。一応、フラグみたいなものは今巻に入れてます。ここからはファンが興奮する展開が、ずっと続くかなと思います。

　そのようなわけで、次巻後半から、最終章第五章がスタートです。最後までＤ×Ｄにお付き合いくださいましたら幸いです。








石踏一榮

●いしぶみいちえい



１９８１年生まれ。生粋の千葉県民。相変わらずガンプラ好きな私ではありますが、健康に気を遣い、最近はラッカー塗料から水性アクリル塗料に切り替えつつあります。エアブラシを使うこともありますが、筆塗りの楽しさに今更ながら気づきました。ファレホという海外の塗料ですが、水で薄められて、後始末も水洗いのみです。筆塗りのムラも少ないので模型好きの方におすすめ致します。
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